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はじめに

改訂日 ： 2015 年 1 月 22 日

 

Cisco Validated Design （CVD） は、 一般的な使用事例や現在のシステム リ リースに基づき、 設計
と導入に関する重要な決定事項について説明しています。 CVD には、 お客様のニーズに応える
ための幅広いテク ノ ロジー、 機能、 アプ リ ケーシ ョ ンが組み込まれています。 よ り迅速で信頼性
が高く、 完全に予測可能な導入を実現するために、 シスコのエンジニアは CVD に含まれるガイ
ド ラ インを包括的にテス ト した後、 文書化しています。 シスコのパートナーやお客様は CVD の
テス ト済みの成果を活用して、 独自の設定と構成でシステムの設計/導入を開始できます。

エン タ ープ ラ イズ コ ラボレーシ ョ ンに関する ド キュ メ
ン ト

『Cisco Preferred Architecture （PA） Design Overview』 を活用する と、 お客様およびセールス  
チームは組織のビジネス要件に基づいて適切なアーキテクチャを選択し、 アーキテクチャ内で
使用される製品について理解し、 設計上の一般的なベス ト  プラ クテ ィ スを習得する こ とができ
ます。 これらの資料はセールス  プロセスを支援します。

『Cisco Validated Design （CVD）』 資料は、 シスコ推奨アーキテクチャを導入する手順について
詳し く説明しています。 これらの資料はプ リ ファード  アーキテクチャの計画、 設計、 および実
装を支援します。

『Cisco Collaboration Solution Reference Network Design （SRND）』 資料は、 シスコ  コ ラボレー
シ ョ ンの設計上のオプシ ョ ンについて詳し く説明しています。 設計上の要件がシスコ推奨アー
キテクチャの適用範囲を超える場合には、 SRND を参考にして ください。

このマニュアルについて
企業のコラボレーシ ョ ン向けシスコ  プ リ ファード  アーキテクチャに関する この 『シスコ検証
済みデザイン』 の対象読者は次のとおりです。

• コ ラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンの販売、 設計、 導入に携わるセールス  チーム

• シスコ  コ ラボレーシ ョ ンを導入するための設計上のベス ト  プラ クテ ィ ス と適切な手順につ
いて詳しい情報を必要と されているお客様とセールス  チーム
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はじめに
このガイ ドは、 読者の皆様がシスコの音声、 ビデオ、 コ ラボレーシ ョ ン製品に関する一般的な
知識があ り、 それらの製品の導入方法の基本を理解している こ と を前提と しています。 この 
CVD 資料をお読みになる前に、 『Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration Design 
Overview』 を参照する こ と をお勧めします。

この CVD に掲載されている設計上の決定事項は、 『Cisco Collaboration SRND』 のフレームワー
クに沿ったものです。 SRND には設計上および導入上のさまざまなオプシ ョ ンが提示されてい
ますが、 本資料では、 プ リ ファード  アーキテクチャ  デザインの基本想定に基づいて 1 つの推奨
導入が選択されています。 想定が異なる と、 設計上の決定も異なる可能性があ り、 その場合は 
SRND に照ら して確認する必要があ り ます。 独特の要件と高度なカスタマイズを備えた大規模
な導入環境では、 シスコ  アカウン ト  マネージャ と連絡を取り、 この CVD および SRND の適用
範囲を超えるガイ ド ラ インを得る こ と をお勧めします。

本資料は、 次のよ う な方法で設計および販売のプロセスをシンプルにします。

• 『Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration Design Overview』 にある製品および
設計に関する推奨事項に基づいています

• 『Cisco Preferred Architecture Design Overview』

• コ ラボレーシ ョ ン  アーキテクチャについて詳し く説明し、 ベス ト  プラ クテ ィ スを明示し、
これらの推奨事項の根拠を示します

この CVD ガイ ドは次に示す個別のモジュールで編成され、 これらが総合的にコラボレーシ ョ
ン  ソ リ ューシ ョ ンを構成します。

• コール制御 — ダイヤル プラン設計、 コンピュータ  テレフォニー インテグレーシ ョ ン
（CTI）、 Survivable Remote Site Telephony （SRST）、 IM and Presence、 LDAP ディ レク ト リ統
合、 SIP ト ランク、 その他のコール制御機能の概念を示します。 また、 この章では、 企業
のコラボレーシ ョ ン向けのプ リ ファード  アーキテクチャでコール制御を導入する う えでの
ベス ト  プラ クテ ィ ス も紹介します。

• 会議 — 企業のコ ラボレーシ ョ ン向けのプ リ ファード  アーキテクチャで使用可能なさまざま
な種類の会議と、 会議機能を導入する方法について説明します。

• コ ラボレーシ ョ ン  エッジ — リ モー ト登録サービス、 外部通信、 および相互運用性を提供す
る  Cisco Collaboration Edge コンポーネン ト の導入方法を説明します。

• コア  アプ リ ケーシ ョ ン  — 企業のコラボレーシ ョ ン向けのプ リ ファード  アーキテクチャで
使用可能なさまざまなアプ リ ケーシ ョ ン と導入ツールについて紹介し、 ユニファ イ ド  メ ッ
セージングおよび会議スケジュール用の 2 つのコア  アプ リ ケーシ ョ ンについて詳し く説明
します。

• サイジング  — お客様の導入環境の要件に合わせて企業のコラボレーシ ョ ン向けのプ リ
ファード  アーキテクチャ  コンポーネン ト の規模を決定するための簡単な例を示します。
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はじめに
マニュアルの変更履歴
この CVD ガイ ドは、 予告なしに更新される こ とがあ り ます。 このマニュアルの 新バージ ョ
ンは、 次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/go/cvd/collaboration

この Web サイ ト を定期的に参照し、 お手元のマニュアルの改訂日と  Web サイ ト にあるマニュ
アルの改訂日とを比較して、 内容が更新されていないかど うかを確認して ください。

表 1 は、 このマニュアルの改訂履歴を示しています。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
資料の入手方法、 Cisco Bug Search Tool （BST） の使用法、 サービス要求の送信、 および追加情
報の収集方法については、 「What’s New in Cisco Product Documentation」
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html） を参照して ください。

「What’s New in Cisco Product Documentation」 に配信登録する と、 新しい （または改訂された）
シスコ技術情報の リ ス ト が RSS フ ィード と して提供され、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使っ
てコンテンツがデスク ト ップに直接配信されるよ うにする こ とができます。 RSS フ ィードは無
料のサービスです。

表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

表 1 この CVD ガイ ドの改訂履歴

改訂日 説明

2015 年 1 月 22 日 Cisco Collaboration System Release （CSR） 10.6 向けにこのマニュアル
が更新されました。 詳細については、 各章の 「この章の新規情報」 を
参照して ください。

2014 年 10 月 28 日 このマニュアルの初版

表記法 表示

bold フォン ト コマン ド、 キーワード、 およびユーザが入力するテキス トは、 bold フォ
ン ト で記載されます。

italic フォン ト ドキュ メ ン ト名、 新規用語または強調する用語、 値を指定するための引
数は、 italic フォン ト で記載されます。

[   ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

{x | y | z } 必ずいずれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、 波カッ
コで囲み、 縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、 縦
棒で区切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しません。
引用符を使用する と、 その引用符も含めて string とみなされます。
xv
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はじめに
（注） 「注釈」 です。 役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。

ヒ ン ト 「問題解決に役立つ情報」 です。 ヒ ン ト には、 ト ラブルシューテ ィ ングや操作方法ではな く、
ワンポイン ト アドバイス と同様に知っておく と役立つ情報が記述される場合もあ り ます。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

ワンポイン ト  ア ドバイス 「時間の節約に役立つ操作」 です。 記述されている操作を実行する と時間を節約できます。

警告 IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告 このシンボルを使ったステー ト メ ン ト は、 追加情報および規制要件または顧客要件に準拠する
ためのものです。

courier フォン ト システムが表示する端末セッシ ョ ンおよび情報は、 courier フォン ト で記
載されます。

<   > パスワードのよ うに出力されない文字は、 山カッコで囲んで示しています。

[   ] システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答は、 角カッ コで囲んで示
しています。

!、 # コードの先頭に感嘆符 （!） またはポン ド記号 （#） がある場合には、 コ
メ ン ト行である こ と を示します。
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企業のコ ラボレー

2015 年 1 月 22 日
C H A P T E R 1

はじめに

改訂日 ： 2015 年 1 月 22 日
 

このわずか数年の間に、 ビジネスの境界を超えてコ ミ ュニケーシ ョ ンの強化と コ ラボレーシ ョ
ンの拡大を実現する多くの新しいコ ラボレーシ ョ ン  ツールが市場に投入されました。 組織がコ
ラボレーシ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ンから得ているビジネスの付加価値は、 従業員の生産性向上と
お客様との関係強化です。 コ ラボレーシ ョ ン分野の著しい進化によ り、 導入の簡素化、 相互運
用性の向上、 ユーザ エクスペリエンスの全体的な改善が実現しました。

現在のコラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンでは、 ビデオ、 音声、 そして Web による参加者を一
元的な会議環境に統合する こ とが可能になっています。 この Cisco Validated Design （CVD） ガ
イ ドに含まれるガイ ド ラ インは、 コ ラボレーシ ョ ン  アーキテクチャ全体を考慮して記載されて
います。 内容をよ り適切に編成する目的で、 サブシステムが使用されています。 また、 サブシ
ステムの推奨事項をテス ト し、 これらのサブシステムの推奨事項が、 関連サブシステムの推奨
事項と一致している こ と を確認しています。

この章の変更点

表 1-1 に、 この章に新し く追加された ト ピ ッ ク、 またはこのマニュアルの以前の リ リースから
大幅に改訂された ト ピ ッ クの一覧を示します。

表 1-1 本リ リースで追加または変更された情報

新規 ト ピ ッ ク または改訂された ト ピ ッ ク 説明箇所 改訂日

Cisco IX シ リーズ エンドポイン ト を追加 表 1-3 2015 年 1 月 22 日
1-1
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第 1 章      はじめに

 アーキテ クチャの概要
アーキテクチャの概要
このエンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けプ リ ファード  アーキテクチャの CVD は、 シスコ  
コ ラボレーシ ョ ン  ポート フォ リ オの全製品の う ち、 エンタープラ イズ市場セグ メ ン ト に 適な
製品で構成されます。 このプ リ ファード  アーキテクチャ導入モデルはすぐに使える規範的な導
入モデルで、 組織とそのビジネス  ニーズの変化に対応できる拡張性を備えています。 この規範
的なアプローチでは、 複数のシステムレベルのコンポーネン ト を簡単に統合でき、 組織がそれ
ぞれのビジネス  ニーズに 適な機能、 サービス、 キャパシテ ィ を選択できます。

このエンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けプ リ ファード  アーキテクチャの CVD は、 ユーザ
数が 1,000 人を超える導入環境に対応したエンドツーエンドのコ ラボレーシ ョ ンを実現します。
これよ り も小規模な導入環境の場合は、 『 Preferred Architecture Design Overview and CVDs for 
Midmarket Collaboration』 を参照して ください。

このエンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向け推奨アーキテクチャの CVD では、 重要なアプ リ
ケーシ ョ ンの高可用性を実現します。 このアーキテクチャは次の主要なサービスを通じてモバ
イル ワーカー、 パートナー、 お客様に拡張できる、 高度なコラボレーシ ョ ン  サービスをサ
ポート します。

• 音声コ ミ ュニケーシ ョ ン

• インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス

• 高精細度ビデオおよびコンテンツ共有

• リ ッチ メディア会議機能

• モバイル ワーカーやリ モー ト  ワーカーへの対応

• 企業間 （B2B） 音声/ビデオ通信

• ユニファ イ ド  ボイス  メ ッセージング

シスコのエンドポイン トは適応性が高く、 IP ネッ ト ワークをサポート しているため、 このアー
キテクチャを導入すれば、 組織が現行データ  ネッ ト ワークを使用して音声通話とビデオ通話の
両方に対応できます。 一般的に、 コ ラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ン導入のベス ト  プラ クテ ィ
スは、 ネッ ト ワーク全体で適切な Quality of Service （QoS） を設定する こ とです。 ユーザ エク
スペリ エンスを維持し、 遅延、 ロス （損失）、 ジッ ターなどの悪影響を回避するため、 音声お
よびビデオの IP ト ラフ ィ ッ クを分類して優先度を設定する必要があ り ます。LAN および WAN 
の QoS については、 『 Cisco Collaboration SRND』 を参照して ください。

エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けシスコ  プ リ ファード  アーキテクチャは、 図 1-1 に示
すよ うに、 可用性とセキュ リ テ ィ を備えた集中管理型のサービスを提供します。 これらのサー
ビスは リ モー ト  オフ ィ スや移動の多い社員に容易に拡張でき、 本社との通信が失われた場合で
も重要なサービスの可用性を提供できます。 これは、 新たな導入環境を設計する場合や既存の
導入環境を拡大する場合のベース となる基本アーキテクチャ と して理解しておく必要があ り ま
す。 推奨アーキテクチャの進展に伴い、 製品やソ リ ューシ ョ ンが追加され、 このアーキテク
チャは拡大します。
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 アーキテ クチャの概要
図 1-1 エン タープラ イズ コ ラボレーシ ョ ン向けシスコ推奨アーキテ クチャ

 

表 1-2に、 このアーキテクチャで使用されている製品を示します。 製品の分類と役割定義がし
やすいよ うに製品をモジュールに分けて記載しています。 この CVD の内容はこのモジュール
と同じ構成になっています。
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 アーキテ クチャの概要
ネ ッ ト ワーク  サービス

エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けプ リ ファード  アーキテクチャでは、 構造化されて可
用性と回復力が高いネッ ト ワーク  インフラス ト ラ クチャ、 およびド メ イン  ネーム  システム
（DNS）、 DHCP （Dynamic Host Configuration Protocol）、 TFTP （Trivial File Transfer Protocol）、
ネッ ト ワーク  タ イム  プロ ト コル （NTP） を含むネッ ト ワーク  サービスの統合セッ ト が必要で
す。 シスコのアプ リ ケーシ ョ ンおよびエンドポイン ト でこれらの基本ネッ ト ワーク  サービスが
どのよ うに使用されるかについて詳し くは、 『 Cisco Collaboration SRND』 の 「Network 
Services」 の項を参照して ください。

表 1-2 エン タープラ イズ コ ラボレーシ ョ ン向けシスコ推奨アーキテ クチャのコ ンポーネン ト

モジ ュール コ ンポーネン ト 目的

コール制御 Cisco Unified Communications Manager

（Unified CM）

Cisco Unified Communications Manager IM and 
Presence Service

Cisco Integrated Services Router （ISR） G2/G3

コール制御は、 ユーザとエン ドポイン ト に
対し、 登録、 呼処理、 リ ソース管理、 およ
びインスタン ト  メ ッセージおよびプレゼン
スの機能を提供します。 また、 リ モー ト  オ
フ ィ スの リモー ト  サイ ト耐障害性も備えて
います。

会議 Cisco TelePresence Conductor

Cisco TelePresence Server

Cisco WebEx Software as a Service （ク ラ ウ ド）

Cisco WebEx Meetings Server （オンプレ ミ ス）

会議では、 3 者以上が音声、 ビデオ、 および
コンテンツ共有によ り リ アルタ イムで通信
できます。 リ ソースはオンプレ ミ ス、 ク ラ
ウ ドでのホステ ィ ング、 またはこの両方で
提供されます。

コ ラボレーシ ョ ン  
エッジ

Cisco Expressway-C

Cisco Expressway-E

Cisco Integrated Services Router （ISR） G2/G3

Cisco アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータ
（ASR）

コ ラボレーシ ョ ン  エッジは、 リモー ト登録
サービス、 外部通信、 相互運用性を提供し
ます。

コア  アプ リ ケー
シ ョ ン

Cisco Unity Connection

Cisco Prime Collaboration Provisioning Standard

Cisco TelePresence Management Suite （TMS） お
よび機能拡張

アプ リ ケーシ ョ ンによ り、 音声メ ッセージ、
管理、 分析、 および会議リ ソースのスケ
ジュールなど、 幅広いサービスがカバーさ
れます。

サイジング このマニュアルのすべての章に記載されてい
る製品

Virtual Machine Placement Tool （VMPT）

このマニュアルで説明するすべてのモ
ジュールのサイジングと、 仮想マシンの配
置の例。
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仮想化
仮想化
複数のアプ リ ケーシ ョ ンを仮想化して物理サーバ上で統合する こ とで、 コス ト を節約し、 ラ ッ
ク  スペースを 小限に抑え、 所要電力量を削減し、 導入と管理を簡素化できます。 仮想化は、
組織で変更が必要になる際のハード ウェアの再導入と ソフ ト ウェア  アプ リ ケーシ ョ ンのスケー
リ ングにも対応します。

Cisco Unified Communications on the Cisco Unified Computing System （UCS）

Cisco UCS サーバは、 ユニファ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン （UC） コア  アプ リ ケーシ ョ ンを使用
して十分なテス ト が行われており、 仮想環境で信頼性と一貫したパフォーマンスを実現する こ
とが確認されています。 UC アプ リ ケーシ ョ ンを  UCS サーバに導入するには 2 つのオプシ ョ ン
があ り ます。

• UCS テス ト済みリ ファレンス構成 （TRC） の UC

UCS TRC は、 UCS サーバ コンポーネン ト の特定のハード ウェア構成です。 これらのコン
ポーネン ト には、 CPU、 メモ リ 、 ハード  ディ ス ク （ローカル ス ト レージの場合）、 RAID コ
ン ト ローラ、 および電源などがあ り ます。 特定の TRC については、 UC 仮想化に対応した
ハード ウェアの Web サイ ト を参照して ください。

• UCS 仕様ベースの UC

UCS 仕様ベースのハード ウェア構成では、 UC アプ リ ケーシ ョ ンの検証は明示的に実施さ
れていません。 したがって、 UC アプ リ ケーシ ョ ンが UCS 仕様ベースのハード ウェアにイ
ンス トールされる場合に、 UC アプ リ ケーシ ョ ン仮想マシンのパフォーマンスの予測や保
証は行われません。 この場合、 シスコはガイダンスのみを提供します。 プ リ セールスでの
ハード ウェア設計によって、 UC アプ リ ケーシ ョ ンが必要とするパフォーマンスを実現で
きるかど うかの確認は、 お客様の責任で行っていただきます。

『Unified Communications in a Virtualized Environment 』 のすべてのルールに準拠している場合
は、 これらのオプシ ョ ンはいずれも  Cisco Technical Assistance Center （TAC） によ り完全にサ
ポート されます。

Cisco Business Edition 7000 （BE7000）
Cisco BE7000 は、 仮想ハイパーバイザとアプ リ ケーシ ョ ン  インス トール ファ イルがプ リ イン
ス トールされており、 すぐに利用できる状態で出荷される仮想化 UCS 上に構築されています。
BE7000 は、 UCS TRC であ り、 UC アプ リ ケーシ ョ ンが特定の UCS 設定で明示的にテス ト され
ています。 Cisco BE7000 ソ リ ューシ ョ ンは、 1 つの統合プラ ッ ト フォーム上で、 高度な音声、
ビデオ、 メ ッセージ、 インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス、 およびコンタ ク ト  セン
ターの各機能を提供します。 Cisco BE7000 について詳し くは、 『Cisco Business Edition 7000 
Data Sheet』 を参照して ください。
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コ ラボレーシ ョ ン  エン ド ポイ ン ト
コア アプ リケーシ ョ ン

エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向け推奨アーキテクチャでは、 ハード ウェアと ソフ ト ウェ
アの冗長性を提供するため、 次の仮想化アプ リ ケーシ ョ ンが複数の Cisco UCS サーバに導入さ
れます。

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service

• Cisco Unity Connection

• Cisco Expressway （Expressway-C および Expressway-E で構成）

• Cisco TelePresence Conductor

• Cisco TelePresence Server

• Cisco TelePresence Management Suite

重要なビジネス  アプ リ ケーシ ョ ンの可用性を 大限に引き出すため、 常に冗長構成で導入する
こ とを推奨します。

コ ラボレーシ ョ ン エン ド ポイン ト
この CVD ガイ ドでの推奨事項は、 シスコの音声およびビデオ エンドポイン ト （Cisco Jabber な
どのソフ ト  ク ラ イアン ト を含む） を前提と しています。 これらのエンドポイン トは SIP を使用
して Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） に登録します。 表 1-3に、 適な機
能とユーザエクスペリ エンスを実現するための推奨エンドポイン ト を示します。

表 1-3 シスコ  コ ラボレーシ ョ ン エン ド ポイ ン ト

製品 説明

モバイル ：

• Jabber for Android

• Jabber for iPhone/iPad

デス ク ト ッ プ ：

• Jabber for Mac

• Jabber for Windows

音声、 ビデオ、 ボイス メール、 インスタン ト  メ ッセー
ジ、 およびプレゼンス機能を統合し、 モバイル デバイ
ス とパーソナル コンピュータのためのセキュア エッ
ジ ト ラバーサルを備えたソフ ト  ク ライアン ト。

Cisco Unified IP Phone 7821 Public Space、 複数回線電話

Cisco Unified IP Phone 8800 シ リーズ オフ ィ スでの一般利用、 複数回線電話

Cisco Unified IP Phone 8831 IP 会議用電話

Cisco EX シ リーズ リ モー ト  アクセス機能を備えたデスク ト ップ向け
パーソナル TelePresence エンドポイン ト

Cisco DX シ リーズ デスク ト ップ向けパーソナル TelePresence エンドポ
イン ト

Cisco MX シ リーズ 多目的ルーム向け TelePresence エンドポイン ト

Cisco SX シ リーズ インテーグレータ向け TelePresence エンドポイン ト

Cisco IX シ リーズ イマーシブ TelePresence ルーム  システム
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2015 年 1 月 22 日
C H A P T E R 2

コール制御

改訂日 ： 2015 年 1 月 22 日
 

この章では、 Enterprise Collaboration 向けのシスコ  プ リ ファード  アーキテクチャ （PA） のコー
ル制御機能について説明します。

展開に際して、 PA 設計ガイ ド ラ インおよび推奨事項以外の特定の要件が課せられる こ とがあ
り ます。 その場合は Cisco Collaboration SRND や関連する製品のマニュアルなど、 他のマニュ
アルを使用しなければならない場合があ り ます。

この章の 初の部分では、 アーキテクチャについて概説し、 い くつかの基本的な設計概念を紹
介します。 2 番目の部分では、 展開に関する考慮事項についてよ り詳し く説明します。 アーキ
テクチャの項では、 冗長の概念、 高可用性、 コンピュータ /テレフォニー インテグレーシ ョ ン
（CTI）、 IM and Presence のアーキテクチャなどの ト ピ ッ クについて解説し、 本書の例で使用さ
れる架空のカスタマー ト ポロジを紹介します。 この章の中心となるのは展開の概要の項です。
概念の抽象的な説明よ り も、 このセクシ ョ ンで紹介されている展開例を見れば、 特定の設計に
関する決定の背景について、 よ り明確に理解できるよ うにな り ます。 展開の概要の項で取り上
げている ト ピ ッ ク と しては、 DNS 要件、 ク ラスタ  プロビジ ョ ニング、 証明書の管理、 ダイヤ
ル プラン設定、 LDAP を使用したユーザ プロビジ ョ ニング、 メディア  リ ソース、 SIP ト ランク
の考慮事項、 エン ドポイン ト  プロビジ ョ ニング、 マルチク ラスタの考慮事項などがあ り ます。
展開の概要の項での ト ピ ッ クの順番は、 推奨される設定順になっています。

この章の変更点

表 2-1 に、 この章に新し く追加された ト ピ ッ ク、 またはこのマニュアルの以前の リ リースから
大幅に改訂された ト ピ ッ クの一覧を示します。

表 2-1 本リ リースで追加または変更された情報

新規 ト ピ ッ ク または改訂された ト ピ ッ ク 説明箇所 改訂日

会議用のエンタープラ イズ固有の番号付け
（ESN） 方式が簡素化されました

表 2-11 2015 年 1 月 22 日
2-1
シ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab10/collab10.html


 

第 2 章       コール制御
コア コ ンポーネン ト

コア  アーキテクチャには次の重要な要素が含まれています （図 2-1）

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service

• Cisco Integrated Services Router （ISR）

図 2-1 プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャの概要

 

主な利点

• コール制御が 1 か所で集中管理され、 そこから複数の リ モー ト  サイ ト が制御されます。

• 操作と管理が一元化されます。

• 一般的なテレフォニー機能がどの音声エンドポイン ト 、 ビデオ エンドポイン ト でも使用で
きます。

• 音声エンドポイン トおよびビデオ エンドポイン ト のために単一のコール制御および統合さ
れたダイヤル プランが提供されます。

• 重要なビジネス  アプ リ ケーシ ョ ンの可用性が高くな り、 冗長化されます。
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アーキテ クチャ
アーキテクチャ
音声コールとビデオ コールの処理は、 企業のコ ミ ュニケーシ ョ ン  システムによって提供され
る重要な機能です。 この機能は、 特定のタイプの呼処理エンテ ィテ ィ または呼処理エージェン
ト によって処理されます。 呼処理の操作は重要であるため、 ユニファ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン
の配置を設計して、 呼処理システムが、 必要なユーザ数およびデバイス数を処理するのに十分
なスケーラビ リ テ ィ と、 ネッ ト ワークおよびアプ リ ケーシ ョ ンのさまざまな異常または障害を
処理するのに十分な復元性を持つよ うにする こ とが重要です。

この章では Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） および Survivable Remote Site 
Telephony （SRST） を使った、 スケーラブルで復元性の高い呼処理システムを設計するための
ガイダンスを行います。 集中型 Unified CM ク ラスタはすべてのカスタマー サイ ト に対して呼
処理サービスを実装します。 集中型 Unified CM ク ラスタの一部である  Unified CM IM and 
Presences Service はエンタープラ イズに対してインスタン ト  メ ッセージとプレゼンス  サービス
を実装します。 Cisco Survivable Remote Site Telephony （SRST） は、 企業 WAN の信頼性が音声
サービスの可用性要件を満たさない場合に、 リモー ト  サイ ト に対してバッ クアップ サービス
を実装するために使用されます。

Cisco Unified CM は、 小規模～非常に大規模な単一サイ ト配置、 マルチサイ ト集中型呼処理配置、
およびマルチサイ ト分散呼処理配置に、 呼処理サービスを提供します。 Unified CM はシスコ  コ
ラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンの中核をなし、 音声、 ビデオ、 TelePresence、 IM and Presence、
メ ッセージング、 モビ リ テ ィ、 Web 会議、 セキュ リ ティ を提供する基盤と して機能します。

VPN や Cisco Expressway などのコ ラボレーシ ョ ンに関する様々な先端ソ リ ューシ ョ ンを使え
ば、 インターネッ ト から  Enterprise Collaboration ネッ ト ワークおよび Unified CM にアクセスし
て、 リ モー ト  アクセスおよび business-to-business のセキュアなテレプレゼンス と ビデオ コ ミ ュ
ニケーシ ョ ンを可能にする こ と もできます。

Unified CM の役割

Cisco Unified CM はすべてのシスコ  コ ラボレーシ ョ ン展開における中央のコール制御コンポー
ネン ト です。 Unified CM は、 コール制御、 エン ドポイン ト の登録、 エン ドポイン ト の設定、
コール アド ミ ッシ ョ ン制御、 コーデッ ク  ネゴシエーシ ョ ン、 ト ランク  プロ ト コル変換、 CTI 
などの基盤サービスを提供します。 Unified CM は、 管理とプロビジ ョ ニングの中心です。 会議
メディア  リ ソース、 ゲー ト ウェ イ、 およびその他のコンポーネン ト を含む、 すべてのコンポー
ネン トへのアクセスを  Unified CM が調整できるよ うに、 これらのコンポーネン ト に対するす
べての SIP ト ランクは Unified CM で終端します。 コール ルーティ ングは Unified CM に適用さ
れるダイヤル プラン設定によ り制御されます。

IM and Presence Service の役割

Cisco Unified CM IM and Presence Service はオンプレ ミ スのインスタン ト  メ ッセージおよびプレゼン
スを提供します。 各種標準に基づく  XMPP を使用するほか、 SIP IM プロバイダとの相互運用のた
めに SIP もサポート しています。 Cisco Unified CM IM and Presence Service はオンプレ ミ ス  ソ リ ュー
シ ョ ンです。 も う  1 つの Cisco インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス  サービスである  Cisco 
WebEx Messenger はクラウ ドベースのサービスであ り、 このマニュアルでは取り上げません。

SRST の役割

低速な、 または信頼できない WAN リ ンクによ り集中型呼処理プラ ッ ト フォームから切り離さ
れた支店のロケーシ ョ ンに Cisco デスク  フォンを展開する場合、 ローカル呼処理の冗長化を検
討する こ とが重要です。 各支社のロケーシ ョ ンで集中型呼処理プラ ッ ト フォームへの接続が失
われた場合は、 そこにある  Cisco IOS ルータで Survivable Remote Site Telephony （SRST） を利用
する こ とによ り、 デス ク  フォンの基本的な IP テレフォニー サービスを維持できます。 ただし、
デバイスが SRST に登録された場合に使用可能な一連の対ユーザ機能は、 電話が Unified CM に
登録された場合よ り もずっ と少な くな り ます。
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Survivable Remote Site Telephony （SRST） による Unified CM の冗長性

Cisco IOS SRST は、 Unified CM ク ラスタから離れたロケーシ ョ ンにあるエン ドポイン ト に、 可
用性の高い呼処理サービスを提供します。 Unified CM ク ラスタ リ ングの冗長性方式は、 LAN 
または MAN 環境内の呼処理などのアプ リ ケーシ ョ ン  サービスに高レベルの冗長性をもたら し
ます。 ただし、 WAN などの低速リ ンクによって中央の Unified CM ク ラスタから分離された リ
モー ト  ロケーシ ョ ンの場合、 冗長性方式と して SRST を使用する と、 リ モー ト  サイ ト と中央サ
イ ト の間でネッ ト ワーク接続が失われたと きに、 基本的な呼処理サービスをこれらの リモー ト  
ロケーシ ョ ンに提供できます。 呼処理サービスが重要であ り、 Unified CM ク ラスタへの接続が
失われた場合にも呼処理サービスを維持する必要がある各リモー ト  サイ ト には、 SRST 対応の 
Cisco IOS ルータを配置する こ と を推奨します。 これらの リモー ト  ロケーシ ョ ンのエン ドポイ
ン トは、 Unified CM 内の適切な SRST リ フ ァ レンス と と もに設定する必要があ り ます。
Unified CM サブスク ラ イバへの接続を使用できない場合に、 呼処理サービス用にどのアド レス
を使用して SRST ルータに接続するかをエンドポイン ト が認識するよ うにするためです。

Unified CM と  IM and Presence Service のク ラス タ リ ング

Unified CM はク ラスタ リ ングの概念をサポート しています。 Unified CM アーキテクチャによ
り、 サーバ ノード  グループは単一の呼処理エンテ ィテ ィ と して連携できるよ うにな り ます。
このサーバ ノード  グループをク ラスタ と呼びます。

Cisco Unified CM にはパブ リ ッシャ とサブスク ラ イバの 2 種類のノードがあ り ます。

• Unified CM パブ リ ッシャ

パブ リ ッシャはすべてのク ラスタの必須サーバ ノードです。 各ク ラスタにパブ リ ッシャは 
1 つだけ存在できます。 このサーバ ノードにはク ラスタ設定が含まれており、 ク ラスタ内
の他のすべてのサブスク ラ イバにデータベース  サービスを提供します。 この設計では 
Unified CM パブ リ ッシャは専用ノードなので TFTP 要求やエンドポイン ト の登録、 呼処理
は扱いません。

• Unified CM サブスク ラ イバ

サブスク ラ イバ ノードは、 パブ リ ッシャにサブスク ラ イブして、 データベース情報のコ
ピーを取得します。 たとえば、 サブスク ラ イバ ノードには Unified CM TFTP ノードや 
Unified CM 呼処理サブスク ラ イバ ノードなどがあ り ます。

Cisco IM and Presence ノードには同じ ク ラスタ リ ングの概念があ り ます。 初の IM and 
Presence ノードは IM and Presence パブ リ ッシャです。その他の IM and Presence ノードは IM and 
Presence サブスク ラ イバで、 IM and Presence パブ リ ッシャからデータベースのコピーを取得し
ます。 IM and Presence パブ リ ッシャは Unified CM パブ リ ッシャ と通信を行い、 大半の IM and 
Presence 設定は実際には Unified CM パブ リ ッシャによ り行われます （Unified CM ユーザ、 プレ
ゼンス  ユーザが利用できる  UC サービス、 サービスのアクテ ィブ化など）。 このため、 IM and 
Presence パブ リ ッシャをはじめとするすべての IM and Presence ノードは、 よ り大きな 
Unified CM and IM and Presence Service ク ラスタのサブスク ラ イバである と見なされます。
図 2-2 に Unified CM パブ リ ッシャ と  2 つのノードを持つ IM and Presence ク ラスタの関係を示し
ます。
2-4
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 2 章       コール制御

アーキテ クチャ
図 2-2 Unified CM と  2 つのノ ー ド を持つ IM and Presence ク ラス タ との関係

 

高可用性

Unified CM および IM and Presence ノードは高可用性インフラス ト ラ クチャで展開する必要があ
り ます。 たとえば、 二重化電源の使用と無停電電源 （UPS） の使用を組み合わせる と、 電力の
可用性が 大にな り ます。 ネッ ト ワーク面から見る と、 プラ ッ ト フォーム  サーバは複数の上流
側のスイ ッチに接続する必要があ り ます。

また、 Unified CM システムおよび IM and Presence システムは、 アプ リ ケーシ ョ ン  レベルでも
高可用性処理を行います。

この設計の Unified CM では、 冗長化のために 2 つの TFTP サーバを配置する必要があ り ます。
呼処理ノードは一対一 （1:1） の冗長性をもって配置する必要があ り ます。 つま り、 それぞれの
プラ イマ リ呼処理サブスク ラ イバについてバッ クアップ呼処理サブスク ラ イバがあ り ます。 こ
の 100%:0% 冗長化設計は 50%:50% 冗長化設計に比べ、 Unified CM グループおよびデバイス  
プールが少な く てすむ、 冗長化オプシ ョ ンが少ないのでデバイス設定と分散が簡素化されるな
ど、 多くの利点があ り ます。

Cisco IOS Survivable Remote Site Telephony （SRST） は Unified CM ク ラスタから離れたロケー
シ ョ ンにあるエン ドポイン ト に対して、 WAN リ ンクがダウンしたと きに高可用性のある呼処
理を提供します。

個々の Cisco IM and Presence ノードはサブク ラスタでグループ化されます。 1 つのサブク ラス
タは 1 つないし  2 つのノードを持つこ とができます。 サブク ラスタで 2 番目のノードを追加す
る と、 高可用性が提供されます。 高可用性が推奨されるため、 この設計では各サブク ラスタが 
2 つのノードで構成されています。 2 つのノードを持つサブク ラスタでは、 サブク ラスタの 1 つ
のサーバに関連付けられたユーザは、 フェイルオーバー イベン ト が発生した場合に、 そのサブ
ク ラスタのも う一方のサーバを自動的に使えるよ うにな り ます。 各ノード  ペアで 2 つのノード
間のユーザ割り当てのバランスを と る こ とが推奨されます。 IM and Presence パブ リ ッシャは、
他の IM and Presence サブスク ラ イバと まった く同じよ うに、 プレゼンス  ク ラ イアン ト からの 
IM and Presence 情報を処理し、 IM and Presence サブスク ラ イバの 2 つのノードの 1 つと して配
置されます。
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コ ンピ ュータ  テレ フ ォニー インテグレーシ ョ ン （CTI）
Cisco コンピュータ  テレフォニー インテグレーシ ョ ン （CTI） を利用する と、 Cisco Unified CM 
で使用可能な豊富なフ ィーチャ  セッ ト だけでな く、 サードパーテ ィ製のアプ リ ケーシ ョ ンも使
用できるよ うにな り ます。

CTI のアーキテクチャ

Cisco CTI は、 次のコンポーネン ト で構成されます （図 2-3 を参照）。 これらは互いに対話し、
Cisco Unified CM で使用可能なテレフォニーフ ィーチャ  セッ ト を各アプ リ ケーシ ョ ンで利用で
きるよ うにします。

• CTI アプ リ ケーシ ョ ン ： 特定のテレフォニー機能を提供するために作成されたシスコまた
はサードパーテ ィのアプ リ ケーシ ョ ン。 このアプ リ ケーシ ョ ンは JTAPI または TAPI イン
ターフェイスを使用できます。 CTI アプ リ ケーシ ョ ン と  Unified CM との間のプロ ト コルは 
Quick Buffer Encoding （QBE） です。

• 次のサービスを持つ Unified CM サブスク ラ イバ ：

– CCM ： Cisco CallManager サービス。 テレフォニー処理エンジンです。

– CTI Manager （CTIM） ： プラ イマ リ またはセカンダ リ  モードで動作する  1 つ以上の 
Unified CM サブスク ラ イバで実行され、Cisco IP デバイスを制御およびモニタできるよ
うにテレフォニー アプ リ ケーシ ョ ンを認証および許可するサービス。

図 2-3 CTI のアーキテ クチャ
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CTI の高可用性

CTI Manager の高可用性は、プラ イマ リ  CTI Manager に障害が発生した場合にバッ クアップ CTI 
Manager Service に接続する こ とができる、 CTI アプ リ ケーシ ョ ンに依存します。 プラ イマ リ  
Unified CM サブスク ラ イバの CTI Manager と  CCM サービスの両方に障害が発生した場合 （プ
ラ イマ リ  Unified CM サブスク ラ イバ全体に障害が発生した場合など）、 バッ クアップ 
Unified CM サブスク ラ イバで実行されている  CCM と  CTI Manager サービスの両方がアクテ ィ
ブ化され、 CTI Manager サービスは同じバッ クアップ Unified CM サブスク ラ イバ上にある  
CCM サービスに登録されている各デバイスを監視し、 制御します。 プラ イマ リ  CTI Manager 
Service に障害が発生したものの、 プラ イマ リ  CCM Service はまだ実行中の場合 （1:1 冗長化が
プラ イマ リ /バッ クアップ Unified CM サブスク ラ イバの 100 %/0 % 分散で実現されている場合
などが想定されます）、 すべてのデバイスはそのままプラ イマ リ  Unified CM サブスク ラ イバ上
で実行されている  CCM Service に登録されたままにな り、バッ クアップ Unified CM サブスク ラ
イバで実行されている  CTI Manager がアクテ ィブ化されて、 別のノード （この場合はプラ イマ
リ  Unified CM サブスク ラ イバ） で実行中の CCM サービスに登録されてる  CTI デバイスであっ
てもそれらを監視し、 制御します。

CTI のキャパシテ ィ  プランニング

3 種類の CTI リ ソースについての次のキャパシテ ィの上限を超えないよ うにして ください。

• 所定の CTI Manager インスタンス （CTI Manager サービスを実行している  Unified CM ノー
ド） に接続される  CTI アプ リ ケーシ ョ ンの 大数。 CTI サーバベースのアプ リ ケーシ ョ ン
ではこの数は通常少ないのですが、 デスクフォン  モードの Jabber ク ラ イアン ト など、 CTI 
ク ラ イアン トベースのアプ リ ケーシ ョ ン （この場合は各 Jabber ク ラ イアン ト が CTI アプ リ
ケーシ ョ ン と見なされます） では、 多数の Jabber ク ラ イアン ト を展開する場合にこの上限
を超えないよ うにする こ とが重要です。

• 所定の Unified CM 呼処理サブスク ラ イバに登録される  CTI 対応エンドポイン ト の 大数。

• 1 つの CTI Manager インスタンスによって監視され、 制御される  CTI 対応エンドポイン ト
の 大数。 Unified CM ノードで実行される  CTI Manager サービスは、 その Unified CM ノー
ドに登録されたエンドポイン ト だけを監視するのが理想的です。 しかし  CTI Manager サー
ビスが他の Unified CM ノードに登録されたエンドポイン ト を監視する こ と も可能です。

CTI の上限は上記の 3 つの CTI リ ソースすべてで同じです。CTI のキャパシテ ィの上限は OVA 
テンプレート の種類によって異な り ます。 CTI の上限に達したら、 CTI Manager サービスを実
行する別の Unified CM 呼処理ノードのペアを配置します。

IM and Presence のアーキテクチャ

Cisco Unified CM IM and Presence Service はオンプレ ミ スのインスタン ト  メ ッセージおよびプレ
ゼンスを提供します。 このソ リ ューシ ョ ンの主要なプレゼンス  コンポーネン トは IM and 
Presence Service です。 これには Extensible Communications Platform （XCP） が組み込まれ、
ユーザの可用性ステータス と コ ミ ュニケーシ ョ ン手段に関する情報を収集する  SIP/SIMPLE お
よび Extensible Messaging and Presence Protocol （XMPP） をサポー ト しています。 ユーザの可用
性ステータスは、 ユーザが電話機などの通信デバイスをアクテ ィブに使用しているかど うかを
示します。

アプ リ ケーシ ョ ン （シスコ製またはサードパーテ ィ製） にプレゼンスを統合する こ とによっ
て、 エン ド  ユーザ エクスペリ エンス と効率性を向上させるサービスを提供できます。 さ らに、
Cisco Jabber はインスタン ト  メ ッセージングとプレゼンス  ステータスも統合した IM and 
Presence Service の対応ク ラ イアン ト です。
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IM and Presence Service は Cisco Unified Computing System （UCS） プラ ッ ト フォーム上の 
Unified CM で使用されるのと同じ基本アプライアンス  モデルおよびハード ウェアを使用します。

IM and Presence Service は IM and Presence ク ラスタ と して展開されます。 IM and Presence ク ラ
スタは 大 6 つのノードで構成されます。1 つのノードはパブ リ ッシャ と して指定され、 大 5 
つのノードがサブスク ラ イバ ノードにな り ます。 Unified CM と  IM and Presence Service のク ラ
スタ リ ングおよび高可用性の項で説明されているよ うに、 IM and Presence ノードはサブク ラス
タでグループ化され、 各サブク ラスタは高可用性を得るために 2 つのノードで構成されます。
サイジングの項で説明されているよ うに、 1 つのサブク ラスタを展開する と、 大 15,000 人の
ユーザをサポート できます。 IM and Presence パブ リ ッシャは IM and Presence サブスク ラ イバと
まった く同じ よ うに IM and Presence 要求を処理するので、 初のサブク ラスタは IM and 
Presence パブ リ ッシャ と  1 つの IM and Presence サブスク ラ イバで構成されます。

Unified CM と  IM and Presence Service のク ラスタ リ ングの項で説明されているよ うに、 IM and 
Presence ノードはよ り大きな Unified CM and IM and Presence Service ク ラスタの一部と見なされ
ます。

Unified CM and IM and Presence Service ク ラス タの展開

Cisco Unified CM and IM and Presence Service ク ラスタは次のノードで構成されます。

• 1x Cisco Unified CM パブ リ ッシャ

• 2x （1 ペア） Cisco Unified CM TFTP サーバ サブスク ラ イバ

• 2x （1 ペア） Cisco Unified CM 呼処理サブスク ラ イバ （拡張のためにペアを追加）

• 2x （1 ペア） Cisco Unified IM and Presence ノード （拡張のためにペアまたはサブク ラスタ
を追加）

拡張のために追加する  Unified CM 呼処理および IM and Presence のペア数については、 サイジ
ングの章で説明します。

図 2-4 は、 大 10,000 台のデバイスおよび 10,000 人のユーザを持つ Unified CM and IM and 
Presence Service ク ラスタ展開の例です。 サイジング情報の詳細については、 サイジングの章を
参照して ください。
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図 2-4 Unified CM and IM and Presence Service ク ラス タの展開

 

エン ド ポイン ト

Jabber

Cisco Jabber ク ラ イアン トは、 音声、 ビデオ、 およびインスタン ト  メ ッセージのためのコア  コ
ラボレーシ ョ ン機能をユーザに提供します。 Cisco Jabber は Windows、 Mac、 およびスマート
フォンやタブレ ッ ト などのモバイル デバイスを含む幅広いプラ ッ ト フォームで利用できます。

Cisco Jabber は次の 2 つのモードのいずれかで展開できます。

• フル UC と  Cisco Jabber for Everyone （IM のみ） モード

これはデフォル ト  モードです。 ユーザのプラ イマ リ認証は IM and Presence サーバに対して
行われます。 これは、 このプ リ ファード  アーキテクチャ設計で使用されるモードであ り、
本マニュアルで取り上げられています。

• 電話モード

電話モードでは IM and Presence Service は必要あ り ません。

図 2-5 は Cisco Unified Communications Manager IM and Presence が含まれたオンプレ ミ ス展開の
アーキテクチャを示しています。
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図 2-5 Cisco Unified Communications IM and Presence のアーキテ クチャ

 

Cisco Jabber は、 サービスに接続するために次の情報を必要と します。

• ユーザがク ラ イアン ト にサインインできる認証のソース

フル UC および IM のみモードでは、 認証のソースは IM and Presence サービスです。 電話
のみモードでは、 Unified CM です。

• サービスのロケーシ ョ ン

サービスには IM and Presence、 ディ レク ト リ 、 CTI、 ボイス メール、 会議が含まれています。

この情報をク ラ イアン ト に提供するには、 Manual Connection メ ソ ッ ド を介した Service 
Discovery メ ソ ッ ドの使用を推奨します。 Service Discovery メ ソ ッ ド を使う と、 ク ラ イアン ト が
自動的に配置され、 サービスに接続します。

この設計では、ユーザが 初に Jabber ク ラ イアン トで電子メール アドレスを入力したと きに取得
される  SRV record _cisco-uds を使って、 ク ラ イアン トが自動的にサービス と設定を検出します。

Jabber コンタ ク ト  ソースは Enhanced Directory Integration （EDI） （Microsoft Windows デスク
ト ップの場合） か、 または Basic Directory Integration （BDI） （OS X、 iOS、 Android など他のプ
ラ ッ ト フォームの場合） による  LDAP コンタ ク ト  ソースが可能です。 別のコンタ ク ト  ソース
と しては Unified CM のユーザ データ  サービス （UDS） が可能ですが、 その場合は Unified CM 
でサポート されるユーザ数が少な くな り ます。
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マルチク ラス タに関する考慮事項

マルチク ラスタ展開では、 SIP ト ランクを介して個々の Unified CM ク ラスタすべてを相互接続
します。 個々のク ラスタ間のセッシ ョ ン  ト ラバーサルを防ぐには、 フルメ ッシュの SIP ト ラン
クを展開します。 4 つ以上のク ラスタでは、 Cisco Unified CM Session Management Edition
（SME） を展開してダイヤル プラン と ト ランキングを一元化し、 フルメ ッシュ  SIP ト ランク  ト
ポロジの複雑さを回避します。 Cisco Unified CM SME については、 このマニュアルでは取り上
げません。 SME の詳細については、 『Cisco Collaboration SRND』 を参照して ください。

マルチク ラスタ展開では、 グローバル ダイヤル プラン  レプ リ ケーシ ョ ン （GDPR） を使用し
て、 ク ラスタ間でダイヤル プラン情報を複製します。 GDPR はディ レク ト リ番号ごとに 1 つの 
+E.164 番号、 1 つの Enterprise Significant Number （ESN）、 そして 大 5 個の英数字 URI をアド
バタイズできます。 ESN はディ レク ト リ番号に相当する、 サイ ト内の短縮ダイヤルです。
GDPR を通じてアドバタ イズされ、 通知された情報によ り、 次のよ う なダイヤル手順での決定
論的なク ラスタ内ルーテ ィ ングが可能にな り ます。

• アドバタイズされた +E.164 番号に基づく  +E.164 ダイヤ リ ング

• アドバタイズされた ESN に基づくエンタープラ イズのサイ ト内短縮ダイヤ リ ング

• アドバタイズされた URI に基づく英数字 URI ダイヤ リ ング

IM and Presence 機能は、 単一ク ラスタ内での通信によ り制限されます。 プレゼンス と インスタ
ン ト  メ ッセージングの能力と機能を拡張するには、 これらのスタン ドアロンのク ラスタにピア
関係を設定する こ とで、 同じ ド メ イン内の複数のク ラスタ間で通信できるよ うにな り ます。 こ
の機能によ り、 1 つのク ラスタ内のユーザが、 同じ ド メ イン内の異なる ク ラスタにいるユーザ
と通信した り、 プレゼンスをサブスク ラ イブした りできます。 フルメ ッシュのプレゼンス  ト ポ
ロジを作成するには、 それぞれの Cisco IM and Presence ク ラスタ と、 同じ ド メ イン内の他のそ
れぞれの Cisco IM and Presence ク ラスタ との間に、 個別のピア関係が設定されている必要があ
り ます。 ク ラスタ内のピアは リモー ト の Unified CM cluster IM and Presence パブ リ ッシャ  ノー
ドの IP アド レス と して設定されます。
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アーキテ クチャ
ト ポロジの例

このマニュアルでは、 米国の 3 つのサイ ト （SJC、 RCD、 RTP） にサービスを提供する集中型
の呼処理展開を想定しています。 Unified CM および IM and Presence Service の各サーバは集中
的に RCD に配置されます。 中央の PSTN アクセスは RCD でも同様に行われます。 SJC と  RTP 
は、 ローカルで Survivable Remote Site Telephony (SRST) を設定され、 RCD サイ トへの WAN 接
続がダウンした場合のローカル PSTN アクセスを備えた小さなサイ ト である と想定します。
図 2-6 はこの ト ポロジの例を示しています。

図 2-6 ト ポロジの例

 

マルチク ラスタに関する考慮事項のために、 このマニュアルでは、 2 つのク ラスタ （図 2-6 で
示されている米国のク ラスタ と、 ヨーロ ッパ、 中東、 アフ リ カ （EMEA） を対象と した 2 つ目
のク ラスタ） による展開が ト ポロジの例と して使用されます。
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 展開の概要
展開の概要
展開は集中型の Cisco Unified CM ク ラスタのプロビジ ョ ニングで始ま り、 さ らに設定タス ク と
プロビジ ョ ニング  タス クが続きます。 次の項では、 このマニュアルのプ リ ファード  アーキテ
クチャ設計に従って、 コール制御をセッ ト アップし、 設定する方法について説明します。

• DNS 要件

• Cisco Unified CM and IM and Presence Service ク ラスタのプロビジ ョ ン

• Cisco Unified CM and IM and Presence の証明書管理

• Cisco Unified CM の初期設定

• その他の IM and Presence 設定

• ダイヤル プラン設定

• LDAP 同期によるユーザ プロビジ ョ ニング

• LDAP によるユーザ認証

• Cisco Unified CM グループ設定

• 電話用 NTP

• 日付および時刻グループ

• メディア  リ ソース

• デバイス  プール

• SIP ト ランク

• エンドポイン ト のプロビジ ョ ニング

• マルチク ラスタ展開向けの ILS 設定

• GDPR の設定 （マルチク ラスタのみ）

• Survivable Remote Site Telephony （SRST） 展開

• エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ

• ビジー回線フ ィールド （BLF） のプレゼンス

• コンピュータ  テレフォニー インテグレーシ ョ ン （CTI） の展開

DNS 要件

ソ リ ューシ ョ ンを展開する前に、 展開するすべてのサーバで DNS 解決が使用できる こ と を確
認します。 エンタープラ イズ  DNS では、 正引き （DNS 名から  IP アド レス） と逆引き （IP アド
レスから  DNS 名） の両方のルッ クアップを設定する必要があ り ます。

Jabber ク ラ イアン ト用の UDS ベースのサービス検出を有効にするのに加えて、 すべての 
Unified CM パブ リ ッシャ  ノードおよび TFTP サブスク ラ イバ ノードについて、 DNS SRV レ
コードをプロビジ ョ ニングし、 これらを_cisco-uds のサービス  ロケーシ ョ ン と して定義します。
例 2-1 は、 多くの Unified CM ノードを  _cisco-uds のサービス  ロケーシ ョ ン と して定義した 
DNS SRV レコードの例です。
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例 2-1 UDS ベースのサービス検出のための DNS SRV レ コー ド

_cisco-uds._tcp.ent-pa.com     SRV service location:
          priority       = 10
          weight         = 10
          port           = 8443
          svr hostname   = us-cm-pub.ent-pa.com
_cisco-uds._tcp.ent-pa.com     SRV service location:
          priority       = 10
          weight         = 10
          port           = 8443
          svr hostname   = us-cm-tftp1.ent-pa.com
_cisco-uds._tcp.ent-pa.com     SRV service location:
          priority       = 10
          weight         = 10
          port           = 8443
          svr hostname   = us-cm-tftp2.ent-pa.com

  

例 2-1 では、 3 つの Unified CM ノード （パブ リ ッシャ  ノード と  2 つの TFTP サブスク ラ イバ 
ノード） はすべて UDS サービス検出のサービス  ロケーシ ョ ン と して定義され、 UDS サービス
検出を使用した Jabber ク ラ イアン ト からの初回の UDS 要求の負荷が、 アクテ ィブなすべての 
Unified CM ノード間で均等に分散されています。

UDS サービス検出処理の一部と して /cucm uds/clusterUser リ ソースを使用してホーム  ク ラスタ
を配置した後に、 Jabber ク ラ イアン トは /cucm-uds/servers リ ソースを使用して、 ユーザのホー
ム  ク ラスタ内のすべての UDS ノードの リ ス ト を取得します。 これによ り、 SRV レコードでパ
ブ リ ッシャだけをサービス  ロケーシ ョ ン と して定義した場合でも、 登録処理中の実際の UDS 
要求が、 すべての UDS ノード間でロード  バランシングされます。

Cisco Unified CM and IM and Presence Service ク ラス タのプロビジ ョ ン

Unified CM and IM and Presence Service ク ラスタを展開するには、 次のタス クを実行します。

1. 対象となるユーザ数とデバイス数に基づいて、 必要な呼処理サブスク ラ イバのペア数を決
定します。

2. 対象となるユーザ数に基づいて、 必要な  IM and Presence ノード数を決定します。

3. 必要なすべてのク ラスタ  メ ンバーのネッ ト ワーク  パラ メータ （DNS 名、 IP アド レスなど）
を決定します。 TFTP サーバも同様に考慮します。

4. シスコが提供する適切な OVA テンプレー ト  ファ イルを使用して、 必要な数の仮想マシン
を計算インフラス ト ラ クチャに展開します。 これらの OVA ファ イルの取得方法について詳
し くは、 次の場所にあるマニュアルを参照して ください。

http://docwiki.cisco.com/wiki/Downloading_OVA_Templates_for_UC_Applications

5. Cisco Prime Collaboration 展開で、 すべてのメ ンバを含む Unified CM ク ラスタを定義し、 タ
ス ク  4 で作成した仮想マシンにノードをマップします。

6. Cisco Prime Collaboration 展開を使用してすべてのノードを展開します。

Cisco Prime Collaboration 展開を使用してク ラスタをプロビジ ョ ニングする方法に関する詳細
は、 以下の場所にある 『Cisco Prime Collaboration Deployment Administration Guide』 を参照して
ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-
callmanager/products-maintenance-guides-list.html
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Cisco Unified CM and IM and Presence の証明書管理

セッシ ョ ンを確立中に証明書を確認する必要がある場合はいつでも、 2 つのサーバ間、 または
中央のサービス と ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン （Cisco Jabber for Windows など） の間で、 証
明書が次のチェ ッ クに合格する必要があ り ます。

• 有効性 — 現在の時刻と日付が証明書の有効範囲内になければな り ません。

• 信頼性 — 証明書が信頼できるものでなければなり ません。 署名 （発行） 側による信頼が存在
する場合、 証明書は信頼できるものである と見なされます。 一般的に、 署名側による信頼
は、 署名側の証明書を信頼された証明書ス ト アにインポートするこ とによ り確立されます。

• ID — 証明書が発行される対象や ID は、セッシ ョ ンのイニシエータが意図した接続先の ID 
に一致しなければな り ません。

デフォル ト では、 Unified CM and IM and Presence で使用される証明書はすべて自己署名証明書
です。 自己署名証明書に関して、 上記の各チェ ッ クは有効性および識別の面では特に問題あ り
ませんが、 信頼性の面では注意が必要です。 自己署名証明書に基づいてサービスの信頼性を確
立するには、 サービスへのセキュア接続を必要とするすべてのエンテ ィテ ィの信頼された証明
書ス ト アに、 その自己署名証明書をインポートする必要があ り ます。 通信を行う側が少ない場
合、 これを処理する こ とはできますが、 通信相手が多くなる と （Jabber のよ う なク ラ イアン ト  
アプ リ ケーシ ョ ンなど） 難し く な り ます。

証明書の検証が Jabber ク ラ イアン ト で失敗する と、 ユーザに対してプロンプ ト が出され、 証明
書を受け入れる こ とができます。 その後、 その証明書は信頼された証明書ス ト アに追加されま
す。 ク ラ イアン ト の起動中に多くの証明書を受け入れるよ う何度もプロンプ ト が出される こ と
は 良のユーザ エクスペリ エンス とは言えないため、 これは避けるべきです。 よ り重要なこ と
と して、 ほとんどのユーザは、 提示された証明書のフ ィ ンガープ リ ン ト を確認してその証明書
が正しいものであるかど うかを実際には検証せずに、 どの証明書もそのまま受け入れてしまい
ます。 これでは、 セキュアなセッシ ョ ンを確立するための証明書ベースの認証のセキュ リ テ ィ
の概念が成り立たな くなってしまいます。

こ う した理由によ り、 Cisco Jabber ク ラ イアン ト の推奨される展開では、 ク ラ イアン ト起動中
の証明書の検証が失敗しないこ とが求められます。 これは、 次の 2 つの方法のどちらかで実現
できます。

• 自己署名証明書を使用し、 必要なすべての自己署名証明書をデバイスの証明書ス ト アに事
前配布します。

Windows 環境では、 Microsoft グループ ポ リ シーを使って証明書をデバイスの証明書ス ト ア
に追加できます。

• 証明機関 （CA） によ り発行された証明書を使用します。

この場合、 インフラス ト ラ クチャ  サービスによ り使用される自己署名証明書は、 信頼され
た CA によ り発行され、 署名された証明書と置き換えられます。 CA による信頼を確立する
には、 すべてのク ラ イアン ト の信頼された証明書ス ト アにその CA のルート証明書を追加
します。 デフォル ト では、 大半のク ラ イアン ト  デバイスの信頼された証明書ス ト アに、 主
なパブ リ ッ ク  CA のルート証明書がすべて含まれています。

推奨される方法は、 2 番目の選択肢です。 これは、 署名側 CA のルート証明書がすべてのク ライ
アン トの信頼された証明書ス ト アにすでに追加されている限り、 すべてのク ライアン トの信頼さ
れた証明書ス ト アを更新しな くても、 新たなサービス証明書を発行できるためです。 表 2-2 で
は、 Cisco Jabber ク ラ イアン トによ り検証済みの CA ルート証明書がリ ス ト されています。
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自己署名証明書を  CA が発行した証明書と置き換える前に必要な手順

1. 証明書の発行に使用する予定の CA のルート証明書を入手します。

2. Unified CM の OS 管理 GUI に移動します。

3. tomcat-trust と して CA ルート証明書をアップロード します。

4. Unified CM IM and Presence の OS 管理 GUI に移動します。

5. xmpp-trust と して CA ルート証明書をアップロード します。

6. Cisco Unity Connection の OS 管理 GUI に移動します。

7. tomcat-trust と して CA ルート証明書をアップロード します。

自己署名証明書を  CA が発行した証明書と置き換える手順

1. それぞれのプラ ッ ト フォームの OS 管理 GUI に移動します。

– Unified CM および Unified CM IM and Presence の Tomcat 証明書の場合、Unified CM OS 
GUI を使用します。

– Unified CM IM and Presence の cup-xmpp 証明書の場合、 CM IM and Presence OS GUI を
使用します。

– Cisco Unity Connection の Tomcat 証明書の場合、 Unity Connection OS GUI を使用します。

2. 希望する証明書の証明書署名要求 （CSR） を生成します。 必ず配布を  [マルチサーバ(SAN)
（Multi-Server (SAN)） ] に設定して ください。

3. CSR をダウンロード します。

4. 生成された CSR の信頼された CA から、 CA が署名した証明書を取得します。

5. 手順 1 の OS 管理 GUI で、 取得した CA 発行証明書をアップロード します。

ヒ ン ト ク ラスタご とに必要な所定の種類の証明書が 1 つだけですむよ うに、 すべての証明書について  
1 つのマルチサーバ証明書署名要求を生成する必要があ り ます。

ヒ ン ト 発行された証明書での X.509 鍵の用途と  X.509 拡張鍵の用途が CSR の要求に一致している こ と
を確認します （表 2-3 を参照して ください）。

表 2-2 Cisco Jabber ク ラ イアン ト によ り検証済みの証明書

サービス 証明書 説明 検証元

Cisco Unified CM Tomcat Unified CM のWeb サービス証
明書

GUI Jabber ク ラ イアン
ト にアクセスするブ
ラウザ

Cisco Unified CM IM 
and Presence Service

Tomcat Unified CM IM and Presence の 
Web サービス証明書

GUI Jabber ク ラ イアン
ト にアクセスするブ
ラウザ

Cisco Unified CM IM 
and Presence Service

cup-xmpp Unified CM IM and Presence の 
XMPP サービス証明書

Jabber ク ラ イアン ト

Cisco Unity Connection Tomcat Unity Connection の Web サー
ビス証明書

GUI Jabber ク ラ イアン
ト にアクセスするブ
ラウザ
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上述のよ うに、 必要な鍵の用途と拡張鍵の用途を  CA によ り発行された証明書が備えているか、
確認する こ とが重要です。提供された CSR に基づいて証明書を発行する  CA が、単にその CSR 
から鍵の用途と拡張鍵の用途をコピーして証明書を発行するのではな く、 証明書を発行するた
めに選択したテンプレート の設定に基づいて、 発行される証明書の鍵の用途と拡張鍵の用途を
設定する こ とが、 多くの場合に問題とな り ます。 たとえば、 一般的な  Web サーバ テンプレー
ト に基づいて発行される証明書には、 TLS Web ク ラ イアン ト認証の拡張鍵の用途が含まれてい
ません。 このために、 TLS 接続を開始する側の Tomcat 証明書がク ラ イアン ト証明書と しても
使用されるサーバ間通信 （ク ラスタ間検索サービス （ILS） やユーザ データ  ス ト ア （UDS） な
ど） において問題が生じ、 鍵の用途が正し くないこ とが原因で TLS 接続のセッ ト アップが失敗
します （UDS 証明書要件の検討事項を参照）。

Cisco Unified CM の初期設定

Unified CM ク ラスタをインス トールした後すぐに、 次の基本的な設定タス クを実行します。

• ノード名設定

• エンタープラ イズ  パラ メータ設定

• サービスのアクテ ィブ化

• サービス  パラ メータの設定

ノ ー ド名設定

正しい証明書検証を許可し、 Unified CM ク ラスタ  メ ンバーへの参照が常に正し く解決できる
よ うにするには、 Unified CM 管理 GUI のシステム /サーバで、 すべてのク ラスタ  メ ンバーに対
してノード名に完全修飾ド メ イン名 （FQDN） を設定します。 これを実現するには、 Cisco 
Unified CM 管理 GUI でシステム /サーバに移動し、 初の列に表示されているすべてのサーバ
が FQDN である こ と を確認します。 DNS ド メ インが付いていない、 ホス ト名だけで表示され
ているサーバのエン ト リ を  FQDN に変更します。

表 2-3 Tomcat 証明書および cup-xmpp 証明書の鍵の用途に関する要件

X.509 鍵の用途 X.509 拡張鍵の用途

デジタル署名

鍵の暗号化

データの暗号化

鍵共有

TLS Web サーバ認証

TLS Web ク ラ イアン ト認証

IPSec 終端システム
2-17
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 2 章       コール制御

 展開の概要
エン タープラ イズ パラ メータ設定

表 2-4 に リ ス ト されているエンタープラ イズ パラ メータを確認し、 更新します。

表 2-4 エン タープラ イズ パラ メ ータ

エン タープ ラ イズ パラ メ ータ 説明 値

[ク ラスタ ID （Cluster ID） ] ク ラスタ間検索サービス （ILS） およびク ラスタ間
コール アド ミ ッシ ョ ン制御をはじめとする多くのク ラ
スタ間機能において、 Unified CM ク ラスタを一意に識
別するために使用されます

例 ： USCluster

[URL認証 （URL Authentication） ]

[URLディ レク ト リ （URL 
Directories） ]

[URL情報 （URL Information） ]

[URLサービス （URL Services） ]

[保護された認証URL （Secured 
Authentication URL） ]

[保護されたディ レク ト リ URL
（Secured Directory URL） ]

[保護された情報URL （Secured 
Information URL） ]

[保護されたサービスURL
（Secured Services URL） ]

さまざまな目的のためのエンドポイン ト で使用される  
URL

これらの URL が 
Unified CM パブ リ ッ
シャ  ノードの FQDN 
を参照する こ と を確
認します

[自動登録フォンプロ ト コル （Auto 
Registration Phone Protocol） ]

自動登録フォン用にプロビジ ョ ニングされたシグナ リ
ング  プロ ト コル

SIP

[コールリ ス ト のBLF （BLF For 
Call Lists） ]

この機能をサポート している電話のコール リ ス ト がプ
レゼンスを表示するかど うかを指定します

[有効 （Enabled） ]

[G.722コーデッ クのアドバタイズ
（Advertise G.722 Codec） ]

互換デバイス間の G.722 を許可します [有効 （Enabled） ]

[URI検索ポ リ シー （URI Lookup 
Policy） ]

RFC 3261 に従い、 SIP URI に相当する ものを確定する
際に、 URI の左側 （ユーザ部分） のチェ ッ クで大文字
小文字を区別する必要があ り ます。 Unified CM のデ
フォル ト の動作はこの標準に従いますが、 大文字小文
字が混合している  URI で発生する潜在的な問題を回避
するには、 通常、 このデフォル ト設定を変更する方が
望ましいです。

[大文字小文字の区別
なし （Case 
Insensitive） ]

[すべてのパーテ ィシ ョ ンでDNを
自動選択 （Auto Select DN on Any 
Partition） ]

管理を簡素化します。 有効にした場合、 ディ レ ク ト リ
番号設定ページには、 初に一致したディ レ ク ト リ番
号が自動的に入力されます。

[はい （True） ]

[依存性レコードを有効化 （Enable 
Dependency Records） ]

依存性レコードは Unified CM の管理を簡素化します。 [はい （True） ]

[組織の 上位ド メ イン
（Organization Top Level Domain） ]

  例 ： ent-pa.com
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 展開の概要
サービスのアクテ ィ ブ化

表 2-5 に、 Unified CM パブ リ ッシャ  ノード、 専用の Unified CM TFTP サーバ サブスク ラ イバ 
ノード、 および Unified CM 呼処理サブスク ラ イバ ノードでアクテ ィブ化されるサービスをま
とめます。

[ク ラスタの完全修飾ド メ イン名
（Cluster Fully Qualified Domain 
Name） ]

数値 SIP URI をルーティ ングする際に、Unified CM は 
URI の右側 （ホス ト部分） が、 設定したク ラスタの完
全修飾ド メ イン名 （CFQDN） に一致する  SIP URI を、
設定したローカル数値ダイヤル プランに従ってルー
テ ィ ングされる宛先と見なします。 設定された数値ダ
イヤル プランに URI の左側の数値に一致する ものが
見つからない場合、 Unified CM はコールを拒否しま
す。 詳細については、 『Cisco Collaboration System 10.x 
SRND』 の 「Dial Plan」 の章の 「Routing of SIP Requests 
in Unified CM」 の項を参照して ください。

ク ラスタ内の 
Unified CM のすべて
の呼処理ノードのス
ペース区切り リ ス ト 。

例 ：
us-cm-sub1.ent-pa.com 
us-cm-sub2.ent-pa.com

[CDRファ イルの時間間隔 （CDR 
File Time Interval） ]

呼詳細レコード （CDR） フ ァ イル更新の時間間隔を決
定します

10

表 2-4 エン タープラ イズ パラ メ ータ  （続き）

エン タープ ラ イズ パラ メ ータ 説明 値

表 2-5 Unified CM ノ ー ド のサービスのアク テ ィ ブ化

サービス パブ リ ッ シ ャ 専用 TFTP サブス ク ラ イバ 呼処理サブス ク ラ イバ

CM サービス

Cisco CallManager     対応

Cisco IP Voice Media Streaming App     対応

Cisco CTIManager     対応

シスコ  ク ラスタ間検索サービス 対応    

シスコ  ロケーシ ョ ン帯域幅マネージャ     対応

Cisco Dialed Number Analyzer Server 対応    

Cisco Dialed Number Analyzer 対応    

Cisco Tftp   対応  

CTI サービス

Cisco WebDialer Web Service     対応

データ ベースおよび管理者サービス

Cisco Bulk Provisioning サービス 対応    

Cisco AXL Web Service 対応    

パフ ォーマンスおよびモニ タ リ ング サービス

Cisco Serviceability Reporter 対応    

Cisco CallManager SNMP サービス 対応 対応 対応

セキュ リ テ ィ  サービス

Cisco CTL Provider 対応 対応 対応
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表 2-6 に、 Cisco Unified CM IM and Presence パブ リ ッシャおよびサブスク ラ イバ ノードでアク
テ ィブ化されるサービスを リ ス ト します。

サービス パラ メータの設定

Cisco CallManager サービスの一部のサービス  パラ メータはグローバルであ り、 Unified CM 
Administration で 1 度だけ設定する必要があ り ます。 Cisco CallManager サービスのグローバル 
サービス  パラ メータ設定を表 2-7 に リ ス ト します。

（注） このマニュアルでは、 デフォル ト以外のサービス  パラ メータおよびその他の設定フ ィールドの
値だけを示しています。 フ ィールド設定値が示されていない場合は、 デフォル ト値が想定され
ます。

Cisco Certificate Authority Proxy Function 対応    

デ ィ レ ク ト リ  サービス

Cisco DirSync 対応    

表 2-5 Unified CM ノ ー ド のサービスのアク テ ィ ブ化 （続き）

サービス パブ リ ッ シ ャ 専用 TFTP サブス ク ラ イバ 呼処理サブス ク ラ イバ

表 2-6 Unified CM IM and Presence ノ ー ド  サービスのアク テ ィ ブ化

サービス パブ リ ッ シ ャ サブス ク ラ イバ

Cisco AXL Web Service 対応 対応

Cisco Bulk Provisioning サービス 対応  

Cisco Serviceability Reporter 対応  

Cisco SIP Proxy 対応 対応

Cisco Presence Engine 対応 対応

Cisco XCP Connection Manager 対応 対応

Cisco XCP Authentication Service 対応 対応
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Cisco CallManager サービスの他のサービス  パラ メータは、表 2-8 に示すよ うに、各 Unified CM 
呼処理ノードについて明示的に設定する必要があ り ます。

表 2-7 グローバル サービス パラ メ ータ

サービス  パラ メ ー タ 値 説明

[ リ モー ト番号に変換を適
用 （Apply Transformations 
On Remote Number） ]

[はい （True） ] コール側の変換が ミ ッ ド コールにも適用される こ と を確
認します。 たとえば、 ある関係者から別の関係者へコー
ルが転送される場合などです。

[T302タ イマー （T302 
Timer） ]

[5000] 接続先へのダイヤ リ ングが Unified CM にプロビジ ョ ニン
グされている数値ダイヤル プランに基づいており、 1 桁ず
つ行われる場合は常に、 プロビジ ョ ニングされているど
のパターンをダイヤル先で検討する必要があるかに関し
て、 即時の決定論的な意思決定を行う こ とはできません。
マッチングが長くなる （可変長の場合も考えられる） 可
能性があるため、 Unified CM が 適ルート を選択し、
コールをルーティングする前に、 T302 インターディジッ
ト  タイムアウ トの期限が切れる必要があ り ます。 デフォ
ルト値の 15,000 ミ リ秒 （ms） は、 通常は長すぎます。

[自動代替ルーティ ングの
有効化 （Automated 
Alternate Routing Enable） ]

[AAR の有効化 （Enable 
AAR） ]

このサービス  パラ メータは、 自動代替ルーティ ング
（AAR） をグローバルに有効にします。

[コール診断有効 （Call 
Diagnostics Enabled） ]

[CDR有効フラグがTrueの
場合にのみ有効 （Enable 
Only When CDR Enabled 

Flag is True） ]

このパラ メータは、 コール管理レコード （CMR） （コー
ル診断レコード と も呼ばれる） を生成するかど うかを決
定します。

[G.722コーデッ ク有効必須
フ ィールド （G.722 Codec 
Enabled Required Field） ]

[レコードを有効化したデバ
イス以外のすべてのデバイ
スで有効 （Enabled to All 
Devices Except 

Recording-Enabled Devices） ]

レコーダーによってサポー ト されていない G.722 での問
題を回避するため、 レコードを有効化したデバイスでは 
G.722 を無効化します。

[Q.931接続解除原因コード
時のルーテ ィ ングの中止
（Stop Routing on Q.931 
Disconnect Cause Code） ]

3 21 27 28 38 42 63 特定の Q.850 原因コード受信時に、 設定済みのハン ト  リ
ス ト の追跡を  Unified CM がやめる こ と を許可します。

表 2-8 ノ ー ド ご とのサービス パラ メ ータ

サービス  パラ メ ー タ 値 説明

[CDR有効フラグ （CDR 
Enabled Flag） ]

[はい （True） ] このパラ メータは、 コール詳細レコード
（CDR） の生成を有効にします。

[接続時間がゼロのコールを
CDRに記録するフラグ
（CDR Log Calls With Zero 
Duration Flag） ]

[はい （True） ] このパラ メータは、 接続されなかった、 ま
たは接続時間が 1 秒未満だったコールの
コール詳細レコード （CDR） のロギングを
有効または無効にします。

[ディジッ ト分析の複雑性
（Digit Analysis Complexity） ]

TranslationAndAlternatePatternAnalysis このパラ メータは、 CCM ト レース  ファ イル
が提供するディジッ ト分析情報の量を指定
します。
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その他の IM and Presence 設定

これまでの項では、 IM and Presence サービスのアクテ ィブ化、 証明書管理、 および IM and 
Presence SIP ト ランク設定について説明しました。 それらに加えて、 IM and Presence サーバの
次の設定を行います。

• [IM&P Cisco SIP Proxy] サービス  パラ メータでの Unified CM ド メ インの設定。

• [Cisco Unified CM IM and Presence の管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration） ] > 
[プレゼンス （Presence） ] > [設定 （Settings） ] > [標準設定 （Standard Configuration） ] ：

– ク ラスタ  ID の値を設定します。

– 可用性の共有を有効にします。 これを有効にしない場合、 ユーザは自分の可用性ス
テータスしか表示できません。

– [アドホッ クプレゼンスサブスク リプシ ョ ンを有効にする （Enable ad-hoc presence 
subscriptions） ] チェ ッ クボッ ク スを選択し、 Cisco Jabber ユーザのアドホッ ク  プレゼン
ス  サブスク リプシ ョ ンをオンにします。

• [Cisco Unified CM IM and Presence の管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration） ] > 
[プレゼンス （Presence） ] > [ルーティング （Routing） ] > [設定 （Settings） ] ：

– [プロキシサーバの設定 （Proxy Server Settings） ] ： [メ ソ ッ ド /イベン トルーテ ィ ングの
ステータス （Method/Event Routing Status） ] を  [有効 （Enable） ] に設定します

• [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理 （Cisco Unified CM IM and Presence Administration） ] > 
[メ ッセージング （Messaging） ] > [設定 （Settings） ] ： 　 　

– インスタン ト  メ ッセージを有効にします。

さ らに、 Jabber プロビジ ョ ニングで説明されているよ うに、 Jabber ク ラ イアン ト用の UC サー
ビスを設定します。

ダイヤル プラ ン設定

すべてのコール制御システムを思い通りに展開するために、 構造化され、 適切に設計されたダ
イヤル プランは必要不可欠です。 エンタープラ イズ  ダイヤル プランの設計では、 次の主要な
領域を対象とする必要があ り ます。

• エンドポイン ト のアド レ ッシング

• 一般的な番号計画

• ダイヤル手順

• ルーテ ィ ング

• サービス  ク ラス

推奨されるダイヤル プランの設計は、 『Cisco Collaboration System 10.x SRND』 の 「Dial Plan」
の章に説明されている設計方法に従っています。
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ト ポロジの例

このマニュアルでは、 米国の 3 つのサイ ト （SJC、 RCD、 RTP） にサービスを提供する集中型
の呼処理展開を想定しています。 表 2-9 に、 これらのサイ ト の DID （ダイレ ク ト  イン  ダイヤ
ル） の範囲を示します。

エン ド ポイン ト のア ド レ ッ シング

DID アドレスを持つエンドポイン トの場合、 電話番号は +E.164 のフル番号でプロビジ ョ ニング
されます。 この場合、 +E.164 は 初の 「+」 に続いてグローバルな E.164 フル電話番号を表しま
す。 Unified CM で +E.164 電話番号をプロビジ ョ ニングするには、 初の 「+」 をエスケープする
必要があ り ます。 たとえば、 SJC の内線 4001 は \+14085554001 と しなければなり ません。

プロバイダから十分な DID が入手できない、 あるいは関連付けられたデバイスに PSTN から電
話をかける必要がない （内線電話など） などの理由から、 一部のエンドポイン トは DID を持ち
ません。 こ う したエン ドポイン ト には DID （E.164 番号） が存在せず、 そのためこれらのエン
ドポイン ト には +E.164 以外のアド レス形式が必要です。

外部アクセス用エン タープラ イズ サービスのア ド レ ッ シング

一部のサービスには割り当てられた PSTN 番号があ り ます。 こ う した例と して、 ユーザが 
PSTN からボイス メールに電話をかけられるよ うに、 外部から到達可能でなければならないボ
イス メールの代表番号が考えられます。 こ う したサービスの PSTN の E.164 番号は、 PSTN プロ
バイダによって割り当てられる  DID の範囲から予約しておく必要があ り ます。

一般的な番号計画

+E.164 アド レスが使用できる  DID に関連付けられたエンドポイン ト に加えて、 DID がない、
以下のよ う な接続先も数多く存在します。

• 内線電話

• プロバイダが DID を割り当てる こ とができなかった正規のエンドポイン ト

• 各種サービス （コール ピッ クアップ番号、 コールパーク番号、 会議など）

このマニュアルではこれらのタ イプの接続先のこ とを非 DID と呼びます。

これら非 DID のアド レスは +E.164 アド レス同様、 非 DID のサイ ト固有パーティシ ョ ンを回避
するためにシステム全体で一意でなければな り ません。 推奨される ソ リ ューシ ョ ンは、 すべて
の非 DID に関してエンタープラ イズ固有の番号付け （ESN） 方式を導入する こ とです。 この 
ESN 方式は一般的なサイ ト間短縮ダイヤルの構造に従います。

• アクセスコード

サイ ト間短縮ダイヤルの 1 桁のアクセスコード。 設計段階において、 ほかのどのエンター
プラ イズ ダイヤル手順と も重複しないよ うにアクセスコードを選択します （下記参照）。

表 2-9 サイ ト の例の DID 範囲

サイ ト DID 範囲

SJC +1 408 555 4XXX

RCD +1 972 555 5XXX

RTP +1 919 555 1XXX
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• サイ ト コード

ネッ ト ワーク内のサイ ト を一意に識別するための一連の番号。 設計段階において、 すべて
の既存のサイ ト を対象とするだけではな く、 規模が拡大した場合も考慮したサイ ト  コード
の長さを選択します。

• 内線番号

サイ ト内で各エンテ ィテ ィ を一意に識別するための一連の番号。

このマニュアルでは、 サイ ト間短縮ダイヤルのアクセスコードに 8 を使います。 しがたって、
すべての ESN は 8 で始ま り ます。 また、サイ ト  コードには 3 桁、内線番号には 4 桁を使用しま
す。 表 2-10 では、 本書の例にある各サイ ト の DID 番号および非 DID 番号の ESN 範囲を示して
います。

このプランでは DID と非 DID について同じサイ ト  コードを使用しますが、 非 DID の内線番号
の 初の数字は DID 内線番号の 初の数字とは異な り ます。 これによ り、 非 DID 番号および 
DID 番号への 4 桁のサイ ト内短縮ダイヤルも可能にな り ます。

表 2-10 の ESN 範囲ではサイ ト固有番号に対して  ESN 計画に余地を残していますが、 スケ
ジュール済み会議などのサイ ト固有以外のサービスについても番号を割り当てる必要があ り ま
す。 表 2-11 に、 専用のサイ ト  コード （この場合は 099） を予約しておく こ とによ り、 この要件
に対処する方法の例を示します。

ダイヤル手順

ダイヤル手順では、 エンド  ユーザがさまざまな種類の接続先に電話をかけるためにどのよ うにダ
イヤルする必要があるかを記述します。 ダイヤル手順はまず、 数字でダイヤルするか
（914085550123 など）、 または英数字でダイヤルするか （ bob@ent-pa.com） などで分類されます。

この設計では、 英文字の URI でダイヤルする方法に加えて表 2-12 に示すよ うに数字でのダイ
ヤル手順もサポート されています。

表 2-10 DID および非 DID の ESN 範囲

サイ ト +E.164 範囲 サイ ト  コー ド DID の ESN 範囲 非 DID の ESN 範囲

SJC +1 408 555 4XXX 140 8-140-4XXX 8-140-5XXX

RCD +1 972 555 5XXX 197 8-197-5XXX 8-197-6XXX

RTP +1 919 555 1XXX 191 8-191-1XXX 8-191-2XXX

表 2-11 会議用の ESN 範囲

ESN 範囲 使用方法

8099[12]XXX スケジュール済み会議
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一般的に、 サポート されるダイヤル手順が少ないほど設計は簡易にな り ます。 設計プロセスの
開始時にすべてのダイヤル手順を考慮する こ とで、 番号間タイムアウ ト につながる任意の 2 種
類のダイヤル手順の重複を確実に見つけて、 ダイヤル プランの展開前にそれを解決できます。

表 2-12 サポー ト されている数字でのダイヤル手順

ダイヤル パターン 例 （サイ ト  SJC） 接続先のタ イ プ

XXXX 4001 （DID）

5001 （非 DID）

接続先に同時にダイヤルするためのサイ ト内短縮
ダイヤル。

発信先は DID 番号、 非 DID 番号、 またはサービス
番号である こ とが可能です。

+E.164 +14085554001 （ネッ ト上、
SJC）

+19195551001 （ネッ ト上、
RTP）

+1212551001 （ネッ ト外）

ディ レ ク ト リ などからの +E.164 フル番号ダイヤ
ル。 ダイヤル先はネッ ト上である こ と もネッ ト外
である こ と も可能です。 実装されたダイヤル プラ
ンによって、 +E.164 でダイヤルされるネッ ト上の
接続先へのコールが、 確実にネッ ト上にルーティ
ングされます。 明らかなこ と と して、 非 DID を  
+E.164 でコールする こ とはできません。

アクセス  コード –サイ ト  コード
–内線番号

8-140-4001 （DID、 SJC）

8-140-5001 （非 DID、 SJC）

8-191-1001 （DID、 RTP）

8-191-2001 （非 DID、 RTP）

同じサイ ト または別のサイ ト の接続先にダイヤル
するためのサイ ト間短縮ダイヤル。 発信先は DID 
番号、 非 DID 番号、 またはサービス番号である こ
とが可能です。 アクセス  コード （この例では 8）
は、 他のダイヤル手順 （サイ ト内短縮ダイヤルな
ど） と重複しないよ うに選択する必要があ り ます。
サイ ト間ダイヤルにアクセス  コード  8 を使う こ と
で、 8 で始まる  4 桁のサイ ト内ダイヤルができな
く な り ます。

*E.164 *12125551567 専用のビデオ ISDN ゲート ウェイによるビデオ 
コールのダイヤル。 アスタ リ ス ク （*） を使用し
て、 数字 （!） によ る他のダイヤル手順とは重複し
ない、 特定のダイヤル手順を作成します。 アスタ
リ ス ク （*） の使用を避けるために、 サイ ト間短縮
アクセス  コード  8 で始まる数字領域
（8000-<E.164> など） を使用する こ と もできます。

91-<10 digits> 914085554001 （ネッ ト上、
SJC）

919195551001 （ネッ ト上、
RTP）

912125551001 （ネッ ト外）

国内の接続先にダイヤルするための米国固有の 
PSTN ダイヤル手順。 実装されたダイヤル プラン
によ り、 ダイヤル先がネッ ト上の場合は、 確実に
そのコールがネッ ト上にルーティ ングされます。

9011-<E.164 number> 90114961007739764 海外の接続先にダイヤルするための米国特有の 
PSTN ダイヤル手順。 実装されたダイヤル プラン
によ り、 ダイヤル先がネッ ト上の場合は、 確実に
そのコールがネッ ト上にルーティ ングされます。
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+E.164 ルーテ ィ ングおよびダイヤリ ングの正規化

意図した通りのネッ ト上の強制的なルーテ ィ ング （サポー ト されている数字でのダイヤル手順
のどれを使って任意のネッ ト上の接続先にダイヤルしても、 ネッ ト上でルーテ ィ ングされなけ
ればならない） を実現するために、 推奨されるダイヤル プランの設計では 2 段階のルーティ ン
グ方法が使用されます。 第 1 段階で、 ダイヤルされる数字列は可能であれば +E.164 で正規化さ
れます （非 DID への発信は明らかに +E.164 で正規化されません）。 次に第 2 段階で、 正規化さ
れた +E.164 数字列が、 電話番号およびルート  パターンを含む +E.164 番号計画に対して照合さ
れます。

ダイヤ リ ングの正規化は、 非 +E.164 ダイヤル列での照合を行う ト ランスレーシ ョ ン  パターン
をプロビジ ョ ニングし、 その後に、 その ト ランスレーシ ョ ン  パターンに基づいた発信側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンによ り、 ダイヤルした番号が +E.164 に変換される こ とで実現されます。

図 2-7 に、 SJC のサイ ト内短縮ダイヤルをダイヤル先の +E.164 フル番号に正規化するために使
用できる、 ダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターンの例を示します。 サイ ト  SJC の
ユーザが 4001 にダイヤルする と、 この数字列が ト ランスレーシ ョ ン  パターン  4XXX によって
照合され、 この ト ランスレーシ ョ ン  パターンで設定された着信側の ト ランスフォ メーシ ョ ン  
マスクが、 4001 に適用される と きに、 ト ランスフォーメーシ ョ ンによる数字列 +14085554001 
を作成します。 その後に、 この数字列を  +E.164 ルーテ ィ ング方式でルーテ ィ ングできます。

図 2-7 ダイヤリ ング正規化 ト ラ ンスレーシ ョ ン パターンの例

 

ト ランスレーシ ョ ン  パターンに基づいて定義された着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンを適用し
た後に、 Unified CM はその ト ランスレーシ ョ ン  パターンに基づいて定義されたコーリ ング  
サーチ スペース （CSS） を使用して数字列に対する  2 回目の検索を実行します。 Unified CM 
は、 この 2 回目の検索のために、発信元の CSS と使用する ト ランスレーシ ョ ン  パターンの定義
を有効にします。 これによ り、 複数のコンテキス ト で再利用できるダイヤ リ ング正規化ト ラン
スレーシ ョ ン  パターンの定義が可能にな り ます。 ダイヤ リ ング正規化を適用した後に、 単一の
固定された CSS に基づくのではな く、 その ト ランスレーシ ョ ン  パターンが用意されたと きに
有効だった CSS に基づいて、 正規化された数字列の 2 回目の検索が実行されるからです。

ヒ ン ト 2 回目の検索で使用される  CSS が 初の検索で使用される  CSS と同一であるよ うにするため
に、 ダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターンでオプシ ョ ン  [発信側コーリ ングサーチ
スペースを使用 （Use Originator's Calling Search Space） ] を設定します。
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パーテ ィ シ ョ ン

パーテ ィシ ョ ン と  CSS はサービス  ク ラスを構築するために Unified CM で使用される基本的な
コンポーネン ト です。 ダイヤル可能なパターンは、 同じ ク ラスに属するパターンを同じパー
テ ィシ ョ ンに入れる こ とによ り、 等価ク ラスにグループ化されます。 このと きの各 CSS は、 そ
の CSS を使用する発呼側エンテ ィテ ィがどのパーテ ィシ ョ ンおよびパターンにアクセスできる
かを定義するパーテ ィシ ョ ンの リ ス ト です。

エンタープラ イズ  ダイヤル プランを作成するためにプロビジ ョ ニングされるパーテ ィシ ョ ン
および CSS を定義する と きの目標の 1 つは、 できるだけ重複設定を防ぐこ とです。 この原則に
従い、 表 2-13 では、 必要と されるグローバル パーテ ィシ ョ ン （サイ ト別、 国別ではない） を
示します。

Directory URI 以外の表 2-13 に リ ス ト されたすべてのパーテ ィシ ョ ンを作成する必要があ り ま
す。 これらのグローバル パーテ ィシ ョ ンで表すパターン  ク ラスに加えて、 表 2-14 に示すよ う
な複数のサイ ト 、 国、 またはサービス  ク ラス固有のパターン  ク ラスが必要です。

表 2-13 グローバル パーテ ィ シ ョ ン

パーテ ィ シ ョ ン 説明

DN +E.164 電話番号すべてと、 その他のローカルのネッ ト上の+E.164 接
続先 （PSTN から接続可能な代表番号など） を保持します。 すべての 
+E.164 パターンは緊急パターンと してプロビジ ョ ニングされます。

ESN すべてのエンタープラ イズ固有番号 （ESN） を保持します。 これには 
ESN 電話番号 （非 DID 電話など） と、 DID のサイ ト間短縮ダイヤル
から  +E.164 へ変換するダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パ
ターンが含まれます。

PSTNInternational 海外の接続先への PSTN アクセスを提供するために必要な +E.164 
ルート  パターンを保持します。

URI 手動でプロビジ ョ ニングした URI を保持します。

onNetRemote リ モー ト のネッ ト上の接続先のすべてのパターンを保持します。 複数
の Unified CM ク ラスタが存在する環境では、 グローバル ダイヤル プ
ラン  レプ リ ケーシ ョ ン （GDPR） を介して通知されるすべての リモー
ト番号の範囲が含まれます。

B2B_URI インターネッ ト を使った business-to-business （B2B） の URI ダイヤル
に必要な SIP ルート  パターンを保持します。

Directory URI 自動生成されたすべての URI が置かれるシステム  パーテ ィシ ョ ン。
このパーテ ィシ ョ ンは作成不要です。 こ こでは、 このパーティシ ョ ン
の紹介をするために参考と して リ ス ト しています。 このパーティシ ョ
ンについては、 このマニュアルの後半で再度使用します。
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緊急コールは国固有のダイヤル手順を使用して行われるため、 緊急コールの米国のダイヤル手
順を可能にするルート  パターンを持つパーテ ィシ ョ ン  USEmergency も、 国固有です。 他のダ
イヤ リ ング  ド メ イン （国） もサポートするには、 それらの他のダイヤ リ ング  ド メ インに相当
するパーテ ィシ ョ ン （DEEmergency ： ド イツ、 ITEmergency ： イ タ リ ア、 DEPhLocalize ： ド イ
ツ、 ITPHLocalize ： イ タ リ アなど） を作成する必要があ り ます。

ダイヤリ ング正規化 ト ラ ンスレーシ ョ ン パターン

表 2-15 は、 前の項で説明したパーテ ィシ ョ ンを使用してどのダイヤ リ ング正規化ト ランスレー
シ ョ ン  パターンをプロビジ ョ ニングする必要があるかをま とめています。 すべてのダイヤ リ ン
グ正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターンは、 緊急パターン と してプロビジ ョ ニングされ、 [発信
側コーリ ングサーチスペースを使用 （Originator's Calling Search Space） ] が設定されています
（+E.164 ルーティ ングおよびダイヤ リ ングの正規化項を参照）。 これによ り、 ダイヤ リ ング正規
化ト ランスレーシ ョ ン  パターンで定義された着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンを適用した後
に、 元の CSS を使用してダイヤル先の 終的な一致を検出できます。 　 　

表 2-14 国またはサイ ト 固有のパーテ ィ シ ョ ン

パーテ ィ シ ョ ン 説明

USPSTNNational 米国国内の接続先への PSTN アクセスを提供するために必要な +E.164 ルー
ト  パターンを保持します。 他の国をサポート し、 さ らには他の国固有のダ
イヤル手順をサポートするには、当該国の xxPSTNNational パーテ ィシ ョ ン
（xx は国を表します。 たとえば、 DEPSTNNational、 UKPSTNNational、
ITPSTNNational などです） もプロビジ ョ ニングする必要があ り ます。 その
パーティシ ョ ンは、 その国の国内接続先への PSTN アクセスを提供するた
めに必要な +E.164 ルート  パターンを保持します。

海外 PSTN アクセス （表 2-13 を参照） と国内 PSTN アクセスを区別する理
由は、 国内接続先だけを対象と したコールを許可するサービス  ク ラスや、
国内と海外の接続先を対象と したコールを許可するサービス  ク ラスを区別
して作成できなければならないからです。

USToE164 米国固有の PSTN ダイヤル手順 （91-<10 digits> など） を  +E.164 へ変換す
るためのダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターンを保持します 他
の国をサポート し、 さ らには他の国固有のダイヤル手順をサポートするに
は、 当該国の xxToE164 パーテ ィシ ョ ン （xx は国を表します。 たとえば、
DEToE164、 UKToE164、 ITToE164 などです） もプロビジ ョ ニングする必
要があ り ます。 そのパーティシ ョ ンはその国固有の PSTN ダイヤル手順を  
+E.164 に変換するために必要なダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パ
ターンを保持します。

USEmergency 米国固有の緊急ダイヤル手順を使用する緊急コールへのアクセスを提供す
るために必要なルート  パターンを保持します。

USPhLocalize 米国内で電話で +E.164 発呼側番号を短縮表示にローカラ イズするための発
呼側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パターンを保持します。

<site>Intra サイ ト固有のサイ ト内ダイヤ リ ング。 たとえば、 SJCIntra などです。 サイ ト
固有のサイ ト内短縮ダイヤルを DID に、 または非 DID を  +E164 または ESN 
にそれぞれ変換するためのダイヤ リ ング正規化パターンを保持します。

<site>PhLocalize サイ ト固有です。 たとえば、 SJCPhLocalize などです。 所定のサイ ト の電
話で +E.164 発呼側番号を短縮表示にローカラ イズするための発呼側ト ラン
スフォーメーシ ョ ン  パターンを保持します
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米国以外のダイヤ リ ング  ド メ インの場合、 インス トールでそ う した国固有のダイヤル手順をサ
ポートする必要があるなら、 他の国固有のダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターンを
定義しなければな り ません。 表 2-16 に、 例と してド イツ （DE） と イ タ リ ア （IT） に必要なダ
イヤ リ ング正規化を示します。

表 2-15 ダイヤリ ング正規化 ト ラ ンスレーシ ョ ン パターンの概要

パーテ ィ
シ ョ ン パターン

着信側 ト ラ ンス フ ォー
メ ーシ ョ ン  マス ク コ メ ン ト

ESN 81404XXX +14085554XXX サイ ト  SJC のサイ ト間短縮ダイヤル

ESN 81975XXX +19725555XXX サイ ト  RCD のサイ ト間短縮ダイヤル

ESN 81911XXX +19195551XXX サイ ト  RTP のサイ ト間短縮ダイヤル

SJCIntra 4XXX +14085554XXX SJC でのサイ ト  SJC から  DID へのサイ ト内短縮ダイ
ヤル

SJCIntra 5XXX 81405XXX SJC でのサイ ト  SJC から非 DID へのサイ ト内短縮ダ
イヤル

RCDIntra 5XXX +14085554XXX RCD でのサイ ト  RCD から  DID へのサイ ト内短縮ダ
イヤル

RCDIntra 6XXX 81976XXX RCD でのサイ ト  RCD から非 DID へのサイ ト内短縮
ダイヤル

RTPIntra 1XXX +19195551XXX RTP でのサイ ト  RTP から  DID へのサイ ト内短縮ダ
イヤル

RTPIntra 2XXX 81912XXX RTP でのサイ ト  RTP から非 DID へのサイ ト内短縮
ダイヤル

UStoE164 9.1 [2-9]XX [2-9]XX 
XXXX

マスクなし、 ド ッ ト
の前の番号を削除し
て、 先頭に + を付加

米国内の接続先の米国固有の PSTN ダイヤル手順

UStoE164 9011.!# マスクなし、 ド ッ ト
の前の番号を削除し
て、 先頭に + を付加

米国内の接続先の米国固有の PSTN ダイヤル手順。

（注） ダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パ
ターンでは、 末尾の 「#」 は削除されません。
これによ り、 末尾に # が付いた可変長の 
PSTN ルート  パターンで 2 回目の一致が可能
にな り ます。

UStoE164 9011.! マスクなし、 ド ッ ト
の前の番号を削除し
て、 先頭に + を付加

米国内の接続先の米国固有の PSTN ダイヤル手順
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表 2-16 の例は、イ タ リ ア と ド イツではエンタープラ イズ内部から ト ランクにアクセスするのに 
ITU が推奨する  0 が使用され、次に国内および国際アクセスに 0 および 00 が使用されている こ
と を示しています。 1998 以降、 イ タ リ アの地域番号は 0 で始ま り、 1 から  9 の数字が国内番号
の 初の数字と して、 番号のさまざまな種類を示します。 したがって、 2 個のゼロ （00） で始
まるダイヤル番号は、 ド イツ と イ タ リ アでは異なる処理をする必要があ り ます。 イ タ リ アでは 
2 番目のゼロは NSN の一部である と見なさなければならず、 したがって  +E.164 数字列に残し
ておく必要があ り ますが、 ド イツでは地域番号がゼロで始まらないため、 ド イツの 2 番目のゼ
ロは削除する必要があ り ます。

これら  2 つの国に必要なダイヤ リ ング正規化の例は、 提示する設計方法で国固有のダイヤル手
順をどのよ うにモデル化できるかを示しています。

表 2-16 ド イ ツ と イ タ リ アのダイヤリ ング正規化

パーテ ィ
シ ョ ン パターン

着信側 ト ラ ンス フ ォー
メ ーシ ョ ン コ メ ン ト

DEtoE164 000.! ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に + を付加

ド イツ ： 国際コール （000-E.164）。

DEtoE164 000.!# ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に + を付加

ド イツ ： 国際コール （000-E.164）。

（注） ダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターン
では、 末尾の 「#」 は削除されません。 これによ
り、 末尾に # が付いた可変長の PSTN ルート  パ
ターンで 2 回目の一致が可能にな り ます。

DEtoE164 00.[^0]! ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に +49 を付加

ド イツ ： 国内コール （00-国内番号）。

（注） ド イツの番号計画は可変長であ り、 このパターン
はこれを対象にする必要があ り ます。

DEtoE164 00.[^0]!# ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に +49 を付加

ド イツ ： 国内コール （00-国内番号）。

ITtoE164 000.! ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に + を付加

イタ リ ア ： 国際コール （000-E.164）。

ITtoE164 000.!# ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に + を付加

イタ リ ア ： 国際コール （000-E.164） 

（注） ダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターン
では、 末尾の 「#」 は削除されません。 これによ
り、 末尾に # が付いた可変長の PSTN ルート  パ
ターンで 2 回目の一致が可能にな り ます。

ITtoE164 0.0[^0]! ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に +39 を付加

イタ リ ア ： 国内コール （0-国内番号 （NSN）、 NSN は 0 で
始まる）。

（注） イ タ リ アの番号計画は可変長であ り、 このパター
ンはこれを対象にする必要があ り ます。

ITtoE164 0.0[^0]!# ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に +39 を付加

イタ リ ア ： 国内コール （0-NSN、 NSN は 0 で始まる）。

ITtoE164 0.[^0]! ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に +39 を付加

イタ リ ア ： 国内コール （0-NSN、 NSN は 0 で始まらない）。

（注） イ タ リ アの番号計画は可変長であ り、 このパター
ンはこれを対象にする必要があ り ます。

ITtoE164 0.[^0]!# ド ッ ト の前の番号を削除
して、 先頭に +39 を付加

イタ リ ア ： 国内コール （0-NSN、 NSN は 0 で始まらない）。
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 展開の概要
国際番号計画の詳細については、 ITU-T の 「International Numbering Resources」 ページ
（http://www.itu.int/en/ITU-T/inr/Pages/default.aspx） を参照して ください。 このページには、
E.164 国コードおよび国内番号計画を含むさまざまな リ ソースへの リ ンクがあ り ます。 さまざ
まな国で使用されているダイヤル手順の概要は、 「Operational Bulletin No.994 (15.XII.2011) and 
Annexed List: Dialling procedures (international prefix, national (trunk) prefix and national 
(significant) number) (in accordance with ITU-T Recommendation E.164 (11/2010)) (Position on 15 

December 2011)」 （ http://www.itu.int/pub/T-SP-OB.994-2011） にあ り ます。 実際のダイヤル手順
の リ ス トはその文書の 25 ページから始まっています。 この文書は 
http://www.itu.int/dms_pub/itu-t/opb/sp/T-SP-E.164C-2011-PDF-E.pdf よ り ダウンロードできます。

サービス ク ラス と コーリ ング サーチ スペース （CSS）

前述のよ うに、 CSS は、 CSS を使用する発呼側エンティテ ィがアクセスできるパーティシ ョ ン
やパターンを定義するパーテ ィシ ョ ンの リ ス ト です。 このマニュアルでは、 サービス  ク ラスを
定義する回線 CSS だけを使用するダイヤル プラン方法を使います。

表 2-17 に、 この設計で検討するサービス  ク ラスを リ ス ト します。 この設計のために選択した
サービス  ク ラスは例にすぎません。 さ らにサービス  ク ラスが必要な場合は、 同じよ うに定義
できます。

ヒ ン ト サービス  ク ラスの数は、 エンタープラ イズ  ダイヤル プランの設計の複雑さを決める重要なパ
ラ メータの 1 つです。 したがって、 ダイヤル プランに定義するサービス  ク ラスの数をできる限
り少な くする こ とが肝要です。

推奨される設計では、 サービス  ク ラスを定義するために、回線にプロビジ ョ ニングされる  CSS 
のみを利用し、 デバイス  CSS を使用しません。 デバイス  CSS は、 誰にでも利用できる こ とが
必要な一般的なダイヤル手順を実装するために使用できます。 この例と して緊急コールがあ り
ます。 デバイス  CSS を使用して緊急コールを実装する場合の詳細については、 多国間環境にお
ける緊急コールの考慮事項を参照して ください。

表 2-17 サービス ク ラス

サービス  ク ラ ス ア ク セス先

国際 すべてのネッ ト上の接続先

国内の PSTN 接続先

国際 PSTN 接続先

Business-to-business URI ダイヤ リ ング

緊急コール

国内 すべてのネッ ト上の接続先

国内の PSTN 接続先

緊急コール

内線 すべてのネッ ト上の接続先

緊急コール
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 展開の概要
International サービス  ク ラスだけに business-to-business URI ダイヤ リ ングを追加する こ とは、
business-to-business （B2B） コールが限られたエッジ リ ソースを消費する とい う前提に基づい
た例です。 また、 International、 InternationalB2B、 National、 NationalB2B、 Internal、 および 
InternalB2B のサービス  ク ラスを導入する こ とによって、 サービス  ク ラスの数の倍増を避けよ
う と しています。

所定の発信者が利用できるサービス  ク ラス とダイヤル手順セッ ト の両方を定義するために回線 
CSS だけを使用するため、 サイ ト ご と、 サービス  ク ラスご とに、 CSS をプロビジ ョ ニングする
必要があ り ます。

表 2-18 に、 以前に定義したパーティシ ョ ン  セッ ト （表 2-13 および表 2-14 を参照） に基づいて
サービス  ク ラス  International をサイ ト  SJC のユーザに対して定義する方法を示します。

表 2-19 に示すよ うに、 残りのサービス  ク ラスは B2B URI ダイヤ リ ング、 国際、 および国内 
PSTN 接続先へのアクセスを選択的に削除する こ とによ り、 同じ よ うに作成できます。

他のサイ ト のユーザ用のサービス  ク ラスの CSS は上述の CSS と同様に作成しますが、 サイ ト
固有のダイヤ リ ング正規化パターン と共に使用するパーテ ィシ ョ ンが異なる点だけが違いま
す。 表 2-20 に、 RTP サイ ト の National および Internal サービス  ク ラスの例を示します。

表 2-18 SJC ユーザ用のサービス ク ラス International

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

SJCInternational DN
Directory URI
URI
ESN
onNetRemote
SJCIntra
UStoE164
USPSTNNational
PSTNInternational
B2B_URI
USEmergency

表 2-19 SJC ユーザ用のサービス ク ラス National および Internal

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン  CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン  
SJCNational DN

Directory URI
URI
ESN
onNetRemote
SJCIntra
UStoE164
USPSTNNational
USEmergency

  SJCInternal DN
Directory URI
URI
ESN
onNetRemote
SJCIntra
UStoE164
USEmergency
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 展開の概要
これらの例は、 選択したパーテ ィシ ョ ン方式によ り、 複数サイ ト のサービス  ク ラスを実装する  
CSS を作成する際に、 パターンとパーテ ィシ ョ ンの理想的な再利用が可能になる こ と をはっき
り示しています。

他のダイヤ リ ング  ド メ イン （国） の場合、 上記に示すのと同じ  CSS とパーテ ィシ ョ ン方式を
利用できますが、 上記で使用される米国パーテ ィシ ョ ンの代わりに、 特定のダイヤ リ ング  ド メ
インのダイヤ リ ング正規化パーテ ィシ ョ ンおよび国内の PSTN 接続先への国固有のルート を使
用する点のみが違います。 たとえば、表 2-21 はド イツ （DE） のサイ ト  FRA のサービス  ク ラス  
International の CSS を示しています。

特殊な CSS

ユーザ向けサービス  ク ラスのほかに、 コーリ ング  サーチ スペース （CSS） は Cisco Unity 
Connection など、 ト ランクを通じて接続されるアプ リ ケーシ ョ ンのサービス  ク ラスの定義にも
使用されます。 Unity Connection がネッ ト上の接続先にのみアクセスでき、 ESN および +E.164 
ダイヤ リ ング以外に Unity Connection からの米国ダイヤル手順もサポー ト される こ と を前提と
して、 表 2-22 は、 このサービス  ク ラスを実装する  CSS を示しています。

表 2-20 RTP ユーザ用のサービス ク ラス National および Internal

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン  CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

RTPNational DN
Directory URI
URI
ESN
onNetRemote
RTPIntra
UStoE164
USPSTNNational
USEmergency

  RTPInternal DN
Directory URI
URI
ESN
onNetRemote
RTPIntra
UStoE164
USEmergency

表 2-21 ド イ ツ （DE） のサイ ト  FRA のユーザ用のサービス ク ラス International

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

FRAInternational DN
Directory URI
URI
ESN
onNetRemote
FRAIntra
DEtoE164
DEPSTNNational
PSTNInternational
B2B_URI
DEEmergency
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 展開の概要
Cisco Unity Connection が複数の国で提供される必要があるシナ リ オでは、 上記の例のパーティ
シ ョ ン  UStoE164 で定義された国固有のダイヤ リ ング正規化の実装はオプシ ョ ンではあ り ませ
ん。 この場合にサポート できるダイヤル手順は、 グローバルで有効なダイヤル手順である  ESN 
と  +E.164 だけです。

Unified CM プレゼンスを使用するには、 プレゼンス  ユーザのサブスク ラ イブ先のすべてのプ
レゼンテ ィテ ィへのアクセスができるよ うに、 何よ り もサブスク ラ イブ CSS をプロビジ ョ ニン
グする必要があ り ます。 プレゼンス  アクセスのさ らなる差別化をせずに Unified CM プレゼン
スのプロビジ ョ ニングを簡素化ができるよ うにするには、 考えられるすべてのネッ ト上の接続
先へのアクセスが可能な単一の CSS をプロビジ ョ ニングする必要があ り ます。 表 2-23 は、 こ
のデフォル ト のサブスク ラ イブ CSS の設定を示しています。

このサブスク ラ イブ CSS は、 すべてのタイプのネッ ト上の接続先へのアクセスを保証します。

表 2-24 に、 PSTN ト ランクでの着信 CSS と して使用される （平易な） CSS 「DN」 を示します。
ループを回避するため、 PSTN ト ランクは +E.164 電話番号だけに接続できます。 PSTN がサ
ポートする番号方式は 1 つだけで、 それが着信時に +E.164 に正規化されるため、 PSTN ト ラン
クは ESN パターン、 ダイヤ リ ング正規化パターン、 または URI にアクセスする必要がな く な
り ます。

Cisco TelePresence Servers および TelePresence Conductor は、 ネッ ト上のすべての接続先へのア
クセスが必要である と同時に、 すべての PSTN 接続先に電話をかける こ とができなければな り
ません。 その一方で、 ダイヤ リ ング  ド メ イン固有やサイ ト固有のダイヤ リ ング正規化パターン
へのアクセスは必要あ り ません。 表 2-25 に示す CSS TelePresenceConferencing は、 このサービ
ス  ク ラスを実装します。

表 2-22 ボイス メ ールのサービス ク ラス

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

VoiceMail DN
ESN
URI
onNetRemote
Directory URI
UStoE164

表 2-23 デフ ォル ト のサブスク ラ イブ CSS

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

DefaultSubscribe DN
ESN
URI
onNetRemote
Directory URI

表 2-24 PSTN ゲー ト ウェ イ用の着信 CSS

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

DN DN
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 展開の概要
表 2-26 に、 他の Unified CM ク ラスタへの ト ランクの着信 CSS と して使用される  CSS 
ICTInbound を示します。 ループを回避するため、 これらのク ラスタ間 ト ランクの着信 CSS は、
リ モー ト のネッ ト上接続先 （パーテ ィシ ョ ン  onNetRemote） へのアクセスを提供すべきではあ
り ませんが、 ト ランク （着信 CSS） はネッ ト上のすべての有効なアド レ ッシング  モード
（+E.164、 ESN、 URI） をサポー トする必要があ り ます。 ダイヤ リ ング正規化は、 この CSS の一
部ではあ り ません。 コールが着信ク ラスタ間 ト ランクに着信する前に、 +E.164 および ESN 以
外のダイヤル手順はリモー ト の Unified CM ク ラスタで +E.164 または ESN に正規化されている
はずだからです。

コール タ イプ固有の発信ゲー ト ウェ イ を選択するためのローカル ルー ト  グループ

発信側デバイスに基づいて柔軟な出口ゲート ウェ イ選択ができるよ うに、 ローカル ルート  グ
ループ （LRG） の使用が推奨されます。 出口ゲート ウェ イの選択に LRG を使用する と、 サイ
ト固有のルート  パターンが不要にな り ます。 ローカル ルート  グループを使用したルート  パ
ターンには固有の特性があ り ます。 つま り、 コールの発信元デバイスに基づいて出口ゲート
ウェイを動的に選択できます。 それに対し、 スタテ ィ ッ ク  ルート  グループを使用したルート  
パターンによってルーテ ィ ングされるコールでは、 コールの発信元デバイスに関係な く、 コー
ルが同じゲート ウェ イにルーテ ィ ングされます。 LRG を使用するルート  リ ス ト を参照するよ
う設定されたルート  パターンは、 発信側のデバイス  プールで LRG と して設定された実際の
ルート  グループに解決されます。

異なるコール タ イプについて別々の LRG を選択できるよ うにするには、 表 2-27 に示すよ うに
複数の LRG 名を設定します。

表 2-25 TelePresence Conferencing の ト ラ ン ク用の着信 CSS

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

TelePresenceConferencing DN
ESN
URI
onNetRemote
Directory URI
PSTNInternational

表 2-26 他の Unified CM ク ラス タへの ト ラ ン ク用の着信 CSS

CSS 名 パーテ ィ シ ョ ン

ICTInbound DN
ESN
URI
Directory URI

表 2-27 ローカル ルー ト  グループ名

ローカル ルー ト  グループ名 説明

LRG_PSTN_1 PSTN コールに使用されるプラ イマ リ  PSTN リ ソースを参照す
るローカル ルート  グループ

LRG_PSTN_2 PSTN コールに使用されるセカンダ リ  PSTN リ ソースを参照す
るローカル ルート  グループ
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 展開の概要
これらの LRG 定義によ り、 緊急コールと通常の PSTN コールに別々の PSTN リ ソース （ゲー ト
ウェイ） を使用できるよ うに、 「通常の」 PSTN コールと緊急コールの両方についてそれぞれ専
用のルート  リ ス ト を作成できます。 これは、 一元化された PSTN リ ソースが通常の PSTN コー
ルのためにプロビジ ョ ニングされている ものの、 適切な  Public Safety Answering Point （PSAP）
へローカルの緊急コールをルーテ ィ ングできるよ うに、 緊急コールがローカル サイ ト の小さな
専用ゲート ウェイを依然と して使用する必要があるよ う な状況で役立ちます。

ビデオ LRG はビデオ対応の ISDN ゲート ウェ イ用にプロビジ ョ ニングされ、 別の リ ソース と し
て扱われます。

ローカル ルー ト  グループを使用するルー ト  リ ス ト

前の項で定義した LRG を使用して、 表 2-28 に示すよ うにルート  リ ス ト を作成する必要があ り
ます。

LRG_VIDEO_1 PSTN ビデオ コールに使用されるプラ イマ リ  PSTN リ ソース
を参照するローカル ルート  グループ

LRG_VIDEO_2 PSTN ビデオ コールに使用されるセカンダ リ  PSTN リ ソース
を参照するローカル ルート  グループ

LRG_Emergency_1 緊急コールに使用されるプラ イマ リ  PSTN リ ソースを参照す
るローカル ルート  グループ

LRG_Emergency_2 緊急コールに使用されるセカンダ リ  PSTN リ ソースを参照す
るローカル ルート  グループ

表 2-27 ローカル ルー ト  グループ名 （続き）

ローカル ルー ト  グループ名 説明

表 2-28 ルー ト  リ ス ト の定義

ルー ト  リ ス ト メ ンバー 説明

RL_PSTN LRG_PSTN_1

LRG_PSTN_1

標準ローカル ルート  グ
ループ

通常の PSTN コールは、 通常の PSTN コール
用に定義されたサイ ト固有のプラ イマ リおよ
びセカンダ リ  PSTN リ ソースを使用しなけれ
ばな り ません。 後のメ ンバーである標準
ローカル ルート  グループは、 コール タ イプ
固有ではない PSTN リ ソースへのフォール
バッ クが可能です。

RL_Emergency LRG_Emergency_1

LRG_Emergency_2

LRG_PSTN_1

LRG_PSTN_1

標準ローカル ルート  グ
ループ

緊急コールの場合、 緊急コール用の 初の
コール固有リ ソースを使用し、 次に 2 番目の
固有リ ソースを、 その後に通常の PSTN コー
ルに定義された PSTN リ ソースを、 後に固
有ではない PSTN リ ソースを使用する必要が
あ り ます。
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各デバイス  プールの上記の LRG およびルート  リ ス ト定義によ り、定義済みの LRG 対して 大 
7 つのルート  グループを選択でき、 非常に限定した発信ゲート ウェイ選択が可能にな り ます。
あるコール タ イプに使用される実際の PSTN リ ソースは、デバイス  プールのプロビジ ョ ニング
中に定義されます。所定のデバイス  セッ ト についてコール タ イプに基づく異なる発信 PSTN リ
ソースの選択が不要で、 すべてのコール タ イプについて PSTN リ ソースが 1 つしか必要ではな
い場合、 それぞれのデバイス  プールに標準ローカル ルート  グループの実際のルート  グループ
だけを定義し、 そのデバイス  プール セッ ト の他のすべての LRG は <None> に設定されたまま
にしておくだけで十分です。 　  すべてのルート  リ ス ト で [標準ローカルルート グループ
（Standard Local Route Group） ] を 後のエン ト リ にする こ とでできます。 　

PSTN アクセス と緊急コールのルー ト  パターン

PSTN アクセスは PSTN ルート  パターンによ り実現します。サービス  ク ラス と コーリ ング  サー
チ スペース （CSS） で説明したよ うに、 PSTNInternational パーティシ ョ ンでは国際接続先への
ルート をプロビジ ョ ニングする必要がある一方で、ダイヤ リ ング  ド メ イン固有パーテ ィシ ョ ン  
xxPSTNNational （xx は、 USPSTNNational のよ うに、 ダイヤ リ ング  ド メ インを表します） では
国内 PSTN ルート がプロビジ ョ ニングされます。表 2-29 に、設定済みの PSTN ルート  パターン
を示します。

RL_VIDEO LRG_VIDEO_1

LRG_VIDEO_2

LRG_PSTN_1

LRG_PSTN_2

標準ローカル ルート  グ
ループ

ビデオ コールの場合、 初にビデオ固有の
ゲー ト ウェイ  リ ソースを使用し、 次の正規の 
PSTN リ ソースをフォールバッ ク （音声のみ）
と して検討し、 後に、 他の リ ソースが失敗
した場合に標準ローカル ルート  グループが使
用されます。

表 2-28 ルー ト  リ ス ト の定義 （続き）

ルー ト  リ ス ト メ ンバー 説明

表 2-29 PSTN ルー ト  パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン
ゲー ト ウ ェ イまたは
ルー ト  リ ス ト 説明

\+! PSTNInternational RL_PSTN 任意の国際接続先にダイヤルできる
可変長番号。

\+!# PSTNInternational RL_PSTN 可変長のダイヤルを  # で終わらせる こ
とができるよ うにするための、 国際
接続先の代替パターン。

[番号の削除 （Discard Digits） ] を  [末
尾番号 （Trailing-#） ] に設定。

\+1.[2-9]XX[2-9]XX XXXX USPSTNNational RL_PSTN 米国の国内接続先用の明示的なパ
ターン。

国際接続先用に定義された可変長の 
PSTN ルート  パターン  \+! との重複を
避けるために、 [緊急優先 （Urgent 
Priority） ] を  チェ ッ ク します。
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表 2-29 に明示的に示したルート  パターン設定以外のすべてのその他の設定は、 表 2-30 に示す
デフォル ト値のまま残します。 これには特に、 空白のまま残す発呼側、 接続先、 着信側の ト ラ
ンスフォーメーシ ョ ンが含まれます （前述の末尾番号の削除を除く ）。 PSTN 要件に合致する こ
とが必要な発呼側および着信側の ト ランスフォーメーシ ョ ンは、 明示的な発呼側および着信側
ト ランスフォーメーシ ョ ン と して設定されるからです。 これは、 アウ トバウン ド  コール ：
ISDN ゲート ウェイでの着信者番号と発信者番号の ト ランスフォーメーシ ョ ンおよびアウ トバ
ウン ド  コール ： SIP ト ランクでの着信者番号および発信者番号の ト ランスフォーメーシ ョ ンで
説明されています。

911 USEmergency RL_Emergency 米国の緊急コール

[緊急優先 （Urgent Priority） ] を
チェ ッ ク します

9911 USEmergency RL_Emergency 米国の緊急コール

[緊急優先 （Urgent Priority） ] を
チェ ッ ク します

表 2-29 PSTN ルー ト  パターン （続き）

パターン パーテ ィ シ ョ ン
ゲー ト ウ ェ イまたは
ルー ト  リ ス ト 説明

表 2-30 ルー ト  パターンのデフ ォル ト 設定

設定 値

パターン定義

[番号計画 （Numbering Plan） ] -- 選択しない --

[ルート フ ィルタ （Route Filter） ] <なし>

[MLPP優先度 （MLPP Precedence） ] デフォル ト

[ブロ ッ ク コール率の適用 （Apply Call 
Blocking Percentage） ]

オフ

[ リ ソースプラ イオ リ テ ィネームスペースネッ
ト ワーク ド メ イン （Resource Priority 
Namespace Network Domain） ]

<なし>

[ルート ク ラス （Route Class） ] デフォル ト

[ルート オプシ ョ ン （Route Option） ] [このパターンをルーティ ング （Route this 
pattern） ]

[コールの分類 （Call Classification） ] [オフネッ ト （OffNet） ]

[外部コール制御プロファ イル （External Call 
Control Profile） ]

<なし>

[デバイスの上書きを許可 （Allow Device 
Override） ]

オフ

[外部ダイヤル トーンの提供 （Provide Outside 
Dial Tone） ]

オン

[オーバーラ ップ送信を許可 （Allow Overlap 
Sending） ]

オフ

[強制承認コードが必須 （Require Forced 
Authorization Code） ]

オフ
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[承認レベル （Authorization Level） ] 0

[ク ラ イアン ト識別コードの要求 （Require 
Client Matter Code） ]

オフ

[発呼側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン （Calling Party Transformations） ]

[発呼側の外線電話番号マスクを使用 （Use 
Calling Party's External Phone Number Mask） ]

オフ

[発呼側ト ランスフォーメーシ ョ ン  マスク
（Calling Party Transform Mask） ]

空白のままにします。 値は何も入力しないで
ください。

[プレフ ィ ッ ク ス番号 （発信コール） （Prefix 
Digits (Outgoing Calls)） ]

空白のままにします。 値は何も入力しないで
ください。

[発呼者回線 ID の表示 （Calling Line ID 
Presentation） ]

デフォル ト

[発呼者名の表示 （Calling Name Presentation） ] デフォル ト

[発呼側番号タイプ （Calling Party Number 
Type） ]

Cisco CallManager

[発呼側番号計画 （Calling Party Numbering 
Plan） ]

Cisco CallManager

[接続側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン （Connected Party Transformations） ]

[接続側回線 ID の表示 （Connected Line ID 
Presentation） ]

デフォル ト

[接続先名の表示 （Connected Name 
Presentation） ]

デフォル ト

[着信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン （Called Party Transformations） ]

[番号の削除 （Discard Digits） ] <なし>

[着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンマス ク
（Called Party Transform Mask） ]

空白のままにします。 値は何も入力しないで
ください。

[プレフ ィ ッ ク ス番号 （発信コール） （Prefix 
Digits (Outgoing Calls)） ]

空白のままにします。 値は何も入力しないで
ください。

[着信側番号タイプ （Called Party Number 
Type） ]

Cisco CallManager

[着信側番号計画 （Called Party Numbering 
Plan） ]

Cisco CallManager

[ISDNネ ッ ト ワーク固有フ ァ シ リ テ ィ の情報要素 （ISDN Network-Specific Facilities Information Element） ]

[ネッ ト ワークサービスプロ ト コル （Network 
Service Protocol） ]

-- 選択しない --

[通信事業者識別コード （Carrier Identification 
Code） ]

空白のままにします。 値は何も入力しないで
ください。

[ネッ ト ワーク  サービス （Network Service） ] -- 選択しない --

表 2-30 ルー ト  パターンのデフ ォル ト 設定 （続き）

設定 値
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パーテ ィシ ョ ン  PSTNInternational の PSTN 国際ルート  パターンはダイヤ リ ング  ド メ イン （国）
固有ではあ り ませんが、パーティシ ョ ン  USPSTNNational および USEmergency のルート  パター
ンは国固有です。 ダイヤル プランで他の国をサポート しなければならない場合は、 表 2-31 に
示すよ うに、 それらの国のルート  パターンを作成する必要があ り ます。

表 2-31 に、 固定長と可変長の番号計画の違いを示します。 ド イツの国内番号計画は可変長なの
で、 ド イツの国内接続先に一致させるルート  パターンは可変長の数字列に一致する必要があ り ま
す。 また、 ユーザが電話番号を明示的に # で終わらせるこ とができるよ うに、 # で終わる代替
ルート  パターンをプロビジ ョ ニングして、 国内接続先にダイヤルする際の番号間タイムアウ ト を
回避する必要もあ り ます。 これとは対照的に、 フランスの国内番号計画は固定長 （米国と同じ）
なので、 1 つの固定長の緊急用ルート  パターンでフランスの全国内番号をカバーできます。

ド イツ と フランスは同じ緊急ダイヤル手順を使用するため、 緊急用パーテ ィシ ョ ン  
DEEmergency および FREmergency の両方を組み合わせて 1 つのパーティシ ョ ン  112Emergency 
と し、 CSS 定義で代わりにそのパーテ ィシ ョ ンを使用する こ とによ り、 緊急用ルーティ ングを
簡素化する こ とができます。

表 2-31 国内接続先用の米国以外のルー ト  パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン
ゲー ト ウ ェ イまたは
ルー ト  リ ス ト 説明

\+49! DEPSTNNational RL_PSTN 国コード  49 を持つド イツの番号計画が可変
長のため、 可変長。

\+49!# DEPSTNNational RL_PSTN 可変長のダイヤルを  # で終わらせる こ とが
できるよ うにするための、 国内接続先の代
替パターン。

[番号の削除 （Discard Digits） ] を  [末尾番号
（Trailing-#） ] に設定。

\+33XXXXXXXXX FRPSTNNational RL_PSTN フランスの国内接続先用の明示的パターン。

国際接続先用に定義された可変長の PSTN 
ルート  パターン  \+! との重複を避けるため
に、 [緊急優先 （Urgent Priority） ] を  チェ ッ
ク します。

112 DEEmergency RL_Emergency ド イツの緊急コール

[緊急優先 （Urgent Priority） ] をチェ ッ ク し
ます

0112 DEEmergency RL_Emergency ド イツの緊急コール

[緊急優先 （Urgent Priority） ] をチェ ッ ク し
ます

112 FREmergency RL_Emergency フランスの緊急コール

[緊急優先 （Urgent Priority） ] をチェ ッ ク し
ます

0112 FREmergency RL_Emergency フランスの緊急コール

[緊急優先 （Urgent Priority） ] をチェ ッ ク し
ます
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多国間環境における緊急コールの考慮事項

個々のサービス  ク ラス とは独立して、 全エンドポイン ト から常時緊急番号へアクセスできる こ
とが必要です。 前述のよ うに、 これは緊急コール ルート  パターンを持つパーテ ィシ ョ ンをす
べての CSS に追加する こ とで、 簡単に実現します。 この方法で問題が生じるのは、 複数の国を
サポート しなければならず、 それらの国で異なる緊急ダイヤル手順が必要であ り、 エク ステン
シ ョ ン  モビ リ テ ィやデバイス  モビ リ テ ィなどのモビ リ テ ィ機能が使用される場合です。

そのよ う な場合、 異なる緊急ダイヤル手順のある複数の国の間でユーザがローミ ングを行う
と、 このユーザが使用しているデバイスはアクセス中のユーザが使用する緊急ダイヤル手順を
継承します。 たとえば、 ド イツのユーザがア メ リ カの電話にログインする と、 ド イツ人ユーザ
のエクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ  プロファ イルで定義された回線 CSS が、 アクセス先であるア
メ リ カの電話に割り当てられ、 この電話の緊急コールはド イツの緊急電話番号 112 を使ってか
けなければならず、 米国の緊急コールのダイヤル手順である  911 はサポート されません。

外国人ユーザが電話にログインするかど うかに関わらず、 任意の国の電話が常にその国の国内
緊急コールのダイヤル手順をサポートするよ うに、 緊急コール用に異なる方式を実装できま
す。 USEmergency をすべての CSS に追加する代わりに、 専用の USEmergency CSS を作成し、
その CSS を米国のすべてのデバイスにデバイス  CSS と して割り当てます。 こ うする と、 外国
人ユーザが米国の電話にログインした場合に、 回線 CSS によ り定義されたアクセス中のユーザ
の 「ホーム」 ダイヤル手順が、 アクセス先の国の緊急ダイヤル手順と結びつきます。 ド イツ人
ユーザが米国の電話にログインする上記のケースでは、 そのユーザのド イツ式 PSTN ダイヤル
手順は、 米国固有の緊急ダイヤル手順 911 と一緒にサポート されるよ うにな り ます。 異なる国
間でのこ う したダイヤル手順の組み合わせによ り、 アクセス先の緊急ダイヤル手順とアクセス
中のユーザの通常のダイヤル手順との間に重複が生じる可能性がある こ と を念頭に置く必要が
あ り ます。 たとえば、 ド イツのサイ ト が 9 で始まる  4 桁の内線番号を持つ場合 （+E.164 範囲が 
+49 6100 773 9XXX など）、 そのド イツのサイ ト のユーザが米国の電話にログインする と、
9XXX ダイヤ リ ング正規化ト ランスレーシ ョ ン  パターンによ りそのサイ ト に定義された 4 桁の
サイ ト内短縮ダイヤルが、 米国緊急ダイヤル 911 と重複してしまいます。 緊急ダイヤル手順が
よ り固有である限り、 緊急パターン と して緊急コール ルート  パターンを作成する こ とによ り、
緊急コールをかける と きに遅滞が生じないこ とが保証されます。 一方で、 911 の米国緊急パ
ターンは 911 で始まるすべての 4 桁のダイヤルを 「ブロ ッ ク」 する可能性があ り、 これによ り、
例えば +49 6100 773 911X などの電話番号への 4 桁のサイ ト内のダイヤルに影響を与える こ とが
あ り ます。

緊急ダイヤルを回線 CSS からデバイス  CSS に移動する と、 アクセス中のユーザの緊急ダイヤ
ル手順 （ド イツ人ユーザの場合は 112） をアクセス先の国の緊急ダイヤル手順 （米国の場合は
911） に変換しなければならないとい う問題も回避できます。

PSTN （ISDN） ビデオ コールのルー ト  パターン

コス ト面から見て、 通常のボイスコールに ISDN ビデオ ゲート ウェイを使用する こ とは実現不
可能なため、 ダイヤル プランの観点からビデオ用の ISDN ゲート ウェ イに特別の処理が必要で
す。 この設計では、 ビデオ ISDN ゲート ウェイの選択を、 特別なビデオ PSTN ダイヤル手順に
明示的に結びつけます （表 2-12 を参照）。 表 2-32 に、 このダイヤル手順を有効にするために必
要なルート  パターンを記載します。
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ビデオ ISDN ルート  パターンをパーテ ィシ ョ ン  PSTNInternational に含める と、 実質的に 「国
際」 サービス  ク ラスにビデオ ダイヤル機能が追加されます。

アウ ト バウン ド  コール ： ISDN ゲー ト ウェ イでの着信者番号と発信者番号の ト ランス
フ ォーメーシ ョ ン

このマニュアルで説明するダイヤル プランの設計では、 ローカル ルート  グループを使用して、
発信側デバイスに基づく出力ゲート ウェ イを選択します。 したがって、 サービス  プロバイダの
要件に適応するために必要な発信側および着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンは、 ルート  パター
ンまたはルート  リ ス ト のレベルで行う こ とができません。 その場合、 これらの ト ランスフォー
メーシ ョ ンは、 すべてのゲート ウェ イで共有される こ とにな り ます。 そのため、 これらのサー
ビス  プロバイダ固有の発信側および着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンは、 Cisco IOS 音声ト ラ
ンスレーシ ョ ン  ルールを使用してゲート ウェ イに設定するか、 発信側または着信側ト ランス
レーシ ョ ン  パターン （ゲー ト ウェ イまたはゲート ウェ イのデバイス  プールに設定された発信
側または着信側ト ランスレーシ ョ ン  CSS によって対処するパターン） を使用して Unified CM 
に設定します。

ISDN ト ランクでは、 発信側番号および着信側番号の情報が、 発信側および着信側の情報要素
で送受信されます。 これらの情報要素は、 番号計画、 番号タイプ、 および番号の 3 つで構成さ
れます。 これらのフ ィールドをどのよ うに設定しなければならないかは、 プロバイダの ト ラン
ク  サービス定義に依存します。 一例と して、 ド イツ国内の同じ市外局番 6100 内の ト ランクに
ある  E.164 着信番号 4961007739764 へのコールの場合、 発信 ISDN SETUP メ ッセージに含まれ
る着信側番号は、 （番号計画/タ イプ/番号の形式で） 「ISDN/national/61007739764」、
「ISDN/subscriber/7739764」、 または 「unknown/unknown/061007739764」 と して送信される場合
があ り ます。

ISDN ト ランクの終端となるゲート ウェイが SIP を使用して Unified CM に接続されている場合、
SIP は番号タイプの概念を把握しないため、 番号タイプを  Unified CM からゲート ウェイに送信
する こ とはできません。 コールのタイプによって異なる  ISDN 番号タイプをサポートする必要
があるかど うかは、 プロバイダの SIP ト ランク  サービス定義によって決ま り ます。 ISDN ト ラ
ンクでは、 一部のプロバイダは常に、 着信先にかかわらず、 同じ  ISDN 計画およびタイプのイ
ンジケータを使用した着信側番号と発信側番号の送信を許可します。

表 2-32 ビデオ PSTN （ISDN） コールのルー ト  パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン
ゲー ト ウ ェ イまたは
ルー ト  リ ス ト 説明

*! PSTNInternational RL_VIDEO * で表された E.164 をサポートする必要があ
るため、 可変長。

*!# PSTNInternational RL_VIDEO # を使用した可変長のダイヤルを終了できる
よ うにするための代替パターン。

[番号の削除 （Discard Digits） ] を  [末尾番号
（Trailing-#） ] に設定。

*1XXXXXXXXXX PSTNInternational RL_VIDEO 番号間タイムアウ ト を発生させずに米国の着
信先 （固定長） にダイヤルできるよ うにする
ための補足ルート  パターン。

[緊急優先 （Urgent Priority） ] をオンに設定。
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 展開の概要
表 2-33 に、 米国の ISDN プロバイダが許容する可能性のある代替着信側番号形式の例を記載し
ます。

ゲー ト ウェイに送信される数字列の先頭には、 ゲート ウェ イでのダイヤルピア定義を簡略化し
たプレフ ィ ッ ク ス 「*」 が付加されます。 PSTN から受信する着信側番号が 「*」 で始まる こ と
は決してあ り ません。 したがって、 ゲー ト ウェ イに送信する着信側番号にプレフ ィ ッ ク ス 「*」
を使用する こ とで、 インバウン ド  コールとアウ トバウン ド  コールに関して、 簡単で競合のな
い宛先パターンに基づいたアウ トバウン ド  ダイヤルピアの選択がゲート ウェ イで可能です。
コールを  PSTN に送信する前に、 Unified CM によって先頭に付加された 「*」 をゲー ト ウェイ
で削除する必要があ り ます。 Unified CM からゲート ウェ イに送信されるすべての着信側番号
で、 先頭に 「*」 を使用する と、 ゲー ト ウェイで POTS ダイヤルピアに対して 「宛先パターン  
*」 を使用する こ とが可能にな り ます。 この場合、 先頭の 「*」 は、 Cisco IOS のデフォル ト で
の桁削除動作によ り自動的に削除されます。

着呼側の +E.164 着信番号から  PSTN に送信される数字列への ト ランスフォーメーシ ョ ンは、
Unified CM で行う こ とができます。 ゲー ト ウェ イでは、 例 2-2 に記載する  Cisco IOS 音声ト ラ
ンスレーシ ョ ン  ルールを使用して、 簡単に ISDN 計画およびタイプを適用できます。

例 2-2 単一の ISDN 計画およびタ イプを適用する Cisco IOS 音声 ト ラ ンスレーシ ョ ン

voice translation-rule 1
rule 1 /^\*/ // type any unknown plan any unknown
rule 2 // // type any unknown plan any unknown

voice translation-profile ISDNunknown
translate called 1
translate calling 1

dial-peer voice 1 pots
translation-profile outgoing ISDNunknown 

 

例 2-2 に記載されている、 Cisco IOS 設定の抜粋には、 特定の POTS ダイヤルピアから  PSTN に
送信される発信側と着信側の情報に単一の ISDN 計画およびタイプを適用する方法が示されて
います。 voice-translation-rule 1 のルール 1 は、 「*」 で始まるすべての番号に一致し、 この先頭
の 「*」 を除去します。 voice translation-rule 1 のルール 2 は、 任意の計画およびタイプのすべて
の番号に一致し、 計画と タ イプの両方を 「unknown」 に強制する一方で、 番号の実際の数字列
は変更しません。 ISDN を指す POTS ダイヤルピアに、 この Cisco IOS 音声ト ランスレーシ ョ ン  
ルールを適用する こ とで、 計画と タ イプが 「unknown」 に強制された上で、 Unified CM から
ゲート ウェイに送信されるすべての着信側番号と発信側番号が変更されずに PSTN に転送され
ます。

この ト ランスレーシ ョ ン  ロジッ クをゲート ウェ イに設定した場合、Unified CM 側では、+E.164 
着信側情報を  表 2-33に従った数字列に変換してから  PSTN に送信するよ うにプロビジ ョ ニング
する必要があ り ます。 表 24 に、 ISDN ダイヤル用に +E.164 をローカラ イズするために必要な
着信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パターンを記載します。

表 2-33 米国 ISDN ト ラ ン クでのコールの代替 ISDN 番号形式

コールのタ イ プ 接続先
PSTN に送信される着信側の番号計画/タ イ プ/
番号

ゲー ト ウ ェ イに送信される数
字列

国内 +12125551234 unknown/unknown/12125551234 *12125551234

国際 +4961007739764 unknown/unknown/0114961007739764 *0114961007739764
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表 2-34 に記載されている着信側ト ランスフォーメーシ ョ ン パターンで定義された着信側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンをゲート ウェイに適用するには、 まず、 USGWLocalizeCd パーティシ ョ ンだ
けを設定した CSS USGWLocalizeCd を定義します。 そして、 ゲート ウェイのデバイス  プールの [
デバイスモビ リ ティ関連情報 （Device Mobility Related Information） ] セクシ ョ ンで、 その CSS を  [
着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンCSS （Called Party Transformation CSS） ] と して設定します。 こ
れらの ト ランスフォーメーシ ョ ンをデバイス  プールに設定すれば、 同じ着信側ト ランスフォー
メーシ ョ ン要件を共有する同じサイ ト内の複数のゲート ウェイで、 これらの同じ設定を共有する
こ とができます。 それには、 ゲート ウェイ設定ページの [アウ トバウンド コール （Outbound 
Calls） ] セクシ ョ ンで、 [デバイスプールの着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンCSSを使用 （Use 
Device Pool Called Party Transformation CSS） ] オプシ ョ ンをオンにする必要があ り ます。

また、 必要なプロビジ ョ ニングと して、 +E.164 からサービス  プロバイダへ送信しなければなら
ない形式への発信側番号のト ランスフォーメーシ ョ ンを行います。 こ こで、 非 DID から発信され
るコール、 または特定のゲート ウェイに関連付けられた DID 範囲に含まれない DN から発信され
るコールの発信側情報を処理する方法を検討する必要があ り ます。 も一般的な選択肢は、 発信
者 ID をサイ ト固有の主要な内線番号に設定するこ とです。 このサイ トでは特に、 表 2-35 に記載
するサイ ト固有の発信側ト ランスフォオーメーシ ョ ンを作成する必要があ り ます。

表 2-35 に記載されている発信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パターンは、 +E.164 形式の番号で
あるか、 ト ランクの DN 範囲に一致しない企業固有の番号であるかにかかわらず、 すべての発
信側番号が主要な番号 （19195551888） に強制されるよ うにするために必要な ト ランスフォー
メーシ ョ ンを行います。

前述のアウ トバウン ド着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンに適用する手法に相当する、 これらの
ト ランスフォーメーシ ョ ンを可能にするには、 まず、 パーテ ィシ ョ ン  RTPGWLocalizeCn だけ
を使用した CSS RTPGWLocalizeCn を作成します。 そして、 ゲー ト ウェ イ設定ページの [アウ ト
バウン ド コール （Outbound Calls） ] セクシ ョ ンまたはゲート ウェイのデバイス  プールの [デバ
イスモビ リ テ ィ関連情報 （Device Mobility Related Information） ] セクシ ョ ンで、 その CSS を  発
信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  CSS と して適用します。

表 2-34 SIP を使用し た ISDN 用に +E.164 をローカ ラ イズするための着信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンス フ ォー メ ーシ ョ ン 説明

\+.1! USGWLocalizeCd ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に * を付加

+12125551234 –> *12125551234

\+.! USGWLocalizeCd ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に *011 を付加

+4961007739764 –> *0114961007739764

表 2-35 SIP を使用し た ISDN 用に +E.164 をローカ ラ イズするための発信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンス フ ォー メ ーシ ョ ン 説明

\+.19195551XXX RTPGWLocalizeCn ド ッ ト の前の番号を削除 +19195551001 –> 19195551001 

ゲー ト ウェイに関連付けられた DID 範囲
の発信者 ID を転送。 ただし、 発信側番号
を  1 プラス  10 桁の数字で送信できる こ と
を前提に、 先頭のプラス （+） を削除

\+! RTPGWLocalizeCn 19195551888 をマスク すべてを  19195551888 に強制

! RTPGWLocalizeCn 19195551888 をマスク すべてを  19195551888 に強制
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 展開の概要
ゲート ウェイご とに特定の着信側または発信側ト ランスフォーメーシ ョ ンが必要な場合、 着信
側ト ランスフォーメーシ ョ ンにデバイス  プール レベルの設定を使用する と、 複雑にな りすぎ
ます。 その場合には、 ゲート ウェ イ設定ページの [アウ トバウン ド コール （Outbound Calls） ] 
セクシ ョ ンで、 [デバイスプールの着信側/発信側ト ランスフォーメーシ ョ ンCSSを使用 （Use 
Device Pool Called/Calling Party Transformation CSS） ] オプシ ョ ンをオフにして、 着信側または
発信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  CSS を設定します。

アウ ト バウン ド  コール ： SIP ト ラ ン クでの着信者番号および発信者番号の ト ランス
フ ォーメーシ ョ ン

前述のよ うに、 SIP には、 番号の 「タ イプ」 とい う概念があ り ません。 通常、 SIP ト ランクで
は、 着信先のタイプにかかわらず、 すべての着信者番号と発信者番号を単一の形式で送信する
必要があ り ます。 も一般的な選択肢は、 +E.164 または E.164 です。 インバウン ド  コールおよ
びアウ トバウン ド  コールの宛先パターンを重複させる こ とな く、 よ り簡単なダイヤルピア設定
を行うには、 SIP ト ランクの終端となる  Cisco Unified Border Element に送信されるすべての 
E.164 着信側情報に、 プレフ ィ ッ ク ス 「*」 を付加する必要があ り ます。

（+ を含まない） E.164 を送信する必要がある場合は、 着信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パター
ンを使用した前述の手法を使用できます。 表 2-36 に記載されている着信側ト ランスフォーメー
シ ョ ンを  1 回行えば、 すべての +E.164 番号から先頭の + を除去できます。 この場合も、 パー
テ ィシ ョ ン  GWNoPlus だけに対応する  CSS （例えば、 GWNoPlus） を作成してから、 ゲー ト
ウェイまたはゲート ウェ イのデバイス  プールのいずれかに対し、 この着信側ト ランスフォー
メーシ ョ ン  パターンを  [着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンCSS （Called Party Transformation 
CSS） ] と して適用する必要があ り ます。

送信される着信側情報の形式を  SIP ト ランクで変換する必要がないと しても、 有効な番号だけ
がプロバイダに送信されるよ うにするには、 何らかのフ ィルタ リ ングを着信側情報に適用する
必要があ り ます。 アウ トバウン ド  コール ： ISDN ゲート ウェ イでの着信者番号と発信者番号の
ト ランスフォーメーシ ョ ンの項で説明し、 表 2-35に要約した発信側ト ランスフォーメーシ ョ ン
と同じ ものを使用できます。 さ らに、 Cisco Unified Border Element の Cisco IOS 音声ト ランス
レーシ ョ ンによ り、 確実に、 プロバイダの形式要件に従って発信側情報がプロバイダに送信さ
れます。 例 2-3 に、 プロバイダを指す Cisco Unified Border Element （CUBE） 上で VoIP ダイヤ
ルピアに適用される  Cisco IOS 音声ト ランスレーシ ョ ンを記載します。 これらの ト ランスレー
シ ョ ンによ り、 着信側情報が *E.164 から  +E.164 に変換され、 発信側情報が E.164 から  +E.164 
に変換されます。

例 2-3 CUBE で +E.164 発信側番号と着信側番号に強制される Cisco IOS 音声 ト ラ ンスレーシ ョ ン

voice translation-rule 2
rule 1 /^\*/ /+/ 
rule 2 // /+/ 

voice translation-profile SIPtoE164
translate called 2
translate calling 2

dial-peer voice 2 voip
translation-profile outgoing SIPtoE164 

 

表 2-36 SIP 用に +E.164 を *E.164 へローカ ラ イズするための着信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンス フ ォー メ ーシ ョ ン 説明

\+.! GWNoPlus ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に * を付加

+4961007739764 –> *4961007739764 
+12125551234 –> *12125551234
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 展開の概要
例 2-3 のルール 1 は先頭の 「*」 を 「+」 に置き換え、 ルール 2 はすべての番号の先頭にプレ
フ ィ ッ ク ス 「+」 を付加します。

インバウン ド  コール ： ISDN ゲー ト ウェ イでの着信者番号および発信者番号の ト ラ ンス
フ ォーメーシ ョ ン

Unified CM にルーテ ィ ングされるコールはすべて、 Unified CM に到着するすべての着信コール
の +E.164 に基づく ため、 リ ンクで受信されたプロバイダからの着信側情報の形式が確実に 
+E.164 に変換されなければな り ません。 アウ トバウン ド  コール ： ISDN ゲート ウェイでの着信
者番号と発信者番号の ト ランスフォーメーシ ョ ンの項で説明したよ うに、 ISDN ト ランクで送
受信する発信側情報と着信者情報は、 番号計画、 番号タイプ、 および番号の 3 つで構成されて
います。 SIP では番号タイプをサポート していないため、 実際の番号だけがゲート ウェイから  
SIP ト ランク経由で Unified CM に転送される と したら、 プロバイダから受信した番号タイプの
意味が失われてしまいます。 この状況を回避するためには、 ゲー ト ウェ イに Cisco IOS 音声ト
ランスレーシ ョ ンを導入し、 受信した番号計画、 番号タイプ、 番号に基づく  +E.164 数字列を
作成して Unified CM に送信する必要があ り ます。 例 2-4 に、 この目的を果たすための 
Cisco IOS 音声ト ランスレーシ ョ ンの設定を記載します。

例 2-4 ISDN を +E.164 にマ ッ ピングする Cisco IOS 音声 ト ラ ンスレーシ ョ ン

voice translation-rule 3
rule 1 /^\(.+\)$/ /+1\1/ type national unknown plan any unknown
rule 2 /^\(.+\)$/ /+\1/ type international unknown plan any unknown

voice translation-profile ISDNtoE164
translate called 3
translate calling 3

dial-peer voice 1 pots
translation-profile incoming ISDNtoE164 

 

例 2-4 に記載されている  Cisco IOS ト ランスレーシ ョ ンは、 受信する着信側情報のタイプが
「national」 である こ と、 したがって番号が 10 桁のみである こ と を前提と します。 ルール 1 
（/^\(.+\)$/） は、 タ イプが 「international」 に設定されたすべての番号にプレフ ィ ッ ク ス 「+1」
を付加し （/+\1/）、 計画およびタイプを 「unknown」 に強制します。 SIP ト ランクで Unified CM 
に転送する場合、 計画と タ イプは両方と も無関係であるためです。 この同じ ト ランスレーシ ョ
ン  ルールが、 ト ランスレーシ ョ ン  プロファ イル ISDNtoE164 で発信側情報と着信側情報の両方
に適用されます。 したがって、 タ イプが 「national」 に設定された 10 桁の番号である発信側情
報は、 ルール 1 によって適切に +E.164 に変換されます。 ルール 2 は、 実際には着信側情報に適
用されません。 プロバイダは一般に、 単一の形式だけを使用して着信側情報を送信するためで
す。 したがって、 ルール 2 が関係して く るのは、 国外から受信したコールに限られます。 この
場合、 受信する発信側情報は 「international」 タ イプであ り、 番号は発信側の完全な E.164 番号
に設定されている こ とにな り ます。

プロバイダによって使用される番号形式は異なる場合があるため、 ゲー ト ウェ イまたは 
Unified CM で異なる複数の ト ランスフォーメーシ ョ ンを使用する必要が生じてきます。 音声ト
ランスレーシ ョ ン  ルールの詳細については、 『Number Translation using Voice Translation 
Profiles』 を参照して ください。 このドキュ メ ン ト には、 以下の URL でアクセスできます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/voice/call-routing-dial-plans/64020-number-voice-tran
slation-profiles.html

何らかの理由で発信側情報と着信側情報の両方に同じ音声ト ランスレーシ ョ ン  ルールを使用で
きない場合、 発信側情報と着信側情報にそれぞれ個別の音声ト ランスレーシ ョ ン  ルールをプロ
ビジ ョ ニングして、 1 つの ト ランスレーシ ョ ン  プロファ イルで発信側ト ランスレーシ ョ ン と着
信側ト ランスレーシ ョ ンを関連付ける必要があ り ます。
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インバウン ド  Cisco IOS 音声ト ランスレーシ ョ ン  ルールを使用する必要があるのは、 プロバイ
ダから複数の異なる番号タイプが送信される場合のみです。 たとえば、 発信側情報または着信
側情報の番号タイプが常に不明である場合は、Unified CM で数字をグローバル化された +E.164 
に変換するために、 発信側情報と着信側情報にインバウン ド  プレフ ィ ッ ク スを使用するか、 発
信側および着信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  CSS を使用する こ とができます。 プレフ ィ ッ ク ス
と発信側および着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンの両方を、 ト ランク  レベルまたはデバイス  
プール レベルで定義する こ と もできます。 ただし、 SIP では異なる番号タイプをサポート して
いないため、 デバイス  プール レベルで定義する場合は、 インバウン ド  プレフ ィ ッ ク スまたは
発信側および着信側 CSS を番号タイプ unknown に設定する必要があ り ます。

インバウン ド  コール ： SIP ト ラン クでの着信者番号と発信者番号の ト ラ ンスフ ォーメー
シ ョ ン

一般に、 PSTN SIP ト ランクでのインバウン ド  コール番号情報の処理は、前述の ISDN の場合の
番号処理よ り も単純です。 その主な理由は、 SIP ト ランクでの番号情報にはタイプが設定され
ていないためです。 したがって、 ト ランスフォーメーシ ョ ンの複雑さは軽減され、 考慮しなけ
ればならないのは受信した数字列だけとな り ます。 通常、 SIP ト ランクでの発信側情報と着信
側情報はすでに +E.164 形式になっているため、 ト ランスフォーメーシ ョ ンは不要です。

E.164 形式で受信した発信側情報と着信側情報を  +E.164 形式に変換する も簡単な方法は、
Unified CM の SIP ト ランクまたはト ランクのデバイス  プールでプレフ ィ ッ クス 「+」 を付加する
よ うに設定するこ とです。 このプレフ ィ ッ クスは、 ト ランクまたはト ランクのデバイス  プールの 
[着信の発呼側設定 （Incoming Calling Party Settings） ] または [着信の着呼側設定 （Incoming Called 
Party Settings） ] に設定できます。 SIP ト ランクの場合、 [不明な番号 （Unknown Number） ] の設定
は、 デバイス  プール レベルに適用されるこ とに注意して ください。

電話上での発信側情報の表示

+E.164 電話番号から発信されるコールの場合、 すべての電話番号は +E.164 番号と してプロビ
ジ ョ ニングされるため、 発信側情報は自動的に +E.164 形式にな り ます。 考えられるあらゆる
コール フローでの発信側情報の表示を単純化して一貫性を持たせるために、 PSTN などの外部
ネッ ト ワークから受信するすべての発信側情報は、 前述のよ うに +E.164 に正規化されます。
電話や外部ネッ ト ワークにコールを表示する際には、 そのコールに関して表示される発信側情
報を、 外部ネッ ト ワークが必要とする形式 （そのコールがゲート ウェ イに送信される場合） ま
たはユーザが必要とする形式 （電話に送信される場合） に変換しなければならないこ とがあ り
ます。

非 DID を使用した電話から発信されるコールには、 特殊な考慮事項があ り ます。 この場合、 使
用可能な発信側情報は、 ESN （Enterprise Specific Number） 形式でプロビジ ョ ニングされた非 
DID と同一です。 表 2-10 に、 サンプル ト ポロジーで使用されている  ESN 範囲を要約します。

電話の場合、 優先される発信側の表示情報が +E.164 形式ではない場合もあ り ますが、 この情
報を  +E.164 と して保持する と、 展開が簡素化されるため、 この方法が推奨されます。 その場
合の望ましい形式は、 通常、 発信側エンテ ィテ ィ と着信側エンテ ィテ ィの両方に依存します。
表 2-37 に、 サイ ト  SJC の電話で、 各種のソースからのコールで必要と される発信側情報表示
の例を記載します。
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表 2-37 に記載されている表示形式を実現するには、 発信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パター
ンを適切なパーテ ィシ ョ ンにプロビジ ョ ニングし、 それらのパーテ ィシ ョ ンに基づく発信側ト
ランスレーシ ョ ン  CSS を電話に設定して、 ト ランスフォーメーシ ョ ンを有効にする必要があ り
ます。

表 28 に、 表 2-10 に記載された番号範囲に基づき、 米国のすべてのサイ ト に関して、 表 2-37 に
記載された短縮発信側番号を表示するためにプロビジ ョ ニングする必要がある、 すべての発信
側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パターンを記載します。

表 2-37 SJC 電話で必要と される発信側情報表示

発信側エンテ ィ テ ィ の
「ネイ テ ィ ブ」 発信側情報 期待される表示 コ メ ン ト

+12125551234+12125551234 912125551234 米国からのコール。 PSTN ダイヤル手順
に従った表示。

+14085554001 4001 SJC DID 範囲の +E.164 DN からのコール。
サイ ト内短縮ダイヤル手順に従った表示。

81405001 5001 SJC ESN 範囲の非 DID からのコール
（表 2-10 を参照）。サイ ト  SJC 内の非 DID 
への 4 桁のサイ ト内短縮ダイヤル手順に
従った表示。

+4961007739764 90114961007739764 国際 PSTN 接続先からのコール。 国際
コール着信先に対する米国 PSTN ダイヤ
ル手順に従った表示。

表 2-38 電話ローカ リゼーシ ョ ン発信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンス フ ォー メ ーシ ョ ン 説明

\+.1! USPhLocalize ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に 9 を付加

米国のすべての着信先 ： 
+12125551234 –> 912125551234

\+.! USPhLocalize ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に 9011 を付加

すべての国際コール着信先 ： 
+4961007739764 –> 90114961007739764

\+14085554XXX SJCPhLocalize 4XXX をマスク ローカル DN 範囲からのコール ： 
+14085554001 –> 4001

81405XXX SJCPhLocalize 5XXX をマスク ローカル非 DID 範囲からのコール ： 
81405001 –> 5001

\+19725555XXX RCDPhLocalize 5XXX をマスク ローカル DN 範囲からのコール ： 
+19725555001 –> 5001

81976XXX RCDPhLocalize 6XXX をマスク ローカル非 DID 範囲からのコール ： 
81976001 –> 6001

\+19195551XXX RTPPhLocalize 1XXX をマスク ローカル DN 範囲からのコール ： 
+19195551001 –> 1001

81912XXX RTPPhLocalize 2XXX をマスク ローカル非 DID 範囲からのコール ： 
81912001 –> 2001
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表 2-39 に、 米国の全サイ ト の電話の発信側ローカ リゼーシ ョ ンを有効にするための発信側ト ラ
ンスフォーメーシ ョ ン  CSS を記載します。 このスキーマを使用する と、 ダイヤル発信ド メ イン
（国） に固有の発信側ローカ リゼーシ ョ ン  ト ランスフォーメーシ ョ ン  パターンを、 そのダイヤ
ル発信ド メ イン （国） 内のすべてのサイ ト に再利用できます。 国固有の発信側ローカ リゼー
シ ョ ン  パターンは、 基本的に、 国番号と国際番号をその国に固有の国内および国際ダイヤル手
順にマッピングします。

表 2-40 に、 国固有の電話ローカ リゼーシ ョ ン発信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  パターンの例
を記載します。 これは、 イ タ リ アおよびド イツに対してプロビジ ョ ニングする必要があるパ
ターンの例です。

表 2-39 米国のサイ ト の電話ローカ リゼーシ ョ ン発信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン CSS

CSS パーテ ィ シ ョ ン

SJCPhLocalize SJCPhLocalize

USPhLocalize

RCDPhLocalize RCDPhLocalize

USPhLocalize

RTPPhLocalize RTPPhLocalize

USPhLocalize

表 2-40 イ タ リ アおよび ド イ ツの電話ローカ リゼーシ ョ ン発信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンス フ ォー メ ーシ ョ ン 説明

\+49.! DEPhLocalize ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に 00 を付加

ド イツのすべての着信先 ： 
+4941001234 –> 0041001234

\+.! DEPhLocalize ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に 000 を付加

すべての国際コール着信先 ： 
+14085551234 –> 00014085551234

\+39.! ITPhLocalize ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に 0 を付加

イタ リ アのすべての着信先 ： 
+390730123456 –> 00730123456
+393012345678 –> 03012345678

\+.! ITPhLocalize ド ッ ト の前の番号を削除し
て、 先頭に 000 を付加

すべての国際コール着信先 ： 
+14085551234+14085551234 –> 
00014085551234
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自動代替ルーテ ィ ング

登録済みエンドポイン トへのコールが帯域幅の不足によ り失敗した場合 （コール アド ミ ッシ ョ
ン制御の失敗）、 自動代替ルーテ ィ ング （AAR） を使用して、 そのコールを  PSTN に再ルー
テ ィ ングできます。 AAR をアクテ ィブ化するために必要な手順は、 以下のとおりです。

• [自動代替ルーティ ングの有効化 （Automated Alternate Routing Enable） ] サービス  パラ メー
タを設定します （サービス  パラ メータの設定の項を参照）。

• [ダイヤルプレフ ィ ッ ク ス （Dial Prefix） ] （デフォル ト ） を設定せずに、 Default  とい う単
一の AAR グループを設定します。

• +E.164 PSTN ルート  パターンへのアクセスだけを設定した CSS PSTNReroute を設定しま
す。 この設計例に基づく  CSS には、 パーテ ィシ ョ ン  PSTNInternational だけを含める必要が
あ り ます。

• AAR の対象となる可能性があるコールを開始するエンドポイン ト 、 ト ランク、 およびその
他のデバイスのすべてで、 以下を設定します。

– [AARコーリ ングサーチスペース （AAR Calling Search Space） ] を  PSTNReroute に設定
します。

– [AARグループ （AAR Group） ] を  Default  に設定します。

• すべてのデバイス  ポート で、 [AARコーリ ングサーチスペース （AAR Calling Search Space）
]を  PSTNReroute に設定します。

• [AARグループ （AAR Group） ] を  Default に設定します。

• +E.164 電話番号に AAR マスクを設定し、その電話番号が +E.164 番号になるよ うにします。
固定長の番号計画を使用する国では、 すべての電話番号でマスクを同じ値に設定できます
（たとえば米国では、 +1XXXXXXXXXX など）。 可変長の電話番号に対応する必要がある場
合、 単一のサイ ト をカバーする具体的なマスクをプロビジ ョ ニングします。 あるいは 悪
の場合、 それぞれの電話番号と同じ完全修飾子を付けた +E.164 AAR マスクをプロビジ ョ
ニングする必要があ り ます。 非 DID の場合、 AAR マスクは空のままにします。 これによ り
実質的に、非 DID が呼び出された場合は AAR が無効にな り ます。非 DID には同等の E.164 
アド レスがな く、 PSTN を介してアクセスできないため、 これは理にかなっています。

上記の リ ス ト では、 +E.164 電話番号を使用したダイヤル プランの利点の 1 つが示されていま
す。 この場合、 他に変更を加える こ とな く、 着信側 +E.164 アド レスを  PSTN 経由の代替ダイヤ
ルに直接再使用できるためです。

未登録エン ド ポイン ト の代替ルーテ ィ ング

コール処理を一元化したマルチサイ ト展開環境で WAN に障害が発生した場合、 その障害に
よって中央の Unified CM との接続を失ったエンドポイン トは、 代わりにローカル SRST ゲート
ウェイに登録します （Survivable Remote Site Telephony （SRST） 展開の項を参照）。 これによ
り、 影響を受けた電話をそのまま配置して、 受信したコールを同じサイ ト内の電話と  PSTN と
の間で受け渡すこ とができます。 ただし、 中央の Unified CM の観点からは着信デバイスは登
録されていないため、 そのデバイスには到達できません。 したがって、 中央の Unified CM に
登録された電話からのコールは失敗します。 PSTN を介した未登録エンドポイン トへのコール
の自動再ルーティ ングを有効にするには、 自動再ルーテ ィ ングが必要な電話番号のそれぞれに
対して、 以下のタス クを実行します。

• [未登録内線の不在転送 （Forward Unregistered Internal） ] および [未登録外線の不在転送
（Forward Unregistered External） ] の宛先を、 E.164 電話番号と同じ値に設定します。
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• [未登録内線の不在転送のCSS （Forward Unregistered Internal CSS） ] および [未登録外線の
不在転送のCSS （Forward Unregistered External CSS） ] を、 PSTNReroute に設定します。 こ
れは、 自動代替ルーティ ングの項で定義したのと同じ  CSS です。 これによ り、 PSTN ルー
ト  パターンにアクセスできるよ うにな り ます。

未登録エンドポイン ト に対する  PSTN を介した代替ルーティ ングが意味を持つのは、 +E.164 電
話番号のみです。 DID を使用しないエンドポイン ト （電話番号と して  ESN を使用するエンドポ
イン ト ） の場合、 未登録エンドポイン ト に対して意味を持つ再ルーティ ングは、 着信コールを
ボイス メールに転送する とい うルーテ ィ ングだけです。 未登録エンドポイン トへのコールをボ
イス メールに転送するには、 以下のタス クを実行します。

• [未登録内線の不在転送 （Forward Unregistered Internal） ] および [未登録外線の不在転送
（Forward Unregistered External） ] に [ボイス メールオプシ ョ ン （Voicemail options） ] を選択
します。

• 未登録内線の不在転送のCSS （Forward Unregistered Internal CSS） ] および [未登録外線の不
在転送のCSS （Forward Unregistered External CSS） ] を、 「国内」 サービス  ク ラスを実装す
る  CSS （た とえば、 SJCInternal） に設定します。 実質的に、 この CSS ではボイス メール パ
イロ ッ ト番号にのみアクセスできます。

LDAP 同期によるユーザ プロビジ ョ ニング

Unified CM を社内 LDAP ディ レク ト リ に同期する と、 管理者は Unified CM データ  フ ィールド
をディ レ ク ト リ属性にマッピングする こ とによ り、 ユーザを容易にプロビジ ョ ニングできるよ
うにな り ます。 LDAP ス ト アに保持されている重要なユーザ データは、 スケジュール ベースで 
Unified CM データベース内の対応する適切なフ ィールドにコピーされます。 社内 LDAP ディ レ
ク ト リ のステータスは、 中央リ ポジ ト リのまま とな り ます。 Unified CM は、 ユーザ データを
保存するための統合データベースを備え、 またユーザ アカウン トおよびデータを作成して管理
するための Web インターフェイスを、 Unified CM Administration 内に備えています。 LDAP 同
期を有効にする と、 ローカル Unified CM データベースを引き続き使用しながら、 追加のロー
カル エンドユーザ アカウン ト を作成できます。 エン ドユーザ アカウン トは、 LDAP ディ レ ク
ト リ のインターフェイスおよび Unified CM 管理 GUI で管理できます。

LDAP システムの設定

実際の同期アグ リーメン ト を定義する前に、 LDAP システムを有効にする必要があ り ます。
[LDAPシステムの設定 （LDAP System Configuration） ] メニューでは、 次の操作を実行できます。

• [LDAPサーバからの同期を有効にする （Enable Synchronizing from LDAP Server） ] オプシ ョ
ンを選択する （チェ ッ クボッ ク スをオンにする）。

• 展開環境に適切な [LDAPサーバタイプ （LDAP Server Type） ] を選択する。

• 展開環境に適切な [ユーザIDのLDAP属性 （LDAP Attribute for User ID） ] を選択する。

Microsoft Active Directory からユーザが同期される環境では、 表 2-41 に記載する設定を使用し
ます。

表 2-41 Microsoft Active Directory の場合の LDAP システム設定

設定 値

[LDAPサーバタイプ （LDAP Server Type） ] Microsoft Active Directory

[ユーザIDのLDAP属性 （LDAP Attribute for 
User ID） ]

sAMAccountName
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[LDAPカス タムフ ィ ルタ （LDAP Custom Filter） ]

Unified CM ベースのディ レク ト リ検索が電話で使用されている場合は、 社内 LDAP ディ レク ト
リ全体を  Unified CM に同期する こ とが理にかなっています。 その場合、 実際にローカル ク ラ
スタの UC サービスを使用するユーザと、完全な社内 LDAP ディ レク ト リ を  Unified CM に反映
するためだけに同期されるユーザとを区別可能にする必要があ り ます。

この目標を達成するには、 カスタム  LDAP フ ィルタを使用して、 ローカル ユーザ グループと
リ モー ト  ユーザ グループの 2 つを定義できます。 こ こで言う リ モー ト  ユーザとは、 ローカル 
Unified CM ク ラスタの UC サービスを一切使用しないユーザを意味します。 表 2-42 に、 2 つの
カスタム  LDAP フ ィルタを記載します。 こ こでは、 展開環境のユーザが米国と欧州に存在し、
米国のユーザのみがローカル ユーザである こ と を前提と しています。

読みやすくするために、 表 2-42では、 インデン ト  レベルに LDAP フ ィルタ文字列の構造を反
映して、 LDAP フ ィルタ文字列を複数の行に分けて記載しています。 これらの LDAP フ ィルタ
を  Unified CM にプロビジ ョ ニングするには、特定のフ ィルタのすべての行を  1 行に連結する必
要があ り ます。

上記の LDAP フ ィルタは、 どちら も  Microsoft Active Directory のデフォル ト  LDAP フ ィルタを
拡張したものです。 他のディ レク ト リ  タ イプのデフォル ト  LDAP フ ィルタは、 『Cisco 
Collaboration System 10.x SRND』 の 「Directory Integration and Identity Management」 の章に記載
されています。 また、 ディ レ ク ト リ設定については、 Unified CM オンラ イン  ヘルプを参照し
て ください。

表 2-42 に記載されている  LDAP フ ィルタでは、 電話番号の開始部分を基準と して、 個々の
ユーザがローカル ユーザまたはリ モー ト  ユーザのどちらであるかを判別します。

複数の LDAP 同期アグ リーメン ト を使用する場合は、 それらの同期アグ リ メーメン トで使用され
る  LDAP フ ィルタを分離して、 同じユーザが複数のフ ィルタに一致しないよ うにして ください。

表 2-42 カス タム LDAP フ ィ ルタ設定 

LDAP フ ィ ルタ名 フ ィ ルタ

[ローカル （Local） ] (&
(objectclass=user)
(!(objectclass=Computer))
(!(UserAccountControl:1.2.840.113556.1.4.803:=2)) 
(telephoneNumber=+1*) 

）

[ リ モー ト （Remote） ] (& 
(objectclass=user) 
(!(objectclass=Computer)) 
(!(UserAccountControl:1.2.840.113556.1.4.803:=2)) 
(| 

(telephoneNumber=+3*) 
(telephoneNumber=+4*) 

）

）
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機能グループ テンプレー ト

LDAP からユーザを同期する機能は、 機能グループ グループ テンプレー ト （FGT） に定義され
ています。 表 2-43 に、 Unified CM ク ラスタのアクテ ィブ デバイスでのユーザの機能を定義す
る  FGT の設定を要約します。

その他すべての設定には、 デフォル ト値をそのまま使用できます。

リモート  ユーザも  LDAP から同期されるため （[LDAPカスタムフ ィルタ （LDAP Custom Filter） ]
の項を参照）、 リモート  ユーザ用の FGT もプロビジ ョニングする必要があ り ます。 主な違いは、
リモート  ユーザ用の FGT では、 [ホームク ラスタ （Home Cluster） ] および [Unified CM IM and 
Presenceのユーザを有効化 （Enable User for Unified CM IM and Presence） ] オプシ ョ ンをオンにしな
いこ とです。 表 2-44 に、 これらの設定を要約します。

その他すべての設定には、 デフォル ト値をそのまま使用できます。

表 2-43 ローカル ユーザの機能グループ テンプレー ト

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] FGTlocal 名前でローカル ユーザ用の FGT で
ある こ と を示す必要があ り ます。

説明 ローカルユーザ用の FGT  

[ホームク ラスタ （Home 
Cluster） ]

オン このユーザの UDS ベースのサービ
ス検出がローカル Unified CM ク ラ
スタに解決されるよ うにします。

[Unified CM IM and 

Presenceのユーザを有効化
（Enable User for Unified CM 
IM and Presence） ]

オン IM and Presence のユーザを有効にし
ます。

[BLFプレゼンスグループ
（BLF Presence Group） ]

標準のプレゼンス  グループ 展開を簡素化するために、 すべての
ユーザを単一の BLF プレゼンス  グ
ループに割り当てます。

[SUBSCRIBEコーリ ング
サーチ （SUBSCRIBE 
Calling Search） ]

DefaultSubscribe 特殊な CSSの項で説明している、 デ
フォル ト のサブス ク ラ イブ CSS を使
用します。

表 2-44 リ モー ト  ユーザの機能グループ テンプレー ト

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] FGTremote 名前に リモー ト  ユーザ用の FGT で
ある こ と を示す必要があ り ます。

説明 リモー ト  ユーザ用の FGT  

[ホームク ラスタ （Home 
Cluster） ]

オフ このユーザの UDS ベースのサービ
ス検出がローカル Unified CM ク ラ
スタに解決されないよ うにします。

[Unified CM IM and 

Presenceのユーザを有効化
（Enable User for Unified CM 
IM and Presence） ]

オフ IM and Presence のユーザは有効にし
ません。
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LDAP 同期アグリーメ ン ト

すべてのローカル ユーザを  Unified CM に同期させるには、 LDAP 同期アグ リーメ ン ト を構成
する必要があ り ます。 表 2-45 に、 [システム /LDAP/LDAP ディ レク ト リ
（System/LDAP/LDAP Directory） ] に構成する必要がある設定を記載します。

表 2-45 に記載されている  LDAP 同期アグ リーメ ン トは、 前に定義した  FGT とカスタム  LDAP 
フ ィルタを関連付けます。 これによ り、 カスタム  LDAP フ ィルタに一致する社内ディ レ ク ト リ
内のすべてのユーザについて、 Unified CM に、 FGT に定義された機能が割り当てられたユーザ
が作成されます。

ローカル Unified CM ク ラスタで UC サービスを使用しない リモー ト  ユーザを同期するための専
用の LDAP 同期アグ リーメ ン ト も必要です。 表 2-46 に、 この LDAP 同期アグ リーメ ン ト を要
約します。

表 2-45 ローカル ユーザの LDAP 同期アグ リー メ ン ト

設定 値 コ メ ン ト

[LDAP設定名 （LDAP 
Configuration Name） ]

[ローカル （Local） ] ローカル ユーザを同期する  LDAP 同期アグ リーメ
ン ト である こ と を示します。

[LDAPマネージャの識別名
（LDAP Manager Distinguished 
Name） ]

管理ユーザの名前 ldapaccess@ent-pa.com または 
cn=ldapaccess,cn=users,dc=ent-pa,dc=com の形式で
指定できます。

[LDAPパスワード （LDAP 
Password） ]

LDAP 管理者のパスワード  

[LDAPユーザ検索ベース
（LDAP User Search Base） ]

LDAP 検索ベース 例 ： dc=ent-pa,dc=com

[LDAPカスタムフ ィルタ
（LDAP Custom Filter） ]

[ローカル （Local） ] [LDAPカスタムフ ィルタ （LDAP Custom Filter） ]
の項で説明しているカスタム  LDAP フ ィルタを参
照して ください。

[同期を1回だけ実行する
（Perform Sync Just Once） ]

オフ LDAP 同期を定期的に実行します。

[再同期の実行間隔 （Perform a 
Re-sync Every)]

妥当な間隔 社内ディ レ ク ト の変更内容が妥当な間隔で反映さ
れるよ うに、 小さな値を設定します。 ただし、
LDAP 同期を実行する と、 Unified CM パブ リ ッ
シャにかな りの負荷がかかる こ とに注意して くだ
さい。 おそら く、 デフォル ト の 24 時間間隔で同期
を行うのが妥当です。

Directory URI メール アド レス 通常、 ユーザのディ レ ク ト リ  URI は、 ユーザの電
子メール アド レス と同じです。

[アクセスコン ト ロールグルー
プ （Access Control Groups） ]

[標準CCMエンドユーザ
（Standard CCM End Users） ]

[標準CTIを有効にする
（Standard CTI Enabled） ]

必要に応じて、 その他のアクセス  コン ト ロール グ
ループを追加または削除します。 ただし、 標準 
CCM エンドユーザが設定されていないと、 ユーザ
はセルフサービス  ポータルにログインできません。

[機能グループテンプレート
（Feature Group Template） ]

[ローカル （Local） ] 機能グループ テンプレー ト の項で説明している  
FGT を参照して ください。

[LDAPサーバ情報 （LDAP 
Server Information） ]

ソース と して使用する社内 
LDAP サーバを参照

可能な場合は、 冗長サーバをプロビジ ョ ニングす
るよ うにして ください。
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上記の LDAP 同期アグ リーメ ン ト を使用する と、 すべてのユーザを社内ディ レ ク ト リ から識別
できるよ うにな り、 LDAP 同期アグ リーメ ン ト に関連付けられた FGT によって確実に、 すべて
のユーザに適切な機能が設定されます。

LDAP によるユーザ認証

LDAP 認証機能によ り、 Unified CM が LDAP で同期されたユーザを社内 LDAP ディ レク ト リに対
して認証できます。 ローカルに設定されたユーザは、 常にローカル データベースに対して認証さ
れます。 また、 すべてのエンドユーザの PIN も、 常にローカル データベースで確認されます。

認証を有効にするには、 ク ラスタ全体に単一の認証アグ リーメ ン ト を定義します。

認証を有効にした場合の Unified CM の動作説明を、 次に示します。

• LDAP から インポー ト されたユーザのエンドユーザ パスワードは、 単一のバイン ド操作に
よ り、 社内ディ レク ト リ に対して認証される。

表 2-46 リ モー ト  ユーザの LDAP 同期アグ リー メ ン ト

設定 値 コ メ ン ト

[LDAP設定名 （LDAP 
Configuration Name） ]

[ リ モー ト （Remote） ] これが リモー ト  ユーザを同期する  LDAP 同期アグ
リーメ ン ト である こ と を示します。

[LDAPマネージャの識別名
（LDAP Manager Distinguished 
Name） ]

管理ユーザの名前 ldapaccess@ent-pa.com または 
cn=ldapaccess,cn=users,dc=ent-pa,dc=com の形式で
指定できます。

[LDAPパスワード （LDAP 
Password） ]

LDAP 管理者のパスワード  

[LDAPユーザ検索ベース
（LDAP User Search Base） ]

LDAP 検索ベース 例 ： dc=ent-pa,dc=com

[LDAPカスタムフ ィルタ
（LDAP Custom Filter） ]

[ リ モー ト （Remote） ] [LDAPカスタムフ ィルタ （LDAP Custom Filter） ]
の項で説明しているカスタム  LDAP フ ィルタを参
照して ください。

[同期を1回だけ実行する
（Perform Sync Just Once） ]

オフ LDAP 同期を定期的に実行します。

[再同期の実行間隔 （Perform a 
Re-sync Every)]

妥当な間隔 社内ディ レ ク ト の変更内容が妥当な間隔で反映さ
れるよ うに、 小さな値を設定します。 ただし、
LDAP 同期を実行する と、 Unified CM パブ リ ッ
シャにかな りの負荷がかかる こ とに注意して くだ
さい。 おそら く、 デフォル ト の 24 時間間隔で同期
を行うのが妥当です。

Directory URI メール アド レス 通常、 ユーザのディ レ ク ト リ  URI は、 ユーザの電
子メール アド レス と同じです。

[アクセスコン ト ロールグルー
プ （Access Control Groups） ]

アクセス  コン ト ロール グルー
プの選択なし

リモー ト  ユーザは、 どのアクセス  コン ト ロール グ
ループにも属しません。

[機能グループテンプレート
（Feature Group Template） ]

[ リ モー ト （Remote） ] 機能グループ テンプレー ト の項で説明している  
FGT を参照して ください。

[LDAPサーバ情報 （LDAP 
Server Information） ]

ソース と して使用する社内 
LDAP サーバを参照

可能な場合は、 冗長サーバをプロビジ ョ ニングす
るよ うにして ください。
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• ローカル ユーザのエンドユーザ パスワードは、 Unified CM データベースに対して認証される。

• アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ パスワードは、 Unified CM データベースに対して認証される。

• エンド  ユーザ PIN は、 Unified CM データベースに対して認証される。

複数のド メ イン  コン ト ローラを地理的に分散させた分散型 Active Directory ト ポロジを採用して
いる環境では、 認証速度が許容されない可能性があ り ます。 認証アグ リーメン ト用のド メ イン コ
ン ト ローラにユーザ アカウン トが保持されていない場合、 他のド メ イン コン ト ローラでその
ユーザの検索が実行される必要があ り ます。 この設定を適用する と きに、 ログイン速度が許容範
囲外である場合、 グローバル カタログ サーバを使用するよ うに認証設定を設定できます。

ただし、 重要な制限があ り ます。 デフォル ト では、 グローバル カタログに employeeNumber 属
性が組み込まれません。 その場合、 ド メ イン  コン ト ローラを認証に使用するか （上記に リ ス ト
された制限に注意）、 グローバル カタログを更新して、 employeeNumber 属性を組み込みます。
詳細については、 Microsoft Active Directory のマニュアルを参照して ください。

グローバル カタログに対する照会を有効にするには、 グローバル カタログ  ロールが有効に
なっている ド メ イン  コン ト ローラの IP アド レスまたはホス ト名を指すよ うに [LDAP認証
（LDAP Authentication） ] ページの [LDAPサーバ情報 （LDAP Server Information） ] を設定し、
LDAP ポート を  3268 と して設定するだけです。

表 2-47 に、 LDAP 認証設定の例を記載します。

表 2-47 LDAP 認証設定

設定 例 コ メ ン ト

[エンドユーザ用LDAP認証 （LDAP 
Authentication for End Users） ]

   

[エンドユーザにLDAP認証を使用す
る （Use LDAP Authentication for End 
Users） ]

オン Unified CM ク ラスタの LDAP 認証を
有効にします。

[LDAPマネージャの識別名 （LDAP 
Manager Distinguished Name） ]

cn=ldapmanager,dc=ent pa,dc=com 目的のユーザ検索ベース内のすべて
ユーザ オブジェ ク ト に対する読み取
り アクセス権限が割り当てられた AD 
アカウン ト の識別名。

[LDAPパスワード （LDAP Password） ] 何らかのパスワード  

[パスワードの確認 （Confirm 
Password） ]

同上  

[LDAPユーザ検索ベース （LDAP User 
Search Base） ]

ou=enterprise,dc=ent-pa,dc=com  

[LDAPサーバ情報 （LDAP Server 
Information） ]

   

[サーバのホス ト名またはIPアド レス
（Host Name or IP Address for Server） ]

ent-dc1.ent-pa.com グローバル カタログ  ロールが割り当
てられたサーバ

[LDAPポート （LDAP Port） ] 3268 グローバル カタログにアクセスする
ためのポー ト （推奨）
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Cisco Unified CM グループ設定

Cisco Unified CM グループを使用して、 ク ラスタ内に Unified CM インスタンスのグループを定
義し、 デバイスが Unified CM ク ラスタに登録するために使用する  Unified CM インスタンスを
指定する こ とができます。 単一の Unified CM コール処理ぺアだけが展開されている場合 （詳
細については、 Cisco Unified CM and IM and Presence Service ク ラスタのプロビジ ョ ンの項を参
照）、 Default とい う名前の単一の Unified CM グループも導入し、 ク ラスタ内の単一の 
Unified CM コール処理サブスク ラ イバ ぺアで実行する両方の Unified CM インスタンスを、 こ
の単一の Unified CM グループのメ ンバにする必要があ り ます。

複数の Unified CM コール処理サブスク ラ イバ ペアが存在する場合、 追加の Unified CM グルー
プ （各 Unified CM コール処理サブスク ラ イバ ペアごとに 1 つのグループ） をプロビジ ョ ニン
グして、 各 Unified CM グループに、 その特定のペアで実行する  2 つの Unified CM インスタン
スを追加する必要があ り ます。

初のペアに ucm1a.ent-pa.com および ucm1b.ent-pa.com とい う名前の 2 つの Unified CM コール
処理サブスク ラ イバがあ り、 2 番目のペアに ucm2a.ent-pa.com および ucm2b.ent-pa.com とい う
名前の 2 つの Unified CM コール処理サブスク ラ イバがあ り、 それぞれのペアで ucm1a、 ucm2a 
がプラ イマ リ  Unified CM コール処理サブスク ラ イバとなっている  Unified CM ク ラスタの場合、
表 2-48 に リ ス ト されているよ うに Unified CM グループをプロビジ ョ ニングします。

Unified CM グループ間ですべての登録のバランスを取る必要があ り ます。 それには、 デバイス  
プールの項で説明しているデバイス  プール設定を使用して、 デバイスを  Unified CM グループ
に割り当てます。

電話用 NTP
必要に応じて、 SIP を実行している電話が NTP サーバから日時を取得するよ うに、 [Cisco 
Unified CMの管理 （Cisco Unified Communications Manager Administration） ] で電話用 Network 
Time Protocol （NTP） を設定する こ とができます。 すべての NTP サーバが応答しない場合、
SIP を実行している電話は、 REGISTER メ ッセージに対する  200 OK 応答の日付ヘッダーを日
時に使用します。

電話用 NTP を  Cisco Unified CM の管理に追加した後は、 日付/時刻グループにその電話用 NTP 
を追加する必要があ り ます。

電話用 NTP を定義するには、 使用する予定の NTP サーバの IP アド レスを取得し、 表 2-49 に
従って設定を行います。

表 2-48 Unified CM グループ定義の例

Unified CM グループ Unified CM グループ  メ ンバ

CM_1 CM_ucm1a.ent-pa.com
CM_ucm1b.ent-pa.com

CM_2 CM_ucm2a.ent-pa.com
CM_ucm2b.ent-pa.com
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冗長性をもたらすためには、 複数の電話用 NTP をプロビジ ョ ニングする必要があ り ます。

日付および時刻グループ

日付および時刻グループを使用して、 Unified CM に登録する一連のデバイスに使用するタ イム
ゾーンおよび日付と時刻の形式を定義できます。 日付および時刻グループはデバイス  プールに
設定し、 デバイス  プールは電話ページで指定します。 デバイス  プールの詳細については、 デ
バイス  プールのセクシ ョ ンを参照して ください。

SIP 電話で NTP サーバから日付と時間を取得したい場合は、電話用 NTP の優先順位を設定して
いる日時グループで、 電話を接続する 初のサーバを も高い優先順位にします。

エン ドポイン ト を展開するそれぞれのタイム  ゾーンに対して、 表 2-50 に示すよ うに 1 つの日
時グループを作成します。

メ デ ィ ア リ ソース

メディア リ ソース とは、 ソフ ト ウェア ベースまたはハード ウェア ベースのエンティティであ り、
接続中のデータ  ス ト リームに対してメディア処理を行う ものです。 メディア処理機能には、 複数
のス ト リームを混合して 1 つの出力ス ト リームを作成する機能 （会議）、 ある接続から別の接続
にス ト リームを渡す機能 （メディア ターミネーシ ョ ン  ポイン ト ）、 ある圧縮タイプから別の圧縮
タイプにデータ  ス ト リームを変換する機能 （ ト ランスコーディング）、 保留中の発信者への音楽
のス ト リーミ ング （保留音）、 エコー キャンセレーシ ョ ン、 シグナリ ング、 TDM 回線からの音声
インターフェイス （コーディング/デコーディング）、 ス ト リームのパケッ ト化、 オーディオのス
ト リーミ ング （Annunciator） などが含まれます。 ソフ ト ウェアベースのリ ソースは、 Cisco 
Unified CM IP Voice Media Streaming アプ リ ケーシ ョ ンによって提供されます。

表 2-49 電話用 NTP の設定

設定 例 コ メ ン ト

[IPアド レス （IP 
Address） ]

66.228.35.252 使用する  NTP サーバの IP アド レス

説明 0.pool.ntp.org 入力した IP アド レスのホス ト名を参照する必
要があ り ます。

[モード （Mode） ] [ユニキャス ト
（Unicast） ]

ユニキャス ト を設定する と、 デバイスは リ ス
ト されたサーバからの NTP 応答のみを使用す
るよ うに制限されます。

表 2-50 日時グループの定義例

日時グループ タ イム ゾーン

RCD_Time America/North_Dakota/New_Salem

RTP_Time America/New_York

SJC_Time America/Los_Angeles
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メデ ィ ア リ ソース マネージャ

Unified CM のソフ ト ウェア コンポーネン トである メディア リ ソース  マネージャ （MRM） は、 メ
ディア リ ソースの割り当ておよびメディア パスの挿入が必要であるかど うかを判別します。
MRM は、 メディア リ ソースのタイプを判別および特定する と、 当該デバイスに関連付けられて
いる メディア リ ソース  グループ リ ス ト （MRGL） およびメディア リ ソース  グループ （MRG） の
構成の設定値に応じて、 使用可能な リ ソース全体を検索します。 MRGL および MRG は、 割り当
ての目的のためにメディア リ ソースの関連グループをま とめて保持している構成体です。

メデ ィ ア リ ソースの選択とデフ ォル ト  MRG の回避

メディア  リ ソース  グループ （MRG） と メディア  リ ソース  グループ リ ス ト （MRGL） は、 リ
ソースの割り当て方法を制御する方式を提供する もので、 リ ソースに対するアクセス権、 リ
ソースの場所、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンの リ ソース  タ イプが含まれます。 MRG の使用によ り、
類似の特性を持つメディア  リ ソースがま とめてグループ化されます。 MRGL は、 セッシ ョ ンの
ために必要なメディア  リ ソースを選択する と きに考慮される  MRG のセッ ト を定義します。 メ
ディア  リ ソース  マネージャが設定されている  MRGL を検索しても必要な リ ソースが見つから
ない場合は、 すべてのメディア  リ ソースが リ ス ト の MRG のメ ンバーである と見なして、 メ
ディア  リ ソース  マネージャがデフォル ト のメディア  リ ソース  グループでメディア  リ ソースを
チェ ッ ク します。 特定の MRG のメ ンバーである こ とが明示的に設定されている場合を除き、
デフォル ト ではすべてのメディア  リ ソースはこのデフォル ト の MRG のメ ンバーです。

この設計では、 メディア  リ ソース選択の ト ラブルシューテ ィ ングがよ り複雑になってしま う た
め、 デフォル ト の MRG は使用されません。 デフォル ト の MRG が確実に空になるよ うにする
には、 すべてのメディア  リ ソースを少な く と も  1 つの MRG に割り当てる必要があ り ます。

Cisco IP Voice Media Streaming Application

Cisco IP Voice Media Streaming Application は、 ソフ ト ウェアベースの次のメディア  リ ソースを
提供します。

• 会議ブ リ ッジ

• 保留音 （MoH）

• アナンシエータ

• メディア  ターミ ネーシ ョ ン  ポイン ト （MTP）

Unified CM ク ラスタのノードで IP Voice Media Streaming Application が アクテ ィブになる と、
上記ースの 1 つが自動的に設定されます。 サービスのアクテ ィブ化についての推奨事項は、
表 2-5 を参照して ください。

この設計では、 ユニキャス ト  MoH のみが使用され、 Unified CM ク ラスタのサブスク ラ イバ 
ノード上で稼働している  Cisco IP Voice Media Streaming Application から メディアが流されます。

アナンシエータは Cisco IP Voice Media Streaming Application のソフ ト ウェア機能で、 これを使
用する と、 音声メ ッセージや各種コール プログレス  トーンをシステムからユーザに流すこ と
ができます。

Unified CM 上で実行されている  Cisco IP Voice Media Streaming Application によって作成された
すべての MOH およびアナンシエータ  メディ ア  リ ソースは、 以下のタス クを実行する こ とによ
り  1 つの MRG に組み込まれます。

• Software とい う名前の MRG を作成する。

• Cisco IP Voice Media Streaming Application で作成したすべてのアナンシエータ  リ ソースを  
MRG Software に割り当てる。
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• Cisco IP Voice Media Streaming Application で作成したすべての MoH リ ソースを  MRG 
Software に割り当てる。

Cisco IP Voice Media Streaming Application で作成されたソフ ト ウェアベースの会議およびメ
ディア  ターミ ネーシ ョ ン  ポイン トは、 この設計では使用されません。 これらのものを無効に
するには、 次のタス クを実行します。

• Unused とい う名前の MRG を作成する。

• Cisco IP Voice Media Streaming Application で作成されたソフ ト ウェアベースの会議ブ リ ッジ
を  MRG Unused に割り当てる。

• Cisco IP Voice Media Streaming Application で作成されたソフ ト ウェアベースのメディア  
ターミ ネーシ ョ ン  ポイン ト を  MRG Unused に割り当てる。

このよ うにする と、 これらの リ ソースはデフォル ト の MRG に属さないため、 メディア リ ソー
ス  マネージャのメディア  リ ソース選択プロセスでは考慮されな くな り ます。

MRG および MRGL の定義

プロビジ ョ ニングされた MRGL の数を 小に保持しておく こ とは重要なポイン ト です。必要な  
MRGL の数に影響を与える要因には、 次のものがあ り ます。

• サイ ト の特異性

サイ ト固有のメディア  リ ソースが存在する場合は、 それらの リ ソースに対してサイ ト固有
の MRG を設定する必要があ り ます。 また一般的には、 サイ ト固有のメディア リ ソースの
選択 （通常はローカル） を可能にするには、 サイ ト固有の MRGL も必要にな り ます。

• 同じ ク ラスにおける異なるタ イプのメディア  リ ソース

Unified CM は音声のみの会議リ ソース と、 音声/ビデオの会議リ ソースを区別しません。 音
声のみと音声/ビデオの両方の会議メディア  リ ソースがプロビジ ョ ニングされている場合、
これらの リ ソースに対して異なるアクセス  ポ リ シーを設定できるよ うにするには、 メディ
ア  リ ソースのタイプご とに MRG （および MRGL） が必要にな り ます。 会議リ ソースの詳
細については、 会議の章を参照して ください。

サイ ト固有のメディア  リ ソースがな く、 メディア リ ソースのタ イプを区別する必要がない場
合は、 Standard とい う名前の MRGL を少な く と も  1 つ設定する必要があ り ます。

サイ ト の特異性およびメディア  リ ソース  タ イプのプロビジ ョ ニングに基づいて必要なそれぞ
れの MRGL に対して、 次のタス クを実行して  MRGL を作成します。

• サイ ト の特異性、 および MRGL のメディア  リ ソース  タ イプを反映するよ うに、 MRGL に
名前を付けます。

• MRGL に対して適切な MRG を選択します。 MoH およびアナンシエータに対するアクセス
が保証されるよ う 、 Software MRG は必ず含めるよ うにします。

表 2-51 は、 音声会議とビデオ会議について処理が異なる  MRGL の定義例を示しています。
MRGL Video ではビデオ会議リ ソースへアクセスする こ とができますが、 MRGL Audio は、 音
声会議メディア  リ ソースへのアクセスのみが必要なデバイスへ割り当てる必要があ り ます。
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デバイス プール

デバイス  プールはデバイスの共通の特性セッ ト を定義します。 デバイス  プールで定義されて
いる特性には、 表 2-52 に示されている設定が含まれています。

表 2-51 音声会議と ビデオ会議の MRGL の定義例

MRGL 名 MRG コ メ ン ト

[音声 （Audio） ] [音声 （Audio） ]

[ソフ ト ウェア
（Software） ]

MRG Audio の音声会議メディア  リ ソースへのアク
セス権を持っている  MRGL。

MRG Software は MoH およびアナンシエータへのア
クセスを提供するために追加されました。

[ビデオ （Video） ] [ビデオ （Video） ]

[ソフ ト ウェア
（Software） ]

MRG Video のビデオ会議メディア  リ ソースへのア
クセス権を持っている  MRGL。

MRG Software は MoH およびアナンシエータへのア
クセスを提供するために追加されました。

表 2-52 デバイス プールの設定

設定 説明

[Cisco Unified CMグループ
（Cisco Unified 
Communications Manager 

Group） ]

Unified CM グループは、 Unified CM の呼処理サブスク ラ イバのペア間で登録を均等
に分配する必要があ り ます （Cisco Unified CM グループ設定のセクシ ョ ンを参照して
ください）。デバイス  プール上にプロビジ ョ ニングされている  Unified CM グループは 
Unified CM の呼処理サブス ク ラ イバを決定します。 特定のデバイス  プールに関連付
けられているデバイスは、 このサブスク ラ イバに対して登録を試行します。

[ローカルルート グループ
（Local Route Groups） ]

コール タ イプ固有の発信ゲート ウェイを選択するためのローカル ルート  グループの
セクシ ョ ンに説明されているよ うに、 LRG に基づいてコール タ イプ特有の出口ゲー
ト ウェイを選択できるよ うに、 複数の LRG が定義されています。 定義されている各 
LRG 名では、 LRG 名に対して選択されたルート  グループによって、 選択されたタイ
プのコールについてどのデバイスが考慮されるかが定義されます （着信番号と特定の 
LRG を参照しているルー ト  リ ス トへのポインテ ィ ングについてのルート  パターン  
マッチングによって定義されます）。 ルー ト  リ ス ト に有効な PSTN リ ソースが含まれ
ていないために通話が失敗する こ とを回避するためには、 定義されているすべての 
LRG 名に対してルー ト  グループを設定する こ とが重要です。

ロー ミ ングに合わせて変化する設定 （Roaming Sensitive Settings）

[日時グループ （Date/Time 
Group） ]

日付と時間の形式、 および電話用 NTP を定義します。 電話用 NTPのセクシ ョ ンを参
照して ください。

[メディア リ ソースグルー
プ リ ス ト （Media Resource 
Group List） ]

デバイスのグループで使用できる メディア  リ ソースを定義する  MRGL。 MRG および 
MRGL の定義のセクシ ョ ンを参照して ください。

[デバイスモビ リ テ ィ 関連情報 （Device Mobility Related Information） ]

[AARコーリ ングサーチス
ペース （AAR Calling 
Search Space） ]

PSTN の他の通知先へコールをルートするために使用する  CSS。 このドキュ メ ン ト の
ダイヤル プラン設計では、 どのよ う な場合でも同じ  AAR CSS （PSTNReroute） を使
用する こ とができます （自動代替ルーティ ングのセクシ ョ ンを参照して ください）。

[AARグループ （AAR 
Group） ]

AAR を有効にするには、 AAR グループを定義する必要があ り ます。 +E.164 の電話番
号を使用する と、 1 つの AAR グループ Default を使用して AAR を展開する こ とがで
きます （自動代替ルーテ ィ ングのセクシ ョ ンを参照して ください）。
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デバイス  プールのその他のレベルの設定はすべて、 この設計では使用されません。

デバイスのグループに対して、 表 2-52 に記載されている設定オプシ ョ ンで同じ設定を適用する
必要がある場合は、 これらの設定を持つデバイス  プールを作成し、 このデバイス  プールにす
べてのデバイスを割り当てる こ と を推奨しています。 すべてのデバイスに対して  1 つの設定を
変更する必要がある場合は、 デバイス  プールのレベル設定を使用して、 すべてのデバイスに対
してその部分だけを変更する こ とができます。

デバイス  プールの数を 小にするには、 複数のデバイスで同じ特性を共有している場合のみデ
バイス  プールを作成します。 次に、 同じサイ ト内の電話の例を示します。 表 2-53 は、 RTP サ
イ ト内でビデオ会議機能を使用している電話に対するデバイス  プールの設定例です。

[発呼側ト ランスフォー
メーシ ョ ンCSS （Calling 
Party Transformation CSS） ]

この CSS は、 影響を受けるデバイスの方向へ送信される発呼側情報に適用される、
発呼側の ト ランスフォーメーシ ョ ンを定義します。

ゲー ト ウェイの場合、 この CSS は、 ゲート ウェイの設定ページの [アウ トバウン ド
コール （Outbound Calls） ] セクシ ョ ンで定義された発呼側ト ランスフォーメーシ ョ ン  
CSS に関連付けられています。

電話の場合、 この CSS は、 電話の設定ページの [ リモート番号 （Remote Number） ] セク
シ ョ ンで定義された発呼側ト ランスフォーメーシ ョ ン CSS に関連付けられています。

[着信側ト ランスフォー
メーシ ョ ンCSS （Called 
Party Transformation CSS） ]

この CSS は、 影響を受けるデバイスの方向へ送信される着信側情報に適用される、
着信側の ト ランスフォーメーシ ョ ンを定義します。

ゲー ト ウェイの場合、 この CSS は、 ゲート ウェイの設定ページの [アウ トバウン ド
コール （Outbound Calls） ] セクシ ョ ンで定義された着信側ト ランスフォーメーシ ョ ン  
CSS に関連付けられています。

電話の場合、 この CSS は電話の設定ページに相当する機能がな く、 電話で使用され
るデバイス  プール上で設定しても何も影響を与えません。

[コールルーティング情報
（Call Routing Information） ]

この設定によ り、 着信の発呼側および着呼側の番号タイプご との ト ランスフォーメー
シ ョ ンを、 ゲー ト ウェイ上の着信コールに適用するよ うに定義できます。 ゲー ト ウェ
イ固有の個別の設定が必要な場合は、 同じ設定をゲー ト ウェイの設定ページで行う こ
と もできます。

表 2-52 デバイス プールの設定 （続き）

設定 説明

表 2-53 RTP サイ ト 内でビデオ会議機能を使用し ている電話のデバイス プール設定

設定 値 コ メ ン ト

[デバイスプール名 （Device 
Pool Name） ]

[RTPPhoneVideo] 名前は、 このデバイス  プールを使用するデバイスを一意に識別
できるよ う なものにします （タ イプや詳細な分類など）。 この
場合はこのデバイス  プールを、 ビデオ会議機能を使用している  
RTP サイ ト内の電話に対して使用します。

[Cisco Unified CMグループ
（Cisco Unified Communications 
Manager Group） ]

CM_1  

[ローカルルー ト グループの設定 （Local Route Group Settings） ]

標準ローカル ルート  グループ [RTP_PSTN] すべてのルート  リ ス トは 後のオプシ ョ ンと して [標準ローカル
ルート グループ （Standard Local Route Group） ] を使用します。 [標
準ローカルルート グループ （Standard Local Route Group） ] は必ず
ローカル PSTN ゲート ウェイのルート  グループに設定します。
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表 2-53 は、 実際のサイ ト固有の PSTN ゲート ウェイがどのよ うに LRG 名に割り当てられて、
異なるサイ ト の電話に関して、 サイ ト固有の出口ゲート ウェ イの選択を実現しているかを示し
ています。

図 2-8 は、 サイ ト  RTP および SJC の電話のデバイス  プールで、 同じ  LRG 名 （LRG_PSTN_1）
に対して異なる  LRG を選択する こ とによ り、 サイ ト  RTP および SJC で同じルート  パターンお
よびルート  リ ス ト が使用されている場合でも、 それぞれの電話からの PSTN コールを、 異なる
ゲート ウェイを介してどのよ うに PSTN へス ト リームするかを示しています。

LRG_PSTN_1 [RTP_PSTN] PSTN コールの 初のオプシ ョ ンは、 ローカル RTP ゲート ウェ
イを使用する こ とです。

LRG_PSTN_2 [SJC_PSTN] フォールバッ ク と して HQ ゲート ウェ イを使用します。

LRG_VIDEO_1 [SJC_VIDEO] サイ ト固有のビデオ ゲート ウェイはあ り ません。 サイ ト  SJC の
ビデオ ゲート ウェイを使用します。

LRG_VIDEO_2 <なし>  

[LRG_EMERGENCY_1] <なし> 設定なし ： [標準ローカルルート グループ （Standard Local Route 
Group） ] にフォールバッ ク します。

[LRG_EMERGENCY_2] <なし> 設定なし ： [標準ローカルルート グループ （Standard Local Route 
Group） ] にフォールバッ ク します。

ロー ミ ングに合わせて変化する設定 （Roaming Sensitive Settings）

[日時グループ （Date/Time 
Group） ]

RTP_Time 日付および時刻グループのセクシ ョ ンを参照して ください。

[メディア リ ソースグループ
リ ス ト （Media Resource 
Group List） ]

[ビデオ （Video） ] ビデオ会議メディア  リ ソースへのアクセスを提供します
（表 2-51 を参照）。

[デバイスモビ リ テ ィ 関連情報 （Device Mobility Related Information） ]

[AARコーリ ングサーチス
ペース （AAR Calling Search 
Space） ]

[PSTNReroute] すべてのデバイスおよびデバイス  プールで同じです。

[AARグループ （AAR Group） ] デフォル ト すべてのデバイスおよびデバイス  プールで同じです。

[発呼側ト ランスフォーメー
シ ョ ンCSS （Calling Party 
Transformation CSS） ]

RTPPhLocalize サイ ト固有の発呼側ト ランスフォーメーシ ョ ン （表 2-38 および
表 2-39 を参照）。

[着信側ト ランスフォーメー
シ ョ ンCSS （Called Party 
Transformation CSS） ]

<なし> 電話には適用されません。

表 2-53 RTP サイ ト 内でビデオ会議機能を使用し ている電話のデバイス プール設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト
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図 2-8 サイ ト 固有の出力ゲー ト ウ ェ イの選択

 

表 2-53 の例と同じスキーマで考える と、 1 つのサイ ト について 2 つのデバイス  プールをプロビ
ジ ョ ニングして、 ビデオ会議の機能を備えたデバイス と、 備えていないデバイスを区別できる
よ うにする必要があ り ます。 ビデオ会議機能が例外になっている場合は、 デバイス設定で 
MRGL を  Audio （音声） に設定して、 1 つのサイ ト につき  1 つのデバイス  プールのみを使用し、
ビデオ対応の少数のデバイスで MRGL を  Video （ビデオ） に設定するよ うに決定できます。

表 2-54 は、 特定のサイ ト のゲート ウェ イで使用されるデバイス  プールの設定についてま とめ
ています。 こ こでは、 例と してサイ ト  RTP を使用します。

表 2-54 サイ ト  RTP の PSTN ゲー ト ウ ェ イに関するデバイス プールの設定

設定 値 コ メ ン ト

[デバイスプール名 （Device 
Pool Name） ]

[RTP_PSTN] 名前は、 このデバイス  プールを使用するデバイスを一意に識
別できるよ う なものにします （タ イプや詳細な分類など）。 こ
の場合は、 このデバイス  プールをサイ ト  RTP の PSTN ゲート
ウェイ用に使用します。

[Cisco Unified CMグループ
（Cisco Unified Communications 
Manager Group） ]

CM_1  

[ローカルルー ト グループの設定 （Local Route Group Settings） ]
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標準ローカル ルート  グループ [RTP_PSTN] 実際には、 PSTN ト ランクで PSTN リ ソースを必要とするコー
ル フローはあ り ません。 ルー ト  グループのセクシ ョ ンの設定
順序の注意についても参照して ください。 デバイス  プールを
作成する時点では、 必要なルート  グループはまだ存在してい
ません。 したがって、 デバイス  プールを設定し、 LRG マッピ
ングを  <なし （None） > に設定しておく必要があ り ます。 SIP 
ト ランク とルー ト  グループが設定できたら、 戻って LRG 
マッピングを設定する こ とができます。

LRG_PSTN_1 <なし>  

LRG_PSTN_2 <なし>  

LRG_VIDEO_1 <なし>  

LRG_VIDEO_2 <なし>  

[LRG_EMERGENCY_1] <なし>  

[LRG_EMERGENCY_2] <なし>  

ロー ミ ングに合わせて変化する設定 （Roaming Sensitive Settings）

[日時グループ （Date/Time 
Group） ]

RTP_Time 日付および時刻グループのセクシ ョ ンを参照して ください。

[メディア リ ソースグループ リ
ス ト （Media Resource Group 
List） ]

[音声 （Audio） ] PSTN から着信するコールは、 ビデオ会議リ ソースへアクセ
スする必要はあ り ません。

[デバイスモビ リ テ ィ 関連情報 （Device Mobility Related Information） ]

[AARコーリ ングサーチス
ペース （AAR Calling Search 
Space） ]

[PSTNReroute] 実際には PSTN ト ランクではほとんど必要ではあ り ませんが、
すべてのデバイスおよびデバイス  プールで同じにします。

[AARグループ （AAR Group） ] デフォル ト 実際には PSTN ト ランクではほとんど必要ではあ り ませんが、
すべてのデバイスおよびデバイス  プールで同じにします。

[発呼側ト ランスフォーメー
シ ョ ンCSS （Calling Party 
Transformation CSS） ]

RTPGWLocalizeCn 正当な発呼側情報のみが確実に送信されるよ うにするための
サイ ト固有の発呼側ト ランスフォーメーシ ョ ン （RTP DID の
範囲外の番号はすべてマス ク されます）。 また、 番号の文字列
が ISDN ゲート ウェイに適した形式に設定されます （表 2-35
を参照して ください）。

[着信側ト ランスフォーメー
シ ョ ンCSS （Called Party 
Transformation CSS） ]

USGWLocalizeCd 表 2-34を参照して ください。 この ト ランスフォーメーシ ョ ン
によ り、 着呼側の番号が、 +E.164 から、 プラン  unknown お
よびタイプ unknown と して送信できるよ う な形式に変換され
る こ とが保証されます。

[コールルーテ ィ ング情報 （Call Routing Information） ]

[着信の発呼側設定 （Incoming 
Calling Party Settings） ]

こ こでは何も設定されません。 ISDN の番号形式から  +E.164 への ト ランスフォー
メーシ ョ ンは、 ゲー ト ウェイ上で Cisco IOS の音声変換ルールを使用して行われる
こ と を前提と しています （インバウン ド  コール ： ISDN ゲート ウェイでの着信者
番号および発信者番号の ト ランスフォーメーシ ョ ンのセクシ ョ ンを参照して くだ
さい）。

[着信の着呼側設定 （Incoming 
Called Party Settings） ]

表 2-54 サイ ト  RTP の PSTN ゲー ト ウ ェ イに関するデバイス プールの設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト
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表 2-55 は、 他の Unified CM ク ラスタおよびアプ リ ケーシ ョ ン  サーバへの、 SIP ト ランクに関
するデバイス  プールの設定についてま とめています。 他の Unified CM ク ラスタへの SIP ト ラ
ンクでは、 発呼側および着呼側の情報について変換は必要あ り ません。 着呼側の番号は、 ダイ
ヤル プランでプロビジ ョ ニングされているダイヤル正規化変換パターンによってすでに 
+E.164 にグローバル化されているため、 およびプロビジ ョ ニングされているダイヤル プラン
に基づいた Unified CM 内部の発呼側の情報は +E.164 または ESN であ り、 どちらの形式もネッ
ト上のク ラスタ間コールの状態で有効になるためです。

表 2-55 セン ト ラル ト ラ ン クおよびアプ リ ケーシ ョ ンに関するデバイス プールの設定

設定 値 コ メ ン ト

[デバイスプール名 （Device 
Pool Name） ]

[Trunks_and_Apps] 名前は、 このデバイス  プールを使用するデバイスを一
意に識別できるよ う なものにします （タ イプや詳細な
分類など）。

[Cisco Unified CMグループ
（Cisco Unified Communications 
Manager Group） ]

CM_1  

[ローカルルー ト グループの設定 （Local Route Group Settings） ]

標準ローカル ルート  グループ [RTP_PSTN] 実際には ト ランクで PSTN へのアクセスは必要あ り ま
せんが、 アプ リ ケーシ ョ ンでは PSTN へのアクセスが
必要になる場合があ り ます。そのため、 1 つのサイ ト の 
PSTN リ ソースは、 [標準ローカルルート グループ
（Standard Local Route Group） ] の設定を介して選択しま
す。 他のサイ ト の PSTN リ ソースはフェールオーバー
と して使用できます。

LRG_PSTN_1 [RTP_PSTN]  

LRG_PSTN_2 [SJC_PSTN]  

LRG_VIDEO_1 <なし>  

LRG_VIDEO_2 <なし>  

[LRG_EMERGENCY_1] <なし>  

[LRG_EMERGENCY_2] <なし>  

ロー ミ ングに合わせて変化する設定 （Roaming Sensitive Settings）

[日時グループ （Date/Time 
Group） ]

RTP_Time 日付および時刻グループのセクシ ョ ンを参照して くだ
さい。

[メディア リ ソースグループ リ
ス ト （Media Resource Group 
List） ]

[ビデオ （Video） ] ク ラスタ間コールでは、 ビデオ メディア  リ ソースが必
要になる可能性があ り ます。

[デバイスモビ リ テ ィ 関連情報 （Device Mobility Related Information） ]

[AARコーリ ングサーチス
ペース （AAR Calling Search 
Space） ]

[PSTNReroute] すべてのデバイスおよびデバイス  プールで同じです。

[AARグループ （AAR Group） ] デフォル ト すべてのデバイスおよびデバイス  プールで同じです。

[発呼側ト ランスフォーメー
シ ョ ンCSS （Calling Party 
Transformation CSS） ]

<なし> ク ラスタ間の ト ランク と、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバに
対する ト ランクで変換はあ り ません。
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SIP ト ラン ク

コール制御、 アプ リ ケーシ ョ ン、 会議リ ソースなどの他のエンテ ィテ ィへのすべての接続は 
SIP ト ランクを使用します。

SIP プロ フ ァ イル

SIP プロファ イルは、 SIP ト ランクおよび SIP エンドポイン トに関連付けられている一連の SIP 属
性で構成されています。 SIP プロファ イルの数を 小に保持するには、 次のルールに従います。

• 初にデフォル ト のプロファ イルを考慮します。

• 次に、 すでに定義されているデフォル ト以外のプロファ イルを考慮します。

• デフォル ト のプロファ イルが一致しなかった場合のみ、 新しい SIP プロファ イルを作成し
ます。

• ト ランクご とにプロファ イルを定義しないよ うにします。

表 2-56 は、 他の Unified CM ク ラスタまたは SIP ゲート ウェイへのすべての SIP IP 電話および 
SIP ト ランクで使用する  SIP プロファ イルについての設定を示しています。

[着信側ト ランスフォーメー
シ ョ ンCSS （Called Party 
Transformation CSS） ]

USGWLocalizeCd ク ラスタ間の ト ランク と、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバに
対する ト ランクで変換はあ り ません。

[コールルーテ ィ ング情報 （Call Routing Information） ]

[着信の発呼側設定 （Incoming 
Calling Party Settings） ]

設定はあ り ません。 発呼側および着呼側の番号はすでに正規化されている と仮定
しています。

[着信の着呼側設定 （Incoming 
Called Party Settings） ]

表 2-55 セン ト ラル ト ラ ン クおよびアプ リ ケーシ ョ ンに関するデバイス プールの設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト

表 2-56 SIP 電話および標準 ト ラ ン ク向けの SIP プロ フ ァ イル

設定 値 コ メ ン ト

[標準 SIP プロ フ ァ イルのコ ピー （Copy of Standard SIP Profile） ]

[名前 （Name） ] [FQDN]  

[SIP要求で完全修飾ド メ イン名を使用
（Use Fully Qualified Domain Name in 
SIP Requests） ]

オン Unified CM サーバの IP アド レスが、Unified CM 
によって送信される  SIP の発呼側情報に表示さ
れないよ うにします。

[音声コールとビデオコールに対する
早期オファーサポート （Early Offer 
support for voice and video calls） ]

[ベス ト エフォー ト
（MTPの挿入なし） ]

これは、 すべての Unified CM ト ランクに対して
推奨される設定です。 ベス ト  エフォー ト早期オ
ファー ト ランクは早期オファーを作成するため
に MTP を使用する こ とはあ り ませんが、 発信側
デバイスによっては早期オファーまたは遅延オ
ファーのいずれかを使用して、 送信 SIP ト ラン
クを開始する こ とができます。 この設計では、
発信コールは常に早期オファーを使用します。
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SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イル

Cisco CallManager Administration は SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ関係の設定 （デバイス  セキュ リ
テ ィ  モード、 ダイジェス ト認証、 着信/発信転送タイプの設定など） をグループ化して、 [SIP ト
ランクの設定 （SIP Trunk Configuration） ] ウ ィ ン ド ウでプロファ イルを選択する と きに、 設定
したすべての内容を  1 つの SIP ト ランクに適用する こ とができます。

表 2-57 は、SIP ト ランクのセキュ リ テ ィ  プロファ イルである非セキュア SIP ト ランク  プロファ
イル （Non Secure SIP Trunk Profile） で生成された、 システム上のデフォル ト設定について示し
ています。 この SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  プロファ イルは、 ISDN PSTN ゲート ウェ イ向けの 
SIP ト ランクなどで使用されます。

サービスタ イプ"なし （デフォル ト ） "
の ト ランクの接続先ステータスをモ
ニタするためにOPTIONS Pingを有効
にする （Enable OPTIONS Ping to 
monitor destination status for Trunks 

with Service Type "None (Default)"）

オン SIP ト ランク  ピアの到達性の監視を可能にしま
す （SIP ト ランクのみに適用されます）。

[インサービスおよび一部インサービ
スの ト ランクのPing間隔 （秒） （Ping 
Interval for In-service and Partially 

In-service Trunks (seconds)） ]

10 再試行回数 6 回で 10 秒ごとに ping を実行し、
SIP ト ランクが使用不可能な状態が 1 分以内に確
実に検出されるよ うにします。

[アウ ト オブサービスの ト ランクの
Ping間隔 （秒） （Ping Interval for 
Out-of-service Trunks (seconds)） ]

[60] ト ランクが停止または使用不可の場合は、 こ こ
で設定した秒数を経過するまでピアへの到達を
試行する必要はあ り ません。

[Ping再試行タイマー （ ミ リ秒） （Ping 
Retry Timer （milliseconds）） ]

500  

[Ping再試行数 （Ping Retry Count） ] [6]  

表 2-56 SIP 電話および標準 ト ラ ン ク向けの SIP プロ フ ァ イル （続き）

設定 値 コ メ ン ト

表 2-57 SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル （非セキュ ア SIP ト ラ ン ク  プ ロ フ ァ イル） の
設定

設定 値

[名前 （Name） ] [非セキュアSIP ト ランクプロ
ファ イル （Non Secure SIP 
Trunk Profile） ]

[デバイスセキュ リ テ ィモード （Device 
Security Mode） ]

[非セキュア （Non Secure） ]

[着信転送タイプ （Incoming Transport Type） ] [TCP+UDP]

[発信転送タイプ （Outgoing Transport Type） ] [TCP]

[ダイジェス ト認証を有効化 （Enable Digest 
Authentication） ]

オフ

[着信ポート （Incoming Port） ] [5060]

[アプ リ ケーシ ョ ンレベル認証を有効化
（Enable Application Level Authorization） ]

オフ
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表 2-58 は、IM and Presence ノード向けの SIP ト ランクで使用される  SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  
プロファ イル （SIP Trunk Security Profile） の設定について示しています。 これは、 表 2-57 のデ
フォル ト の設定とは異な り ます。

表 2-59 は、 他の Unified CM ク ラスタへのク ラスタ間 ト ランクで使用する  SIP ト ランク  セキュ
リ テ ィ  プロファ イルの設定について示しています。 これらの ト ランクでは、 プレゼンスの 
SUBSCRIBE を許可して、 ク ラスタ間のビジー ランプ フ ィールド （BLF） プレゼンスを有効に
する と よいでし ょ う 。

[プレゼンスのSUBSCRIBEの許可 （Accept 
Presence Subscription） ]

オフ

[Out-of-Dialog REFERの許可 （Accept 
Out-of-Dialog REFER） ]

オフ

[Unsolicited NOTIFYの許可 （Accept 
unsolicited notification） ]

オフ

[Replacesヘッダーの許可 （Accept replaces 
header） ]

オフ

[セキュ リ テ ィ ステータスの送信 （Transmit 
security status） ]

オフ

[Chargingヘッダーの許可 （Allow charging 
header） ]

オフ

[SIP V.150アウ トバウン ド SDPオファーの
フ ィルタ リ ング （SIP V.150 Outbound SDP 
Offer Filtering） ]

[デフォル ト のフ ィルタを使用
（Use Default Filter） ]

表 2-57 SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル （非セキュ ア SIP ト ラ ン ク  プ ロ フ ァ イル） の
設定 （続き）

設定 値

表 2-58 IM and Presence ト ラ ン ク向けの SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イル

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] [IM and Presence] SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  プロファ
イル （SIP Trunk Security Profile） の
用途を説明するためのわかりやすい
名前。

[プレゼンスのSUBSCRIBEの許可
（Accept Presence Subscription） ]

オン  

[Out-of-Dialog REFERの許可
（Accept Out-of-Dialog REFER） ]

オン  

[Unsolicited NOTIFYの許可
（Accept unsolicited notification） ]

オン  

[Replacesヘッダーの許可
（Accept replaces header） ]

オン  
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SIP ト ラ ン ク接続

SIP ト ランクは、 Unified CM のク ラスタ間、 および Unified CM と （ゲー ト ウェイ、 アプ リ ケー
シ ョ ン、 メディア  リ ソースなどの） 他のシステム間での接続を設定する場合に推奨される方法
です。 接続するシステムのタ イプによって、 各 SIP ト ランクで設定されるパラ メータは少し異
な り ます。 表 2-60 は、 サイ ト  RTP における、 PSTN ゲー ト ウェイ向けの SIP ト ランクについて
の設定をま とめて示しています。

表 2-59 ク ラス タ間 ト ラ ン クの SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イル

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] [ICT] SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  プロファ
イル （SIP Trunk Security Profile） の用
途を説明するための名前。

[プレゼンスのSUBSCRIBEの
許可 （Accept Presence 
Subscription） ]

オン  

[セキュ リ テ ィ ステータスの送
信 （Transmit security status） ]

オン  

表 2-60 サイ ト  RTP での ISDN ゲー ト ウ ェ イ向け ト ラ ン クの SIP ト ラ ン ク設定

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] [ST_RTP_PSTN_1] 同じテーブルに内部で格納されている他の
デバイス との名前のコ リ ジ ョ ン （衝突） を
回避するためのプレフ ィ ッ ク ス  ST_。 名前
の残りの部分はゲー ト ウェイの場所を特定
する もので、 複数のゲー ト ウェイに対して
数字を割り当てる こ とができます。

説明   わかりやすい説明

[デバイスプール （Device Pool） ] [RTP_PSTN] すべての RTP PSTN ゲー ト ウェイに対する
共通のデバイス  プール。 すべての RTP 
ゲー ト ウェイ間でサイ ト特定の設定を共有
できるよ うにします。

[メディア リ ソースグループ リ ス ト
（Media Resource Group List） ]

<なし> デバイス  プールで定義されている  MRGL 
を使用します。

[AARグループ （AAR Group） ] デフォル ト すべての場所で同じ

[PSTNアクセス （PSTN Access） ] オン  

[すべてのアクテ ィブなUnified CM
ノードで実行 （Run on All Active 
Unified CM Nodes） ]

オン この設定は、 すべての SIP ト ランクで推奨
されます。 この設定によ り、 SIP への発信
コールで、 Unified CM コールを処理する
サブス ク ラ イバ間でのク ラスタ間のシグナ
リ ング制御が不要にな り ます。

[着信コール （Inbound Calls） ]
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こ こでは、 着信 CSS はローカルな +E.164 の通知先のみにアクセスを提供する こ とがポイン ト
です。 これらの通信先には、 ボイス メール パイロ ッ トや、 PSTN から到達可能である こ とが必
要な他のサービスが含まれますが、 PSTN のルート  パターン、 ダイヤル正規化変換パターン、
ESN、 URI、 およびク ラスタ間の通知先へのアクセスは必要あ り ません。

他の Unified CM ク ラスタへの SIP ト ランクの設定は、 ISDN ゲート ウェイへの SIP ト ランクの
設定とは少し異な り ます。 表 2-61 に、 これらの設定を要約します。

[コーリ ングサーチスペース （Calling 
Search Space） ]

DN 着信コールには +E.164 の着呼側の番号が
定義されているため、 PSTN からコールで
きるのはローカルな通知先のみにな り ま
す。 したがって、 ESN 番号およびク ラス
タ間の通知先へはアクセスする必要はあ り
ません。

[AARコーリ ングサーチスペース
（AAR Calling Search Space） ]

[PSTNReroute]  

[アウ ト バウン ド コール （Outbound Calls） ]

[デバイスプールの着信側ト ランス
フォーメーシ ョ ンCSSを使用 （Use 
Device Pool Called Party Transformation 

CSS） ]

オン  

[デバイスプールの発呼側ト ランス
フォーメーシ ョ ンCSSを使用 （Use 
Device Pool Calling Party 

Transformation CSS） ]

オン  

[SIP情報 （SIP Information） ]

接続先 [X.X.X.X] ISDN ゲート ウェイの IP アド レス

[SIP ト ランクセキュ リ テ ィプロファ イ
ル （SIP Trunk Security Profile） ]

[非セキュアSIP ト ランクプロ
ファ イル （Non Secure SIP 
Trunk Profile） ]

デフォル ト の SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  
プロファ イル

[SIPプロファ イル （SIP Profile） ] [FQDN]  

表 2-60 サイ ト  RTP での ISDN ゲー ト ウ ェ イ向け ト ラ ン クの SIP ト ラ ン ク設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト

表 2-61 他の Unified CM ク ラス タ向けク ラス タ間 ト ラ ン クについての SIP ト ラ ン クの設定

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] [ST_UCM_EMEA] 同じテーブルに内部で格納されている他のデバイ
ス との名前のコ リ ジ ョ ン （衝突） を回避するため
のプレフ ィ ッ ク ス  ST_。 名前の残りの部分は、 ト
ランクの目的を表します。

説明   わかりやすい説明

[デバイスプール （Device Pool） ] [Trunks_and_Apps] セン ト ラル ト ランクに対する共通のデバイス  プー
ル （表 2-55 を参照して ください）。

[メディア リ ソースグループ リ ス
ト （Media Resource Group List） ]

<なし> デバイス  プールで定義されている  MRGL を使用し
ます。

[AARグループ （AAR Group） ] デフォル ト すべての場所で同じ
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[PSTNアクセス （PSTN Access） ] オフ  

[すべてのアクテ ィブなUnified 
CMノードで実行 （Run on All 
Active Unified CM Nodes） ]

オン この設定は、 すべての SIP ト ランクで推奨されま
す。 この設定によ り、 SIP への発信コールで、
Unified CM コールを処理するサブスク ライバ間での
ク ラスタ間のシグナリ ング制御が不要になり ます。

[着信コール （Inbound Calls） ]

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ]

ICTInbound ト ランク上の着信コールは +E.164、 ESN、 および 
URI ダイヤルをサポート している必要があ り ます。
この特別な CSS は、 3 つのダイヤ リ ング手順をす
べてサポー ト していますが、 PSTN または リモー
ト のネッ ト上での通知先へのアクセスは提供して
いません （特殊な CSSのセクシ ョ ンの表 2-26 を参
照して ください）。

PSTN へのアクセスが必要なアプリ ケーシ ョ ンにつ
いては、 PSTN アクセス  ルート  パターンを使用して
パーティシ ョ ンへアクセスするために、 も うひとつ
の特別なサービス  ク ラス （CSS） が必要になり ます
（PSTN アクセス と緊急コールのルート  パターンの
セクシ ョ ンの表 2-29 を参照して ください）。

[AARコーリ ングサーチスペース
（AAR Calling Search Space） ]

[PSTNReroute] すべての場所で同じ  CSS

[アウ ト バウン ド コール （Outbound Calls） ]

[デバイスプールの着信側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンCSSを使用
（Use Device Pool Called Party 
Transformation CSS） ]

オン  

[デバイスプールの発呼側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンCSSを使用
（Use Device Pool Calling Party 
Transformation CSS） ]

オン  

[発呼側および接続側情報形式
（Calling and Connected Party Info 
Format） ]

[接続側にのみURIおよび
DNを配信 （使用可能な場
合） （Deliver URI and DN in 
connected party, if available） ]

他の Unified CM ク ラスタ向けのク ラスタ間 ト ラン
クで、 数値の ID と  URI 情報の ID の 2 つが混在し
ている場合は、 リモー ト  ク ラスタに配信する必要
があ り ます。 2 つのタイプの ID が存在する場合
は、 着呼側のエンドポイン ト機能に基づいて、
コールを終了する ク ラスタが ID 情報のどの部分を
終的な着信側に表示するかを決定する こ とがで

きます。

[SIP情報 （SIP Information） ]

接続先 [X.X.X.X] リ モー ト の Unified CM ク ラスタのサブスク ラ イバ
を処理する、 すべての Unified CM コールの IP ア
ド レスが リ ス ト されます。 発信コールは、 定義さ
れた通知先の中でランダムに配信されるため、 IP 
アド レスの順序は関連していません。

表 2-61 他の Unified CM ク ラス タ向けク ラス タ間 ト ラ ン クについての SIP ト ラ ン クの設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト
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PSTN ISDN ゲー ト ウェイ向けの SIP ト ランク とは異な り、 +E.164 番号だけでな く他の 
Unified CM ク ラスタからの着信コールも  ESN と  URI へのアクセスが必要です。 ただし、 ルー
テ ィ ングのループやト ランジッ ト  ルーテ ィ ングを回避するために、 ク ラスタ間の ト ランクはク
ラスタ間の通知先 （パーテ ィシ ョ ン  remoteOnNet、 表 2-13 を参照） へのアクセス権は持ってい
ません。

IM and Presence ノードへの SIP ト ランクについては、Unified CM と  IM and Presence 間の SIP ト
ランクを設定します。 SIP ト ランクについては、 IM and Presence のすべてのノードの通知先 IP 
アド レスを設定します。 IM and Presence サービスに対して自身が設定した  SIP ト ランク  セキュ
リ テ ィ  プロファ イルを選択します。 標準の SIP プロファ イルも選択します。

ルー ト  グループ

すべての SIP ト ランクはルート  グループに割り当てられます。 ルート  グループは、 ト ランク
と、 共通の特性を組み合わせます。 表 2-62 は、 サイ ト  RTP における  PSTN ゲート ウェ イに対
するルート  グループの定義を示しています。

（注） ルート  グループは、 SIP ト ランクが作成された後でのみ設定する こ とが可能で、 SIP ト ランク
は、 それぞれのデバイス  プールが設定された後でのみ追加する こ とが可能です。 これは、
PSTN ゲー ト ウェイに対してデバイス  プールを作成する と きには、 ルート  グループはまだ存在
していないこ とを意味しています。 したがって、 設定の順序は次のよ うにな り ます。

1. デバイス  プールで LRG マッピングを定義せずに、 PSTN ゲート ウェイに対するデバイス  
プールを設定します。

2. SIP ト ランクを設定します。

[SIP ト ランクセキュ リ テ ィプロ
ファ イル （SIP Trunk Security 
Profile） ]

[ICT] 表 2-59を参照して ください

[SUBSCRIBEコーリ ングサーチ
スペース （AAR Calling Search 
Space） ]

ICTInbound +E.164、 ESN、 および URI のサブスク リプシ ョ ン
を許可する必要があ り ます。 CSS の定義について
は、 特殊な CSSのセクシ ョ ンを参照して ください。

[SIPプロファ イル （SIP Profile） ] [FQDN] 表 2-56を参照して ください

表 2-61 他の Unified CM ク ラス タ向けク ラス タ間 ト ラ ン クについての SIP ト ラ ン クの設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト

表 2-62 RTP PSTN ゲー ト ウ ェ イに対するルー ト  グループ

設定 値 コ メ ン ト

[ルート グループ名 （Route 
Group Name） ]

[RTP_PSTN] わかりやすい名前

[分配アルゴ リ ズム
（Distribution Algorithm） ]

[ラ ウン ド ロビン （Circular） ] ゲート ウェイ全体で確実に負荷
を均等化できるよ うにします。

[ルート グループメ ンバ
（Route Group Members） ]

[ST_RTP_PSTN_1]
[ST_RTP_PSTN_2]
[ST_RTP_PSTN_3]

サイ ト  RRP のすべての SIP ゲー
ト ウェイにすべての SIP ト ラン
クを追加します。
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3. ルート  グループを作成します。

4. デバイス  プールに戻り、 （必要に応じて） LRG マッピングを追加します。

他の Unified CM ク ラスタ向けのク ラスタ間 ト ランクでは、1 つの ト ランクにつき  1 つのルート  
グループを定義する必要があ り ます。 表 2-63 は、 リモー ト  Unified CM ク ラスタ向けのク ラス
タ間 ト ランクに対するルート  グループの例を示しています。

Unified CM にプロビジ ョ ニングされているそれぞれの非 PSTN SIP ト ランクに対しては、 簡単
な類似のルート  グループを作成する必要があ り ます。

特定の非 LRG ルー ト  リ ス ト

ローカル ルート  グループを使用するルート  リ ス トのセクシ ョ ンでは、 ローカル ルート  グループ
のみを使用した PSTN アクセスのルート  リ ス トについて概要を説明します。 非 PSTN ト ランクで
は、 特定のルート  リ ス トは、 これらの非 PSTN ト ランクを参照するルート  グループを使用して作
成する必要があり ます。 1 つのメンバーのみを持つ簡単なルート  グループと、 メンバーと して 1 
つの非 LRG ルート  グループのみを持つ簡単なルート  リ ス ト を定義する理由は、 Unified CM の
ルート  パターンはト ランクを直接指定しないためです。 具体的には、 Unified CM でルート  パター
ンが変更されるたびに、 ルート  パターンが指定しているデバイスがリセッ ト されます。 （ ト ラン
クの代わりに） ルート  リ ス トに対してルート  パターンを指定する と、 ルート  パターンの編集に
よって ト ランク自身はリセッ ト されずに、 ルート  リ ス トが リセッ ト されます。 このよ うな ト ラン
クの例と して、 他の Unified CM ク ラスタおよびアプリケーシ ョ ン向けのト ランクが含まれます。

表 2-64 は、 他の Unified CM ク ラスタ向けのク ラスタ間 ト ランクの簡単なルート  リ ス ト を示し
ています。

Unified CM にプロビジ ョ ニングされているそれぞれの非 PSTN SIP ト ランクに対しては、 簡単
な類似のルート  リ ス ト を作成する必要があ り ます。

表 2-63 他の Unified CM ク ラス タ向けのク ラス タ間 ト ラ ン クのルー ト  グループ

設定 値 コ メ ン ト

[ルート グループ名 （Route 
Group Name） ]

[UCM_EMEA] わかりやすい名前。 この場合は、 EMEA 
Unified CM ク ラスタ向けのクラスタ間ト ラン
クのみを保持しているルート  グループの名前。

[分配アルゴ リ ズム
（Distribution Algorithm） ]

[ラ ウン ド ロビン
（Circular） ]

ルート  グループ メ ンバーが 1 つだけ存在す
る場合は不適切。

[ルート グループメ ンバ
（Route Group Members） ]

[ST_UCM_EMEA] リ モー ト  Unified CM ク ラスタ向けの SIP ト
ランク。

表 2-64 他の Unified CM ク ラス タ向けのク ラス タ間 ト ラ ン クのルー ト  リ ス ト

ルー ト  リ ス ト メ ンバー 説明

[RL_UCM_EMEA] [UCM_EMEA] 1 つのメ ンバーのみ （ リ モー ト  Unified CM ク ラスタ
向けの実際の ト ランク）。 先頭の RL によ り、 ト ラン
ク と命名のコ リ ジ ョ ンが発生しないこ とが保証され
ます。 内部ではルート  リ ス トはデバイス と して扱わ
れ、 ルー ト  リ ス ト の名前は SIP ト ランクなどの名前
と同じにする こ とはできません。
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エン ド ポイン ト のプロビジ ョ ニング

新しいエンドポイン ト をプロビジ ョ ニングする場合には、 次の 小限のタス クが必要です。

• デバイスの設定

• 回線の設定

• ユーザが制御するデバイスへデバイスを追加する

• プレゼンスに対する回線の関連付けの設定

デバイスの設定

Unified CM に新しいエンドポイン ト を追加する場合は、 このドキュ メ ン ト で説明している設計
では、 表 2-65 に要約されている設定が必要です。 こ こに記載されていない設定はデフォル ト の
ままにしておくか、 または、 デバイス特有の要件に従って設定する必要があ り ます。

表 2-65 エン ド ポイ ン ト のデバイス設定

設定 値 説明

[デバイス情報 （Device Information） ]

[デバイスプール （Device Pool） ] [RTPPhoneVideo] エンドポイン ト に対するサイ ト固有のデバ
イス  プール （表 2-53 を参照して ください）。
この場合には、 ビデオ会議メディア リ ソー
スへのアクセス権を持つサイ ト  RTP 内のエ
ンドポイン ト に対するデバイス  プールにな
り ます。

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ]

USEmergency 多国籍環境でのイマージェンシー ルーティ
ングへのアクセスは、 デバイス  レベルで実
現されます （多国間環境における緊急コール
の考慮事項を参照してください）。 US などの 
1 つの国 （ダイヤル ド メ イン） をサポートす
る必要がある場合は、 この CSS は <なし
（None） > のままにするこ と もできます。

[AARコーリ ングサーチスペース
（AAR Calling Search Space） ]

[PSTNReroute] すべての場所で同じ （自動代替ルーティ ン
グのセクシ ョ ンを参照して ください）。

[メディア リ ソースグループ リ ス
ト （Media Resource Group List） ]

<なし> デバイス  プール レベルの設定を使用します。

[AAR_Group] デフォル ト すべての場所で同じ （自動代替ルーティ ン
グのセクシ ョ ンを参照して ください）。

[オーナー （Owner） ] "ユーザ" の選択 デバイスが、 ユーザが関連付けされていな
い電話 （ロビーにある電話など） である場
合は、 [匿名 （公共/共有スペース）
（Anonymous （Public/Shared Space）） ] を選
択し、 [オーナーのユーザID （Owner User 
ID） ] は選択しません。

[オーナーのユーザID （Owner 
User ID） ]

この電話の所有者のユーザ ID を
選択します。
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回線の設定

各エンドポイン ト で、 少な く と も 初の回線をプロビジ ョ ニングする必要があ り ます。 表 2-66 
は、 このドキュ メ ン ト に記載されている設計固有の回線設定について説明しています。

[CTIからのデバイスの制御を許
可 （Allow Control of Device from 
CTI） ]

オン  

[番号表示 ト ラ ンス フ ォー メ ーシ ョ ン （Number Presentation Transformation） ]

[この電話からのコールの発信者
ID （Caller ID For Calls From This 
Phone） ]

[デバイスプールの発呼側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンCSSを使用
（この電話からのコールの発信者
ID） （Use Device Pool Calling 
Party Transformation CSS） （Caller 
ID For Calls From This Phone） ] を
選択します

 

[ リモート番号 （Remote Number） ] [デバイスプールの発呼側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンCSSを使用
（この電話からのコールの発信者
ID） （Use Device Pool Calling 
Party Transformation CSS （Device 
Mobility Related Information）） ] 
を選択します

 

[プロ ト コル固有情報 （Protocol Specific Information） ]

SIPプロファ イル （SIP Profile） FQDN 表 2-56を参照して ください

表 2-65 エン ド ポイ ン ト のデバイス設定 （続き）

設定 値 説明

表 2-66 回線の設定

設定 値 説明

[電話番号情報 （Directory Number Information） ]

[電話番号 （Directory Number） ] [\+14085554146] この DN がプロビジ ョ ニングされているユー
ザの電話番号と一致する、 完全な  +E.164 の
電話番号。 先頭の + はスラ ッシュ （\） でエ
スケープする必要があ り ます。 非 DID がプ
ロビジ ョ ニングされている場合、 電話番号
は （81405001 などのよ う に） ESN に設定さ
れます。

[ルートパターン （Route Pattern） ] DN 非 DID がプロビジ ョ ニングされている場合、
この部分は ESN にな り ます。

[呼び出し表示 （Alerting Name） ] [Aristotle Boyle] この番号に関連付けられているユーザのフル 
ネーム。 番号がユーザに関連付けられていな
い場合は、 （Bldg. 31 Lobby などのよ うに） わ
か りやすい名前をプロビジ ョ ニングします。

[CTIからのデバイスの制御を許可
（Allow Control of Device from CTI） ]

オン  
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[電話番号の設定 （Directory Number Settings） ]

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ]

SJCInternational この回線からのコールに対する実際のサービ
ス  ク ラスを定義している  CSS。 CSS はサイ
トおよびサービス  ク ラス固有のものです
（他の CSS についてはサービス  ク ラス と コー
リ ング  サーチ スペース （CSS） を参照して
ください）。

[BLFプレゼンスグループ （BLF 
Presence Group） ]

標準のプレゼンス  グループ すべての回線について同じ

[+E.164代替番号 （+E.164 Alternate Number） ]

[番号マスク （Number Mask） ] マスクを空のままにしておく マス クを空にしておく と、 上記で設定された
電話番号と同じ  +E.164 代替番号が作成され
ます。 非 DID がプロビジ ョ ニングされてい
る場合は、非 DID には定義によ り  PSTN アド
レスが存在しないため、 +E.164 代替番号が
追加されます。

[ローカルルートパーティシ ョ ンに
追加 （Add to Local Route Partition） ]

オフ 電話番号にはすでに +E.164 の番号が存在す
るため、 +E.164 代替番号はローカル ルート  
パーティシ ョ ンには追加されません。

[ILSを介してグローバルにアドバタ
イズ （Advertise Globally via ILS） ]

オフ +E.164 代替番号は ILS を介してアドバタイズ
されません。 代わりに、 各 DID 範囲に対す
るサマ リ  ルート がアドバタ イズされます
（表 2-70 を参照して ください）。 +E.164 代替
番号を作成する唯一の理由は、 この +E.164 
代替番号を、 この電話番号に関連付けられて
いる  URI の GDPR PSTN フェールオーバー番
号と してアドバタ イズできる こ とです。

[エン タープ ラ イズ代替番号、 +E.164代替番号、 およびURIダイヤリ ングのPSTNフ ェ ールオーバー （PSTN Failover for Enterprise 
Alternate Number, +E.164 Alternate Number, and URI Dialing） ]

[アドバタ イズされたフェールオー
バー番号 （Advertised Failover 
Number） ]

[+E.164番号 （Advertised 
Failover Number） ]

+E.164 番号は GDPR PSTN と してアドバタイ
ズされます。 非 DID がプロビジ ョ ニングさ
れている場合は、 <なし （None） > に設定し
ます。

[AAR設定 （AAR Settings） ]

[ボイス メール （Voicemail） ] オフ 非 DID がプロビジ ョ ニングされている場合
は、 このオプシ ョ ンをオンにします。

[AAR接続先マスク （AAR 
Destination Mask） ]

+14085554XXX この DID 範囲マス クによ り、 AAR に対する
代わりの PSTN 通知先が電話番号と同じであ
る こ とが保証されます。 非 DID がプロビ
ジ ョ ニングされている場合は、 このマス クを
空のままにします。

[AARグループ （AAR Group） ] デフォル ト すべての場所で同じ

[コール転送と コールピ ッ ク ア ッ プの設定 （Call Forward and Call Pickup Settings） ]

表 2-66 回線の設定 （続き）

設定 値 説明
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[コーリ ングサーチスペースのアク
テ ィベーシ ョ ンポ リ シー （Calling 
Search Space Activation Policy） ]

[システムデフォル ト の使用
（Use System Default） ]

 

[不在転送 （Forward All） ] [ボイス メール （Voicemail） ] 
をオフに設定する

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ] ：
SJCInternational

よ り限定的な CSS に設定される可能性があ
り ます。

[未登録内線の不在転送 （Forward 
Unregistered Internal） ] および [未登
録外線の不在転送 （Forward 
Unregistered External） ] 以外のすべ
ての転送の設定

[ボイス メール （Voicemail） ] 
をオフに設定する

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ] ：
SJCInternational

よ り限定的な CSS に設定される可能性があ
り ます。

[未登録内線の不在転送 （Forward 
Unregistered Internal） ] および [未登
録外線の不在転送 （Forward 
Unregistered External） ]

[通知先 （Destination） ] ：
+14085554146

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ] ：
PSTNReroute

エンドポイン ト が未登録の場合、 未登録転送
は PSTN を介して代替ルート を実装します。
これは、 PSTN を介して代替ルート が確立で
きるローカル PSTN へのアクセスを持つ、 リ
モー ト  サイ ト のエン ドポイン ト でのみ有効
です。

非 DID がプロビジ ョ ニングされている場合、
または PSTN が リルートする  DN が有効では
ない場合は、 [ボイス メール （Voicemail） ] を
オンにして、 CSS を  SJCInternational、 または
ボイス メール パイロ ッ ト に到達可能な他の 
CSS に設定します。

[デバイスの回線1 （Line 1 on Device） ]

[表示 （発信者ID） （Display (Caller 
ID)） ]

[Aristotle Boyle] この番号に関連付けられているユーザのフル 
ネーム。 番号がユーザに関連付けられていな
い場合は、 （Bldg. 31 Lobby などのよ うに） わ
か りやすい名前をプロビジ ョ ニングします。

[回線のテキス ト ラベル （Line Text 
Label） ]

4146 電話の回線ボタンの隣に、 電話番号の 後の 
4 桁が表示されるよ うにな り ます。 この設定
は、 回線テキス ト  ラベルをサポー ト してい
るデバイス上の回線にのみ存在します。

[外線電話番号マスク （External 
Phone Number Mask） ]

+14085554XXX 外線電話番号のマス クは、 プロビジ ョ ニング
されているダイヤル プランの中では参照さ
れず、 任意に設定する こ とができます。 外線
電話番号のマス クが、 電話表示における 初
の回線のテキス ト を決定する電話の場合は、
マス クを、 意味のある ラベルを作成する もの
に設定する こ とができます。

表 2-66 回線の設定 （続き）

設定 値 説明
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ユーザが制御するデバイスへデバイスを追加する

ユーザに関連付けられているデバイスでは、 Unified CM Administration の [デバイス情報
（Device Information） ] セクシ ョ ンにおいて各ユーザの [エンドユーザの設定 （End User 
Configuration） ] でデバイスをプロビジ ョ ニングした後で、 デバイスがユーザに関連付けられて
いる こ と を確認します。 これを実行するための推奨される方法は、 [デバイスの割り当て
（Device Association） ] を選択し、 ユーザの電話番号と一致する電話番号を持つデバイスを検索
する こ とです。

プレゼンスに対する回線の関連付けの設定

ユーザのプレゼンス状態を決定するために、 プレゼンスに明示的に関連付けられている （DN お
よびデバイスごとの） ラ イン アピアランスのみが考慮されます。 ユーザの電話番号のすべてのラ
イン アピアランスがプレゼンスに対して考慮されるこ とを確認するには、 Unified CM 
Administration の [デバイス情報 （Device Information） ] のセクシ ョ ンで各ユーザの [エンドユーザ
の設定 （End User Configuration） ] で、 [プレゼンスのラインアピアランス関連付け （Line 
Appearance Association for Presence） ] を選択し、 すべてのライン アピアランスを関連付けます。

ユーザのプラ イマ リ内線の確認

LDAP から同期されているユーザのディ レ ク ト リ  URI が電話番号へ反映されている こ と を確認
するには、 Unified CM Administration で各ユーザの [エンドユーザの設定 （End User 
Configuration） ] の [電話番号の割り当て （Directory Number Associations） ] セクシ ョ ンにおい
て、 [プラ イマ リ内線 （Primary Extension） ] を選択します。

Jabber プロビジ ョ ニング

Service Discovery によ り、 Jabber が自動的に設定を確立する こ とができます。 Jabber ク ラ イア
ン トは Unified CM User Discovery Service （UDS） を介して自身の設定を取得します。 これは推
奨される設定で、 以前の手動による設定よ り も優先されます。

サービスは UC サービスを介して設定されます。 サービス  プロファ イルは、 どの UC サービスを
使用するかを指定します。 各ユーザは、 1 つのサービス  プロファ イルに関連付けられています。

表 2-67 は、 Jabber ク ラ イアン ト で使用する こ とができる  UC サービスを示しています。 これら
のサービスは [ユーザ （User） ] > [ユーザ設定 （User Settings） ] > [UCサービス （UC service） ] 
で設定されます。

表 2-67 UC サービス

UC サービスのタ イ プ コ メ ン ト

[IM and Presence] 各 IM and Presence ノードに対して IM and Presence サービスを作成し
ます。

[ディ レク ト リ
（Directory） ]

アクテ ィブなディ レク ト リ  サーバについてそれぞれディ レク ト リ  
サービスを作成します。 LDAP ディ レク ト リ と統合する場合は、 [連
絡先の解決にUDSを使用する （Use UDS for Contact Resolution） ] を
選択しないでください。 連絡先の解決に UDS を使用する と、
Unified CM のユーザの拡張性が低減します。
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UC サービスをサービス  プロファ イルに関連付けます。 次に、 サービス  プロファ イルを各ユー
ザに関連付けます。 複数の Unified CM 呼処理サブスク ラ イバを備えている展開では、
Unified CM のすべての呼処理サブスク ラ イバに対して  CTI の負荷を均等に分散させて、 CTI の
拡張性制限が、 CTI Manager サービスを実行している単一の Unified CM の呼処理サブスク ラ イ
バを超えないよ うにします。 Jabber ク ラ イアン ト を、 CTI Manager サービスを実行している も
う  1 つの Unified CM の呼処理に関連付けるには、 関連する  CTI UC サービスの設定を使用して
も う  1 つのサービス  プロファ イルを設定します。

（Cisco Collaboration Edge を使用せずに） 内部のエンタープラ イズ  ネッ ト ワークに接続してい
るユーザに対しては、UDS または LDAP を介してディ レク ト リ検索 Contact Sources を提供する
こ とができます。 LDAP では、 Windows デスク ト ップ向けの拡張ディ レク ト リ統合 （EDI） と、
Mac、 iOS、 および Android 向けの基本ディ レク ト リ統合 （BDI） を使用できます。 BDI と  EDI 
は共存する こ とが可能です。 Contact Source またはディ レク ト リは、 jabber-config.xml ファ イル
または UC サービスを介して設定する こ とができます （UC サービスが優先されます）。 この場
合には、 Unified CM TFTP サーバへアップロード されている  jabber-config.xml ファ イルを設定
する こ とが推奨されます。 jabber-config.xml ファ イルは、 Jabber ク ラ イアン ト用の URI ダイヤ
ルを有効にする場合にも使用します。 例 2-5 は、 jabber-config.xml ファ イルによる  Jabber ク ラ
イアン ト用の URI ダイヤルの有効化について示しています。 これは 小限の推奨事項です。 こ
れ以外の設定オプシ ョ ンを追加する こ と もできます。

例 2-5 jabber-config.xml フ ァ イルによる URI ダイヤルの有効化

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<config version="1.0">

<Policies>
<EnableSIPURIDialling>true</EnableSIPURIDialling>

</Policies>
</config>

 

詳細については、 次のマニュアルを参照して ください。

• Configuration and Administration of IM and Presence on Cisco Unified Communications Manager

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-
callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html

• Deployment and Installation Guide for Cisco Jabber

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/10_5/CJAB_BK_D6497E98_00_dep
loyment-installation-guide-ciscojabber.html

[CTI] CTI Manager サービスを実行している各 Unified CM に対して CTI 
サービスを作成します。 これは、 デスク電話の制御モードで使用さ
れます。 Unified CM のすべてのコール処理ノードで、 CTI の負荷を
均衡にします。

[ボイス メール
（Voicemail） ]

各 Unity Connection ノードに対してボイス メール サービスを作成し
ます。

[会議 （Conferencing） ] Jabber は Cisco WebEx Meetings Server または Cisco WebEx Meeting 
Center に統合する こ とができます。 この設計では、 Cisco WebEx 
Meetings Server との統合を対象と しています。

表 2-67 UC サービス （続き）

UC サービスのタ イ プ コ メ ン ト
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マルチク ラス タ展開向けの ILS 設定

複数のク ラスタ上にク ラスタ間検索サービス （ILS） を設定した場合、 ILS は、 ILS ネッ ト ワー
ク内の リ モー ト  ク ラスタの現在のステータスで Unified CM を更新します。

ILS のク ラスタ検出サービスを使用する と、 管理者が各ク ラスタ間の接続を手動で設定しな く
ても  Unified CM はリモー ト  ク ラスタの詳細を知る こ とができます。

ILS ク ラスタ検出サービスによ り、 マルチク ラスタ環境の Jabber ク ラ イアン ト に対して UDS 
ベースのサービス検出を実現できます。 また、 ILS はグローバル ダイヤル プラン  レプ リ ケー
シ ョ ンのベース となる もので、 これによ り  Unified CM ク ラスタ間の英数字 URI と数字の通知
先の両方について、 到達性の情報のやり と り を可能にします。

複数の Unified CM ク ラスタの ILS ネッ ト ワークを作成するには、 次のタス クを実行します。

• ネッ ト ワーク内の各 Unified CM ク ラスタに対して一意の ク ラスタ  ID を割り当てる

• ネッ ト ワーク内の 初の ILS ハブ ク ラスタで ILS をアクテ ィブにする

• ネッ ト ワーク内の残りの ILS ク ラスタで ILS をアクテ ィブにする

• UDS 証明書要件の検討事項

ネ ッ ト ワーク内の各 Unified CM ク ラス タに対し て一意の ク ラス タ  ID を割り当てる

Unified CM ク ラスタのエンタープラ イズ  パラ メータに定義されている ク ラスタ  ID は一意であ
る必要があ り ます。 詳細については、 表 2-4を参照して ください。

ネ ッ ト ワーク内の 初の ILS ハブ ク ラス タ で ILS をアクテ ィ ブにする

ILS ネッ ト ワークの構築は、 初の Unified CM ク ラスタ上で ILS をアクテ ィブにする こ とから
始めます。 アクテ ィブにするには、 初に Unified CM Administration の [ILS設定 （ILS 
Configuration） ] メニューで、 役割を  [スタン ドアロンク ラスタ （Standalone Cluster） ] から  [ハ
ブク ラスタ （Hub Cluster） ] へ変更します。

表 2-68 は、 初の Unified CM ク ラスタで ILS をアクテ ィブにする と きに適用される設定を示
しています。

表 2-68 初の Unified CM ク ラス タ での ILS のアク テ ィ ベーシ ョ ン

設定 値 コ メ ン ト

[役割 （Role） ] [ハブク ラスタ （Hub 
Cluster） ]

役割を  [スタン ドアロンク ラスタ （Standalone Cluster） ] 
から  [ハブク ラスタ （Hub Cluster） ] へ変更して、 ILS を
アクテ ィブにします。

[ リ モー ト ク ラスタ とのグロー
バルダイヤルプランのレプ リ
ケーシ ョ ンデータの交換
（Exchange Global Dial Plan 
Replication Data with Remote 

Clusters） ]

オン URI および数字の到達性情報が、 リ モー ト  ク ラスタ とや
り と り される こ と を確認します。
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Unified CM Administration で、 役割を  [スタン ドアロンク ラスタ （Standalone Cluster） ] から  [ハ
ブク ラスタ （Hub Cluster） ] へ変更する こ とによって ILS をアクテ ィブにする と、 [ILSク ラスタ
登録 （ILS Cluster Registration） ] ポップアップが表示され、 登録サーバを入力するよ う要求さ
れます。 初の Unified CM ク ラスタで ILS をアクテ ィブにする場合、 登録サーバの情報は使用
できないため、 ポップアップの入力は空白のままにしておきます。

ネ ッ ト ワーク内の残りの ILS ク ラス タ で ILS をアクテ ィ ブにする

ILS ネッ ト ワークへ Unified CM ク ラスタを追加するには、 初の Unified CM ク ラスタで ILS をア
クティブにするのと同じプロセスが必要です。 つま り、 Unified CM Administration の [ILS設定
（ILS Configuration） ] メニューで、 [スタンドアロンク ラスタ （Standalone Cluster） ] から  [ハブク
ラスタ （Hub Cluster） ] へ役割を変更します。

表 2-69 は、 残りの Unified CM ク ラスタ上で ILS をアクテ ィブにする と きに適用される設定を
示しています。

[アドバタ イズされたルート文
字列 （Advertised Route String） ] 

us.route アドバタイズされたルート文字は、 この Unified CM ク ラ
スタにアドバタイズされるすべての URI および数字の到
達性情報に関連付けられているロケーシ ョ ン属性です。
このク ラスタによってアドバタイズされるいずれかの通
知先に到達しよ う とする リ モー ト  ク ラスタは、 学習した 
SIP ルート文字列を リモー ト  ク ラスタ上でプロビジ ョ ニ
ングされた SIP ルート  パターンに照合して、 この通知先
へのルート を確立しよ う と します。

[ク ラスタ同期間隔
（Synchronize Clusters Every） ]

2 同期間隔を適度に小さ く設定する と、 リ モー ト  ク ラスタ
によって短期間で変更が取得される こ とが保証されま
す。 GDPR は差分更新のアルゴ リ ズムを使用しており、
これは 後の更新後に何らかの変更が生じた場合に、 差
分の情報のみをやり と りするため、 間隔を短期間にする
こ とのオーバーヘッ ドは制限定されます。

[ILS認証 （ILS Authentication） ]

[パスワードの使用 （Use 
Password） ]

オン パスワード  ベースの認証が選択されます。

[パスワード （Password） ] <some password> 安全なパスワードを選択します。 このパスワードは、
ILS ネッ ト ワークに属しているすべての Unified CM ク ラ
スタ間で共有します。

表 2-68 初の Unified CM ク ラス タ での ILS のアク テ ィ ベーシ ョ ン （続き）

設定 値 コ メ ン ト

表 2-69 残りの Unified CM ク ラス タ での ILS のアク テ ィ ベーシ ョ ン

設定 値 コ メ ン ト

[役割 （Role） ] [ハブク ラスタ （Hub 
Cluster） ]

役割を  [スタン ドアロンク ラスタ （Standalone Cluster） ] 
から  [ハブク ラスタ （Hub Cluster） ] へ変更して、 ILS を
アクテ ィブにします。
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UDS 証明書要件の検討事項

UDS ベースの検出を可能にするために、 それぞれの Unified CM ク ラスタ上の UDS プロセスは、
リモート  Unified CM ク ラスタ上で実行中の UDS プロセス との接続を確立して、 リモート  ク ラス
タの UDS ノードについて情報を取得しよ う と します。 このサーバ間の通信に対して、
Unified CM ク ラスタのパブリ ッシャ間で TLS 通信が確立され、 TLS の接続の設定時にリモート  
ピアの証明書が検証されます。 この検証が失敗しないよ うにするために、 すべての Unified CM 
ク ラスタの Unified CM のパブリ ッシャ  ノードの Tomcat 証明書をやり と りする必要があ り ます。

また、 このサーバ間の通信を使用する理由の 1 つは、 外部 CA で Tomcat 証明書を発行する と き
に、 X.509 の拡張キーに TLS Web ク ラ イアン ト認証を含める必要があるためです （表 2-3 を参
照して ください）。

Unified CM ク ラスタのパブ リ ッシャ証明書をやり と りするには、 次のタス クを実行します。

• Cisco Unified オペレーティ ング  システムの管理の各 Unified CM ク ラスタで、 [証明書の一
括管理 （Bulk Certificate Management） ] を使用してク ラスタの Tomcat 証明書をセン ト ラル 
SFTP サーバへエクスポート します。

• すべてのク ラスタから  Tomcat 証明書がエクスポート された後で、 ク ラスタの 1 つで Cisco 
Unified オペレーテ ィ ング  システムの管理において [統合 （Consolidate） ] オプシ ョ ンを使用
して、 すべての Tomcat 証明書を  1 つのファ イルに統合します。

• Cisco Unified オペレーティ ング  システムの管理の各 Unified CM ク ラスタで、 [証明書の一
括管理 （Bulk Certificate Management） ] を使用して、 すべての Tomcat 証明書が統合された
ファ イルをインポート します。

このプロセスによ り、 Unified CM ク ラスタのすべてのパブリ ッシャの Tomcat 証明書が、 Tomcat 
信頼証明書と してすべての Unified CM ク ラスタのローカルな証明書ス ト アに確実にインポート
され、 ク ラスタ間の UDS 通信の一部と して生じる証明書の検証が失敗しないよ うにな り ます。

[ リ モー ト ク ラスタ とのグロー
バルダイヤルプランのレプ リ
ケーシ ョ ンデータの交換
（Exchange Global Dial Plan 
Replication Data with Remote 

Clusters） ]

オン URI および数字の到達性情報が、 リ モー ト  ク ラスタ とや
り と り される こ と を確認します。

[アドバタ イズされたルート文
字列 （Advertised Route String） ] 

emea.route これらのルート文字列に基づいて決定論的ルーティ ング
を可能にするには、 各ク ラスタに対する  SIP ルート文字
列が一意になるよ うにします。

この例は、 EMEA の通知先と して機能する  Unified CM 
ク ラスタを示しています。

[ク ラスタ同期間隔
（Synchronize Clusters Every） ]

2 整合性を保証するために、 すべてのク ラスタで同じ同期
間隔を使用するよ うにします。

[ILS認証 （ILS Authentication） ]

[パスワードの使用 （Use 
Password） ]

オン パスワード  ベースの認証が選択されます。

[パスワード （Password） ] <some password> 安全なパスワードを選択します。 このパスワードは、
ILS ネッ ト ワークに属しているすべての Unified CM ク ラ
スタ間で共有します。

表 2-69 残りの Unified CM ク ラス タ での ILS のアク テ ィ ベーシ ョ ン （続き）

設定 値 コ メ ン ト
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GDPR の設定 （マルチク ラス タのみ）

ILS ネッ ト ワークでグローバル ダイヤル プラン  レプ リ ケーシ ョ ン （GDPR） を有効にする と、
ILS ネッ ト ワーク内の リ モー ト  ク ラスタで、 次のよ う なグローバル ダイヤル プラン  データを
共有します。

• ディ レク ト リ  URI 

• +E.164 および ESN パターン

• PSTN フェールオーバー番号

GDPR では、 ILS ネッ ト ワーク全体を対象と してディ レ ク ト リ  URI のク ラスタ間ダイヤルや代
替番号などのグローバル ダイヤル プランを作成する こ とができます。 GDPR を使用する と、 各
ク ラスタに対して個別にダイヤル プラン  コンポーネン ト を設定する必要がな く、 ILS ネッ ト
ワーク全体にグローバル ダイヤル プランをすばやく設定できます。

GDPR の設定には、 前のセクシ ョ ンで説明した  ILS のアクテ ィベーシ ョ ンの他に、 次の手順が
必要です。

• URI のアドバタイズ

• アドバタイズされたパターンの設定

• 学習番号およびパターンに対するパーテ ィシ ョ ンの設定

• ク ラスタ間 ト ランクの設定

• SIP ルート  パターンの設定

URI のア ドバタ イズ

このドキュ メ ン ト では、 ユーザの URI は、 社内ディ レク ト リ の電子メール属性から、 各ユーザ
に同期されているディ レク ト リ  URI に基づいて （表 2-45 を参照）、 および各ユーザに設定され
ているプラ イマ リ内線に基づいて自動的にプロビジ ョ ニングされる と仮定しています。 デフォ
ル ト では、 [ILSを介してグローバルにアドバタイズ （Advertise Globally via ILS） ] オプシ ョ ン
は、 パーテ ィシ ョ ン  ディ レク ト リ  URI で自動的に作成された URI に対して設定されています。
また、 自動的に作成された URI だけでな く、 プロビジ ョ ニングしたすべての URI について 
[ILSを介してグローバルにアドバタイズ （Advertise Globally via ILS） ] オプシ ョ ンを設定する
よ うにします。

ア ドバタ イズされたパターンの設定

リ モー ト  ク ラスタ上でルート  プランを小規模に保持するために、 この設計では、 各ク ラスタ
にホス ト されている  +.164 および ESN 範囲に対してサマ リー パターンのみがアドバタ イズされ
ます。 たとえば、 サイ ト  RTP、 RCD、 および SJC にホス ト している ク ラスタについては、
表 2-70 で示されているパターンは、 GDPR アドバタイズ パターンと して設定する必要があ り
ます。 この例で使用されている  DID 範囲および ESN 範囲の詳細については、 表 2-10 および 
表 2-11 を参照して ください。
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表 2-70 GDPR を介し てア ドバタ イズされるパターン

パターン パターン  タ イ プ PSTN フ ェ ールオーバー設定 コ メ ン ト

+14085554XXX [+E.164番号
（Advertised Failover 
Number） ]

[パターンをPSTNフェールオー
バー番号と して使用する （Use 
Pattern as PSTN Failover Number） ]

サイ ト  SJC の DID 範囲

81404XXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[パターンに削除桁数と付加番号を
適用し、 PSTNフェールオーバーに
使用する （Apply Strip Digits and 
Prepend Digits to Pattern and Use for 

PSTN Failover） ]

[PSTNフェールオーバー削除桁数
（PSTN Failover Strip Digits） ] ： 4

[PSTNフェールオーバー付加番号
（PSTN Failover Prepend Digits） ] ：
+1408555

SJC DID の ESN 範囲 ESN から  
PSTN フェールオーバー番号へ変
換するための削除桁数とプレ
フ ィ ッ ク ス。

81405XXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[PSTNフェールオーバーを使用し
ない （Don't use PSTN Failover） ]

SJC 非 DID の ESN 範囲 PSTN 
フェールオーバーは不可

+19195551XXX [+E.164番号
（Advertised Failover 
Number） ]

[パターンをPSTNフェールオー
バー番号と して使用する （Use 
Pattern as PSTN Failover Number） ]

サイ ト  RTP の DID 範囲

81911XXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[パターンに削除桁数と付加番号を
適用し、 PSTNフェールオーバーに
使用する （Apply Strip Digits and 
Prepend Digits to Pattern and Use for 

PSTN Failover） ]

[PSTNフェールオーバー削除桁数
（PSTN Failover Strip Digits） ] ： 4

[PSTNフェールオーバー付加番号
（PSTN Failover Prepend Digits） ] ：
+1919555

RTP DID の ESN 範囲 ESN から  
PSTN フェールオーバー番号へ変
換するための削除桁数とプレ
フ ィ ッ ク ス。

81912XXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[PSTNフェールオーバーを使用し
ない （Don't use PSTN Failover） ]

SJC 非 DID の ESN 範囲 PSTN 
フェールオーバーは不可

+19725555XXX [+E.164番号
（Advertised Failover 
Number） ]

[パターンをPSTNフェールオー
バー番号と して使用する （Use 
Pattern as PSTN Failover Number） ]

サイ ト  RCD の DID 範囲
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各サイ ト に対して +E.164 範囲と  ESN 範囲の両方をアドバタ イズする こ とによ り、 この情報を
学習する リ モー ト  ク ラスタ上のク ラスタ間ダイヤ リ ング手順と して両方の形式を使用する こ と
ができます。

学習番号およびパターンに対するパーテ ィ シ ョ ンの設定

リ モー ト  ク ラスタから学習した番号パターン （+E.164 および ESN） は、 事前定義のパーティ
シ ョ ンのローカル ルート  プランに追加されます。 Unified CM Administration の [学習番号とパ
ターンのパーテ ィシ ョ ン （Partitions for Learned Numbers and Patterns） ] メニューでは、 学習し
た情報のそれぞれのタイプについて、 異なるパーテ ィシ ョ ンを定義する こ とができます。 この
設計では、 1 つのパーティシ ョ ン、 onNetRemote のすべての リモー ト数値パターンを学習する
ために、 この区別および簡単な設定 GDPR を行う必要はあ り ません （表 2-13 を参照して くだ
さい）。

表 2-71 は、 GDPR パーティシ ョ ンの設定をま とめています。

81975XXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[パターンに削除桁数と付加番号を
適用し、 PSTNフェールオーバーに
使用する （Apply Strip Digits and 
Prepend Digits to Pattern and Use for 

PSTN Failover） ]

[PSTNフェールオーバー削除桁数
（PSTN Failover Strip Digits） ] ： 4

[PSTNフェールオーバー付加番号
（PSTN Failover Prepend Digits） ] ：
+1972555

RCD DID の ESN 範囲 ESN から  
PSTN フェールオーバー番号へ変
換するための削除桁数とプレ
フ ィ ッ ク ス。

81976XXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[PSTNフェールオーバーを使用し
ない （Don't use PSTN Failover） ]

RCD 非 DID の ESN 範囲 PSTN 
フェールオーバーは不可

8099XXXX [エンタープラ イズ
番号 （Enterprise 
Number） ]

[PSTNフェールオーバーを使用し
ない （Don't use PSTN Failover） ]

このク ラスタの会議用の ESN 範
囲 （表 2-11 を参照）

表 2-70 GDPR を介し てア ドバタ イズされるパターン （続き）

パターン パターン  タ イ プ PSTN フ ェ ールオーバー設定 コ メ ン ト

表 2-71 GDPR パーテ ィ シ ョ ンの設定

設定 値 コ メ ン ト

[エンタープラ イズ代
替番号のパーテ ィ
シ ョ ン （Partition for 
Enterprise Alternate 

Numbers） ]

onNetRemote

[学習番号を緊急とする （Mark Learned 
Numbers as Urgent） ] をオフにする

 

+E.164代替番号の
パーテ ィシ ョ ン
（Partition for +E.164 
Alternate Numbers）

onNetRemote

[学習番号を緊急とする （Mark Learned 
Numbers as Urgent） ] をオンにする

+E.164 のオンネッ ト  ク ラス
タ間コールで番号間のタイ
ムアウ ト を回避するために、
緊急と してマーク される。
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ク ラス タ間 ト ラン クの設定

GDPR 交換では、 すべての URI および数値の到達性情報が Unified CM ク ラスタ間で交換され、
SIP ルート文字列にロケーシ ョ ン属性と して関連付けられる こ と を保証するだけです。 ク ラス
タ間のセッシ ョ ンは、 SIP ト ランクを確立する必要があ り ます。 この設計では、 すべての 
Unified CM ク ラスタ間において、 大 3 つの Unified CM ク ラスタを備えたフルメ ッシュ  SIP ト
ランクを仮定しています。 大 3 つの Unified CM ク ラスタによ り、 SIP ト ランクのフルメ ッ
シュの ト ポロジが管理可能である こ とが保証されます。 4 つ以上の Unified CM ク ラスタが必要
な場合は、 Unified CM Session Management Edition （SME） を追加し、 SME をハブと して、 そ
の他すべての Unified CM ク ラスタをスポークスまたは リーフ  ク ラスタ とするハブアン ド ス
ポーク  ト ポロジになるよ うに簡素化する こ とが推奨されます。

標準の SIP ク ラスタ間 ト ランクは GDPR ルーテ ィ ングと して使用されます。表 2-61 に示されて
いる設定と同様に、 SIP ト ランク  ST_UCM_EMEA は、 GDPR 用にプロビジ ョ ニングされたク ラ
スタ間 ト ランクの例です。

SIP ルー ト  パターンの設定

SIP ルート  パターンは、 GDPR を介して学習した SIP ルート文字列と  SIP ト ランク  ト ポロジを
関連付けます。 GDPR のルート文字列が、 学習した  URI 又は数値パターンが見つかった 「場
所」 を教えて くれる と考える と、 この通知先に到達する方法を教えるには、 これらのルート文
字列上でルート  パターン  マッチングが必要にな り ます。

GDPR の完全な到達性を実現するには、 GDPR を介してアドバタ イズされる各 SIP ルート文字
列が、 プロビジ ョ ニングされている  SIP ルート  パターンに従ってルート できる こ と を確実にす
る必要があ り ます。 表 2-72 は、 2 つの Unified CM 間で完全なク ラスタ間 GDPR ルーティ ング
を実現するためにプロビジ ョ ニングする必要がある ト ランク、 ルー ト 、 グループ、 ルート  リ ス
ト 、 および SIP ルート  パターンについて概要を示しています。

[エンタープラ イズパ
ターンのパーテ ィ
シ ョ ン （Partition for 
Enterprise Patterns） ]

onNetRemote

[学習番号を緊急とする （Mark Learned 
Numbers as Urgent） ] をオフにする

[可変長パターンを緊急とする （Mark 
Variable Length Patterns as Urgent） ] をオ
ンにする

 

[+E.164パターンの
パーテ ィシ ョ ン
（Partition for +E.164 
Patterns） ]

onNetRemote

[学習番号を緊急とする （Mark Learned 
Numbers as Urgent） ] をオンにする

[可変長パターンを緊急とする （Mark 
Variable Length Patterns as Urgent） ] をオ
ンにする

+E.164 のオンネッ ト  ク ラス
タ間コールで番号間のタイ
ムアウ ト を回避するために、
緊急と してマーク される。

表 2-71 GDPR パーテ ィ シ ョ ンの設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト
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GDPR コール フ ローの例

このセクシ ョ ンでは、 上記の設定例で EMEA ク ラスタに登録されている  "international" サービ
ス  ク ラスのエン ドポイン ト で +14085554001 がダイヤルされた場合に、 コールがどのよ うに
ルート されるかについて説明しています。

1. ダイヤルされた番号 （+14085554001） は、 発信側デバイスの CSS XXXInternational を使用
して、 EMEA ク ラスタ上のダイヤル プランに対して照合されます。 こ こで XXX は、
EMEA ク ラスタ上でプロビジ ョ ニングされているサイ ト のサイ ト  コードを表します。 実際
のサイ ト特定のダイヤル正規化は、 こ こでは関係あ り ません。

CSS XXXInternational には少な く と も次のパーティシ ョ ンが含まれている こ とが重要なポ
イン ト です （表 2-18 を参照。 XXX はサイ ト のコードを、 XX はダイヤル ド メ イン識別子を
表します）。

– DN

– Directory URI

– URI

– ESN

– onNetRemote

– XXXIntra

– XXtoE164

– XXPSTNNational

– PSTNInternational

– B2B_URI

– USEmergency

これらのパーティシ ョ ン ダイヤル番号 （+14085554001） は、 次の 3 つのものと一致します。

– SIP ルート文字列が us.route である  US ク ラスタから学習したパーテ ィシ ョ ン  
onNetRemote の +14085554XXX （表 2-70 を参照）

表 2-72 2 つの Unified CM ク ラス タ を備えた GDPR ルーテ ィ ング

コ ンポーネン ト US ク ラ ス タ EMEA ク ラ ス タ コ メ ン ト

SIP ト ランク [ST_UCM_EMEA] ST_UCM_US 他の Unified CM ク ラスタに向けた、
各ク ラスタ上の SIP ト ランク
（表 2-61 を参照）

上記の SIP ト ランクを メ ン
バーとするルート  グループ

[UCM_EMEA] UCM_US ク ラスタ間 ト ランクに対する専用の
ルート  グループ （表 2-63 を参照）

上記のルート  グループを メ ン
バーとするルート  リ ス ト

[RL_UCM_EMEA] RL_UCM_US ク ラスタ間 ト ランクに対する専用の
非 LRG ルート  リ ス ト （表 2-64 を参
照）

SIP ルート文字列 us.route emea.route Unified CM ク ラスタによってアドバ
タイズされた SIP ルート文字列

上記のルート  リ ス ト をポイン
トする  SIP ルート  パターン

パーテ ィシ ョ ン  
onNetRemote の 
emea.route

パーテ ィシ ョ ン  
onNetRemote の 
us.route

他の Unified CM ク ラスタによってア
ドバタイズされた SIP ルート文字列
上での、 プロビジ ョ ニングされた 
SIP ルート  パターン  マッチ
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– \+!パーテ ィシ ョ ン  PSTNInternational の \+! （表 2-29 を参照）

– パーテ ィシ ョ ン  PSTNInternational の \+!# （表 2-29 を参照）

2. パーテ ィシ ョ ン  onNetRemote の +14085554XXX は緊急パターンと してルー ト に挿入され
（表 2-71 を参照）、 この段階ではこのパターンがベス ト  マッチであるため、 番号の収集はす
ぐに停止し、 このベス ト  マッチに基づいてルート されます。

3. パーテ ィシ ョ ン  onNetRemote の +14085554XXX は GDPR の学習パターンで、 SIP ルート文
字列 us.route に関連付けられます。 したがって、us.route は EMEA ク ラスタ上に設定された 
SIP ルート  パターンに対して、 発信側デバイスの CSS XXXInternational を使用して照合さ
れます。

唯一のマッチは、 パーテ ィシ ョ ン  onNetRemote における  SIP ルート  パターンです。

4. EMEA ク ラスタのコールは SIP ト ランク  ST_UCM_EMEA に拡張され、マッチした  SIP ルー
ト  パターン  us.route がポイン ト しているルート  リ ス ト  RL_UCM_EMEA への参照、 および 
RG_UCM_EMEA への参照は解除されます （表 2-72 を参照して ください）。

5. US ク ラスタでは、 SIP ト ランク  ST_UCM_EMEA の着信側 CSS ICTInbound （表 2-61 を参
照） を使用して、 着信コールが通知先 +14085554001 へルート されます。

6. CSS ICTInbound には次のパーテ ィシ ョ ンがあ り ます。

– DN

– ESN

– URI

– Directory URI

これらのパーテ ィシ ョ ンの唯一の （潜在的な） マッチは、 パーテ ィシ ョ ン  DN における  
+E.164 電話番号 \+14085554001 （緊急と してマーク されている） です。 この電話番号が存
在する場合は、 コールは、 関連付けられているすべてのデバイスに拡張されます。

リ モー ト でダイヤルされた ESN 通知先のルーティ ングは同じフローに従いますが、 こ こでは 
CSS ICTInbound を使用した US ク ラスタ上の 後のルッ クアップで、 パーティシ ョ ン  ESN の 
ESN を見つける こ とだけが異な り ます。

IM and Presence ク ラス タ間展開

フルメ ッシュのプレゼンス  ト ポロジを作成するには、 それぞれの Cisco IM and Presence ク ラス
タ と、 同じ ド メ イン内の他のそれぞれの Cisco IM and Presence ク ラスタ との間に、 個別のピア
関係が設定されている必要があ り ます。 このク ラスタ間ピアに設定されているアド レスは、 リ
モー ト  Unified CM ク ラスタ  IM and Presence のパブ リ ッシャ  ノードの IP アド レスです。

各 Cisco IM and Presence ク ラスタ間のインターフェイスには、 AXL/SOAP インターフェイス と
シグナ リ ング  プロ ト コル インターフェイス （SIP または XMPP） の 2 つが使用されます。 IM 
and Presence ク ラスタのパブ リ ッシャのみのサーバ間の AXL/SOAP インターフェイスはホーム  
ク ラスタ  アソシエーシ ョ ンの同期を処理しますが、 これは完全なユーザ同期ではあ り ません。
シグナ リ ング  プロ ト コル インターフェイス （SIP または XMPP） はフルメ ッシュで、 展開内の
すべてのサーバを対象と しています。 これは、 サブスク リプシ ョ ン  ト ラフ ィ ッ ク と通知 ト ラ
フ ィ ッ クを処理します。 また、 同じ ド メ イン内の リモー ト の Cisco IM and Presence ク ラスタに
ユーザが存在する こ とが検出された場合、 SIP インターフェイスが URI のホス ト部分を書き換
えた後でユーザを転送します。
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Cisco IM and Presence がク ラスタ間環境に展開されている場合、 プレゼンス  ユーザを決定する
必要があ り ます。 プレゼンス  ユーザ プロファ イルは、 マルチク ラスタ  プレゼンスの展開の規
模とパフォーマンス、 およびサポート可能なユーザ数の決定に役立ちます。 プレゼンス  ユーザ 
プロファ イルによって、 一般的なユーザの連絡先 （バディ） の数、 およびそれらの連絡先の多
くがローカル ク ラスタのユーザか、 リモー ト  ク ラスタのユーザかが確定します。

Survivable Remote Site Telephony （SRST） 展開

リ モー ト  サイ トへの WAN が失敗した場合に呼処理が存続するよ うにするために、 各リモー ト  
サイ ト で SRST を設定します。 SRST では WAN が失敗しても、 リ モー ト  サイ ト または PSTN 内
で電話のコールを作成する こ とができます。

展開

SRST に対応させる各リモー ト  サイ ト に 1 つの Cisco Integrated Services Router （ISR） を展開し
ます。

プロビジ ョ ニング

SRST を設定するには、 Unified CM と  SRST ルータの両方で設定を行う必要があ り ます。

Unified CM での設定

• 各リ モート  サイ ト に対して SRST 参照先を設定し、 リ モー ト電話のデバイス  プール内の 
SRST 参照先に関連付けます。

• +E.164 番号および AAR CSS を使用するには、 リモー ト電話の DN で [不在転送未登録
（Call Forwarding Unregistered） （CFUR） ] を設定します。 WAN が失敗した場合、 コールは
この情報を使用し、 PSTN を介してルート されます。

SRST ルータでの設定

• 各リモート  ブランチ ルータで SRST を設定します。 こ こでは、 SIP 電話の使用が推奨される
ため、 voice register global および voice register pool コマンドを使用します。 voice service 
voip/sip コマンドを使用してソース  インターフェイスの IP アドレスをバインド し、 レジスタ
の容量を有効にします。 リモート  ブランチの電話に DHCP を設定します。 DHCP サーバは、
SRST ルータ、 または他のネッ ト ワーク  サービス  リ ソース上に設定するこ とができます。

• WAN が失敗した場合、 SIP phone は自身の +E.164 内線番号で登録します。 4 桁の内線番号
を使用して他のローカル ユーザへ通話できるよ うにするには、 音声レジスタ  プールの設定
で着信プロファ イルと して参照される音声変換プロファ イルを設定します。 この音声変換
プロファ イルは、 着信番号を  4 桁から  +E.164 の完全な番号へ変換します。

• POTS ダイヤルピアを設定して、 WAN が停止している場合の PSTN へのローカル アクセス
を可能にします。 サービス  プロバイダの PSTN ダイヤル要件に準拠するために、 変換音声
プロファ イルを設定します。 ダイヤルピア設定の詳細については、 Cisco Unified Border 
Element を展開するの方法について説明しているセクシ ョ ンを参照して ください。

例 2-6 の SRST 設定は、 前の段落で説明したいくつかの概念を説明するための、 部分的なもの
です。 SRST の完全な設定について記載しているわけではあ り ません。 たとえば、 メ イン  サイ
ト の Cisco Unity Connection サーバへ到達するための設定については、 コア  アプ リ ケーシ ョ ン
の章で説明しています。
2-90
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 2 章       コール制御

 展開の概要
例 2-6 SRST 設定 （一部）

voice service voip
 allow-connections sip to sip
sip
  bind control source-interface GigabitEthernet0/0.241
  bind media source-interface GigabitEthernet0/0.241
  registrar server
!
voice register global
 mode srst
 max-dn 100
 max-pool 100
!
voice register pool  1
 translation-profile incoming 4-digit-rtp
 id network 10.0.94.0 mask 255.255.255.0
!
voice translation-rule 1
 rule 1 /\(^1...\)$/ /+1919555\1/
!
voice translation-profile 4-digit-rtp
 translate called 1
!

 

SRST での設定の詳細については、 次のサイ ト で入手可能な 『Cisco Unified SCCP and SIP SRST 
System Administrator Guide』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cusrst/admin/sccp_sip_srst/configuration/g
uide/SCCP_and_SIP_SRST_Admin_Guide.html

エクステンシ ョ ン モビ リ テ ィ

Cisco Extension Mobility では、 Cisco Unified IP Phone の設定 （ラ イン  アピアランス、 サービス、
短縮ダイヤルなど） に他の Cisco Unified IP Phone から一時的にアクセスする こ とができます。

1 つまたは 2 つの Unified CM コール処理ノードは、 Extension Mobility の要求をアクテ ィブに処
理する こ とができます。Extension Mobility に対して 2 つ目の Unified CM コール処理ノードを追
加する と、 レジ リ エンスおよびキャパシテ ィが増加する とい う利点があ り ます。 このシナ リオ
では、 2 つの Unified CM ノードへ要求を送信するために 1 つのロード  バランサが必要です。
Cisco IOS Server Load Balancing などを使用する こ とができます。

Extension Mobility Cross Cluster （EMCC） を使用する と、 社内のク ラスタ間でエクステンシ ョ
ン  モビ リ テ ィのログインを実行する こ とができます。 この機能については、 このガイ ドでは説
明していません。 EMCC の詳細については、 『Cisco Collaboration System 10.x SRND』 および 
EMCC 製品のドキュ メ ン ト を参照して ください。
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エクステンシ ョ ン モビ リ テ ィ の展開

エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ を展開するには、 次のタス クを実行します。

• 1 つまたは 2 つの Unified CM 呼処理サーバで Cisco Extension Mobility サービスがアクテ ィ
ブになっている こ と を確認します。

• エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ向けの IP Phone サービスを追加します。 非セキュアな URL 
の他に、 HTTPS を使用したセキュアな IP Phone サービスの URL を設定できます。 非セ
キュア  URL は次のとおりです。

http://<IPAddress>:8080/emapp/ EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

ユーザは、 [エンタープラ イズ登録 （Enterprise Subscription） ] を選択してク ラスタ内のすべ
ての電話でサービスを使用できるよ うにするか、 またはこれらの電話をこのサービスに登
録し、 選択した電話で使用できるよ うにするか、 いずれかを選択する こ とができます。

• エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ を使用する各ユーザについて、 少な く と も  1 つのデバイス  プ
ロファ イルを作成します。 デバイス  プロファ イルは特定のユーザに関連付けられているた
め、 デバイス  プロファ イルは通常、 ユーザ デバイス  プロファ イルと して参照されます。
あるユーザに対してデバイス  プロファ イルが作成されていない場合、 ユーザはエクステン
シ ョ ン  モビ リ テ ィにログインできません。

• デバイス  プロファイルを、 エクステンシ ョ ン モビ リティのユーザに関連付けます。 CTI が必
要な場合は、 CTI コン ト ロールのデバイス  プロファイルとなるプロファイルを関連付けます。

• ユーザのログインで使用できるそれぞれの電話について、 エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ を
有効にします。 Cisco DX シ リーズエンドポイン ト で、 （電話によって リ セッ ト される） マ
ルチユーザも有効にします。 TC ソフ ト ウェアを使用している  Cisco TelePresence エンドポ
イン ト （Cisco TelePresence EX や SX シ リーズのエンドポイン ト など） で、 TelePresence の
エンドポイン ト が Cisco TelePresence Management Suite （TMS） でプロビジ ョ ニングされて
いないこ とを確認します。 プロビジ ョ ニングされている場合は、 エン ドポイン ト でサイン
イン  ボタンが使用できません。

• DN の設定で、 対象ユーザの関連付けを回線へ設定します。 これによ り、 電話回線が使用中の
場合でも、 DN で対象ユーザのプレゼンス情報を送信するこ とができます。 次に例を示します。

ユーザ B が Jabber を使用しており、ユーザ B がユーザ A を監視しています。ユーザ A は
エクステンシ ョ ン モビ リティ を使用して電話にログインしており、 自身に関連付けられ
ている  DN のユーザ デバイス  プロファ イルを持っています。 ユーザ A がオフフッ ク状態
になる と、 このプレゼンス情報はユーザ B の Jabber ク ラ イアン トでレポート されます。

エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィの詳細については、 次のサイ ト で入手可能な 『Features and 
Services Guide for Cisco Unified Communications Manager』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/10_0_1/ccmfeat/CUCM_BK_
F3AC1C0F_00_cucm-features-services-guide-100.html

ビジー回線フ ィ ールド （BLF） のプレゼンス

BLF プレゼンス機能によ り、 ユーザ （ウォ ッチャ） は、 ある電話番号または SIP URI における他
のユーザのリ アルタイムのステータスを、 ウォ ッチャのデバイスから監視するこ とができます。
ウォ ッチャは、 次のオプシ ョ ンを使用してユーザのステータスを監視するこ とができます。

• BLF/スピードダイヤル ボタン

• ディ レク ト リ  ウ ィ ン ド ウの不在着信、 発信履歴、 または着信履歴の リ ス ト

• 共有ディ レク ト リ （社内ディ レク ト リ など）

BLF プレゼンスは Cisco Unified IM and Presence をベースにしているわけではあ り ません。
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BLF プレゼンスの展開

• コール リ ス ト の BLF エンタープラ イズ  パラ メータを有効にします（表 2-4 を参照して くだ
さい）。

• BLF プレゼンスに対してク ラスタ全体のサービス  パラ メータを設定します。

• BLF プレゼンス  グループの認証を使用するには、BLF プレゼンス  グループおよび権限を設
定します。

• Cisco Unified Communications Manager Administration で、 電話番号、 SIP ト ランク、 SIP を
実行している電話、 SCCP を実行している電話、 エン ド  ユーザ、 およびアプ リ ケーシ ョ ン  
ユーザ （SIP ト ランクを介して BLF プレゼンス要求を送信しているアプ リ ケーシ ョ ン  ユー
ザ） に対して BLF プレゼンス  グループを適用します。

• SIP ト ランクから  BLF プレゼンス要求を可能にするには、 [SIP ト ランクセキュ リ テ ィプロ
ファ イルの設定 （SIP Trunk Security Profile Configuration） ] ウ ィ ン ド ウの [プレゼンスの
SUBSCRIBEの許可 （Accept Presence Subscription） ] オプシ ョ ンを選択します （表 2-59 を参
照して ください）。

• SUBSCRIBE コーリ ング  サーチ スペースを設定し、 必要に応じて電話、 ト ランク、 または
エンド  ユーザにコーリ ング  サーチ スペースを適用します。

• 電話の BLF/スピードダイヤル ボタンでは、 BLF/スピードダイヤル ボタンのボタン  テンプ
レート をカスタマイズした り、 電話へ直接追加した りできます。

コ ンピ ュータ  テレ フ ォニー インテグレーシ ョ ン （CTI） の展開

• CTI Manager サービスを必要とする  Unified CM 呼処理ノード上で、 CTI Manager サービス
をアクテ ィブにします。

• 冗長性を実現するために、 CTI のアプ リ ケーシ ョ ン管理全体で、 CTI Manager サービスを実
行しているプラ イマ リおよびバッ クアップの Unified CM ノードを選択します。

• TAPI を使用するアプ リ ケーシ ョ ンについて、 TAPI ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをダウン
ロード します。

• 可能な場合は、 CTI に対応している特定のエンドポイン ト について、 CCM 登録および CTI 
Manager 監視および制御について同じ  Unified CM 呼処理ノードを設定します。

• CTI Manager を実行しているすべての Unified CM ノードで CTI の負荷が分散されており、
CTI の容量制限を超えていないこ とを確認します。 たとえば、 Jabber ク ラ イアン ト で 2 つ
の Unified CM 呼処理ペアが必要な場合、 登録を  2 つのペアで分散させます。 また、 Jabber 
ク ラ イアン ト がデスク電話モードでの機能で設定されている場合は、 2 つのペアで 
CTI Manager の接続性を分散させます。 これは、 複数のサービス  プロファ イルに複数の 
CTI プロファ イルを関連付ける こ とによって実現されます。 CTI Manager サービスを実行し
ている各 Unified CM で監視および制御されているデスク電話モードの Jabber ク ラ イアン ト
の数が、 CTI の容量制限を超えていないこ とを確認します。
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 展開の概要
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この章では、 企業展開におけるビデオおよび音声会議のコンポーネン ト と導入方法について説
明します。 また、 会議のアーキテクチャについて説明し、 会議の導入プロセスに含まれる主な
タス クについて概要を示します。

会議の導入プロセスの主なタスクはそれぞれ、 そのタスクに必要な手順を リ ス トする 「概要」 セ
クシ ョ ンから始ま り、 そのタスクの重要な 「導入上の考慮事項」 を扱うセクシ ョ ンが続きます。
その後、 「概要」 セクシ ョ ンで リ ス ト された導入タスクの詳細を示すセクシ ョ ンが続きます。

この章の変更点

この章では、 Cisco Collaboration System Release （CSR） 10.6 に関する内容が大幅に改定されま
した。 特に、 スケジュール済み会議の推奨される導入は、 直接管理型 TelePresence Server から  
TelePresence Conductor によって管理される  TelePresence Server に変更されました。 ご使用のコ
ラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンへの会議の導入を試す前に、 この章全体を読むこ とをお勧めし
ます。

コア コ ンポーネン ト

コア  アーキテクチャには、 以下の主要な会議要素が含まれます。

• 音声およびビデオ会議リ ソース用の Cisco TelePresence Server

• 音声およびビデオ会議リ ソース管理用の Cisco TelePresence Conductor

• 会議のプロビジ ョ ニング、 モニタ リ ング、 およびスケジューリ ング用の Cisco TelePresence 
Management Suite （TMS）

• スケジュール済み音声および Web 会議、 ハイブ リ ッ ド  ビデオおよび Web 会議用の Cisco 
WebEx Software as a Service （SaaS）
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主な利点

• 会議の参加者にとって簡略化された 適なユーザ エクスペリエンス

• 無期限、 スケジュール済み、 インスタン ト のいずれかまたはすべての会議の 1 つ以上の リ
ソースの導入をサポートする柔軟性と拡張性のあるアーキテクチャ

• 着信コールに対する  TelePresence Server での会議リ ソースの動的な 適化

• ビデオ ネッ ト ワークでの復元性

会議タ イプ

会議ソ リ ューシ ョ ンでは、 表 3-1 および表 3-2 に リ ス ト されている会議タイプおよび会議機能
をサポート します。

表 3-1 会議の種類

会議タ イ プ 説明

[インスタン ト会議
（Instant conferences） ]

Unified CM でホス ト されたポイン ト ツーポイン ト  コールから、 会
議ブ リ ッジにホス ト された三者コールへのエスカレー トは手動で
行います （ア ドホッ ク会議と も呼ばれます）。 インスタン ト会議
は事前にスケジュールまたは調整される こ とはあ り ません。

[無期限の会議
（Permanent conferences） ]

事前のスケジュールなしで会議を行えるよ うにする、 事前定義さ
れたアド レス。 会議ホス トはその他のユーザとアド レスを共有し
ます。 それらのユーザは、 いつでもそのアド レスにコールインで
きます （ ミー ト ミー会議、 静的会議、 またはランデブー会議と も
呼ばれます）。 この章で扱う無期限の会議は Cisco Personal 
Collaboration Meeting Rooms を使用します。

[スケジュール済み会議
（Scheduled conferences） ]

開始および終了時間のある （オプシ ョ ンで一連の参加者を事前定
義する）、 Cisco TMS を介して、 または Cisco TMS を使用した統
合、 あるいはその両方を使用して予約する会議。

[Cisco Personal 
Collaboration Meeting 

Rooms （CMR） ]

会議名、 レイアウ ト 、 PIN などの項目を管理できるポータルを使
用して Cisco TMS からプロビジ ョ ニングされた無期限の会議。

[Cisco CMR Hybrid] （旧
称 WebEx Enabled 
TelePresence）

スケジュール済み会議に似ていますが、 TelePresence および WebEx 
の参加者が同じ会議に参加し、 音声、 ビデオ、 およびコンテンツを
共有できるよ うにする  Cisco WebEx Meeting Center へのリ ンクを使用
します。

[個人向けマルチパーテ ィ
（Personal Multiparty） ]

個人向けマルチパーティには、 インスタン ト 、 無期限、 スケ
ジュール済み、 および CMR の会議を提供するユーザベースのラ イ
センス  アプローチが含まれます。 これは、 名前付きホス ト で任意
の数の参加者がいる、 大解像度 1080p の会議に使用されます。
個人向けマルチパーティ会議では、 TelePresence Conductor のバッ
クグラウン ドで TelePresence Server を使用する必要があ り ます。
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アーキテクチャ
TelePresence Conductor は、 すべてのタイプの会議の会議ブ リ ッジを管理します。 SIP ト ランク
を使用して、 TelePresence Conductor とのブ リ ッジに接続し、 TelePresence Conductor を  
Unified CM と接続します （図 3-1）。

HTTP 上でアプ リ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  インターフェイス （API） を介して会議ブ リ ッジ
を制御するために Unified CM が使用するすべての XML リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC）
接続も、 TelePresence Conductor を通過します。 また、 Cisco TMS は、 プロビジ ョ ニングおよび
スケジュール済み会議の管理のためにも、 TelePresence Conductor に リ ンクする  XML-RPC 接続
を使用します （図 3-1）。

図 3-1 に示すアーキテクチャでは、 SIP が排他的に使用されています。 H.323 エンドポイン ト を
使用する会議では、 Cisco Video Communication Server （VCS） または Cisco Expressway-C によ
るインターワーキングが必要にな り ます。

表 3-2 代替ソ リ ューシ ョ ン

ソ リ ューシ ョ ンの種類 説明

Cisco WebEx Meetings 
Server

ク ラ ウ ドベースの Web および音声会議が適していない場合に、 オン
プレ ミ ス  WebEx Meetings Server ソ リ ューシ ョ ンを使用できます。 こ
の製品は、 現時点では、 TelePresence とのハイブ リ ッ ド会議を提供し
ていませんが、 スタン ドアロンの音声、 ビデオ、 およびコラボレー
シ ョ ン  Web 会議のプラ ッ ト フォームを提供します。

Cisco CMR Cloud Cisco CMR Cloud は、 オンプレ ミ ス会議リ ソースまたは管理インフラ
ス ト ラ クチャの必要性を打ち消す代替会議の導入モデルです。 1 つの
コールで、 各種の標準規格に準拠したビデオ （TelePresence を含む）、
音声、 および WebEx の参加者をサポート します。 すべてはク ラウ ド
でホス ト されます。
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図 3-1 アーキテ クチャの概要

 

TelePresence Conductor の役割

TelePresence Conductor は、 すべてのタイプの会議用に TelePresence Server を管理します。
TelePresence Conductor は特定の会議をホス トするために使用する  TelePresence Server またはブ
リ ッジ プールを選択します。 また、 定義したプール内の TelePresence Server 全体で会議にかか
る負荷のバランスを取り ます。 Unified CM は、 ネッ ト ワーク内の個々の TelePresence Server を
認識せず、 TelePresence Conductor とのみ通信します。

会議に TelePresence Conductor を使用する と、 以下のよ う ないくつかの利点があ り ます。

• 会議の TelePresence Server の リ ソースを共有する こ とによる効率の向上

• ActiveControl やリ ソースの動的 適化などの拡張された  TelePresence Server 機能による
ユーザ エクスペリ エンスの向上

• プロビジ ョ ニングされた CMR による導入オプシ ョ ンの簡略化

• すべてのタイプの会議に対応する単一導入モデル

場合によっては、 TelePresence Conductor 会議テンプレートで [ リ ソースの 適化 （Optimize 
resources） ] 設定を有効にする と、 TelePresence Conductor が TelePresence Server リ ソースを動的に

適化します。 これによ り、 参加者の 大リ ソース使用率は、 会議参加中にアドバタイズされた
大受信帯域幅に基づく よ うにな り ます。 会議コールによって使用される リ ソースの量は削減さ

れ、 実行される同時接続によ り多く対応できるよ うにな り ます。 詳細については、 『 TelePresence 
Server リ リース  ノート 』 を参照して ください。
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Cisco TMS の役割

スケジュール済み会議では、 Cisco TMS が会議スケジュール機能および会議制御機能を実行し
ます。

Cisco TelePresence Management Suite Provisioning Extension （TMSPE） は、 個人向け 
Collaboration Meeting Rooms （CMR） の管理者による自動化された一括プロビジ ョ ニング、 お
よび個々のユーザが自分の個人向け CMR の定義と管理をするためのユーザ ポータルをサポー
ト します。

TelePresence Server の役割

TelePresence Server は、 リモー ト管理モードで動作する会議ブ リ ッジであ り、 TelePresence 
Conductor でプールにグループ化されます。 TelePresence Conductor は、 会議用のプールに優先
順位を付けるサービス設定を適用します。 ブ リ ッジ  プールは、 スケジュールされた会議と事前
スケジュールなしの会議の間で共有する こ と も、 いずれかのタイプの会議の専用にする こ と も
できます。

展開の概要

標準的な展開では、 複数の Unified CM ノードがコール制御に使用されます。 TelePresence 
Conductor は、 会議リ ソースを提供するために、 TelePresence Server を管理する  SIP ト ランクを
使用して Unified CM に接続されます （図 3-2）。 TelePresence Server はコールをブ リ ッジするた
めに使用され、 Cisco TMS は会議管理ファシ リ テ ィおよびスケジューリ ングを提供します。

図 3-2 標準的な展開
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標準的な展開では、 コール制御やエンドポイン ト管理のための Unified CM と会議管理のため
の Cisco TMS を併用して、い くつかの TelePresence Server が TelePresence Conductor の背後に配
置されます。 CMR Hybrid サービス と同様、 スケジュールされない会議と スケジュール済み会
議の両方に同じ会議インフラス ト ラ クチャを使用できます。 WebEx は、 スケジュール済みの音
声およびビデオ Web 会議を提供します。 これらの要素は一緒に、 ローカル エンタープラ イズ
に音声およびビデオ会議を提供します。

要件と推奨事項

• 早期オファーは、 CMR Hybrid コールといくつかのサードパーテ ィ  サービス （Microsoft 
Lync など） を必要と します。

• TelePresence コールを伝達する  Unified CM に接続されたすべての SIP ト ランクで、 早期オ
ファー メ ッセージングを推奨します。

• すべての TelePresence Server は、 リモー ト管理モードで設定し、 すべての会議タイプに対
応する会議リ ソース と して TelePresence Conductor の背後に配置する必要があ り ます。

• エスカレー ト された会議の MultiwayTM 方式は、 推奨されていません。

• TelePresence Server 上の音声会議は、 参加トーンも終了トーンもサポート していません。
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会議のコール フ ロー

Unified CM で、 接続されたエンドポイン ト間の音声およびビデオ コールのデバイス登録およ
びルーテ ィ ングを行います。 無期限、 インスタン ト 、 およびスケジュール済みの会議コール
は、 SIP ト ランク上で実行されます。 XML-RPC 接続は、 Unified CM パブ リ ッシャで設定し、
Unified CM コール処理サブスク ラ イバ ノード と  TelePresence Conductor ノードの間を  HTTP 上
で接続します。

図 3-3 Unified CM および TelePresence Conductor SIP ト ラ ン ク

 

CMR およびスケジュール済みの会議コールは、 同じ ト ランク上で Unified CM からルーティ ン
グします。 一方、 インスタン ト会議コールは、 会議を作成した Unified CM から  TelePresence 
Conductor テンプレート に直接ルーテ ィ ングします。 そのため、 各タ イプに対して  １  つずつ、
複数の ト ランクがインスタン ト会議に存在する可能性があ り ます。 各 ト ランクには、 関連付け
られた XML-RPC 接続があ り ます。 発信 Unified CM がインスタン ト会議を制御します。 そのた
め、 SIP API ト ランク  ペアが、 ローカル TelePresence Conductor へのインスタン ト会議をサポー
トする各 Unified CM ク ラスタからのインスタン ト会議タイプご とに必要にな り ます。

Unified CM によって管理されるインスタン ト  コール フローは、 スケジュール済み会議など、
その他の方法で作成された会議への参加者を追加するために使用できません。 その他のコール 
フローを使用して、 インスタン ト会議への参加者を追加する こ とはできません。 インスタン ト  
コール エスカレーシ ョ ン方式は、 その方法で作成されたインスタン ト会議でのみサポート され
ます。 その他の方法で生成された会議をインスタン ト  メ カニズムで拡張する こ とはできませ
ん。 これによ り、 チェーン会議の可能性を回避できます。
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（注） Unified CM は、 インスタン ト会議を、 TelePresence Conductor 上の CMR やスケジュール済み会
議とは異なる  IP アド レスに対して提供します。 複数の Unified CM ク ラスタが、 TelePresence 
Conductor 上の同じ  IP アド レスにアクセスできます。 ただし、 このマニュアルでは、 1 つの 
TelePresence Conductor ク ラスタが各 Unified CM ク ラスタに専用である こ と を想定しています。

インス タ ン ト 会議

インスタン ト会議は、 TelePresence Conductor で設定します。 そのため、 会議は単一の 
TelePresence Server 上に静的に定義される こ とはあ り ません。 TelePresence Conductor は、 プー
ル内の使用可能な TelePresence Server 全体で会議についてロードバランスします。 これによ り、
会議の復元性が向上します。 インスタン ト会議は、 Unified CM と各 TelePresence Conductor 
ノードの間の XML-RPC 接続に関連付けられた SIP ト ランクを必要と します。 Unified CM は、
これらの SIP ト ランクの IP アド レスにインスタン ト会議の参加者をルーティ ングします。

Collaboration Meeting Rooms を使用した無期限の会議

無期限の会議は、 個人向け Collaboration Meeting Rooms （CMR） を使用して導入されます。 個人
向け CMR は、 Conductor Provisioning API と連携して Cisco TMSPE で作成された無期限タイプの
会議を提供します。 ユーザは会議エイ リ アスをダイヤルして会議をいつでも開始できます。

個々のエンドユーザは、 管理者によってプロビジ ョ ニングされたグループ レベルのテンプレー
ト に基づいて、 Cisco TMSPE ユーザ ポータルから自分の CMR を作成します。 ユーザ ポータル
から作成されたそれぞれの CMR には、 TelePresence Conductor 上に対応する会議バンドル エン
テ ィテ ィ （ConfBundle） が存在します。 これは、 Conductor Provisioning API によって作成およ
び管理され、 1 人以上のユーザの会議を作成するために必要なデータが含まれます。 このデー
タには、 会議テンプレート情報、 一連の会議エイ リ アス、 一連の自動ダイヤルの参加者、 およ
び会議名が含まれます。 ConfBundle は、 Web UI では [Collaboration Meeting Rooms] と してレ
ポート されます。 Cisco TMSPE を使用して作成された CMR は、 TelePresence Conductor Web UI 
から変更できません。 逆に、 TelePresence Conductor を使用して作成された会議テンプレートお
よびエイ リ アスは、 Cisco TMSPE から変更できません。 CMR 会議は、 Unified CM と各 
TelePresence Conductor ノードの間の SIP ト ランクを必要と します。 Unified CM は、 CMR 会議
の参加者をこれらの SIP ト ランクの IP アド レスに ルーテ ィ ングします。

設定情報

• Cisco TMSPE の設定の詳細については、 『Cisco TelePresence Management Suite Provisioning 
Extension with Cisco Unified CM Deployment Guide』 を参照して ください。 以下から入手でき
ます。 [英語]

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-provisioning-
extension/model.html

• Conductor Provisioning API の詳細については、 『Cisco TelePresence Conductor API Guide』 を
参照して ください。 以下から入手できます。 [英語] 

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/products-programmin
g-reference-guides-list.html
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スケジュール済み会議

このソ リ ューシ ョ ンは、 TelePresence Conductor による会議のスケジュールをサポート します。
スケジュール設定は、 Cisco TMS で実行します。 スケジュール済み会議は、 Unified CM と各 
TelePresence Conductor ノードの間の SIP ト ランクを必要と します。 Unified CM は、 スケジュー
ル済み会議の参加者をこれらの SIP ト ランクの IP アド レスにルーティ ングします。 これらの ト
ランクは、 CMR 会議に使用される ト ランク と同じです。

TelePresence Conductor を使用する場合、TelePresence Server リ ソースをスケジュールするには 2 
種類の導入方法があ り ます。 すなわち、 会議リ ソースをスケジュール済み会議の専用にする方
法と、 スケジュール済み会議と スケジュールされない会議の両方で共有する方法を採用できま
す。 利点および欠点については、 表 3-3 を参照して ください。

• 専用 TelePresence Server ： スケジュール済み会議専用の 1 台以上の TelePresence Server を設
置します。 各 TelePresence Server は独立したブ リ ッジ  プールおよびサービス設定で配置さ
れます （図 3-4）。 オプシ ョ ンで、 2 つ目のブ リ ッジとプールの組み合わせをバッ クアップ
と して使用する こ と もできます。

図 3-4 専用のスケジューリ ング TelePresence Server

 

• 共有 TelePresence Server ： スケジュール済み会議に加えて、 スケジュールされない会議にも  
TelePresence Server を使用できるよ うにします （図 3-5）。 この場合、 スケジュール済み会
議の リ ソースの可用性は、 必要な リ ソースがスケジュールされない会議によってすでに使
用されている可能性があるため保証できません。 すべての TelePresence Server のサイズが
類似していれば、 それらを単一のブ リ ッジ  プールに構成する こ と もできます。

図 3-5 共有スケジューリ ング TelePresence Server
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表 3-3 TelePresence Server リ ソースでの専用と共有の対比

リ ソース
の種類 展開の詳細 利点 欠点

専用 サービス設定 ： スケジュール済
み会議専用の TelePresence Server 
プール。

プール内の 1 台の TelePresence 
Server が配置される単一プール。
プールは TelePresence Conductor 
サービス設定でスケジュールに
使用される とマークが付けられ
ます。 プールは、 容量情報要求
で TMS にレポート されます。

サービス設定では、 オプシ ョ ン
で、 ハイ  アベイ ラビ リ テ ィのた
めにスケジュールされないブ
リ ッジ プールを指定できます。
これには、 追加の専用 
TelePresence Server リ ソースが含
まれます （詳細については、 「会
議のハイ  アベイ ラビ リ テ ィ 」
（P.3-12） を参照して ください）。

会議リ ソースをスケジュール済
み会議専用にする こ とによって、
スケジュールされない会議に
よって リ ソースが使用される リ
ス クはな くな り ます。 また、 十
分な リ ソースがプロビジ ョ ニン
グされていれば、 リ ソースの可
用性が損なわれてスケジュール
済み会議に不具合が生じる リ ス
ク もな く な り ます。

TelePresence Server がスケジュー
ル用に専有されてしまいます。
スケジュールされない会議には、
異なる  TelePresence Server を使用
する必要があ り ます。

ユーザが特定の期間にスケ
ジュールされない会議をよ り多
く行う場合、 会議リ ソースの使
用効率が低下します。 使用パ
ターンの変動に対処するために、
よ り多くの リ ソースが必要にな
り ます。

使用可能な リ ソースを使用でき
るスケジュールされない会議が
ないため、 適化された リ ソー
スの利点が打ち消されてしまい
ます。

カスケード される会議は発生し
ません。 リ ソースを無駄に使用
しないよ うに、 カスケードを無
効にする必要があ り ます。

共有 サービス設定 ： スケジュール済
み会議と スケジュールされない
会議で共有される  TelePresence 
Server。

スケジュール済み会議と スケ
ジュールされない会議で共有さ
れる  1 つ以上のプール。

1 つ以上のサービス設定。 各サー
ビス設定には、 TelePresence 
Conductor 内でスケジュールが有
効にされたすべてのブ リ ッジ  
プールがあ り、 複数の 
TelePresence Server 会議ブ リ ッジ
を含める こ とができます。 サー
ビス設定では、 オプシ ョ ンで、
ハイ  アベイ ラビ リ テ ィのために
スケジュールされないブ リ ッジ  
プールを指定できます。 これに
は、 追加の専用または共有 
TelePresence Server リ ソースが含
まれます （詳細については、 「会
議のハイ  アベイ ラビ リ テ ィ 」
（P.3-12） を参照して ください）。

よ り効率的な リ ソース使用。
ユーザが使用するスケジュール
済みリ ソースが増減する場合で
も、 使用されない専用リ ソース
が発生するなどの、 アイ ドル状
態で残される リ ソース数への影
響はあ り ません。

カスケード された会議が使用でき
ます （有効にされている場合）。

TelePresence Server リ ソースの的
を絞った管理が可能です。

スケジュール済み会議の リ ソー
スが 適化されて使用可能に
なった リ ソースは、 スケジュー
ルされない会議が使用できます。

時間をかけて使用パターンのモニ
タ リ ングを行う こ とによって、
適なプール設定を識別できます。

スケジュールされない会議がす
べての リ ソースを使用してしま
う可能性があるため、 会議リ
ソースをスケジュール済み会議
で使用できるかは必ずし も保証
されません。 高い使用率でも機
能するよ うに十分な リ ソースを
提供する こ とによって、 この リ
ス クを低減できます。
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ヒ ン ト インスタン ト会議のみ、 CMR 会議のみ、 スケジュール済み会議のみ、 または 3 種類の会議すべ
てをホス トするよ うに TelePresence Server を  TelePresence Conductor で設定できます。 単一の 
TelePresence Server プールを使用する こ とによ り、 全体の会議参加者の 大数をプロビジ ョ ニ
ングできるため、 必要な TelePresence Server の数を 小限に抑える こ とができます。

Multiway

Cisco では、 この展開で Multiway （インスタン ト  エスカレーシ ョ ンの Cisco VCS 方式） を使用
する こ と をお勧めしません。 Multiway は、 Cisco VCS のみの展開で使用する必要があ り ます。
その代わりに、 Unified CM の展開では、 このマニュアルで説明されているよ うに会議ボタンの
エスカレーシ ョ ン方式を使用する必要があ り ます。 両方のタイプのインスタン ト会議の同時使
用はサポート されていません。

サー ドパーテ ィ  エン ド ポイン ト

他の機器プロバイダー製のエンドポイン トは、 標準 SIP を使用して、 インスタン ト 、 スケ
ジュール済み、 および CMR 会議に参加できます。 インスタン ト会議を開始できるのは、 会議
ボタンをサポートする  Unified CM に登録されたエンドポイン ト だけです。 SIP への H.323 コー
ルをインターワーキングさせるために Cisco Expressway または Cisco VCS を使用できます。 こ
れによ り、 H.323 エンドポイン トは会議に参加できるよ うにな り ます。

設定情報

Cisco TMS を使用して会議をスケジュールする方法のガイダンスについては、 コア  アプ リ ケー
シ ョ ンの章のセクシ ョ ンCisco TelePresence Management Suite （TMS） によ る会議スケジュール
を参照して ください。

Cisco WebEx Software as a Service （SaaS）

Cisco WebEx Software as a Service （SaaS） は、 音声およびビデオ Web 会議を リ ッチ コンテンツ  
コ ラボレーシ ョ ンで提供する ク ラ ウ ド  ホス ト型ソ リ ューシ ョ ンです。 スケジュール済み音声会
議をホス トする場合に、 このサービスを使用する こ と をお勧めします。 次のセクシ ョ ンで説明
するよ うに、 CMR ハイブ リ ッ ド会議を作成するためにも使用されます。

Cisco CMR Hybrid

Cisco WebEx ユーザと  TelePresence ユーザは、 スケジュール済み会議またはユーザの個人向け 
Collaboration Meeting Rooms （CMR） に共同して参加できます。 Cisco WebEx と  TelePresence 
Server の間のコールの音声部分では、 SIP と  PSTN ベース音声の両方がサポート されます 
（WebEx 参加者と  WebEx 会議の間の音声接続は、 PSTN 音声、 SIP 音声、 またはコンピュータ  
テレフォニーのいずれかにな り ます）。

Cisco WebEx Meetings Server

一部の導入では、 ク ラ ウ ドベースのコ ラボレーシ ョ ン  サービスが適していない場合があ り ま
す。 このよ う なお客様の場合、 代わりにオンプレ ミ ス  ソ リ ューシ ョ ンの Cisco WebEx Meetings 
Server を使用する こ と をお勧めします。 このサーバは、 WebEx の Software as a Service バージ ョ
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ンのよ うに TelePresence とは統合されませんが、 その代わりにスタン ドアロンの音声、 ビデオ、
およびコラボレーシ ョ ン  Web 会議サービス と して機能します。 インス トール手順については、
以下にある  WebEx Meetings Server 製品のマニュアルを参照して ください。 [英語]

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meetings-server/products-installation-
guides-list.html

Collaboration Meeting Rooms （CMR） Cloud

Cisco CMR Cloud は、 オンプレ ミ ス会議リ ソースまたは管理インフラス ト ラ クチャの必要性を
打ち消す代替会議の導入モデルです。 CMR Cloud は、 Cisco WebEx Meeting Center サブスク リ
プシ ョ ンのアドオン  オプシ ョ ン と して提供される使いやすいク ラ ウ ド  ホス ト型 ミーテ ィ ング  
ルーム  ソ リ ューシ ョ ンで、 Cisco WebEx Cloud を通して提供されます。 このソ リ ューシ ョ ンに
よって、 各種の標準規格に準拠したビデオ エンドポイン ト を 大 25 台、 ビデオ対応 WebEx 
Meeting Center ユーザを 大 500 ユーザ、 および音声のみの WebEx Meeting Center ユーザを
大 500 ユーザ、 つま り  1 つの会議で合計 1,025 の参加者をサポートするよ うに拡張できる、 ク
ラ ウ ドでの会議が可能にな り ます。 このガイ ドでは、 CMR Cloud の導入については扱っていま
せん。 CMR Cloud の導入の詳細については、 『Cisco Collaboration Meeting Rooms （CMR） Cloud 
Enterprise Deployment Guide』 を参照して ください。 以下から入手できます。 [英語]

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/products-installation-a
nd-configuration-guides-list.html

会議のハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ

会議ソ リ ューシ ョ ンについていくつかのレベルで、 ハイ  アベイラビ リ ティ を考慮する必要があ り
ます。 また、 ハイ  アベイラビ リ ティは、 考慮するサービスに応じて異なる方法で実現されます。

スケジュール済み会議と スケジュールされない会議の両方と も、 ハイ  アベイ ラビ リ テ ィには、
Unified CM、 TelePresence Server、 および TelePresence Conductor が関係します。

TelePresence Server のハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ

TelePresence Server で障害が発生した場合には、 TelePresence Conductor のサービス設定内に使
用可能な リ ソースがある限り、 会議は別の TelePresence Server で行う こ とができます。 会議番
号は同一のまま残るため、 エン ド  ユーザが関係する範囲では、 シームレスに行われます。

TelePresence Conductor のハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ

フルキャパシテ ィの標準 TelePresence Conductor は、 大 3 つの Conductor ノードのク ラスタの
一部にする こ とができます。 各ノードは、 その他のノードすべてに対してラウン ド  ト リ ップ遅
延が 30  ミ リ秒以内である必要があ り ます。 コールは、 ク ラスタ内のどのノード経由でもフ
ローできます。 ある ノードが使用できな く なった場合、 残りの TelePresence Conductor ノードを
使用して、 会議に参加できます。

（注） TelePresence Conductor には、 このマニュアルでは扱われないモデルが他に 2 つあ り ます。
TelePresence Conductor Select はク ラスタ内の 2 つの Conductor ノードをサポー ト しますが、
TelePresence Conductor Essentials はク ラスタ リ ングをサポート しません。
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TelePresence Conductor ク ラスタは、 冗長性を確保するために使用されます。 プラ イマ リ  
Conductor に障害が発生した場合に、 現在および将来の会議を管理するためにセカンダ リ また
はターシャ リの Conductor が使用できます。 この冗長性は、 インスタン トおよび無期限の会議
ではシームレスに機能します。 ただし、 スケジュール済み会議の場合、 この冗長性は自動的に
は機能せず、セカンダ リ またはターシャ リの TelePresence Conductor にフェールオーバーするに
は手動による介入が必要にな り ます。 これは、 Cisco TMS が 1 つの TelePresence Conductor ノー
ド しか認識しないためです。 そのク ラスタ  ノードに障害が発生した場合、 そのノードが復旧す
るか、 Cisco TMS がク ラスタ内の別の TelePresence Conductor ノード と通信するよ うに更新され
るまで、 Cisco TMS のスケジューリ ングは使用できな くな り ます。

Cisco TMS は、 TelePresence Conductor に設定された各エイ リ アスを、 TelePresence Server リ
ソースの別個のセッ ト と見なします。 エイ リ アスにコールをスケジュールするために使用でき
る リ ソースがない場合、 次の優先順位にあるエイ リ アスが検討されます。 複数の TelePresence 
Conductor が設定されている場合 （TelePresence Conductor ク ラスタご とに 1 つ）、 スケジュール
済み会議に対してそれらが Cisco TMS によって検討されます。 Cisco TMS は、 TelePresence 
Conductor の IP ゾーン設定および予約時にスケジュールされたエンドポイン ト を使用して、 そ
の予約でどの TelePresence Conductor を優先すべきかを判別します。

TMS ハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ

Unified CM および Cisco TMS のハイ  アベイ ラビ リ テ ィ （TMSPE も含む） については、 「Cisco 
TelePresence Management Suite （TMS） によ る会議スケジュール」 （P.5-36） のセクシ ョ ンで説
明します。

このマニュアルでは、 音声会議は WebEx ク ラ ウ ド を使用するよ うにスケジュールされており、
そのため通常のテレフォニーおよび Web の接続性を超えた復元力に関する考慮事項はないこ と
を想定しています。 Cisco WebEx Meetings Server が代わりに使用されている場合、 サーバにつ
いてのハイ  アベイ ラビ リ テ ィ を考慮する必要があ り ますが、 このアプローチについてはこのマ
ニュアルでは扱われません。

会議のセキュ リ テ ィ

このソ リ ューシ ョ ンでは、 メディアおよびシグナ リ ングの暗号化は使用されません。 その代わ
り、 すべての会議で Unified CM と  TelePresence Conductor の間にセキュ リ テ ィで保護されない 
SIP ト ランクが実装されています。 この例外となるのは、 TelePresence Conductor と  
TelePresence Server の間の API 通信を暗号化しなければならないとい う ソ リ ューシ ョ ンの要件
です。 この要件を満たすため、 暗号化機能キーを  TelePresence Server にインス トールする必要
があ り、 この場合、 HTTPS を使用する必要があ り ます。 また、 これは、 有効な認証局の署名付
き証明書を使用して暗号化されたメディアおよびシグナ リ ングを有効にする とい う  Cisco 
Expressway と  WebEx ク ラ ウ ドの間の通信の要件と もな り ます。

PIN やパスワードを使用して会議へのアクセスを制限するため、 別レベルのセキュ リ テ ィ を追
加できます。 すべての参加者に、 接続が許可される前に PIN の入力を要求するよ うに、 すべて
のスケジュール済み会議または CMR 会議で PIN を設定できます。 CMR Hybrid では、 会議の 
TelePresence 部分を保護するために PIN を使用できます。 また、 会議の WebEx 部分に対して、
パスワードを追加または自動生成できます。
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 会議の導入プロセス
会議ソ リ ューシ ョ ンの拡張

まず、 ラ イセンスを追加して、 使用可能な  TelePresence Server の数を増やすこ とによって、 ま
たは TelePresence Server がサポート できる接続数を増やすこ とによって、 会議ソ リ ューシ ョ ン
を拡張できます。

TelePresence Server の合計数は、 TelePresence Conductor の容量によって制限されます。 フル
キャパシテ ィの各 TelePresence Conductor （または各ク ラスタ） は、 大 30 台の TelePresence 
Server または 2,400 個の同時会議コールを管理できます。 ク ラスタ リ ングによって、
TelePresence Server の 大数またはサポート可能な同時コールの 大数は増加しません。

単一 TelePresence Conductor の容量を超えるほど展開が大き く なった場合、新しい独立したク ラ
スタを作成して、 そこに TelePresence Server の追加を継続する こ とができます。

各地域の Unified CM に対して、 独立した TelePresence Conductor ク ラスタを使用します。 たと
えば、 3 つの Unified CM が存在する場合、 地域ごとに 1 つずつ、 3 つの TelePresence Conductor 
ク ラスタを配置する必要があ り ます。

会議の導入プロセス
会議ソ リ ューシ ョ ンを導入するには、 以下の主要なタス クを リ ス ト の順に実行します。

1. 会議の導入を計画する

2. TelePresence Server を導入する

3. TelePresence Conductor を導入する

4. スケジュール済み会議と スケジュールされない会議用に Unified CM を有効にする

5. 会議用の TelePresence Management Suite の有効化

6. Cisco Collaboration Meeting Rooms の導入

7. WebEx および Collaboration Meeting Rooms （CMR） Hybrid の導入

1. 会議の導入を計画する

会議ソ リ ューシ ョ ンを導入する前に、 以下の項目について計画します。

要件

• IP アド レスをプロビジ ョ ニングします。各 TelePresence Conductor ノードには、それ自体の 
IP アド レスが必要です。 導入する会議サービスに応じて、 大 64 個の追加の IP アド レス
を設定できます。

• すべての TelePresence Server で暗号化キーを発注してインス トールします。

• CMR Hybrid には、 必要なものがすべて所定の場所に配置されるよ うに、 前もって理解して
おく必要がある多くの要件があ り ます。 たとえば、 オプシ ョ ン  キーは、 Cisco TMS 用に発
注されている必要があ り ます。 Cisco Expressway-E には、 適切な認証局から公的に署名さ
れた証明書が必要です。 CMR Hybrid が機能できるよ うにするため、 Cisco Expressway-E は 
WebEx ルート証明書を信頼する必要があ り ます。
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製品モデル

Cisco では、TelePresence Conductor と  TelePresence Server の複数の異なるモデルを用意していま
す。 導入環境に も適したオプシ ョ ンを選択できるよ うに、 それらのモデルの相違を理解して
おく こ とが重要です。

TelePresence Conductor には 3 種類のモデルがあ り ます。 1 つのク ラスタで 大 2,400 個の同時
コールおよび 大 3 つの Conductor ノードをサポートするため、 企業導入用のフルキャパシ
テ ィのバージ ョ ンを使用します。

すべての TelePresence Server は、 TelePresence Conductor の背後でスケジュール済み会議にもス
ケジュールされない会議にも使用できます。 仮想マシン上の TelePresence Server は、 いくつか
の容量で使用できます。 大きな容量が必要な場合、 MSE 8000 シャーシベース  MSE 8710 ブレー
ドを使用できます。 MSE 8710 は、 1 つのク ラスタ内で 大 4 つのブレードをサポート します。
つま り、 MSE 8710 の容量は 4 倍まで増加します。 ク ラスタは、 単一デバイスであるかのよ う
に動作します。

これらのデバイスのいずれかを、 リ モー ト管理モードで実行し、 TelePresence Conductor と連携
できるよ うに設定できます。

ラ イセンシング

さ まざまな製品にラ イセンスをインス トールする必要があ り ます。

• Cisco TMS では、 CMR Hybrid 用に WebEx 統合キーがインス トールされている必要があ り
ます。

• このガイ ドでは、 Personal Multiparty Advanced を使用して、 TelePresence Server のラ イセン
スを受けます。

• TelePresence Conductor のフルバージ ョ ンには、 必要なラ イセンスがインス トールされてい
ます。

Personal Multiparty は、 2 つのバリ エーシ ョ ン （Basic と  Advanced） があるユーザベースのラ イ
センシング  モデルです。 このガイ ドでは、 Advanced オプシ ョ ンのみを考慮します。 各ラ イセ
ンスは、 大 1080p ビデオ品質で任意の数の参加者が参加できる会議スペースへの権限をユー
ザに付与します。 Personal Multiparty Advanced を発注する と、 2 つの Conductor フル ラ イセンス
が含まれています。 TelePresence Conductor ク ラスタは、 個人向けマルチパーティ会議をプロビ
ジ ョ ニングするために使用されます。 Personal Multiparty ラ イセンスで使用するために、
TelePresence Server を専用にする必要があ り ます。 Personal Multiparty でラ イセンス付与された 
TelePresence Server では、 画面ラ イセンスを購入する必要あ り ません （Personal Multiparty ラ イ
センシングを介して受けたラ イセンスをデバイスに適用する必要はあ り ます）。
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2. TelePresence Server を導入する

このセクシ ョ ンでは、 TelePresence Conductor を使用するために、 TelePresence Server を導入し、
準備するために必要な主なタス クについて説明します。 これらの TelePresence Server は、 スケ
ジュール済み会議と スケジュールされない会議に使用できます。

概要

導入上の考慮事項

メディア  ト ラフ ィ ッ クが TelePresence Server と会議の各参加者との間をフローするので、
TelePresence Server の物理的な場所を考慮する こ とが重要です。 参加者に 高のエクスペリエ
ンスを提供するために、 TelePresence Server が導入される各地域で、 TelePresence Server のロ
ケーシ ョ ンを集中配置します。

TelePresence Server を リモー ト管理モードに設定します。 これは、 よ り高度な  API を有効にし、
すべてのオペレーシ ョ ンでその API を使用するのに必要なシステム全体の設定です。 リモー ト
管理モードは、 仮想マシン上の Cisco TelePresence Server で使用できる唯一のモードです。
TelePresence Server をその他の環境で使用する場合は、 リモー ト管理モード またはローカル管
理モード （TelePresence Conductor には使用できません） のいずれかを使用できます。

注意 リ モー ト管理モードでは、 特定の機能は TelePresence Server インターフェイスから使用できま
せん。 また、 会議の管理およびエンドポイン ト の事前設定は TelePresence Conductor レベルで実
行されます。 動作モードを変更するには、 TelePresence Server を リブー トする必要があ り ます。
また、 TelePresence Server でローカル管理モードに設定されたすべての会議は、 そのユニッ ト
が リブー ト される と失われます。

TelePresence Conductor は、 XML-RPC API を介して TelePresence Server を管理します。 また、
TelePresence Conductor は、 SIP シグナ リ ングを  Back-to-Back User Agent （B2BUA） を介して 
TelePresence Server にルーテ ィ ングします。

TelePresence Server には、 通信に安全な接続を使用する機能があ り ます。 これらのセキュ リ
テ ィ機能は、 暗号化機能キーで有効にされます。 暗号化機能キーは、 TelePresence Conductor が 
TelePresence Server と通信するのに必要です。 暗号化されない通信はサポート されません。

TelePresence Server の導入タス ク ：

1. 暗号化機能キーをインス トールします。

2. 使用する  TelePresence Conductor の新規 API アクセス  ユーザを作成します。

3. HTTPS および 暗号化 SIP （TLS） サービスを有効にし、 H.323 サービスを無効にします。

4. SIP 設定を  [直接コール （Call Direct） ] に、 また  TLS を使用するよ うに設定し、 H.323 
ゲート キーパー登録を無効にします。

5. リ モー ト管理モードのオプシ ョ ンがあれば、 サーバを リモー ト管理モードに設定し、 リ
ブー ト します。
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インス タ ン ト 、 無期限、 およびスケジュール済みの会議

図 3-6 イ ンス タ ン ト 会議のコール フ ロー

 

図 3-7 無期限またはスケジュール済み会議のコール フ ロー

 

TelePresence Server の導入タ スク

初に、 暗号化機能キーをすべての TelePresence Server に適用します。 これによ り、 HTTPS と  
TLS および暗号化されたメディアを使用して、 暗号化されたシグナ リ ングを使用する こ とがで
きます。 次に、 TelePresence Server で HTTPS および暗号化された SIP （TLS） サービスを有効
にして設定します。

TelePresence Conductor が TelePresence Server と通信できるよ うにするには、 TelePresence 
Conductor が API 認証に使用する  TelePresence Server に API アクセス  ユーザ アカウン ト を作成
します。

TelePresence Server 上のすべての H.323 設定を無効にし、 発信 ト ランスポー ト に TLS を使用す
る  SIP 設定で直接コール モードを有効にします。 TelePresence Conductor は SIP のみを使用する
ため、 これが必要にな り ます。

TelePresence Server を リモー ト管理モードに設定します。 これによ り、 TelePresence Conductor 
はサーバと通信できるよ うにな り ます。 このタス クは、 常に リモー ト管理モードで実行される
仮想マシン上の Cisco TelePresence Server には関係あ り ません。

要約

上記のタス クを完了する と、 TelePresence Server は TelePresence Conductor を追加する準備が整
います。
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3. TelePresence Conductor を導入する

このセクシ ョ ンでは、 スケジュール済み会議と スケジュールされない会議用に TelePresence 
Conductor を導入するために必要な主なタス クについて説明します。

概要

TelePresence Conductor でのインスタン ト会議とスケジュール済み会議に共通する導入タスク ：

1. API ユーザを  TelePresence Conductor に作成します。

2. 共有個人向けマルチパーテ ィのブ リ ッジ プールを作成し、 TelePresence Server をそのブ
リ ッジ プールに追加します。 専用モデルの場合、 複数のブ リ ッジ プールを作成し、 ブ
リ ッジ プールごとに 1 つの TelePresence Server を追加します。

3. 個人向けマルチパーテ ィのサービス設定を作成し、 ブ リ ッジ  プールをそのサービス設定
に追加します。

4. 各会議タイプご とに 1 つの IP アド レスを  TelePresence Conductor に割り当てます。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ会議

– インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ会議

– CMR およびスケジュール済み個人向けマルチパーテ ィ会議

ク ラスタ内の各 TelePresence Conductor ノードでこのプロセスを繰り返します。 各ノード
に、 IP アド レスの固有のセッ ト が必要にな り ます。

TelePresence Conductor でのインスタン ト会議の導入タス ク ：

5. インスタン ト会議用に TelePresence Conductor を設定するには、 各会議タイプのテンプ
レート を作成します。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ  テンプレート

– インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ  テンプレート

ビデオ テンプレート では、 [ リ ソースの 適化 （Optimize resources） ] を  [はい （yes） ] 
に設定します。

6. 各インスタン ト会議のテンプレート に固有のロケーシ ョ ンを作成します。 1 つのロケー
シ ョ ンに 1 つのテンプレート しか割り当てる こ とはできません。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ  ロケーシ ョ ン

– インスタン ト  ビデオ、 CMR、 およびスケジュール済み個人向けマルチパーティ  ロ
ケーシ ョ ン

7. 関連するインスタン ト  テンプレート を関連するロケーシ ョ ンに割り当てます。 また、 ア
ドホッ ク  IP アド レスをそれぞれに割り当てます。 各アドホッ ク  IP アド レスは、 SIP およ
び API を介して TelePresence Conductor と通信するために Unified CM によって使用され
ます。
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導入上の考慮事項

（注） TelePresence Conductor を設定する前に、 すべてのアラームをク リ アして、 製品が機能できるよ
うにします。

インスタン ト 、 CMR、 およびスケジュール済みの会議を有効にするには、 システム管理者が 
TelePresence Conductor と  Unified CM の設定を完了する必要があ り ます。 これらの 2 つの製品
は、 会議作成ロジッ クの責任を共有します。 TelePresence Conductor は TelePresence Server への
排他的接続を維持しますが、 Unified CM に関する限り  MCU と同様に機能します。 また、
Unified CM からの要求に基づいて、 会議の開催を決定します。

TelePresence Conductor は、図 3-1 に示されているよ うに、各地域の Unified CM ク ラスタにその
地域のすべての TelePresence Server を管理する関連付けられた TelePresence Conductor ク ラスタ
が存在するよ うに、 地域に集中配置的な方法で展開する必要があ り ます。

TelePresence Conductor は、 Back-to-Back User Agent （B2BUA） を使用して、 導入する必要があ
り ます。 Unified CM は、 TelePresence Conductor が TelePresence Server と通信する方法と同様
に、 XML-RPC API および SIP ト ランクを使用して TelePresence Conductor と通信します。
（図 3-8）。

TelePresence Conductor でのスケジュール済み会議の導入タスク ：

8. 以前に作成したインスタン ト  ビデオ、 CMR、 およびスケジュール済み個人向けマルチ
パーテ ィのロケーシ ョ ンを編集します。 タ イプを  [両方 （Both） ] に変更し、 ランデブー 
IP アド レスを割り当てます。 ランデブー IP アド レスは、 SIP を介して TelePresence 
Conductor と通信するために Unified CM によって使用されます。

Unified CM コール処理サブスク ラ イバ ノードの IP アド レスを使用して、 大 3 つの ト
ランク  IP アド レスをインスタン ト  ビデオ、 CMR、 およびスケジュール済み個人向けマ
ルチパーテ ィのロケーシ ョ ンに追加します。

9. 以前に作成したブ リ ッジ  プールを編集し、 個人向けマルチパーテ ィのロケーシ ョ ンを共
有個人向けマルチパーテ ィのブ リ ッジ プールに割り当てます。 複数のプールが存在する
場合、 同じロケーシ ョ ンをすべてのプールに追加します。

10. スケジュール済み会議用に TelePresence Conductor を設定するには、 以下のテンプレート
を作成します。

– スケジュール済み個人向けマルチパーテ ィ  720p HD ビデオ テンプレート

サービス設定をテンプレート に割り当てます。 テンプレー ト で、 [ リ ソースの 適化
（Optimize resources） ] を  [はい （yes） ] に設定し、 [スケジュール済み会議 （Scheduled 
conference） ] を  [はい （yes） ] に設定します。

11. テンプレート をスケジュールするための固有の着信エイ リ アスが Cisco TMS の設定中に
作成されます。 サービス設定を編集し、 ブ リ ッジ  プールで [スケジュールに使用する
プール （Pools to use for scheduling） ] オプシ ョ ン  ボタンが選択されている こ と を確認し
ます。 これは、 容量を  TelePresence Conductor にレポートする必要のあるブ リ ッジ プー
ルでのみ設定する必要があ り ます。
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図 3-8 Unified CM と  TelePresence Conductor の間の API および SIP ト ラ ン ク接続

 

インス タ ン ト およびスケジュール済み会議

図 3-9 イ ンス タ ン ト 会議用の TelePresence Conductor の内部設定フ ロー
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図 3-10 スケジュール済み会議用の TelePresence Conductor の内部設定フ ロー

 

TelePresence Conductor でのインス タ ン ト 会議と スケジュール済み会議に共通する導入タ
スク

設定を開始する前に、 TelePresence Conductor 内のすべてのアラームを解決します。 未解決のア
ラームがある と、 TelePresence Conductor は機能しません。 また、 root および管理者のパスワー
ドを変更し、 Unified CM が TelePresence Conductor API にアクセスするための認証に使用する  
API ユーザを作成します。

図 3-11 に、 TelePresence Server プールを使用するスケジュール済みおよびインスタン ト会議の
ために TelePresence Conductor 内でどの要素を設定する必要があるかを詳細に示します。

図 3-11 TelePresence Conductor の設定
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展開内の各 TelePresence Server は、 TelePresence Conductor のブ リ ッジ  プールに割り当てる必要
があ り ます。 TelePresence Server は、 1 つのブ リ ッジ  プールにしか属する こ とができません。
ブ リ ッジ プールは、 TelePresence Server の物理的な場所を反映する必要があ り ます。 また、 ブ
リ ッジ プールに複数の TelePresence Server が含まれている場合、 それらすべてを類似したサイ
ズにする必要があ り ます。 各 TelePresence Conductor は、 1 つの地域専用にな り ます。 そのた
め、 このマニュアルでは、 すべての TelePresence Server は同じ物理的な場所に存在する こ とを
想定しています。 物理的な場所が複数存在する場合、 Unified CM によるコール アド ミ ッシ ョ
ン制御を維持するために、 それぞれに対してロケーシ ョ ン とプールを設定する必要があ り ま
す。 前述のとおり、 専用スケジューリ ング  モデルを使用する場合、 ブ リ ッジ  プールにはスケ
ジューリ ング専用の TelePresence Server が 1 つだけ存在します。 一方、 共有モデルの場合、 ブ
リ ッジ プールに複数の TelePresence Server が存在できます。

サービス設定は、 TelePresence Conductor を介して設定されたブ リ ッジ  プールに優先順位が付け
られた リ ス ト で、 会議リ ソースが限られている場合に使用するプールの順番を定義します。 管
理者は、特定の会議に対して TelePresence Conductor がその会議をホス トするために使用を試み
るプールの優先順位を決定できます。 初のブ リ ッジ  プールに、 会議をホス トするために使用
できる  TelePresence Server がなかった場合 （たとえば、 会議の要件を満たすために使用できる
リ ソースが不足している）、 TelePresence Conductor はリ ス ト の 2 番目のブ リ ッジ  プールを
チェ ッ ク します。 図 3-11 に示されているスケジュール済み会議およびインスタン ト会議は、 す
べて同じサービス設定を使用します。 そのため、 同じブ リ ッジ  プールが使用されます。 それぞ
れが異なるサービス設定を使用する （つま り、 異なるブ リ ッジ  プールを使用する） こ と も、 複
数のブ リ ッジ  プールを  1 つのサービス設定に定義する こ と も可能です。

サービス設定には、 1 ～ 30 個の会議ブ リ ッジ  プールを含める こ とができます。 また、 任意の数
のサービス設定で 1 つの会議ブ リ ッジ  プールを使用する こ とができます。

プールと同様、 TelePresence Conductor サービス設定で設定されたすべての TelePresence Server 
は、 メディアが常に同じ物理的な場所に送信されるよ うに、 同じ物理的な場所に存在している
必要があ り ます。 そのよ うにして、 帯域幅の使用量が把握できるよ うにします。

Unified CM と  TelePresence Conductor の間の各 SIP ト ランクは、 固有の IP アド レスを使用する
必要があ り ます。 IP アド レスは、 TelePresence Conductor 内のロケーシ ョ ンで設定された IP ア
ド レスに対応している必要があ り ます。 ロケーシ ョ ンは、 インスタン ト または CMR/スケ
ジュール済み、 あるいは両方の会議タイプに専用にする こ と もできます。 両方の会議タイプが
そのロケーシ ョ ンに対して有効にされている場合、 そのロケーシ ョ ンには 2 つの IP アド レスが
必要です （図 3-12）。

さ まざまな異なる会議タイプおよびロケーシ ョ ンに対応するため、 TelePresence Conductor には
大 64 個の IP アド レスを設定できます。

（注） 各 TelePresence Conductor ノードに、 IP アド レスの固有のセッ ト が必要にな り ます。
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図 3-12 TelePresence Conductor のロケーシ ョ ンおよび Unified CM IP ア ド レス

 

TelePresence Conductor でのインス タ ン ト 会議の導入タ スク

IP アド レスを  TelePresence Conductor に追加し、TelePresence Server をブ リ ッジ  プールに割り当
てて、 ブ リ ッジ  プールをサービス設定に追加したら、 インスタン ト会議の 初のテンプレート
を作成できます。 参加者によって適切な リ ソースが使用されるよ うに、 各テンプレー ト に関連
する品質設定を設定する必要があ り ます。 たとえば、 音声テンプレート をモノ ラル音声のみ
（ビデオも コンテンツもなし） に設定する必要があ り ます。

図 3-13 には、 インスタン ト  ビデオ会議を有効にするために、 設定する必要がある要素が示さ
れています。 図 3-12 に示されているよ うに、 インスタン ト  サービスの各タイプ （ビデオおよ
び音声） には、 固有のロケーシ ョ ン とテンプレー ト が必要にな り ます。
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図 3-13 TelePresence Conductor ビデオ画面ラ イセンスのロケーシ ョ ン と イ ンス タ ン ト  テンプ
レー ト

 

各インスタン ト会議のテンプレート に固有のロケーシ ョ ンを作成します。 1 つのロケーシ ョ ン
が、 インスタン ト  テンプレート と スケジュール済み/CMR 会議の両方に使用される こ とがあ り
ます。 インスタン ト会議の場合、 も重要なロケーシ ョ ン設定パラ メータは、 インスタン ト会
議テンプレート と インスタン ト会議専用の IP アド レスの 2 つです。 Unified CM は、 この IP ア
ド レスを使用して、 インスタン ト会議を作成するため要求を  TelePresence Conductor に送信しま
す。 そして、 TelePresence Conductor は、 テンプレー ト を使用して、 作成された会議の 大品質
を決定します。

TelePresence Conductor でのスケジュール済み会議の導入タ スク

スケジュール済み会議は、 スケジュールできるよ うに設定されたテンプレート を介して有効に
されます。 複数のテンプレート を設定する こ とがあ り ます。 たとえば、 マルチ画面システム用
に設定された 2 番目のテンプレート を作成する必要がある場合があ り ます。 参加者によって適
切な リ ソースが使用されるよ うに、 これらのテンプレー ト のそれぞれに関連する品質設定を設
定する必要があ り ます。

図 3-14 に、 スケジュール済み会議を有効にするために、 設定する必要がある要素を示します。
3-24
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 3 章      会議

 会議の導入プロセス
図 3-14 TelePresence Conductor スケジュール済みテンプレー ト

 

TelePresence Conductor は、 会議エイ リ アスを使用して、 ロケーシ ョ ンへの着信コール用に関連
する会議テンプレート を選択します。 エイ リ アスは正規表現を使用し、 着信番号に基づいて
マッチングできます。 着信番号範囲は、 TelePresence Conductor ランデブー IP アド レス （後続
の手順で設定） を使用して  SIP ト ランクに割り当てられる  Unified CM ルート  パターンによっ
て制限されます。 Unified CM は SIP ト ランクに広範な数値を指定できますが、 TelePresence 
Conductor エイ リ アスは、 この範囲をよ り小さなセグ メ ン ト に分けるために使用される こ とが
あ り ます。 分けられたセグ メ ン ト のそれぞれは異なるテンプレー ト に使用される こ と もあ り ま
す。 これは、 各エイ リ アスの数値範囲の部分のみに一致する正規表現を使用する こ とによっ
て、 実行されます。

個人向けマルチパーテ ィ会議用に TelePresence Conductor 内にロケーシ ョ ンを作成します。 1 つ
の設定されたロケーシ ョ ンが、 インスタン ト  テンプレート と スケジュール済み会議の両方に使
用される こ とがあ り ます。 スケジュール済み会議の場合、 も重要なロケーシ ョ ン設定パラ
メータは、 [ランデブー IP アド レス （Rendezvous IP address） ] です。 Unified CM は、 この IP ア
ド レスを使用して、 コール シグナ リ ングを  CMR およびスケジュール済みコール用の 
TelePresence Conductor に送信します。 TelePresence Conductor からの発信ダイヤ リ ングを容易に
するため、 これらのコールを受信する  Unified CM コール処理サブスク ラ イバ ノードの IP アド
レスを使用して、 大 3 つの ト ランク  IP アド レスをロケーシ ョ ンに追加します。

適切な SIP ト ランクへの発信コールをルーティ ングするには、 関連するロケーシ ョ ンを  CMR 
およびスケジュール済み会議に使用されるブ リ ッジ  プールに割り当てます。

要約

上記の導入タスクを完了する と、 TelePresence Conductor は Unified CM に追加する準備が整い
ます。
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4. スケジュール済み会議と スケジュールされない会議用に Unified CM 
を有効にする

このセクシ ョ ンでは、 スケジュール済み会議と スケジュールされない会議用に Unified CM を
有効にするために必要な主なタス クについて説明します。

概要

インスタン ト会議用に Unified CM を有効にする導入タス ク ：

1. Standard SIP Profile for TelePresence Conductor とい う名前で新規 SIP プロファ イルを作
成します。

2. 3 つの SIP ト ランクを作成し、それぞれの SIP ト ランクを、 インスタン ト会議のそれぞれ
のタイプの TelePresence Conductor ロケーシ ョ ンに設定された関連する  IP アド レスを指
すよ うに設定します。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ  SIP ト ランク

– インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ  SIP ト ランク

この手順は、 各 TelePresence Conductor ノードに対して繰り返す必要があ り ます。 たとえ
ば、3 つの TelePresence Conductor ノードがある場合、2 つの SIP ト ランクが設定された 3 
つのセッ ト （それぞれの TelePresence Conductor ノード対して 2 つで 1 セッ ト ） が存在し
ている必要があ り ます。

3. 2 つの会議ブ リ ッジを作成し、 SIP ト ランク （タス ク  2 で設定済み） をそれぞれに追加し
ます。 各会議ブ リ ッジには、 関連する ト ランクが含まれている必要があ り ます。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ会議ブ リ ッジ

– インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ会議ブ リ ッジ

API を使用するために TelePresence Conductor で作成したユーザ名とパスワードを指定し
て各会議ブ リ ッジを設定します。

この手順は、 各 TelePresence Conductor ノードに対して繰り返す必要があ り ます。 たとえ
ば、 3 つの TelePresence Conductor ノードがある場合、 2 つの 会議ブ リ ッジが設定された 
3 つのセッ ト （それぞれの TelePresence Conductor ノード対して 2 つで 1 セッ ト ） が存在
している必要があ り ます。

4. 2 つのメディア リ ソース  グループ （MRG） を作成します。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ  MRG

– インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ  MRG

マッチング  タ イプのすべての会議ブ リ ッジ （TelePresence Conductor ノードご とに 1 つ）
を関連する  MRG に追加します。 3 つの TelePresence Conductor ノードを使用している場
合、 各 MRG には 3 つの会議ブ リ ッジが必要です。 それぞれは、 各ノード上の関連する  
IP アド レスの同じ インスタン ト  テンプレート を指します。

5. 2 つのメディア リ ソース  グループ リ ス ト （MRGL） を作成し、 1 つの MRG をそれぞれ
に追加します。

– インスタン ト音声個人向けマルチパーテ ィ  MRGL

– インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ  MRGL

エンドポイン ト による インスタン ト会議の使用を許可するには、 適切な  MRGL をデバイ
ス  プールまたはデバイス自体に割り当てます。
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導入上の考慮事項

Unified CM は、 コールをルーテ ィ ングする方法を決定し、 設定に基づいて会議に使用する  
TelePresence Conductor テンプレート を選択するロジッ クの 初のポイン ト にな り ます。
Unified CM でのインスタン ト会議の設定手順と  CMR/スケジュール済み会議の設定手順は異な
り ます。 これは、 それぞれのタイプの会議に参加するためのメカニズムが異なるためです。

（注） インスタン ト会議を開始するために使用するエンドポイン ト には、 会議ボタンが必要にな り ま
す。 会議ボタンがないエンドポイン ト も インスタン ト会議に参加する こ とはできますが、 会議
ボタンがあるエン ドポイン ト に、 会議に追加しても ら う必要があ り ます。

CMR およびスケジュール済み会議用に Unified CM を有効にする導入タス ク ：

6. SIP ト ランクを作成し、 その SIP ト ランクが、 TelePresence Conductor ロケーシ ョ ンの [ラ
ンデブー IP アド レス （Rendezvous IP address） ] フ ィールドに設定された関連する  IP ア
ド レスを指すよ うに設定します。

CMR およびスケジュール済み個人向けマルチパーテ ィ会議
（ST_CONDUCTOR_PM_CMR_SCHED1-1）

この手順は、 各 TelePresence Conductor ノードに対して繰り返す必要があ り ます。 たとえ
ば、 3 つの TelePresence Conductor ノードがある場合、 設定された 3 つの SIP ト ランク
（それぞれの TelePresence Conductor に対して 1 つ） 存在している必要があ り ます。

7. ルート  グループを作成します。

CMR およびスケジュール済み個人向けマルチパーテ ィのルート  グループ
（MULTIPARTY_CMR_SCHED）

すべての SIP ト ランクをルート  グループに追加します。 3 つの TelePresence Conductor 
ノードを使用している場合、 ルート  グループには 3 つの SIP ト ランクが必要です。 それ
ぞれは、 各 TelePresence Conductor ノード上の関連する  IP アド レスを指します。

8. ルート  リ ス ト を作成し、 ルー ト  グループをそれに追加します。

CMR およびスケジュール済み個人向けマルチパーテ ィのルート  リ ス ト
（RL_PM_CMR_SCHED）

9. 以前に作成した TelePresence Conductor で設定されたスケジュール済みエイ リ アス
（8099[12]XXX） に一致するルート  パターンを作成します。 CMR を設定する場合、 さ ら
に追加のルート  パターンが必要にな り ます。 それらについては、 「6. Cisco Collaboration 
Meeting Rooms の導入」 （P.3-39） のセクシ ョ ンで説明します。
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インス タ ン ト および無期限の会議

図 3-15 イ ンス タ ン ト 会議用の Unified CM の内部設定フ ロー

 

図 3-16 CMR およびスケジュール済み会議用の Unified CM の内部設定フ ロー

 

インス タ ン ト 会議用に Unified CM を有効にする導入タ スク

Unified CM 会議と  TelePresence Conductor 設定の関係を理解する こ とが重要です。 この展開の
場合、 TelePresence Conductor では 2 つのロケーシ ョ ンが設定され、 それぞれでインスタン ト会
議用にアドホッ ク  IP アド レスが追加されました。 これらの IP アド レスのいずれかに送信され
るすべてのコールは、 そのロケーシ ョ ンで設定された会議テンプレート を使用します。 コール
を正し くルーテ ィ ングするには、 Unified CM のどの SIP ト ランクが、 TelePresence Conductor 内
で設定されたどの IP アド レスを指す必要があるかを理解する こ とが重要にな り ます。
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図 3-17 Unified CM と  TelePresence Conductor のイ ンス タ ン ト 関係

 

それぞれのタイプのインスタン ト会議は、TelePresence Conductor と通信するために Unified CM 
で設定された固有の SIP ト ランク と会議ブ リ ッジを必要と します。 各 SIP ト ランクは、 1 つの
インスタン ト会議にしか使用できません。 CMR やスケジュール済み会議には独自の SIP ト ラン
クが必要にな り ます。 各 TelePresence Conductor ノード も、 SIP ト ランク と会議ブ リ ッジの固有
のセッ ト を必要と します。

TelePresence Conductor への SIP ト ランクは、 すべてのシナ リオ内でコールをサポートするため
にカスタマイズされた SIP プロファ イルを必要と します。 SIP プロファ イルを作成するには、
Standard SIP Profile for TelePresence Conferencing をコピーして、 そのコピーに Standard SIP 
Profile for TelePresence Conductor とい う名前を付け、表 3-4 に示されているよ うに設定を変更
します。

表 3-4 SIP プロ フ ァ イルの設定

設定 値 コ メ ン ト

[インバイ ト のタ イム
アウ ト値(秒) （Timer 
Invite Expires 

(seconds)） ]

30 ト ランクのタ イマーは、 TelePresence Conductor のタ
イマーと同じ時間で有効期限が切れます。

[音声コールとビデオ
コールに対する早期
オファーサポート
（Early Offer support for 
voice and video calls） ]

[ベス ト エ
フォー ト
（MTPの挿入
なし） （Best 
Effort (no MTP 

inserted)） ]

これは、 すべての Unified CM ト ランクに対して推奨
される設定です。 ベス ト  エフォー ト の早期オファー 
ト ランクでは、 早期オファーを作成するために MTP 
を使用しません。 コールに使用するデバイスに応じ
て、 早期オファーか遅延オファーのいずれかを使用し
て発信 SIP ト ランク  コールを開始します。 この設計
では、 発信コールは常に早期オファーを使用します。
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SIP ト ランクは、 Unified CM に SIP ト ラフ ィ ッ クをルーティ ングする場所を伝達します。 イン
スタン ト会議の場合、 SIP ト ランクは Unified CM に API 要求の宛先も伝達し、 それらは会議ブ
リ ッジ設定で使用されます。 TelePresence Conductor に接続された  SIP ト ランクは、 セキュ リ
テ ィで保護されるよ うに設定できますが、 このガイ ドでは、 セキュ リ テ ィで保護されないよ う
に設定される こ とが想定されています。

図 3-18 Unified CM イ ンス タ ン ト 構成

 

会議ブ リ ッジ設定によって、 2 つの重要な情報 （TelePresence Conductor と通信するための API 
クレデンシャルとその通信の宛先アド レス） が Unified CM に通知されます。 ユーザ名とパス
ワードは、 TelePresence Conductor を指すそれぞれの会議ブ リ ッジで同じ ものを使用できます。
これらのクレデンシャルは、 TelePresence Conductor 設定で設定されたクレデンシャルに一致し
ている必要があ り ます。 会議ブ リ ッジで設定された SIP ト ランクは、 HTTP API ト ラフ ィ ッ ク
の送信先を  Unified CM に示します。 各 SIP ト ランクは、 表 3-5 に示す設定で設定します。
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表 3-5 イ ンス タ ン ト 会議用の SIP ト ラ ン ク設定

設定 値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] [ST_CONDUCTOR_ADHOC_
AUDIO1-1]

プレフ ィ ッ ク ス 「ST_」 を付けて、 同じテーブ
ル内に格納された他のデバイス と名前がコ リ
ジ ョ ンしないよ うにします。

名前の残りの部分で、 会議タイプと ト ランクが
指す TelePresence Conductor ノードを識別します。

説明   わかりやすい説明。

[デバイスプール （Device Pool） ] [Trunks_and_Apps] 中央ト ランクの共通デバイス  プール

[メディア リ ソースグループ リ ス
ト （Media Resource Group List） ]

<なし> デバイス  プールで定義された MRGL を使用し
ます

[AARグループ （AAR Group） ] [デフォル ト （Default） ] すべての場所で同じ

[発呼側名にUTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party 
Name） ]

オン この設定によって、 ASCII 呼び出し表示を、
UTF-8 文字をサポートするデバイスに転送でき
ます。

[PSTNアクセス （PSTN Access） ] オフ  

[すべてのアクテ ィブなUnified 
CMノードで実行 （Run on All 
Active Unified CM Nodes） ]

オン この設定は、 すべての SIP ト ランクに推奨され
ます。 この設定によって、 SIP への発信コール
は、 Unified CM コール処理サブスク ラ イバ間の
ク ラスタ内制御シグナリ ングを必要と しな くな
り ます。

着信コール

[コーリ ングサーチスペース
（Calling Search Space） ]

TelePresenceConferencing コール制御の章で定義されている とおり

[AARコーリ ングサーチスペース
（AAR Calling Search Space） ]

[PSTNReroute]  

アウ ト バン ド  コール

[デバイスプールの着信側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンCSSを使用
（Use Device Pool Called Party 
Transformation CSS） ]

オン  

[デバイスプールの発呼側ト ラン
スフォーメーシ ョ ンCSSを使用
（Use Device Pool Calling Party 
Transformation CSS） ]

オン  

SIP 情報

[接続先 （Destination） ] 10.X.X.2 TelePresence Conductor 音声アドホッ ク  IP アド
レス

[SIP ト ランクセキュ リ テ ィプロ
ファ イル （SIP Trunk Security 
Profile） ]

[非セキュアSIP ト ランクプロ
ファ イル （Non Secure SIP 
Trunk Profile） ]

デフォル ト の SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  プロ
ファ イル

[SIP プロファ イル （SIP Profile） ] TelePresence Conductor 用 標
準 SIP プロファ イル

上記で作成した SIP プロファ イルを使用します
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すべての会議ブ リ ッジを設定したら、 それらを メディア  リ ソース  グループ （MRG） に追加で
きます。 各メディア  リ ソース  グループは、 インスタン ト会議のいずれかのタイプを表し、 各 
TelePresence Conductor ノードの会議ブ リ ッジが 1 つ含まれている必要があ り ます。 これによ
り、 1 つの TelePresence ノード と通信できな く なった場合に、 コールを別のノードにルーテ ィ
ングできるよ うにな り ます。

各メディア  リ ソース  グループは、 独自のメディア  リ ソース  グループ リ ス ト （MRGL） に追加
できます。 メディア  リ ソース  グループ リ ス トは、 Unified CM 内のデバイスまたはデバイス  
プールに割り当てる こ とができます。 また、 会議ボタンを使用して、 ポイン ト ツーポイン ト  
コールから会議コールにそれらのデバイスをエスカレー トする と きに使用できます。

全体で、 2 つの MRGL を設定できます。 1 つは、 インスタン ト音声個人向けマルチパーティ会
議用で、 も う  1 つは、 インスタン ト  ビデオ個人向けマルチパーテ ィ会議用です。 これら  2 つの 
MRGL は、 それぞれ TelePresence Conductor 内で設定された異なるロケーシ ョ ンを指し、 その
ロケーシ ョ ン内で設定されたインスタン ト  テンプレート を参照している必要があ り ます。

CMR およびスケジュール済み会議用に Unified CM を有効にする導入タ スク

CMR およびスケジュール済み会議は、 インスタン ト会議と類似した方法で Unified CM で設定
しますが、 メディア  リ ソースではな く、 ダイヤル プランを設定する必要があ り ます。

図 3-19 Unified CM と  TelePresence Conductor CMR およびスケジュール済みの関係

 

初に、 展開用に作成した TelePresence Conductor のロケーシ ョ ンに設定された関連する  IP ア
ド レスを使用して  TelePresence Conductor に接続するよ うに SIP ト ランクを設定します。 各 
TelePresence Conductor ノードに固有の SIP ト ランクが必要にな り ます。 CMR と スケジュール
済み会議に対して、 表 3-5 に示す設定でインスタン ト会議用に作成した同じ  SIP プロファ イル
を使用します。
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図 3-20 Unified CM CMR およびスケジュール済み会議

 

すべての SIP ト ランクを設定した後、 それら  1 つ 1 つにルート  グループを作成します。

特定の会議タイプのルート  グループを固有のルート  リ ス ト に追加します。 TelePresence 
Conductor ロケーシ ョ ンご とに 1 つのルート  リ ス ト が必要です。 コールがそのルート を指す
ルート  パターンに一致する場合に、 ルート  リ ス ト が選択されます。

コールを関連する  SIP ト ランクにルーティ ングし、その結果と して  TelePresence Conductor 内の
関連するロケーシ ョ ンにルーテ ィ ングするには、 ルート  リ ス ト のルート  パターンを設定しま
す。 ルート  パターンは、 表 3-6 に示す、 必要なテンプレー ト用に設定されたエイ リ アス範囲に
一致する必要があ り ます。

表 3-6 スケジュール済み会議ルー ト  リ ス ト のルー ト  パターン

パターン パーテ ィ シ ョ ン ゲー ト ウェ イまたはルー ト  リ ス ト 説明

8099[12]XXX ESN RL_PM_CMR_SCHED スケジュール済み個人向け
マルチパーティ  エイ リ アス
範囲に一致するパターン
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要約

上記の導入タスクを完了する と、 Unified CM は TelePresence Conductor と通信できるよ うにな
り ます。

5. 会議用の TelePresence Management Suite の有効化

このセクシ ョ ンでは、 TelePresence Conductor を使用して会議をスケジュールするよ うに 
Cisco TMS を設定するために必要な主なタス クについて説明します。

概要

導入上の考慮事項

Cisco TMS は、 会議展開内で以下のサービスを提供します。

• スケジューリ ングおよび会議制御機能 （スケジュール済み会議用） の TelePresence Server 
上での直接実行。

• TelePresence Conductor と連動する個人の Collaboration Meeting Rooms （CMR） のプロビ
ジ ョ ニングおよびモニタ リ ングの有効化 （セクシ ョ ン6. Cisco Collaboration Meeting Rooms 
の導入を参照して ください）。

• CMR Hybrid の リ ソースの管理と割り当て （これについては、 後続のセクシ ョ ンで説明し
ます）。

Cisco TMS でのスケジュールおよびスケジュール済み会議の会議制御を許可するには、 1 つの 
TelePresence Conductor ノードを各 TelePresence Conductor ク ラスタから追加します。
TelePresence Server も  Cisco TMS に追加する必要があ り ます。

スケジュール済み会議に関する  Cisco TMS の導入タス ク ：

1. 各 TelePresence Conductor ク ラスタから  1 つの TelePresence Conductor を追加します。

2. TelePresence Conductor の背後に TelePresence Server を追加します。

3. TelePresence Conductor およびすべての追加した TelePresence Server の更新を実行します。

4. スケジュール済みエイ リ アスを  Cisco TMS で作成します。

5. Cisco TMS によって生成された正規表現を使用して、 会議エイ リ アスを  TelePresence 
Conductor 内に作成します。 このドキュ メ ン ト の前の箇所で実行したスケジューリ ング
に割り当てられた会議テンプレート を使用します。

6. Cisco TMS 内の TelePresence Conductor の更新を実行します。

7. Cisco TMS 内の TelePresence Conductor 設定を編集します。 [予約の許可 （Allow booking） ] 
および [着信/送信SIP URIダイヤルの許可 （Allow incoming and outgoing SIP URI Dialing） ] 
を選択し、 両方向の H.323 ダイヤルを無効にします。

8. Cisco TMS 内の TelePresence Conductor 拡張設定を編集し、 Unified CM 内で設定された
ルート  パターン範囲を超えないよ うに数量を設定します。

9. Cisco TMS 設定の会議設定を編集し、 [ルーティ ングの優先MCUタ イプ （Preferred MCU 
Type in Routing） ] を  [Cisco TelePresence Conductor] に設定します。
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Cisco TMS および TelePresence Conductor は、 同様のエイ リ アスで設定する必要があ り ます。 ま
た、 これらは、 スケジュールされたコールを配置する場所を決定するために Cisco TMS によっ
て使用されます。 カスケーディ ングが無効の場合 （専用 TelePresence サーバ展開を使用してい
る場合は無効ではあ り ません）、 会議は単一の TelePresence Server のサイズを超える こ とはでき
ません。

スケジュール済み会議に関する Cisco TMS の導入タ スク

各 TelePresence Conductor ク ラスタから  1 つの TelePresence Conductor を  Cisco TMS に追加しま
す。 それらを適切なフォルダに追加し、 TelePresence Conductor で設定された管理者アカウン ト
を使用して適切な  IP ゾーンに割り当てます。Cisco TMS に設定された各 TelePresence Conductor 
に対して、 表 3-7 に リ ス ト されているよ うにパラ メータを設定します。

TelePresence Conductor を追加した後、 前述の TelePresence Conductor と同様の方法で、 各 
TelePresence Server を  Cisco TMS に追加します。 すべての TelePresence Server を追加したら、
TelePresence Conductor で更新を実行し、追加したすべての TelePresence Server でも更新します。

[TelePresence Conductor] タブで、 スケジュールされたコールに使用する  Cisco TMS のエイ リ ア
スを作成します。 表 3-8 に示されているよ うに、 下の方の設定は、 読み取り専用のため、 [保存
（Save） ] をク リ ッ ク した後にのみ表示されます。

表 3-7 TelePresence Conductor の Cisco TMS パラ メ ータ設定

設定 値 コ メ ン ト

[IPゾーン （IP Zone） ] 地域 IP ゾーン この設定は、 Cisco TMS にデバイスの物理的
な場所を知らせます

[ユーザ名
（Username） ]

[TMSadmin] この設定は、 TelePresence Conductor で設定さ
れたユーザ名に一致している必要があ り ます

[パスワード
（Password） ]

<パスワード>  

[使用タイプ （Usage 
Type） ]

その他  

表 3-8 TelePresence Conductor の Cisco TMS エイ リ アス設定

設定 値 コ メ ン ト  

[名前 （Name） ] [スケジュール済み
会議 （Scheduled 
meeting） ]

エイ リ アスに名前を指定します （たとえば、 「スケジュール済み会議」）。

[エイ リ アスパター
ン （Alias Pattern） ]

[8099%] パターンは固定値にする こ と も、 変数 （% で示されます） を含める こ
と もできます。 エイ リ アス  パターンは、 Unified CM のルート  パターン
に一致している必要があ り ます。

エイ リ アスの可変部分は、 [システム （Systems） ] > [ナビゲータ
（Navigator） ] > [TelePresence Conductorの選択 （select the TelePresence 
Conductor） ] > [拡張設定 （Extended Settings） ] で、 TelePresence 
Conductor 用に設定された [数字IDベース （Numeric ID Base） ] から  
Cisco TMS によって生成される こ とに注意して ください。
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[プラ イオ リ テ ィ
（Priority） ]

[1] エイ リ アスにプライオ リテ ィ を指定します。 も低い数値を持つエイ リ
アスが、 も高いプライオ リ ティにな り ます。 Cisco TMS が会議を作成
する と きに、 そのエイ リ アスが 初に使用されます。 そのエイ リ アスに
使用可能な リ ソースがない場合、 次に高い数値を持つエイ リ アスが使用
されます。

優先順位は 0 ～ 65535 の間の任意の数値に設定できます。

説明 [デフォル ト のスケ
ジュール済み会議
（Default scheduled 
conference） ]

このエイ リ アスの説明を入力します。

[マルチスク リーン
を選択 （Prefer for 
Multiscreen） ]

[いいえ （No） ] イマーシブ TelePresence システムを含む会議にエイ リアスを選択した場合、
Cisco TMS はこのフィールドがチェッ ク されているエイ リアスを使用しま
す。 も高いプライオリティを持つエイ リアスが 初に選択されます。

すべてのイマーシブ エイ リ アスが使用されている場合は、 会議にイ
マーシブ以外のエイ リ アスが使用されます。

チェ ッ クする場合は、 このエイ リ アスが使用するよ うに設定された 
TelePresence Conductor 会議テンプレー ト の [マルチス ク リーンの許可
（Allow multiscreen） ] が [はい （Yes） ] に設定されている こ と を確認し
て ください。

[予約の許可 （Allow 
booking） ]

[はい （Yes） ] [いいえ （No） ] が選択された場合、 このエイ リ アスは Cisco TMS の予
約では使用されません。

多数の予約が存在し、 それらが多すぎて削除できない特定のエイ リ ア
スの使用を停止する と きに、 この設定を使用できます。 この設定を使
用して予約を無効にする と、 後の予約が実行された時点で、 エイ リ
アスは削除できるよ うにな り ます。

[WebExでの予約の許
可 （Allow Booking 
with WebEx） ]

[はい （Yes） ] [はい （Yes） ] に設定する と、 このエイ リ アスを  Cisco Collaboration 
Meeting Rooms （CMR） Hybrid を含む予約で使用できます。

[会議ごとの 大参
加者 （Max 
Participants per 

Conference） ]

該当なし このエイ リ アスで会議を予約した場合、 この数値よ り も多い参加者が
選択される と、 会議を保存できな く な り ます。

この数値は理論上の 大値です。 会議に参加できる実際の人数は、 関
連する  TelePresence Conductor の会議テンプレー ト が設定される方法に
応じて、 少な く な く なる可能性があ り ます。

このフ ィールドは、 TelePresence Conductor に対応するエイ リ アスが存
在する場合にのみ、 有効にな り ます。

[参加者ごとの 大
画面 （Max Screens 
per Participant） ]

該当なし このエイ リ アスの参加者ごとの画面の 大数。

このフ ィールドは、 TelePresence Conductor に対応するエイ リ アスが存
在する場合にのみ、 有効にな り ます。

[正規表現 （Regular 
Expression） ]

該当なし TelePresence Conductor で設定する必要のあるエイ リ アスの正規表現。

[サービス設定
（Service Preference） ]

該当なし このエイ リ アスが リ ンク されるサービス設定。

TelePresence Conductor に対応するエイ リ アスが存在しない場合、 この
フ ィールドには何も表示されません。

表 3-8 TelePresence Conductor の Cisco TMS エイ リ アス設定 （続き）

設定 値 コ メ ン ト  
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TelePresence Conductor で対応するエイ リ アスを作成します。 初に、 Cisco TMS の 
[TelePresence Conductor] タブの下のエイ リ アス  [正規表現 （Regular Expression） ] フ ィールドで
生成された正規表現をコピーします。 表 3-8 に示されている例では、 生成されたエイ リ アスは 
(8099[^@]*).* にな り ます。

TelePresence Conductor で、 新しい会議エイ リ アスを作成し、 表 3-9 に示されているよ うに設定
します。

Cisco TMS 内で TelePresence Conductor を選択し、 デバイスの [更新の実行 （Force refresh） ] を
選択します。 追加情報が、 [TelePresence Conductor] タブ内の [サービス設定 （Service 
Preferences） ] の下に リ ス ト されます。

TelePresence Conductor は、 サービス設定の総容量を  Cisco TMS にレポート します。 [容量調整
（Capacity Adjustment） ] 設定によって、 この [サービス設定 （Service Preferences） ] で会議のス
ケジュールに使用できる総容量のパーセンテージを指定できます。

表 3-9 TelePresence Conductor エイ リ アス

設定 値 コ メ ン ト  

[名前 （Name） ] [デフォル ト のス
ケジュール済み
会議 （Default 
scheduled 

meeting） ]

エイ リ アスに名前を指定します （たとえば、 「スケジュール済み会議」）。

[着信エイ リ アス
（Incoming alias） ]

(8099[^@]*).* Cisco TMS からコピーした正規表現を貼り付けます。

[会議名
（Conference name） ]

\1 着信エイ リ アスから会議名に変更する方法を定義する正規表現の置換文
字列 （たとえば、 「\1」） を入力します。

静的値をこ こに入力する と、 同じエイ リ アスの同時使用は許可されな く
な り ます。 エイ リ アス  パターンに動的な部分が含まれている場合、 こ こ
に入力する正規表現の文字列にその部分が反映されているか確認します。

このフ ィールドで定義される  TelePresence Conductor の会議名は、
Cisco TMS の会議タイ トルとは関係ないこ とに注意して ください。

[プラ イオ リ テ ィ
（Priority） ]

[1] この会議エイ リ アスのプラ イオ リ テ ィ を入力します。 ダイヤルされるエ
イ リ アスが複数の会議エイ リ アスに一致する場合に、 このプラ イオ リ
テ ィが使用されます。 このよ う な場合、 も高いプラ イオ リ テ ィ （0 に
も近い値） を持つ会議エイ リ アスが使用されます。

[会議テンプレート
（Conference 
template） ]

スケジュール済
み個人向けマル
チパーテ ィ  720p 
HD ビデオ テン
プレート

[TelePresence Conductor構成 （TelePresence Conductor configuration） ] セク
シ ョ ンでスケジュールするために割り当てた会議テンプレー ト のいずれ
かを選択します。

[ロールタイプ
（Role Type） ]

[参加者
（Participant） ]

この設定は、 この会議エイ リ アスを使用して会議にダイヤルする発信者
に割り当てられる特権を決定します。 選択可能なオプシ ョ ンは、 選択さ
れたテンプレート によって決定します。

[会議の作成の許可
（Allow conference to 
be created） ]

[いいえ （No） ] この設定は、 この会議エイ リ アスをダイヤルする参加者が会議を作成で
きるかど うかを決定します。 スケジュール済み会議は常に Cisco TMS に
よって作成されるので、 この設定を有効にしないでください。
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スケジュール専用に予約したブ リ ッジ  プールを使用する場合、 この設定は変更しないでくださ
い。 一方、 インスタン トおよび CMR 会議がスケジュールに使用されるブ リ ッジ  プールを共有
する場合、 パーセンテージを  100 % よ り も少な く設定する こ とによって、 スケジュールされな
い会議のために容量を確保しておきます。

100 % よ り も高いパーセンテージを設定する こ と もできます。 使用する容量よ り も多くの容量
をユーザが予約する傾向がある （たとえば、 5 個しか使用されないのに 10 個の会議用ダイヤル
インを予約する） 場合、 [容量調整 （Capacity Adjustment） ] を  120 % 以上に設定できます。

スケジュール済みコールに TelePresence Conductor を使用するには、 Cisco TMS 内の 
TelePresence Conductor の設定を編集する必要があ り ます。 H.323 ダイヤルは両方向で無効、 [予
約の許可 （Allow booking） ] は有効、 SIP ダイヤルは両方向で有効にする必要があ り ます。

以前に Cisco TMS のエイ リ アスでワイルド  カードが設定されていた場合、 ワイルド  カードの
代わりに使用される数値範囲は、 スケジュール済み会議の数値範囲が Unified CM で設定され
ている範囲に一致するよ うに設定する必要があ り ます。 表 3-10 に リ ス ト されているよ うに、
Cisco TMS の TelePresence Conductor の [拡張設定 （Extended Settings） ] を編集します。数字 ID 
は、 Unified CM から  TelePresence Conductor への ト ランクに設定されたルート  パターンに一致
している必要があ り ます。

表 3-10 TelePresence Conductor の拡張設定

設定 値 コ メ ン ト

[数字IDベース （Numeric ID 
Base） ]

1000 エイ リ アスの変数部分を作成する際に 
Cisco TMS が使用する 初の数値。 エイ リ ア
スの非変数部分と この数値の組み合わせは、
スケジュール済み会議にダイヤルする参加者
によって使用されるダイヤル文字列にな り ま
す （例 ： 80991000）。

[数字IDステップ （Numeric ID 
Step） ]

[1] Cisco TMS は、 エイ リ アスが重複しないよ う
に、 この数値を  [数字IDベース （Numeric ID 
Base） ] に追加します。 会議が終了する と、
エイ リ アスは新しい会議で使用できるよ うに
な り ます。

[数字IDの桁数 （Numeric ID 
Quantity） ]

1999 Cisco TMS が [数字IDステップ （Numeric ID 
Step） ] の増分を使用して [数字IDベース
（Numeric ID Base） ] から  数値を増やす回数。
この数値は、 大値がスケジュールに割り当
てられた範囲を超えないよ うに設定する必要
があ り ます （80991000 ～ 80992999）。

[会議レイアウ ト （Conference 
Layout） ]

デフォル ト  
ビュー ファ ミ
リ

すべての会議のデフォル ト  レイアウ ト を設定
します。

[ポート をスケジュール済み参
加者の数に制限する （Limit 
Ports to Number of Scheduled 

Participants） ]

オン すべての会議に対して、 ポー ト を音声および
ビデオのスケジュール済み参加者の数 （会議
の予約時にスケジュールされた数） に制限し
ます。 この数値を超えて会議に参加する こ と
はできません。
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スケジュールに TelePresence Conductor を使用するよ うに Cisco TMS を設定する こ とは重要で
す。 それ以外の場合、 スケジュールは失敗します。 [管理ツール （Administrative Tools） ] > [設
定 （Configuration） ] > [会議設定 （Conference Settings） ] で、 表 3-11 に示されているよ うに設
定を編集します。

要約

上記の導入タスクを完了する と、 Cisco TMS は、 スケジュール済み会議のために TelePresence 
Conductor と通信するよ うに設定されます。

6. Cisco Collaboration Meeting Rooms の導入

このセクシ ョ ンでは、 Cisco Collaboration Meeting Rooms （CMR） を導入するために必要な主な
タス クについて説明します。

概要

表 3-11 Cisco TMS Conference 設定

設定 値 コ メ ン ト

[ルーテ ィ ングの優先 MCU タ イプ
（Preferred MCU Type in Routing） ]

[Cisco TelePresence 
Conductor]

スケジュールする場合に、 他
のデバイスよ り も  
TelePresence Server を優先し
ます。

CMR のための Unified CM の導入タス ク ：

1. Unified CM と  TelePresence Conductor の間に早期オファー SIP ト ランクを設定します。こ
こでは、 以前に設定した SIP ト ランク  ST_CONDUCTOR_PM_CMR_SCHED1-1 を使用し
ます。

2. 関連ト ランクが含まれるルート  リ ス ト を指定する  CMR 数字エイ リ アスの新規ルート  パ
ターンを設定します。 こ こでは、 以前に設定したルート  リ ス ト  RL_PM_CMR_SCHED 
を使用します。

3. インポー ト済みグローバル ダイヤル プラン  カタログ （例 ： ルー ト文字列 cmr.route） を
作成し、 一括管理ツール （BAT） を使用して CMR SIP URI をグローバル ダイヤル プラ
ン  カタログにインポート します。

4. タス ク  2 で使用したルート  リ ス ト （RL_PM_CMR_SCHED） を指定する  CMR URI のグ
ローバル カタログのルート文字列で SIP ルート  パターンを作成します。

CMR のための TelePresence Conductor の導入タス ク ：

5. 1 つ以上のブ リ ッジ  プールおよびサービス設定を設定します。 共有スケジューリ ング  モ
デルを使用する場合、 スケジュールに使用される同じブ リ ッジ  プールのいずれかを使用
します。 または、 専用モデルを使用する場合、 スケジュールされない会議専用の新しい
ブ リ ッジ プールを作成します。

6. TelePresence Conductor 内で読み取り /書き込みアクセス  レベルと  API アクセスを有効に
した管理者アカウン ト を作成します。
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導入上の考慮事項

Cisco Collaboration Meeting Rooms （CMR） は、 エンタープラ イズのデータセンターに配置され
る  TelePresence インフラス ト ラ クチャに作成される無期限の会議に類似します。 各 CMR には、
ユーザが会議を開始するためにいつでも発信できるビデオ アド レスの固有のセッ ト が存在しま
す。 これらのビデオ アド レスは、 数字エイ リ アスまたは SIP URI の形式で指定できます。 各 
CMR は、 個々のユーザに関連付ける こ とができ、 ユーザの Cisco TelePresence Management 
Suite Provisioning Extension （TMSPE） ポータルから作成する こ とができます。

Cisco CMR は、 参加者が位置している場所に関わり な く、 TelePresence を使用して会議に参加
する簡単な方法を提供します。 すべてのユーザは、 ラ ップ ト ップ、 テレプレゼンス会議室、 デ
スク ト ップ エンドポイン ト 、 またはモバイルデバイスから同じ仮想会議室にダイヤルします。

CMR の導入には、 Unified CM、 TelePresence Conductor、 および Cisco TMSPE の導入も必要で
す。 以下のセクシ ョ ンでは、 CMR の各コンポーネン ト の導入に関するプロセスの概要を説明
します。

ヒ ン ト CMR を開始する前に、 会議エイ リ アスの形式 （数字または SIP URI） を決定します。

CMR のための Unified CM の導入タ スク

Unified CM の主な機能は、 TelePresence Conductor へのコール ルーティ ング、 および 
TelePresence Conductor からのコール ルーティ ングを処理する機能です。早期オファーで有効に
された SIP ト ランクを使用して、 Unified CM を  TelePresence Conductor に接続します （スケ
ジュール済み会議用に以前に設定されたものと同じ ト ランク
（ST_CONDUCTOR_PM_CMR_SCHED1-1） を使用します）。 ユーザが CMR 会議エイ リ アスに
ダイヤルする と、 コールは SIP ト ランク経由で TelePresence Conductor に送信されます。 同様
に、TelePresence Conductor は、自動ダイヤル参加者用の SIP ト ランク経由で Unified CM にコー
ルを送信できます。 会議エイ リ アスには、 2 つの形式 （SIP URI と数字） があ り ます。 ダイヤル 
プラン設計には、 CMR の数字エイ リ アス と  SIP URI の両方のコール ルーティ ングを含める必
要があ り ます。 ダイヤル プラン設計の詳細については、 コール制御の章を参照して ください。

Cisco Collaboration Meeting Rooms （CMR） は、 個々のユーザに対して作成できます。 CMR 数
字エイ リ アスは、 ユーザの DID 番号に基づかせる こ とができます。 表 3-12 には、 コール制御
の章のダイヤル プランのサンプルを使用した導入用の CMR 数字エイ リ アスの範囲が示されて
います。

CMR のための Cisco TMSPE の導入タス ク ：

7. Cisco TMSPE を  Cisco TMS にインス トールして、 アクテ ィブにします。

8. ユーザ グループ [エグゼクテ ィブ （Executive） ] と  [マーケティ ング （Marketing） ] を作
成し、 対応する  AD グループに属するユーザを  Active Directory から インポート します。

9. [TelePresence Conductor設定 （TelePresence Conductor setting） ] オプシ ョ ンを使用して、
TelePresence Conductor ノードを  1 つだけ各ク ラスタから  TMSPE に追加します。

10. 会議設定および会議エイ リ アスを定義する  CMR テンプレート を作成し、 必要に応じて
デフォル ト設定を変更します。

11. CMR を使用する権限を付与する  CMR テンプレート を各ユーザ グループに割り当てます。
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数字エイ リ アスでは、 表 3-13 に示されているよ うに、 無期限の会議用の TelePresence 
Conductor ルート  リ ス ト にルーテ ィ ングする各サイ ト のルート  パターンを設定します。

CMR 用の SIP URI では、 ド メ イン部分をエンド  ユーザ ディ レク ト リ  URI と同じにし、 URI の
ユーザ部分を設定します （たとえば、 {username}.cmr@ent-pa.com）。 ディ レ ク ト リ と  CMR URI 
ダイヤルの両方に単一ド メ インを使用する と、 CMR が複数の Conductor システムまたはク ラス
タにホス ト されている場合に、 ダイヤル プラン設計が簡略化されます。 また、 ユーザは、
CMR を入力するために URI のユーザ部分しか入力する必要はあ り ません。 Unified CM は、 ド
メ イン部分を自動的に追加してダイヤルを完成します。 これは、 ユーザ エクスペリエンスを大
き く向上させます。

URI のコール ルーティ ングを設定するには、 インポート済みグローバル ダイヤル プラン  カタ
ログ （例 ： ルー ト文字列 cmr.route） を作成します。 次に、 システム内のすべてのユーザの 
CMR SIP URI の リ ス ト を作成します （新規ユーザがシステムに追加されるたびに実行します）。
また、 一括管理ツール （BAT） を使用して URI をグローバル ダイヤル プラン  カタログにイン
ポート します。 その後、 表 3-14 に示されているよ うに、 無期限の会議用の TelePresence 
Conductor ルート  リ ス ト にルーテ ィ ングするグローバル カタログのルート文字列を使用して、
ド メ イン  ルーテ ィ ング  SIP ルート  パターンを設定します。

CMR のための TelePresence Conductor の導入タ スク

TelePresence Conductor は、 1 つ以上のブ リ ッジ  プールおよびサービス設定で設定する必要があ
り ます。 Cisco TMSPE ポータルを使用して作成したすべての CMR は、 この TelePresence 
Conductor にホス ト されます。 TelePresence Conductor および Unified CM は、 早期オファー SIP 
ト ランクを介して接続されます。 共有リ ソース  モデルを使用している場合、 スケジュール済み
会議用に TelePresence Conductor で以前に設定したブ リ ッジ プールおよびサービス設定を  CMR 
で再使用できます。 それ以外の場合、 CMR のインスタン ト会議用に TelePresence Conductor で
以前に設定したブ リ ッジ  プールおよびサービス設定を使用します。 また、 TelePresence 

表 3-12 CMR 数字エイ リ アスの範囲

サイ ト +E.164 DID 範囲 CMR 数字エ イ リ アスの範囲

SJC +1 408 555 4XXX 8-004-4XXX

RTP +1 919-555 1XXX 8-005-1XXX

RCD +1 972 555 5XXX 8-006-5XXX

表 3-13 CMR 数字エイ リ アスのルー ト  パターン設定

パターン パーテ ィ シ ョ ン
ゲー ト ウ ェ イまたは
ルー ト  リ ス ト 説明

80044XXX ESN RL_PM_CMR_SCHED SJC DID 範囲に一致するパターン

80051XXX ESN RL_PM_CMR_SCHED RTP DID 範囲に一致するパターン

80065XXX ESN RL_PM_CMR_SCHED RCD DID 範囲に一致するパターン

表 3-14 CMR URI の SIP ルー ト  パターン設定

パターン パーテ ィ シ ョ ン ゲー ト ウ ェ イまたはルー ト  リ ス ト

cmr.route URI RL_PM_CMR_SCHED
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Conductor 内で読み取り /書き込みアクセス  レベルと  API アクセスを有効にした管理者アカウン
ト を作成します。 Cisco TMSPE は、 CMR を作成するために、 この管理者アカウン ト を使用し
て、 TelePresence Conductor にアクセスします。

ヒ ン ト TelePresence Conductor で設定されたエイ リ アス とテンプレー トは、 TMSPE では使用されませ
ん。 その代わりに、 エイ リ アス とテンプレー トは TMSPE 内で設定します。

CMR のための Cisco TMSPE の導入タ スク

Cisco TMSPE （Cisco TMS と と もに使用） は、 ユーザに CMR を作成するためのポータルを提供
します。 このためには、 Cisco TMSPE を  Cisco TMS にインス トールし、 アクテ ィブにする必要
があ り ます。 Cisco TMSPE を使用する と、 管理者は、 CMR を使用する権限を付与する  1 つ以
上のユーザ グループ内にユーザを作成した りユーザをインポート した りできます。 たとえば、
ユーザ グループは、 ユーザがメ ンバーである  Active Directory のグループに一致させる こ とが
できます。 または、 ユーザ グループは、 ユーザが存在する  Active Directory の組織単位 （OU）
に一致させる こ と もできます。 Cisco TMSPE では、 ユーザ グループ [エグゼクテ ィブ
（Executive） ] と  [マーケテ ィ ング （Marketing） ] を作成し、 対応する  AD グループに属するユー
ザを  Active Directory から インポー ト します。 表 3-15 に、 ユーザをユーザ グループにインポー
トするための Active Directory の検索フ ィルタの リ ス ト を示します。 TMSPE 内の TelePresence 
Conductor 設定オプシ ョ ンを使用して、管理者は CMR の導入に使用する  TelePresence Conductor 
を指定できます。 各 TelePresence Conductor ク ラスタに対して、 管理者は、 Conductor ノードの 
1 つを指すレコードを  1 つだけ作成する必要があ り ます。 TelePresence Conductor 設定を構成す
るには、 こ こで TelePresence Conductor で作成された管理者アカウン ト を使用します。

CMR テンプレートは、 TelePresence Conductor の会議テンプレートおよび会議エイ リ アスに対
応します。 CMR テンプレート を使用して、 管理者は会議属性 （たとえば、 会議品質、 内容品
質、 会議 PIN など）、 会議エイ リ アス （SIP URI と数字エイ リ アスのいずれかまたは両方）、 お
よび CMR 作成用の TelePresence Conductor を指定できます。1 つの CMR テンプレート を各ユー
ザ グループに割り当て、 そのグループ内のユーザが Cisco TMSPE ポータルを使用して独自の 
CMR を設定できるよ うにします。

ユーザが CMR を作成する と、 Cisco TMSPE は、そのユーザのグループに関連付けられた CMR 
テンプレート で定義された設定を適用します。 また、 プロビジ ョ ニング  API コールを実行し
て、 TelePresence Conductor に会議を作成します。 これ以上、 管理者が実行する必要のある操作
はあ り ません。

（注） Cisco TMSPE を使用して作成された  CMR は、 TelePresence Conductor Web インターフェイスか
らは変更できません。 TelePresence Conductor を使用して作成された会議テンプレートおよびエ
イ リ アスは、 Cisco TMSPE からは変更できません。

表 3-15 ユーザをユーザ グループにイ ンポー ト するための検索フ ィ ルタ

ユーザ グ
ループ 検索フ ィ ルタ

エグゼク
テ ィブ

(&(objectClass=user)(memberof=cn=executive, ou=enterprise, dc=ent-pa, dc=com))

マーケテ ィ
ング

(&(objectClass=user)(memberof=cn=marketing, ou=enterprise, dc=ent-pa, dc=com))
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要約

上記の導入タスクを完了したら、 ユーザは Cisco TMSPE ポータルにログインして、 CMR の作
成、 および対応する  SIP URI と数字エイ リ アスの生成ができます。 ユーザは SIP URI または数
字エイ リ アスをダイヤルして会議を開始できます。

7. WebEx および Collaboration Meeting Rooms （CMR） Hybrid の導入

このセクシ ョ ンでは、 Cisco CMR Hybrid を有効にするために必要な主なタス クについて説明し
ます。

概要

TelePresence Conductor for CMR Hybrid の導入タス ク ：

1. 以前に設定した TelePresence Conductor およびスケジュール済み会議のエイ リ アスを  
CMR Hybrid 会議に使用できます。

CMR Hybrid のための Unified CM の導入タス ク ：

2. WebEx サイ ト に一致し、 Expressway-C ルート  リ ス ト を指す SIP ルート  パターンを設定
します。

CMR Hybrid のための Expressway の導入タス ク ：

3. TLS 検証を使用し、 暗号化を実行し、 および TLS 検証名 sip.webex.com を使用する新規 
DNS ゾーンを作成します。

4. WebEx ド メ インを含むすべての URI に一致し、 追加されたすべての文字を削除する検索
ルールを作成します。

CMR Hybrid のための Cisco TMS の導入タス ク ：

5. WebEx 統合オプシ ョ ン  キーをインス トールします。

6. WebEx サイ ト を  Cisco TMS に追加します。

7. CMR Hybrid の使用が有効にされたユーザの Cisco TMS ユーザ プロファ イルに以下の属
性を設定します。

– WebEx ユーザ名

– WebEx パスワード （シングルサインオンが有効にされていない場合）

– アカウン ト を持っている  WebEx サイ ト

CMR Hybrid のための Cisco TMSXE の導入タス ク ：

8. 関連するユーザ用に、 Outlook への WebEx と  TelePresence の統合プラグインをダウン
ロード してインス トールします。

9. webex@company.com などの WebEx Scheduling Mailbox を以下の設定値に設定します。

– カレンダー アテンダン ト をオフにする。

– AddNewRequestTentatively を  [無効 （Disabled） ] に設定する。 .

10. TMSXE が CMR Hybrid 予約について TMSXE 内の WebEx Scheduling Mailbox をモニタす
るよ うにそれらのメールボッ ク スを設定します。
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導入上の考慮事項

Cisco CMR Hybrid は次の主要な機能を提供します。

• WebEx アプ リ ケーシ ョ ン とテレプレゼンス  デバイスの間の 大 720p 画面解像度での双方
向ビデオ

• 統合音声とプレゼンテーシ ョ ン共有 （会議に参加するすべてのユーザのアプ リ ケーシ ョ ン
およびデスク ト ップ コンテンツの共有機能を含む）

• 会議のネッ ト ワークベースのレコーディ ング （コンテンツ共有、 チャ ッ ト 、 およびポーリ
ングを含む）

• Cisco TelePresence Management Suite （Cisco TMS） を使用した統合会議スケジュール （これ
によ り、 ユーザは Cisco CMR Hybrid 会議のスケジュールを簡単に行えます）

• Cisco Expressway-E が提供する メディア暗号化によって実現される安全なコール制御およ
び接続

• Cisco TelePresence Conductor によって提供される  TelePresence Server の管理と会議リ ソース
の割り当て

• サードパーテ ィのテレプレゼンス  デバイス との相互運用性

Cisco TMS での Cisco CMR Hybrid 会議をスケジュールする各ユーザは、WebEx サイ ト上のホス
ト アカウン ト を持っている必要があ り ます。

ヒ ン ト Cisco WebEx Meeting Center for CMR Hybrid 導入環境の 小バージ ョ ン と して  WBS29 を使用す
る こ と をお勧めします。

SIP 音声または PSTN 音声のいずれかを使用して、 CMR Hybrid を導入できます。 これは、
Microsoft Outlook への統合、 Cisco Smart Scheduler、 または Cisco WebEx Scheduling Mailbox の
いずれかを使用してスケジュールできます。

CMR Hybrid のための音声の導入タスク ：

11. 導入要件に関する 適な音声接続タイプを選択し、 関連する設定を有効にします。

CMR Hybrid のための WebEx サイ ト管理者の導入タスク ：

12. Cisco TelePresence 統合 （Meeting Center のみ） を有効にします。

13. 以下のその他の設定を行います。

– Cisco TMS 予約サービスの URL

– カレンダー上の Cisco TelePresence 会議の リ ス ト

– 会議ホス トへの招待メールの送信

– フ リーダイヤル電話番号の参加者への表示

– VoIP およびビデオ接続の [自動暗号化UDP/TCP SSL （Automatically encrypted 
UDP/TCP SSL） ] への設定

– 目的の音声接続に基づいた関連する音声設定の設定

14. Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを、 CMR Hybrid を使用するすべてのユー
ザに割り当てます。
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 会議の導入プロセス
TelePresence Conductor for CMR Hybrid の導入タ スク

以前に設定した TelePresence Conductor およびスケジュール済み会議のエイ リ アスを  
CMR Hybrid 会議に使用できます。

CMR Hybrid のための Unified CM の導入タ スク

スケジュール済み会議のために Unified CM が Cisco Expressway および TelePresence Conductor 
と通信可能にするための以前の設定によって、 CMR Hybrid との通信も可能にな り ます。
TelePresence Conductor から  WebEx サイ トへのコールが正し くルーティ ングされるよ うに、 追
加の設定が 1 つ必要にな り ます。 それは、 Expressway-C ルート  リ ス ト にルーテ ィ ングするため
の WebEx サイ ト （例 ： yoursite.example.com） に一致する  SIP ルート  パターンの設定です。

CMR Hybrid のための Expressway の導入タ スク

Cisco Expressway-E では、 特定のルート認証局によって署名され、 WebEx ク ラ ウ ドの DST ルー
ト  CA 証明書とサーバ証明書を発行した CA の CA 証明書の両方を信頼するサーバ証明書が必
要にな り ます。 サポート されるルート  CA の リ ス ト については、 次のページで入手可能な
『Cisco Collaboration Meeting Rooms （CMR） Hybrid Configuration Guide （Cisco Collaboration 
Meeting Rooms （CMR） Hybrid 構成ガイ ド）』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-

installation-and-configuration-guides-list.html [英語]

TLS 検証が有効にされ、 TLS 検証名と して sip.webex.com を使用する  Expressway-E 上の新規 
DNS ゾーンを設定します。 WebEx ド メ インに一致する この DNS ゾーンを指すよ うに検索ルー
ルを設定します。

注意 コールのメディア部分が失敗する原因となる不具合があるため、 スタテ ィ ッ ク  NAT は 
Expressway-E では使用できません。 スタテ ィ ッ ク  NAT が必要な場合は、 『Cisco Collaboration 
Meeting Rooms （CMR） Hybrid Configuration Guide （Cisco Collaboration Meeting Rooms （CMR）
Hybrid 構成ガイ ド）』 に示された推奨回避策を参照して ください。

CMR Hybrid のための Cisco TMS の導入タ スク

初に、 WebEx 統合オプシ ョ ン  キーを  Cisco TMS にインス トールします。 このキーがないと、
CMR Hybrid 会議をスケジュールできません。 WebEx サイ ト を  Cisco TMS に追加し、 このサイ
トへの接続を開始します。

Cisco TMS を使用して会議をスケジュールするには、 信頼するよ うにサーバで設定したユーザ
名とパスワードが必要にな り ます。 Active Directory のユーザは信頼されますが、 Cisco TMS 
ユーザ プロファ イルに格納された以下の情報が必要にな り ます。

• WebEx ユーザ名

• WebEx パスワード （シングルサインオンが有効にされていない場合）

• アカウン ト を持っている  WebEx サイ ト
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 会議の導入プロセス
CMR Hybrid のための Cisco TMSXE の導入タ スク

すべてのク ラ イアン ト  タ イプが Cisco TMSXE を使用して会議を予約できるよ うにするには、
Cisco TMSXE を使用して CMR Hybrid 会議をスケジュールするための以下の 2 つのオプシ ョ ン
を有効にします。

• Microsoft Outlook 用の WebEx 生産性向上ツール プラグイン

ユーザは、 Microsoft Outlook の [WebEx ミーティング オプシ ョ ン （WebEx Meeting Options） ] 
パネルを使用して WebEx を会議に追加します。

• WebEx Scheduling Mailbox の使用

ユーザは、 特別な招待先 （WebEx メールボッ ク ス） を含める こ とによって、 WebEx を会議
招待に電子メール ク ラ イアン ト から直接追加します。

TMSXE 予約サービスを通常と して設定する必要があ り ます。

WebEx および Outlook プラグインへの TelePresence 統合を使用して会議をスケジュールする会
議の主催者は、TelePresence に関する  WebEx 生産性向上ツールを  WebEx サイ ト からダウンロー
ド してインス トールする必要があ り ます。

WebEx Scheduling Mailbox を有効にするには、 会議が CMR Hybrid に対して有効にされる と き
に常にスケジューリ ング参加者と して使用する  Microsoft Exchange の新規ユーザ メールボッ ク
スを作成します。 このメールボッ ク スのカレンダー アテンダン ト をオフにし、 新しい要求が仮
の予定と してマーク されないよ うに AddNewRequestsTentatively 設定を無効にします。 また、
アカウン ト に関連付けられた AD ユーザも無効にします。

TMSXE が CMR Hybrid 予約についてモニタするアカウン ト を認識するよ うに、 WebEx 
Scheduling Mailbox と して TMSXE で新規メールボッ ク スを設定します。

CMR Hybrid のための音声の導入タ スク

CMR Hybrid では、 以下の音声接続オプシ ョ ンをサポート します。 顧客の好みに応じて方式を
選択します。

• SIP 音声 ：

– SIP 音声を使用するよ うに Cisco TMS で WebEx サイ ト を設定します。

– WebEx サイ ト でハイブ リ ッ ド  モードを有効にします。

• PSTN 音声 ：

– PSTN 音声を使用するよ うに Cisco TMS で WebEx サイ ト を設定します。

– WebEx サイ ト でハイブ リ ッ ド  モードを有効にします （オプシ ョ ン）。

– PSTN コールが PSTN ゲート ウェ イをパススルーして WebEx に渡るよ うに設定します。

• TSP 音声 ：

– MACC ド メ イン  インデッ ク スおよびオープン  TSP 会議室 WebEx 設定を設定します。

– TSP ダイヤル文字列を設定します。

– 会議を開く方法を設定します。

– 会議の主催者の TSP 音声を設定します。
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関連資料
CMR Hybrid のための WebEx サイ ト 管理者の導入タ スク

CMR Hybrid が機能するよ うに WebEx サイ ト を設定します。 主な設定は、 以下のとおりです。

• Cisco WebEx OneTouch 会議の許可 （Meeting Center のみ）

• Cisco TMS 予約サービスの URL

• カレンダー上の Cisco TelePresence 会議の リ ス ト

• 会議ホス トへの招待メールの送信

• フ リーダイヤル電話番号の参加者への表示

• VoIP およびビデオ接続の [自動暗号化UDP/TCP SSL （Automatically encrypted UDP/TCP 
SSL） ] への設定

• 目的の音声接続に基づいた関連する音声設定

設定を完了するには、 Meeting Center TelePresence セッシ ョ ン  タ イプを  WebEx サイ ト でホス ト  
アカウン ト に割り当てる必要があ り ます。 これは、 個々のユーザ用に [ユーザの編集 （Edit 
User） ] 画面を開くか、 [ユーザ リ ス ト の編集 （Edit User List） ] 画面から各ユーザの適切なセッ
シ ョ ン  タ イプを選択する こ とによって実行できます。

要約

上記の導入タスクを完了する と、 ユーザが TelePresence 会議および CMR Hybrid 会議を作成す
るための CMR Hybrid の準備が整います。

関連資料
• 『Cisco Personal Multiparty At-A-Glance （Cisco Personal Multipartyの概要）』

http://www.cisco.com/c/dam/en/us/solutions/collateral/collaboration/pervasive-conferencing/at-a-

glance-c45-729835.pdf [英語]

• 『Cisco TelePresence Management Suite (TMS) and CMR Hybrid deployment guides （Cisco 
TelePresence Management Suite （TMS） および CMR Hybrid 導入ガイ ド）』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-

installation-and-configuration-guides-list.html [英語]

• 『Cisco TelePresence Conductor and Collaboration Meeting Rooms （CMR） Premises (optimized 
conferencing) deployment guides （Cisco TelePresence Conductor および Collaboration Meeting 
Rooms （CMR） プレ ミ ス （ 適化された会議） 導入ガイ ド）』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/products-installation-a

nd-configuration-guides-list.html [英語]

• 『Cisco TelePresence Conductor API guides （Cisco TelePresence Conductor API ガイ ド）』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-conductor/products-programmin
g-reference-guides-list.html

• 『Cisco TelePresence Server Release Notes （Cisco TelePresence Server リ リース  ノー ト ）』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-server/products-release-notes-list.

html [英語]
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企業のコ ラボレー

2015 年 1 月 22 日
C H A P T E R 4

コ ラボレーシ ョ ン エ ッ ジ

改訂日 ： 2015 年 1 月 22 日
 

この章では、 コ ラボレーシ ョ ン  ネッ ト ワーク境界におけるサービスへのアクセスを定義する一
連のサーバとゲート ウェ イを含むコラボレーシ ョ ン  エッジ推奨アーキテクチャについて説明し
ます。 コ ラボレーシ ョ ン  エッジ推奨アーキテクチャは、 インターネッ トや PSTN などのパブ
リ ッ ク  ネッ ト ワークへのアクセスを提供します。

コ ラボレーシ ョ ン  エッジの詳細なアーキテクチャの説明のあとに、 インターネッ ト  アクセス
用の Cisco Expressway と  PSTN アクセス用の Cisco Unified Border Element の展開方法に関する
展開の概要セクシ ョ ンが続きます。 また、 コ ラボレーシ ョ ン  エッジのハイ  アベイ ラビ リ テ ィ、
コ ラボレーシ ョ ン  エッジのセキュ リ テ ィ、 およびコ ラボレーシ ョ ン  エッジ ソ リ ューシ ョ ンの
スケーリ ングについても取り上げます。 さ らに、 コ ラボレーシ ョ ン  エッジの展開プロセスに関
するセクシ ョ ンでは、 Cisco Expressway、 Cisco Unified Border Element、 Cisco 音声ゲート ウェ
イ、 および Cisco ISDN ビデオ ゲート ウェ イの展開方法に関する詳細情報を提供します。

この章の変更点

表 4-1 に、 この章に新し く追加された ト ピ ッ ク、 またはこのマニュアルの以前の リ リースから
大幅に改訂された ト ピ ッ クの一覧を示します。

表 4-1 本リ リースで追加または変更された情報

新規 ト ピ ッ ク または改訂された ト ピ ッ ク 説明箇所 改訂日

IP ベース  ダイヤ リ ング 「Business-to-Business （B2B） コールの IP ベー
ス  ダイヤ リ ング」 （P.4-20）

2015 年 1 月 22 日

宛先エンドポイン ト に も近い Expressway の
選択

「着信コールに関する留意点」 （P.4-38） 2015 年 1 月 22 日

XMPP フェデレーシ ョ ン 「インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス  
フェデレーシ ョ ン」 （P.4-8）

「Expressway-C と  Expressway-E 経由の外部 
XMPP フェデレーシ ョ ンの展開」 （P.4-21）

2015 年 1 月 22 日
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コア コ ンポーネン ト

コ ラボレーシ ョ ン  エッジ アーキテクチャのコア  コンポーネン ト を以下に示します。

• Cisco Expressway-C と  Expressway-E ： 音声と ビデオのインターネッ ト接続と ファ イア
ウォール ト ラバーサル用

• Cisco Unified Border Element ： IP ト ランク経由の音声 PSTN 接続用

• PSTN 音声ゲート ウェイ ： 直接音声 PSTN 接続用

• ISDN ビデオ ゲート ウェイ ： 直接ビデオ ISDN 接続用

主な利点

• 実装されているテク ノ ロジーや使用されているパブ リ ッ ク  ネッ ト ワークに関係な く、 顧客
やパートナーに接続します。

• 回復力のある、 柔軟で拡張可能なアーキテクチャを提供します。

• ハード ウェア  ク ラ イアン ト と ソフ ト ウェア  ク ラ イアン ト がパブ リ ッ ク  ネッ ト ワーク （イ
ンターネッ トや PSTN） にアクセスできるよ うにします。

• Cisco Mobile ク ラ イアン ト 、 リ モー ト  ク ラ イアン ト 、 およびエンドポイン ト にコ ラボレー
シ ョ ン  サービスへのセキュアな VPN レス  アクセスを提供します。

アーキテクチャ
コ ラボレーシ ョ ン  エッジのアーキテクチャは、 2 つの主要なネッ ト ワーク （インターネッ ト と  
PSTN） と インターフェイス接続します。

インターネッ ト接続は、 VPN レス  モバイルおよびリモー ト  アクセス （MRA） と  
Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンを可能にします。 これらのサービスを使用す
れば、 Jabber ユーザとハード ウェア  ビデオ エンドポイン トは、 組織のネッ ト ワーク境界の外側
にある企業コラボレーシ ョ ン  サービスに安全にアクセスして、 外部組織との 
Business-to-Business （B2B） 音声およびビデオ通信を実現できます。

Cisco Expressway-C と  Expressway-E は、 ファ イアウォール境界を横断しなければならないほと
んどのケースでペアと して展開する必要があ り ます。 Expressway-C を内部ネッ ト ワークに、
Expressway-E を緩衝地帯 （DMZ） に配置する こ とによって、 ファ イアウォールの両側でファ イ
アウォール ト ラバーサル機能を有効にします。 加えて、 Expressway-C と  Expressway-E をそれ
ぞれク ラスタ化する こ とができます （図 4-1 を参照）。 ほとんどの場合、 横断するファ イア
ウォール境界はインターネッ ト接続ですが、 個人所有デバイス持ち込み （BYOD） 接続用の別
の企業 WiFi ネッ ト ワークの場合もあ り ます。複数の Expressway-C と  Expressway-E のペアを使
用して地理的に分散した展開でこのアーキテクチャを使用した場合、 Business-to-Business
（B2B） コールは も近いインターネッ ト  ブレークアウ ト  ポイン ト に転送されます。 ビデオ ト
ラフ ィ ッ クは、 インターネッ ト  ブレークアウ トへの 短パスを通って社内ネッ ト ワークに到達
します。 同じ考え方が、 も近いインターネッ ト入口点に転送される  MRA ユーザ ト ラフ ィ ッ
クにも適用されます。
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図 4-1 アーキテ クチャの概要

 

PSTN 接続は、 通信事業者ネッ ト ワーク との音声およびビデオ通信を可能にします。 また、
PSTN 接続は次のよ う な方法で実現できます。

• 通信事業者への IP ト ランク経由。 通常は音声専用サービス用。 この接続は、 サービス統合
型ルータ （ISR） G2/G3 またはアグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータ （ASR） 上の Cisco 
Unified Border Element （CUBE） によって提供されます。 Cisco Unified Border Element は、
通信事業者のネッ ト ワークが企業ネッ ト ワーク と通信するセン ト ラル サイ ト に展開する必
要があ り ます。

• 音声ゲート ウェ イ経由。 ゲー ト ウェ イには、 シスコ  サービス統合型ルータ （ISR） G2/G3 
などのさまざまなルータ  プラ ッ ト フォーム上のアナログ  インターフェイス と  ISDN イン
ターフェイスが含まれます。 このマニュアルでは、 ISDN 音声インターフェイスのみを取り
上げます。 音声ゲート ウェ イは、 PSTN 接続が必要なサイ ト でローカルに展開する必要が
あ り ます。

• PSTN へのレガシー H.320 ビデオ アクセスを可能にする  Cisco TelePresence ISDN 
Gateway 3241 または MSE 8321 経由。 TelePresence ISDN Gateway は、 ISDN ビデオ接続が必
要なすべての場所で一元管理する必要があ り ます。 TelePresence ISDN Gateway の特性と コ
ス ト から、 複数の場所を通して共有する こ とができます。
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ビデオ コール用のインターネッ ト通信 （Expressway） と音声専用コール用の IP PSTN 接続
（CUBE） の展開に関連したコス ト を削減できます。 ただし、 次の点に注意して ください。

• すべての会社がビデオ システムに対応したインターネッ ト通信を利用できるわけではあ り
ません （Business-to-Business （B2B））。 ビデオ通信専用に ISDN を使用しているパートナー
や顧客が存在する場合は、 ビデオ ゲート ウェ イ もお勧めします。

• IP ネッ ト ワークの信頼性は徐々に向上していますが、 ネッ ト ワークの接続性の問題で リ
モー ト  サイ ト から集中型 IP PSTN サービスにアクセスできない場合があ り ます。 このよ う
なサイ ト で日常業務の実行を  PSTN 接続に大き く依存している場合は、 集中型アクセス用
のバッ クアップと して使用されるローカル PSTN 接続をお勧めします。

PSTN に関する推奨事項を以下に示します。

• PSTN を一元管理します。 これによ り、 運用コス ト と経費が削減されます。

• 日常業務の実行を  PSTN に大き く依存しているサイ ト専用のローカル PSTN 接続を設置し
ます。 このよ う な場合は、 ISDN チャネル数を削減する必要があ り ます。 これは、 中央の 
PSTN アクセスが使用できない状況でしか ISDN チャネルが使用されないためです。 これに
よ り、 ハード ウェア  コス ト が削減され、 管理が簡素化され、 資金の節約につながり ます。

上記の考察に基づく と、 音声用に PSTN への IP ト ランク接続、 ビデオ用にローカル PSTN ブレー
クアウ ト をバッ クアップと して使用したインターネッ ト を使用するこ とによ り、 大半の接続要件
を満たすこ とにな り ます。 ただし、 完全な接続性を提供するには、 インターネッ トにアクセスで
きないパートナーや顧客に到達するための ISDN ビデオ ゲート ウェイ もお勧めします。

シスコ  コ ラボレーシ ョ ン  エッジには、 ユーザが次のオプシ ョ ンにアクセスできるシナ リオが
含まれます。

• テレワーカやモバイル接続用のモバイルおよびリモー ト  アクセス （MRA）

• 組織間の Business-to-Business （B2B） ビデオ通信

• 携帯電話用と固定電話へのアクセス用の PSTN

• 既存の H.320 ビデオ システム と通信するための ISDN ビデオ アクセス

これらのシナ リ オでは、 社内のユーザまたはインターネッ ト上のユーザが、 PSTN 音声コール、
ISDN ビデオ コール、 および Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンに、 それらが社
内に存在するかのよ うにアクセスできます。 ほとんどのケースで、 保留、 転送、 会議などの
サービスも使用できます。 誰が誰に電話するかに関係な く、 コ ラボレーシ ョ ン  エッジ ソ
リ ューシ ョ ンは、 モバイルおよびリモー ト  アクセス、 Business-to-Business （B2B）、 PSTN 音
声、 およびビデオ サービス間の相互接続を可能にします。

イ ン タ ーネ ッ ト  ア ク セスに関する  Expressway-C と  Expressway-E の
役割

インターネッ ト を使用したコ ラボレーシ ョ ン  サービスは、 人気が高く、 既存のレガシー ISDN 
ビデオ システムがどんどん置き換えられています。 インターネッ ト  ベースのコ ラボレーシ ョ
ン  サービスに使用されている  2 つの主なプロ ト コルは SIP と  H.323 です。

また、 インターネッ トは、 リ モー ト  ユーザとモバイル ユーザを、 バーチャル プラ イベート  
ネッ ト ワーク （VPN） を使用せずに、 音声、 ビデオ、 IM and Presence、 およびコンテンツ共有
サービスに接続するためにも使用されます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセスだけでな く、 Business-to-Business （B2B） サービスも、 同じ  
Expressway-C と  Expressway-E のソ リ ューシ ョ ン  ペアの一部と して有効にできます。
Expressway-C は社内ネッ ト ワーク内に展開されるのに対して、 Expressway-E は DMZ 内に展開
されます。
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Expressway-C と  Expressway-E のペアは次の機能を実行します。

• インターワーキング ： 音声、 ビデオ、 およびコンテンツ共有用の H.323 / SIP 間コールを相
互接続する機能。

• 境界通信サービス ： Expressway-C は社内ネッ ト ワーク内に配置されますが、 Expressway-E 
はエンタープラ イズ DMZ 内に配置され、 企業ネッ ト ワーク と インターネッ ト間の通信
サービス専用の接続点を提供します。

• セキュ リ テ ィ ： モバイルおよびリモー ト  アクセス と  Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニ
ケーシ ョ ンの両方に認証と暗号化を提供する機能。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス、 および Business-to-Business （B2B） コールは Expressway-E 
と  Expressway-C をフロースルーして、 コール シグナ リ ングと メディアの両方だけでな く、 そ
の他のコラボレーシ ョ ン  データ  フロー （XMPP や HTTP を含む） も処理されます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス

Cisco Expressway ソ リ ューシ ョ ンのモバイルおよびリモー ト  アクセス機能は、 逆プロキシ ファ
イアウォール ト ラバーサル接続を提供します。 これによ り、 リ モー ト  ユーザとそのデバイス
が企業のコラボレーシ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ンおよびサービスにアクセスして利用できます。

図 4-2 に示すよ うに、 Cisco Expressway ソ リ ューシ ョ ンには、 2 つの主なコンポーネン ト
（Expressway-E ノード と  Expressway-C ノード） が含まれています。 この 2 つのコンポーネン ト
は、 Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） と連携して、 セキュアなモバイルお
よびリ モー ト  アクセスを可能にします。 Expressway-E ノードは、 モバイルおよびリ モー ト  デ
バイスにセキュアなエッジ インターフェイスを提供します。

Expressway-C は、 Expressway-E ノード とのセキュアな TLS 接続を構築します。 Expressway-C 
ノードは、 Unified CM へのプロキシ登録を提供し、 リ モー ト  セキュア  エンドポイン ト登録を
可能にします。 Expressway-C ノードには、 メディア終端機能を提供するバッ クツーバッ ク  ユー
ザ エージェン ト （B2BUA） が含まれます。

図 4-2 に、すべてのモバイルおよびリモー ト  アクセス  コールのシグナ リ ングと メディアの両方
が Expressway-C と  Expressway-E を行き来する様子を示します。
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図 4-2 Expressway 上の B2BUA と コール レ ッ グ

 

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ン

Expressway-C と  Expressway-E は、 連携してインターネッ ト経由の Business-to-Business （B2B）
コ ミ ュニケーシ ョ ン用のコア  コンポーネン ト であるファ イアウォール ト ラバーサル ソ リ ュー
シ ョ ンを形成するよ うに設計されています。

Expressway-C は、 企業ネッ ト ワークの内部 （信頼された側） に配置され、 Expressway-E へのセ
キュアで信頼できる各種の標準規格に準拠した接続手段を提供する役割を果たします。 また、
背後にあるすべてのデバイスの ト ラバーサル ク ラ イアン ト と して機能します。 このソ リ ュー
シ ョ ンは、 アウ トバウン ド通信用に開かれた少数のポート にすべてのメディアを多重化する こ
とによって、 大量のメディア  ポート を使用するデバイスの問題を解決します。 また、
Expressway-C から  Expressway-E までの ト ラバーサル ゾーンに関するキープアラ イブを送信す
る こ とによって、 社内から社外への認証された信頼できる接続を実現します。 加えて、 すべて
のインターネッ ト通信に単一接点を提供します。 つま り、 セキュ リ テ ィ  リ ス クが 小化されま
す （図 4-3 を参照）。
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図 4-3 Expressway-C の多重化とキープアラ イブ

 

SIP、 H.323、 XMPP などの リ アルタ イムや準リ アルタ イムの通信プロ ト コルでは、 ファ イア
ウォールの背後に設置されたデバイス との通信ニーズは解決されません。 このよ う なプロ ト コ
ルを使用した典型的な通信には、 シグナ リ ングと メディア内にデバイス  IP アド レスが含まれて
おり、 それぞれが TCP パケッ ト と  UDP パケッ ト のペイロードにな り ます。 これらのデバイス
が、 内部的にルーテ ィ ング可能な同じネッ ト ワーク上に存在する場合は、 相互に直接通信する
こ とができます。 TCP パケッ ト のペイロードで伝送されるシグナ リ ング  IP アド レスは送信デ
バイスに戻すルーテ ィ ングが可能であ り、 その逆もできます。 ただし、 送信デバイスがパブ
リ ッ ク またはネッ ト ワーク  エッジ ファ イアウォールの背後の別のネッ ト ワーク上に存在する
場合は、 2 つの問題が発生します。 1 つ目の問題は、 受信デバイスが、 パケッ ト の復号化後に、
ペイ ロードで伝送された内部 IP アド レスに応答する こ とです。 この IP アド レスは、 通常、
ルーテ ィ ング不可能な RFC 1918 アド レスであ り、 絶対に返信先に到達しません。 発生する  2 
つ目の問題は、 返信先 IP アド レスがルーティ ング可能であっても、 メディア （RTP/UDP） が
外部ファ イアウォールによってブロ ッ ク される こ とです。 このこ とは、 Business-to-Business
（B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ン と、 モバイルおよびリモー ト  アクセスの通信の両方に当てはま り
ます。

Expressway-E は DMZ 内のネッ ト ワーク  エッジに配置されます。 これは、 標準の相互運用性を
維持しながら、 SIP、 H323、 および XMPP に関するシグナ リ ングと メディアの両方のルーテ ィ
ング問題を解決する役割を果たします。 さ らに、 ネッ ト ワーク内部のエンドポイン ト 、 デバイ
ス、 およびアプ リ ケーシ ョ ン  サーバの代わりにメディアとシグナ リ ングを処理するために該当
するヘッダーと  IP アド レスを変更します。
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インス タ ン ト  メ ッ セージおよびプレゼンス フ ェデレーシ ョ ン

インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス  フェデレーシ ョ ンは、 ある組織のユーザがチャ ッ
トやプレゼンス  ステータス情報に関する  XMPP ト ラフ ィ ッ クをその組織の外部ファ イアウォー
ル経由で別の組織のユーザとやり取りできるよ うにします。

以前のシスコ  アーキテクチャは、 シスコ適応型セキュ リ テ ィ  アプラ イアンス （ASA） フ ァ イ
アウォールを  TLS プロキシと して使用して、 外部ファ イアウォール経由で直接内部の IM and 
Presence サーバにアクセスするために受信ポート を開く こ とができるよ うにしていました。 現
在は、 Expressway-C と  Expressway-E が IM and Presence フェデレーシ ョ ンの推奨アーキテク
チャです。

インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス  フェデレーシ ョ ンは、XMPP ト ラフ ィ ッ クを外部の
宛先とやり取りするための信頼できるセキュアなファ イアウォール ト ラバーサル ソ リ ュー
シ ョ ン と して同じ  Expressway-C と  Expressway-E のペア アーキテクチャを使用します。
Expressway-E は、 XMPP 用のセキュアな DMZ ベースのターミ ネーシ ョ ン  ポイン ト をインター
ネッ ト に提供します。 Expressway-C は、 ファ イアウォール ト ラバーサル用の Expressway-E へ
の TLS ベースで認証されたセキュアな接続を提供します。

また、 Expressway-C は、 IM and Presence サーバへの AXL API 接続も提供します。 AXL API は、
Expressway-E から収集された  XMPP サーバ間情報を  IM and Presence データベースに送信しま
す。 これによ り、 Expressway-E 経由で他の組織へのフェデレーシ ョ ン接続を開始するために必
要な接続情報が IM and Presence サーバに提供されます。

PSTN アクセス

こ こでは、 Cisco Unified Border Element をセッシ ョ ン  ボーダー コン ト ローラ （SBC） と して使
用した PSTN アクセス用のアーキテクチャについて説明します。

Cisco Unified Border Element の役割

従来の PSTN 接続の代わりに通信事業者への IP ト ランクを使用した音声接続は人気が高まって
おり、 徐々に既存の TDM ベースの PSTN アクセスに取って代わろ う と しています。 SIP はプロ
バイダー ネッ ト ワークに接続するためのアクセス  プロ ト コルと して広く使用されており、 今
日では、 多くの通信事業者が音声専用サービスを  Cisco Unified Border Element などのセッシ ョ
ン  ボーダー コン ト ローラ経由で PSTN に提供しています。 セッシ ョ ン  ボーダー コン ト ローラ
は、 SIP バッ クツーバッ ク  ユーザ エージェン ト （B2BUA） であ り、 各コールの音声メディア
と  SIP シグナ リ ングの両方が Cisco Unified Border Element を通過するフロースルー モードでよ
く使用されます （図 4-4 を参照）。

Cisco Unified Border Element は、さまざまな Cisco ルータおよびゲート ウェ イ上で利用可能なラ
イセンス供与された Cisco IOS アプ リ ケーシ ョ ンであ り、 通信事業者のボーダー エレ メ ン トへ
の SIP ト ランク経由で PSTN に接続するための推奨プラ ッ ト フォームです。

また、 Cisco Unified Border Element は、 Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） に基
づくエンタープライズ音声ネッ ト ワークを  SIP ト ランク  サービス経由で通信事業者に接続して相
互運用できるよ うにします。 さ らに、 Cisco Unified Border Element は、 シグナリ ング ス ト リーム
と メディア ス ト リームの両方を終端処理して再発信するこ とによ り、 IP ネッ ト ワーク間のセ
キュアなボーダー相互接続サービスを提供します。Cisco Unified Border Element を使用しているお
客様は、 現在のネッ ト ワーク  サービスを縮小して、 ネッ ト ワーク  アーキテクチャを簡略化し、
機能強化中のネッ ト ワークをコラボレーシ ョ ン サービスに位置付けるこ とができます。
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図 4-4 B2BUA と し ての Cisco Unified Border Element

 

Cisco Unified Border Element は、 エンタープラ イズ ネッ ト ワーク と通信事業者ネッ ト ワークの
間で次の機能を実行します。

• セッシ ョ ン制御 ： SIP セッシ ョ ンに対して、 柔軟な ト ランク  ルーティ ング、 コール アド
ミ ッシ ョ ン制御、 復元力、 およびコール アカウンテ ィ ングを提供する機能。

• インターワーキング ： 音声用のメディア ト ランスコーディ ング  サービス と、 SIP の遅延オ
ファーと早期オファー間の相互運用性を提供する機能。

• 境界設定 ： 2 つのネッ ト ワーク間のアド レス変換用とポート変換用に別々の境界ポイン ト
と して機能し、 ト ラブルシューテ ィ ングを容易にする機能。

• セキュ リ ティ ： ネッ ト ワーク間のリ アルタイム ト ラフ ィ ッ クをインテ リ ジェン トに許可また
は禁止し、 アプリ ケーシ ョ ンの必要に応じて リ アルタイム ト ラフ ィ ッ クを暗号化する機能。

音声ゲー ト ウェ イの役割

集中型 PSTN アクセスが使用できない場合は、 TDM ゲート ウェイを使用して PSTN に接続する
こ とをお勧めします。 シスコでは、 適切なインターフェイス  カード （低密度デジタル （BRI）、
高密度デジタル （T1、 E1、 および T3）、 およびアナログ （FXS、 FXO、 および E&M） の各イ
ンターフェイス） が有効になっている  ISR G2/G3 ルータ上で PSTN へのアナログ接続とデジタ
ル接続を可能にする広範な種類の TDM ゲート ウェ イを提供しています。

音声ゲート ウェ イの詳細については、 『 Cisco 3900 Series, 2900 Series, and 1900 Series Software 
Configuration Guide』 を参照して ください。

ビデオ ISDN ゲー ト ウェ イの役割

ビデオ通信には ISDN と と もに長い歴史があ り ます。 当初から、 通信プロ ト コルと して  ISDN 
を使用したビデオ会議は商業的に成功しつつあ り ました。 そのため、 いまだにレガシー ビデオ 
システムを使用した ISDN 経由の双方向通信のニーズがあ り ます。 Cisco TelePresence ISDN 
Gateway は、 ビデオ会議コールのために ISDN から  SIP への変換、 または、 その逆変換を行う
役割を担っています。 シスコが推奨する企業コラボレーシ ョ ン用アーキテクチャには、 レガ
シー ビデオ会議システム と通信する目的で Unified CM に ト ランキングされた ISDN ゲート ウェ
イ  アクセスが含まれます。

プロ ト コル変換による損失を 小限に抑えるには、 シスコ製品間の通信用と して内部的に使用
されるプロ ト コルをそのまま維持するために H.323/ISDN 変換ではな く、 SIP/ISDN 変換をお勧
めします。
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 展開の概要
Cisco TelePresence ISDN Gateway の詳細については、 次の URL から入手可能なマニュアルを参
照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-isdn-gateway/tsd-products-suppo
rt-series-home.html

展開の概要
こ こでは、 インターネッ ト接続用の Cisco Expressway と  PSTN アクセス用の Cisco Unified 
Border Element の展開方法について説明します。

イン ターネ ッ ト 接続用の Expressway-C と  Expressway-E の展開

シスコ  コ ラボレーシ ョ ン  エッジ アーキテクチャの標準展開には、 企業のコラボレーシ ョ ン  
サービスに対するセキュアなモバイルデバイスおよびリモー ト  VPN レス  アクセス用の 1 つ以
上の Expressway-C と  Expressway-E のペアの展開が含まれます。

復元力を高めるためには、 Expressway-C と  Expressway-E の両方をク ラスタ内に展開する必要
があ り ます。 ク ラスタご とのサーバ数は、 Unified CM に対する同時プロキシ化登録の数と同時
コールの数によって異な り ます。 前者の数には Expressway 経由で Unified CM に登録するモバ
イル ユーザと リ モー ト  ユーザの数が数えられるのに対して、 後者の数には 
Business-to-Business （B2B） とモバイルおよびリモー ト  アクセス （MRA） の同時コールの数が
数えられます （詳細については、 サイジングの章を参照して ください）。

このサービスは、 Jabber ク ラ イアン ト と  Cisco TelePresence System エンドポイン ト （C、 EX、
MX、 および SX シ リーズ モデル） に提供されます。 しばしば、 地理的範囲と スケーリ ングの
ために複数のペアの Expressway-C と  Expressway-E が展開され、 これによ り、 コ ラボレーシ ョ
ン  サービスの複数のインスタンスへのアクセスが可能にな り ます。 インターネッ ト  サービス  
プロバイダーからのさまざまな メ ト リ ッ クに基づいて リモー ト  ク ラ イアン トおよびエンドポイ
ン ト  アクセスのバランスを取るため、 GeoDNS を使用する必要があ り ます。

この同じ  Expressway を  Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンに利用する こ と もでき
ます。 コール量が Expressway ク ラスタの能力 （中型 OVA テンプレート の場合の 600 同時コー
ルまたは大型 OVA テンプレー ト の場合の 2,000 同時コール） を上回っている場合は、
Business-to-Business （B2B） サービス と  MRA サービスを別々のボッ ク スに分離する必要があ り
ます。 詳細については、 サイジングの章を参照して ください。

Expressway が両方のサービスに使用されている場合は、 Unified CM がインターネッ ト上のユニ
ファ イ ド  ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン  アクセス用の SIP ト ランク経由で Expressway-C に接続
されます。 Expressway-C は、 ネッ ト ワークの信頼された側に配置され、 セキュアなファ イア
ウォール ト ラバーサル サービスを  Expressway-E に提供します。

エンタープラ イズ  セキュ リ テ ィ  ポ リ シーに基づいて、 さまざまな展開モデルを実装できます。
このマニュアルでは、 デュアル インターフェイスを備えた DMZ 展開を中心に説明します。 こ
れは、 この展開が も一般的でセキュアな展開モデルだからです。 その他の展開モデルについ
ては、 『Cisco Expressway Basic Configuration Deployment Guide』 を参照して ください。
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Expressway-C と  Expressway-E は、 ファ イアウォール ト ラバーサル機能を提供します。 ファ イ
アウォール ト ラバーサルは次のよ うに動作します。

1. Expressway-E はエンタープラ イズ DMZ 内に設置された ト ラバーサル サーバです。
Expressway-C は企業ネッ ト ワーク内部に設置された ト ラバーサル ク ラ イアン ト です。

2. Expressway-C は、 セキュアなログイン  クレデンシャルを使用して、 ファ イアウォールを
通って Expressway-E 上の特定のポート に至る ト ラバーサル アウ トバウン ド接続を開始しま
す。 ファ イアウォールがほとんどの場合の動作と同様にアウ トバウン ド接続を許可してい
る場合は、 企業のファ イアウォールで追加のポート を開く必要はあ り ません。 ポー ト の詳
細については、 『Unified Communications Mobile and Remote Access via Cisco Expressway 
Deployment Guide』 を参照して ください。

モバイルおよびリモー ト  アクセスには、 Unified Communications ト ラバーサル ゾーン と呼
ばれる別の ト ラバーサル ゾーンが必要です。 Unified Communications ト ラバーサル ゾーン
は SIP と連動します。 一方、 Business-to-Business （B2B） ト ラバーサル ゾーンは SIP と  
H.323 を音声とビデオのシグナ リ ング  プロ ト コルと して許可します。 Unified 
Communications ト ラバーサル ゾーンは、 IM and Presence サーバへの接続とプロビジ ョ ニン
グ目的で使用される  XMPP と  HTTPs も許可します。

3. 接続が確立される と、 Expressway-C がキープアラ イブ パケッ ト を定期的に Expressway-E 
に送信して接続を維持します。

4. Expressway-E が着信コールやその他のコラボレーシ ョ ン  サービス要求を受け取る と、 着信
要求を  Expressway-C に発行します。

5. その後で、 Expressway-C がその要求を  Unified CM またはその他のコ ラボレーシ ョ ン  サー
ビス  アプ リ ケーシ ョ ンにルーテ ィ ングします。

6. 接続が確立され、 アプ リ ケーシ ョ ン  ト ラフ ィ ッ ク （音声メディアとビデオ メディアを含
む） が既存の ト ラバーサル接続経由で安全にファ イアウォールを通過します。

ファ イアウォール ト ラバーサルが機能するためには、 Expressway-C 上で ト ラバーサル ク ラ イ
アン ト  ゾーンを設定し、 Expressway-E 上で ト ラバーサル サーバ ゾーンを設定する必要があ り
ます。 図 4-5 に、 ファ イアウォール ト ラバーサル プロセスの概要を示します。
4-11
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日

http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/expressway/config_guide/X8-1/Mobile-Remote-Access-via-Expressway-Deployment-Guide-X8-1-1.pdf
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/expressway/config_guide/X8-1/Mobile-Remote-Access-via-Expressway-Deployment-Guide-X8-1-1.pdf


 

第 4 章      コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジ

 展開の概要
図 4-5 Expressway-C と  Expressway-E のフ ァ イアウォール ト ラバーサル プロセス

 

デュアルインターフェイス展開シナリオでは、 Expressway-E が次の 2 つのファイアウォール間の 
DMZ 内に配置されます。 インターネッ ト  ファイアウォールはインターネッ ト向けの NAT サービス
を提供し、 イン ト ラネッ ト  ファイアウォールは企業信頼ネッ ト ワークへのアクセスを提供します。

Expressway-E は次の 2 つの LAN インターフェイスを備えています。 1 つはインターネッ ト  
ファ イアウォール向け （外部インターフェイス と も呼ばれる） で、 も う  1 つはイン ト ラネッ ト  
ファ イアウォール向け （内部インターフェイス と も呼ばれる） です。

外部インターフェイスにパブ リ ッ ク  IP アド レスを割り当てる必要はあ り ません。 これは、 NAT 
によってアド レスを静的に変換できるためです。 この場合は、 Expressway-E 自体にパブ リ ッ ク  
IP アド レスを設定する必要があ り ます。

Expressway-C には、 Expressway-E からの音声とビデオのシグナ リ ングと メディアを含むコ ラボ
レーシ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ン  ト ラフ ィ ッ クを終端処理する  B2BUA が組み込まれています。 そ
の後で、 Expressway-C がこの ト ラフ ィ ッ クを  Cisco Unified CM やその他の企業のコ ラボレー
シ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ンに向けて再発信します。 モバイルおよびリモー ト  アクセスの場合は、
常に、 Expressway-E 経由のインターネッ ト から  Expressway-C への接続が暗号化されます。
Expressway-C とバッ クエン ド  アプ リ ケーシ ョ ン  サービス間の Business-to-Business （B2B） コ
ミ ュニケーシ ョ ン用のインターネッ ト からの接続は、 その設定と会社の方針に基づいて暗号化
される場合と されない場合があ り ます。 このケースでは、 リ モー ト  Business-to-Business （B2B）
パーテ ィが公開証明書を使用した暗号化をサポート している場合にのみ通信がエンド ツーエン
ドで暗号化される こ とに注意して ください。 これ以外のケースでは、 ビデオコールが暗号化さ
れずに送信されます。 このマニュアルでは、 モバイルおよびリモー ト  アクセス  サービスに関
するインターネッ ト と  Expressway-C 間の暗号化を中心に説明しますが、 Expressway-C と内部
バッ クエン ド  サーバおよびク ラ イアン ト の間の通信は暗号化されずに送信されます。
Business-to-Business （B2B） 暗号化機能については、 後述のコ ラボレーシ ョ ン  エッジのセキュ
リ テ ィに関するセクシ ョ ンで説明します。
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Expressway-C は、 モバイルおよびリ モー ト  アクセス  Jabber ク ラ イアン ト または Cisco 
TelePresence System エンドポイン ト の Unified CM への登録をプロキシします。 Unified CM で
は、 それらが Expressway-C の IP アド レスで登録されたデバイス と して一覧表示されます。

図 4-6 に、 前述した展開を示します。 関連する  IP アド レスが図に示されています。 場所やイン
ターネッ ト  サービス  プロバイダーによって異なるパブ リ ッ ク  IP アド レスが数字ではな く文字
で表現されています。

Expressway-E は 2 つのインターフェイスを備えています。内部インターフェイスの IP アド レス
は 172.16.20.20 で、 外部インターフェイスの IP アド レスは 192.168.25.2 です。 外部インター
フェイスの IP アド レスは静的に X.Y.W.Z に変換されます。 このアド レスは Expressway-E 上で
も設定されます。 Expressway-E が INVITE を送信する と、 独自のアド レスを使用するのではな
く、 変換されたインターフェイス  アド レスに設定された IP アド レスを使用して Session 
Description Protocol （SDP） メ ッセージが作成されるため、 着信側はプラ イベート  アド レスで
はな くルーテ ィ ング可能なパブ リ ッ ク  アド レスを使用できます。

図 4-6 イ ン ターネ ッ ト  フ ァ イアウォール上の NAT イ ン ターフ ェ イス

 

インターネッ ト上のエンドポイン ト が Expressway 経由で Unified CM やその他のコラボレー
シ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ンに接続する と、 その IP アド レスが 初にパブ リ ッ ク  IP アド レスに変
換されます。Expressway-E 上では、送信元 IP アド レスが Expressway-E の内部 IP LAN インター
フェイスのアド レスに置き換えられます。 パケッ ト が Expressway-C に入る と、 Expressway-C 
が、 そのパケッ ト をコ ラボレーシ ョ ン  サービス  アプ リ ケーシ ョ ンに転送する前に、 その送信
元 IP アド レスを独自の IP アド レスに置き換えます。
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も う一方の方向では、 内部エンドポイン ト からの ト ラフ ィ ッ クが Expressway を通ってインター
ネッ ト に入る と、その送信元 IP アド レスが Expressway-E 外部 LAN インターフェイス  アド レス
に置き換えられ、 その後、 インターネッ ト  ファ イアウォール上の NAT によって静的に変換さ
れます。 データ  デバイスの送信元 IP アド レスは、 インターネッ ト  ファ イアウォールの別のイ
ンターフェイスを使用して  X.Y.W.K に動的に変換されます。

データ と  Jabber やブラウザなどの通信アプ リ ケーシ ョ ンを使用する  PC では、 Jabber アプ リ
ケーシ ョ ン  アド レスは NAT によって静的に変換され、ブラウザ アプ リ ケーシ ョ ン  アド レスは 
NAT によって動的に変換されます。

ファ イアウォール内でスタテ ィ ッ ク  NAT 変換が実行される場合でも、 パケッ ト の送信元 IP ア
ド レスは転送中に次のよ うに変換されます。 パケッ ト が Expressway-C から  Expressway-E に到
達する と  Expressway-C の IP アド レスに変換され、 パケッ ト が Expressway-E からファ イア
ウォールに到達する と  Expressway-E の IP アド レスに変換されます。 ファ イアウォールでは、
パケッ ト が NAT によって静的に変換されてから インターネッ ト に送信されます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス

コール制御サービスの場合は、図 4-7 に示すよ うに、 Expressway-C プロキシが独自の IP アド レ
スを使用してエンドポイン ト を  Unified CM に登録します。

図 4-7 パケ ッ ト の寿命に基づ く  NAT

 

図 4-7 に示すアド レス変換プロセスは次のステップで構成されます。

1. エンドポイン ト にパブ リ ッ ク  IP アド レスが割り当てられていない場合は、 インターネッ ト
へのアクセスを提供するルータでエンドポイン ト の送信元 IP アド レスが NAT によって
（192.168.1.10 から  A.B.C.D に） 変換されます。

2. パケッ ト が Expressway-E に到着します。
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3. Expressway-E が独自の内部 LAN インターフェイス  アド レスを使用して Expressway-C にパ
ケッ ト を送信します （A.B.C.D から  172.16.20.20 に）。

4. Expressway-C がそのパケッ ト を受け取って、 接続を終了します。 また、 独自の IP アドレスを
使用して、 Unified CM 向けの別の接続を再発信します （172.16.20.20 から  10.10.10.20 に）。

5. エンドポイン ト が Expressway-C の IP アド レス （10.10.10.20） を使用して Unified CM に登
録されます。

Expressway-C の IP アド レスを使用してデバイスを  Unified CM に登録する場合は、 次のよ う な
固有のメ リ ッ ト が得られます。 たとえば、 リモー ト  デバイスが企業ネッ ト ワークに直接接続さ
れていない場合にビデオ帯域幅を制限し、 リ モー ト  デバイスがオンプレ ミ スの場合にはビデオ
帯域幅に別の値を割り当てた りできます。 こ こでは説明しませんが、 この方法は Unified CM 
上のモビ リ テ ィ機能を使用して簡単に実現できます。 このモビ リ テ ィ機能は、 IP アド レス範囲
に基づく特定のポ リ シーの定義を可能にします。

エン ドポイン ト がインターネッ ト経由で登録された場合は、 シスコ  コ ラボレーシ ョ ン  アーキ
テクチャで リ モー ト から管理する こ とはできません。 これは、 エン ドポイン ト の IP アド レスが
動的に変換され、 ファ イアウォールの背後に配置されるためです。 リモー ト管理が必要な場合
は、 エン ドポイン ト を  VPN 経由で展開して ください。

VPN Technologies はこのアーキテクチャの一部ではあ り ませんが、 必要に応じて追加する こ と
ができます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセスは Expressway-E 上と  Expressway-C 上で有効にする必要があ
り ます。 そ うすれば、 Unified CM と  IM and Presence のパブ リ ッシャ  ノードの DNS 名を指定す
る こ とによって、 Unified CM ク ラスタ と  IM and Presence ク ラスタを検出するよ うに 
Expressway-C を設定できます。

DMZ 内に展開された Expressway-E は、モバイルおよびリモー ト  アクセス  サービスを使用する  
Jabber ク ラ イアン ト と  TelePresence エンドポイン ト に信頼できるエン ト リ  ポイン ト を提供しま
す。 また、 リ モー ト  Jabber ク ラ イアン ト と  TelePresence エンドポイン ト だけでな く、 インター
ネッ ト経由の Business-to-Business （B2B） 接続にも、 認証、 プロビジ ョ ニング、 登録、 コーリ
ング  サービス、 IM and Presence、 ボイス メ ッセージング、 およびディ レク ト リ  サービスを提供
します。

Expressway-C は、 HTTPs、 SIP、 および XMPP を使用して、 Unified CM ク ラスタ、 IM and 
Presence ク ラスタ、 および Cisco Unity Connection に接続します （図 4-8 を参照）。

さ らに、 Jabber が HTTP 経由で特定のサーバに接続しなければならない場合が数多く あ り ます。
たとえば、 ビジュアル ボイス メール、 Jabber 更新サーバ、 カスタム  HTML タブおよびアイコ
ン、 ディ レ ク ト リ  フォ ト  ホス ト などです。 このよ う なケースでは、 Jabber が Unified CM を経
由せずに直接これらのサーバに接続します。 Expressway-C は Jabber ク ラ イアン ト が接続を許可
されたサーバを示す HTTP 許可リ ス ト を必要と します。
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図 4-8 Unified CM、 IM and Presence サービス、 および Unity Connection への Expressway 接続

 

表 4-2 に、 モバイルおよびリモー ト  アクセスのために Expressway によって使用されるプロ ト
コルの概要を示します。

Jabber または TelePresence エンドポイン ト  ユーザがログインする と きには、 完全修飾名
（user1@ent-pa.com など） を指定します。 ク ラ イアン ト が次の特定の SRV レコードをパブ リ ッ
ク  DNS サーバにクエ リ します。

• _cisco-uds._tcp.ent-pa.com ： 企業 DNS サーバ上でのみ設定されます。

• _collab-edge._tls.ent-pa.com ： パブ リ ッ ク  DNS サーバ上でのみ設定され、 Expressway-E ク ラ
スタのパブ リ ッ ク  インターフェイスに解決されます。 このレコードは常に TLS を示してい
る こ とに注意して ください。

ク ラ イアン トがインターネッ ト経由で接続されている場合は、 パブ リ ッ ク  DNS サーバから  
_cisco-uds に対する応答が返されず、 ク ラ イアン トが _collab-edge SRV レコードをクエ リ します。

その後で、 DNS サーバが Expressway-E に関する  A レコード （または Expressway-E がク ラスタ
化されている場合は複数のレコード） をク ラ イアン ト に送信します。 ク ラ イアン ト が 
Expressway-E の DNS 名を認識したら、 プロビジ ョ ニングと登録の手順を開始できます。

表 4-2 モバイルおよびリ モー ト  アクセス用の Expressway プロ ト コル

プロ ト コル セキュ リ テ ィ サービス

SIP TLS セッシ ョ ンの確立 ： 登録や招待など

HTTPS TLS ログイン、 プロビジ ョ ニング、 設定、 連絡先検索、 ビジュア
ル ボイス メール

XMPP TLS インスタン ト  メ ッセージ、 プレゼンス

RTP SRTP 音声、 ビデオ、 コンテンツ共有、 高度なコン ト ロール
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 展開の概要
プロビジ ョ ニングは HTTPs を使用して実行されるのに対して、登録では SIP と  XMPP が使用さ
れます。

Expressway-C は、 プロビジ ョ ニング  プロセスを管理するための HTTPs 逆プロキシ サーバ機能
を備えています。 逆プロキシは、 プロキシ サーバと も呼ばれる も一般的な転送プロキシ 
サーバの逆です。

図 4-9 に示すよ うに、転送プロキシ サーバはインターネッ ト  サーバへの接続時にク ラ イアン ト
詳細を隠すこ とによってオンプレ ミ ス  ク ラ イアン ト に関するサービス情報を提供するのに対し
て、 逆プロキシ サーバはオンプレ ミ ス  サーバ情報を隠すこ とによってオフプレ ミ ス  ク ラ イア
ン ト に関する情報を提供します。 転送プロキシ経由でインターネッ ト  サーバに接続している社
内ネッ ト ワーク内のク ラ イアン トは接続先のサーバの ID は知っていますが、 サーバはク ラ イ
アン ト の ID を知り ません。

一方、 逆プロキシ経由で接続しているインターネッ ト上のク ラ イアン トは、 逆プロキシ  サーバ
経由で接続しているためオンプレ ミ ス  サーバの ID を知り ませんが、 オンプレ ミ ス  サーバは接
続先のク ラ イアン ト の ID を知っています。 その後、 この情報は、 オンプレ ミ ス  サーバから発
信されたかのよ うにク ラ イアン ト に戻されます。

Expressway-C は、 Cisco Unified CM、 IM and Presence、 Unity Connection などのコ ラボレーシ ョ
ン  アプ リ ケーシ ョ ン  サーバの代わりに、 プロビジ ョ ニング、 登録、 およびサービスの詳細を
インターネッ ト上のク ラ イアン ト に提供する逆プロキシ機能を備えています。

図 4-9 転送プロキシ サーバと  逆プロキシ サーバの比較

 

ビジュアル ボイス メール、 Jabber 更新サーバ、 カスタム  HTML タブおよびアイコン、 ディ レ ク
ト リ  フォ ト  ホス ト などのサービスに対して、 Expressway-C は HTTP サービス用のアクセス  リ
ス ト の一種である  HTTP 許可リ ス ト でこれらのサービスが指定されている場合にこれらの接続
を許可する こ とにも留意して ください。
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 展開の概要
プロビジ ョ ニングと登録は、 ク ラ イアン ト 、 Expressway-C、 Expressway-E、 Unified CM、 およ
び IM and Presence サーバが関与する多段階プロセスです。

ク ラ イアン ト がコ ラボレーシ ョ ン  エッジ経由で登録する場合に関係する主なステップの概要を
以下に示します。

1. プロビジ ョ ニングは、 ク ラ イアン ト から発行された get_edge_config 要求で開始されます。
次に例を示します。

https://expressway_e.ent-pa.com:8443/ZeW50LXBhLmNvbQ/get_edge_config?service_n
ame=_cisco-uds&service_name=_cuplogin

この要求と一緒に、 ク ラ イアン トはユーザのクレデンシャル （たとえば、 ユーザ名
「user1」 とパスワード 「user1」） を送信します。 クエ リは Expressway-E に送信されてから、
Expressway-C に転送されます。

2. Expressway-C が Unified CM に対する  UDS クエ リ を実行して  user1 のホーム  ク ラスタを特
定します。 これはマルチク ラスタ  シナ リオでは必須です。

GET cucm.ent-pa.com:8443/cucm-uds/clusterUser?username=user1

3. ホーム  ク ラスタが見つかったら、 応答が Expressway-C に送信されます。 この応答には、 ク
ラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

4. Expressway-C がク ラ イアン ト の代わりに user1 に関する次のクエ リ を発行する こ とによっ
て、 ホーム  ク ラスタにプロビジ ョ ニング情報を問い合わせます。

GET /cucm-uds/user/user1/devices はデバイス割り当て リ ス ト を取得します。

GET /cucm-uds/servers はク ラスタのサーバ リ ス ト を取得します。

GET /cucm-uds/user/user1 は user1 のユーザ設定と回線設定を取得します。

クエ リに対する応答で、 TFTP サーバも返されます。

http://us_cucm1.ent-pa.com:6970/SPDefault.cnf.xml などの以降のクエ リは HTTP 経由の TFTP 
クエ リ です。 こ う して、 プロビジ ョ ニング  プロセスが UDS と  TFTP サーバに対する クエ リに
よって実行されます。 これらのクエ リの結果と して、 プロビジ ョ ニング情報がク ラ イアン ト に
転送され、 ク ラ イアン トは登録プロセスを開始する こ とができます。

登録プロセスは次の 2 つのアクシ ョ ンで構成されます。

1. IM and Presence ログイン ： Expressway-C 上の XCP ルータ機能経由で実現されます。 XCP 
ルータが Expressway-C 上の IM and Presence ク ラスタに問い合わせて、ユーザが設定されて
いる  IM and Presence ク ラ イアン ト を探し、 Jabber ク ラ イアン ト が IM and Presence サービス
にログインできます。

2. SIP REGISTER メ ッセージを使用した Unified CM 登録 ： Expressway SIP プロキシ機能に
よってプロキシされます。

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ン

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンには、 URI ルーテ ィ ングの目的で リ モー ト組
織のド メ インを検索できる機能が必要です。 これは、 Expressway-E 上で DNS ゾーンを作成す
る こ とによって実現されます。 このゾーンはデフォル ト設定を使って設定する必要があ り ま
す。 デフォル ト で SIP と  H.323 の両方が設定されます。 これによ り、 Expressway-E は、 自動的
に、 開始コールで使用されていない別のプロ ト コルを使用して  DNS クエ リ を再発行できます。
そのため、 このコールは成功する可能性が高くな り ます。 Expressway-C と  Expressway-E は、
コールを開始するために使用されたプロ ト コルを使用しますが、 Expressway 上で SIP/H.323 間
ゲート ウェイ  インターワーキングが有効になっている場合は自動的に別のプロ ト コルを使用し
よ う と します。
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 展開の概要
Expressway-E では、 SIP / H.323 間インターワーキングを  [オン （On） ] に設定する必要があ り ま
す。 これによ り、 コールが H.323 コールと して受信された場合に、 Expressway-E がそのコール
を  SIP に接続し、 Unified CM への残りのコール レ ッグにネイテ ィブ SIP を使用できます。 同様
に、 H.323 システムへの発信コールは、 Expressway-E に到達して H.323 に接続されるまで SIP 
コールを維持します。

インターネッ ト経由で Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンを受信するには、 外部 
SIP レコード と  H.323 DNS レコードが必要です。 これらのレコードを使用すれば、 他の組織は 
URI のド メ インをそのコール サービスを提供している  Expressway-E に解決できます。 シスコ
の検証済みデザインには、 Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ン用の SIP レコード、
SIPS SRV レコード、および H.323cs SRV レコードが含まれています。 H.323ls SRV レコードは、
エン ドポイン ト が登録用のゲート キーパーを探すために使用する もので、 Expressway-E には必
要あ り ません。

図 4-10 に、 URI のド メ インを解決する  DNS プロセスを示し、 例 4-1 に、 SRV ルッ クアップの
例を示します。

図 4-10 DNS を使用し た URI ダイヤリ ング

 

例 4-1 ent-pa.com ド メ イ ンの SRV レ コー ドの例

>nslookup 
set type=srv
_sips._tcp.ent-pa.com

Non-authoritative answer:
_sips._tcp.ent-pa.comSRV service location

priority= 1
weight = 10
port = 5061
srv hostname= expe.ent-pa.com.

 

Expressway-E 上での DNS ゾーンの設定方法については、『Cisco Expressway Basic Configuration 
Deployment Guide』 を参照して ください。
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Business-to-Business （B2B） コールの IP ベース ダイヤリ ング

IP ベース  ダイヤ リ ングは、 H.323 エンドポイン ト を使ってダイヤルする場合のほとんどのシナ
リ オで使用されるよ く知られた機能です。 シスコ  コ ラボレーシ ョ ン  アーキテクチャでは、 SIP 
URI を使用するため、 IP ベース  ダイヤ リ ングは必要あ り ません。 ただし、 コールの発着信に 
IP アド レスしか使用できない他の組織のエンドポイン ト と対話する場合は、 シスコ  コ ラボレー
シ ョ ン  アーキテクチャで着信コールと発信コールの両方に IP ベース  ダイヤ リ ングを使用でき
ます。

アウ ト バウン ド  コール

アウ トバウン ド  IP ダイヤ リ ングは Expressway-E と  Expressway-C ではサポート されますが、
Cisco Unified Communications Manager では完全なネイテ ィブ サポー トはあ り ません。 ただし、
後述するよ うに、 IP ベース  ダイヤ リ ングを使用するよ うに Unified CM をセッ ト アップする こ
とができます。

IP アド レス単独でダイヤルする代わりに、 Cisco Unified CM 上のユーザは、 10.10.10.10@ip の
よ うに SIP URI ベースの IP アド レスにダイヤルする こ とができます。 こ こで、 「@ip」 は、 リ テ
ラルで、 「external」、 「offsite」、 またはその他の意味のある単語に置き換える こ とができます。

Unified CM は、 設定された SIP ルート  パターンを照合して、 「ip」 架空ド メ インを  
Expressway-C にルーテ ィ ングします。 Expressway-C はド メ イン 「@ip」 を除外して、 そのコー
ルを  IP アド レス  ダイヤ リ ング用にも設定されている  Expressway-E に送信します。

Expressway -E 上の不明な IP アド レス宛てのコールは [直接 （Direct） ] に設定する必要があ り ま
す。 コール制御が展開されていない場合は IP ベース  アド レス  ダイヤ リ ングのほとんどが 
H.323 エンドポイン ト で設定されるため、 Expressway-E は H.323 コールをパブ リ ッ ク  IP アド レ
スにあるエン ドポイン ト に直接送信できます。 図 4-11 に示すよ うに、 コールは Expressway-E 
上で接続されるまで SIP コールを維持します。

図 4-11 アウ ト バウン ド  IP ベース ダイヤリ ングの例

 

着信コール

IP ベースの着信コールは、 Expressway-E で設定されたフォールバッ ク  エイ リ アスを利用しま
す。 インターネッ ト上のユーザが Expressway-E 外部 LAN インターフェイスの IP アド レスにダ
イヤルする と、 Expressway-E がそのコールを受信して、 フォールバッ ク  エイ リ アス設定内のエ
イ リ アスに送信します。 たとえば、 フォールバッ ク  エイ リ アスがコールを会議番号 80044123 
または会議エイ リ アス  meet@ent-pa.com に送信するよ うに設定されている場合は、 着信コール
はその会議を担当する  TelePresence サーバに送信されます。

IP アド レス と フォールバッ ク  エイ リ アス間の静的マッピングが制限されている場合は、 フォー
ルバッ ク  エイ リ アスを  Cisco Unity Connection のパイロ ッ ト番号に設定できます。 この方法で
は、 Unity Connection 自動応答機能を使用して、 DTMF 経由で、 または、 Unity Connection でサ
ポート可能な場合は音声認識によって、 終宛先を指定できます。
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 展開の概要
Unity Connection が Expressway-E の IP アド レスにダイヤルする外部エンドポイン ト の自動応答
機能と して使用されている場合は、Unity Connection の Unified CM ト ランク設定で [再ルーティ
ング用コーリ ングサーチスペース （Rerouting Calling Search Space） ] に設定する こ と を忘れな
いでください。 図 4-12 に、 セッ ト アップを示します。

図 4-12 イ ンバウン ド  IP ベース ダイヤリ ングの例

 

Expressway-C と  Expressway-E 経由の外部 XMPP フ ェ デレーシ ョ ンの
展開

XMPP フェデレーシ ョ ンは、 モバイルおよびリ モー ト  アクセス と同じ タ イプの ト ラバーサル接
続 （Unified Communications ト ラバーサル） を利用します。 XMPP フェデレーシ ョ ンはスタン
ドアロン  サービス と して展開できます。 また、 同じ  Unified Communications ト ラバーサル リ ン
クを利用するモバイルおよびリモー ト  アクセス と一緒に、 同じ  Expressway-C と  Expressway-E 
のペア上に展開する こ と もできます。

インスタン ト  メ ッセージおよびプレゼンス  フェデレーシ ョ ンを展開するには、 次の標準作業
を実行します。

1. フェデレーシ ョ ン用のメールアド レスを検証します。

Expressway 経由の XMPP フェデレーシ ョ ンは、 メールアドレスから  XMPP アドレスへの変換
をサポート していません。 メールアドレスから  Jabber ID への変換は、 IM and Presence サーバ 
フェデレーシ ョ ン モデルの機能です。 この機能は、 ユーザ エクスペリエンスを向上させ、 電
子メール URI 表記と  JID URI 表記が異なる場合に XMPP フェデレーシ ョ ンに関する通信を簡
略化するためによ く使用されます。 Expressway 経由で XMPP フェデレーシ ョ ンを展開する場
合は、 ユーザ エクスぺリエンスの向上と通信の簡略化という同じ目的が適用されます。 IM 
and Presence ド メ インは電子メール ド メ インと同じ ド メ インに設定するこ とをお勧めします。
また、 UserID、 メールアドレス表記、 および Jabber ID に対して LDAP sAMaccount 名を使用
するこ と もお勧めします。 コラボレーシ ョ ン アーキテクチャ全体では、 反復可能でスケーラ
ブルな URI 表記に関する包括的で一貫した戦略を策定するこ とをお勧めします。
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 展開の概要
2. IM and Presence サービスが稼働可能で、 XMPP フェデレーシ ョ ンがオフになっている こ と
を確認して ください。

IM and Presence サーバ上の XMPP フェデレーシ ョ ンは、 Expressway 上で設定されたフェデ
レーシ ョ ン と競合しないよ うにするため、 オフにする必要があ り ます。

3. サーバ証明書要件を解決します。

Expressway-C と  Expressway-E の証明書をセッ ト アップする前に計画します。 XMPP フェデ
レーシ ョ ンの一部と してチャ ッ ト  ノード  エイ リ アスを使用する予定の場合は、 チャ ッ ト  
ノード  エイ リ アス  FQDN を証明書のサブジェ ク ト代替名 （SAN） フ ィールドに含める必要
があ り ます。 これを事前に行う こ とによって、 新しい証明書を生成する必要がな くなるだ
けでな く、 Expressway-E 上での公開証明書に対する経費の増加が抑えられます。

4. Expressway-C 上で XMPP フェデレーシ ョ ン用のローカル ド メ インを設定します。

5. Expressway-E を  XMPP フェデレーシ ョ ン とセキュ リ テ ィ用に設定します。

このステップによって、 フェデレーシ ョ ン と、 外部フェデレーシ ョ ンに必要なセキュ リ
テ ィ  レベルが有効にな り ます。 認証は必須であ り、 ダイヤルバッ ク  シークレ ッ ト経由で
セッ ト アップされます。 TLS 経由の通信保護が推奨設定です。 許可または拒否する外部ド
メ イン と外部チャ ッ ト  ノード  エイ リ アスの承認も このセクシ ョ ンで設定されます。

6. フェデレーテッ ド  ド メ イン とチャ ッ ト  ノード  エイ リ アス用の XMPP サーバを  DNS ルッ ク
アップまたは静的ルート を使用してどのよ うに配置するかを設定します。

Expressway シ リーズは、 DNS SRV レコード経由のフェデレーシ ョ ン と静的ルート経由の
フェデレーシ ョ ンをサポート しています。 静的ルートは、 DNS クエ リ を実行せずに外部ド
メ インに到達するパスを定義します。 パブ リ ッ ク  XMPP SRV レコードは、 フェデレーシ ョ
ンをサポートする外部ド メ インを解決するために使用されます。 これらのレコードは、
オープン  フェデレーシ ョ ン  モデルを展開する と きに、 他の組織があなたの組織に到達する
ために必要です。

7. 正しいファ イアウォール ポート が開いている こ と を確認します。

8. XMPP フェデレーシ ョ ンのステータスをチェ ッ ク します。

SIP ト ラ ン ク経由の PSTN 音声接続用の Cisco Unified Border Element 
の展開

Cisco Unified Border Element は、 PSTN 集中型アクセスに推奨されているセッシ ョ ン  ボーダー 
コン ト ローラです。 これは、 企業ネッ ト ワーク と通信事業者ネッ ト ワークの間に境界ポイン ト
と して展開されます。 外部インターフェース経由の IP PSTN へのアクセス と、 内部インター
フェイス経由の企業ネッ ト ワークへのアクセスを提供します。 集中型 PSTN サービスを有効に
するため、 企業ネッ ト ワークが通信事業者のネッ ト ワークに接続されている場所に展開する必
要があ り ます。

すべての リ モー ト  サイ ト が中央の PSTN 接続を利用するため、 Cisco Unified Border Element は
高い冗長性を備えている必要があ り ます。 PSTN 中央サービスが使用できない場合は、 ローカ
ル PSTN アクセスを備えたオフ ィ スだけが外部コールを発信できます。 そのため、 Cisco 
Unified Border Element をペアで展開して冗長性を確保する こ と をお勧めします。
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Unified Border Element は、 Cisco IOS サービス統合型ルータ （ISR） プラ ッ ト フォーム とアグ リ
ゲーシ ョ ン  サービス  ルータ （ASR） プラ ッ ト フォーム上でサポート される  Cisco IOS フ ィー
チャ  セッ ト です。 正しいプラ ッ ト フォームの選択方法については、 サイジングの章を参照して
ください。

Cisco Unified Border Element は、 Unified CM からのセッシ ョ ンを終了して通信事業者ネッ ト
ワークに向けて再発信する、 または、 その逆を実行するセッシ ョ ン  ボーダー コン ト ローラで
す。 インターネッ ト上で公開される  Expressway-E とは対照的に、 Cisco Unified Border Element 
はプラ イベート  ネッ ト ワーク （社内ネッ ト ワーク と通信事業者のネッ ト ワーク） 間に展開され
る こ とに注意して ください。 通信事業者の視点では、 集中型 PSTN への ト ラフ ィ ッ クが Cisco 
Unified Border Element の外部インターフェイスから開始されます。 企業の視点では、 通信事業
者からの ト ラフ ィ ッ クが Cisco Unified Border Element の内部インターフェイスから開始されま
す。 この意味で、 Cisco Unified Border Element は ト ポロジ隠蔽を実行しています。

Cisco Unified Border Element の展開は Expressway のそれとは異な り ます。 前者は通信事業者
ネッ ト ワーク （プラ イベート な管理および保護されたネッ ト ワーク） へのアクセスを提供する
のに対して、 後者はインターネッ トへのアクセスを提供します。 そのため、 Cisco Unified 
Border Element の展開では DMZ が必要あ り ません。

図 4-13 に示すよ うに、 この推奨アーキテクチャでは、 Unified Border Element が、 通信事業者
ネッ ト ワークに対する  WAN インターフェイス と企業ネッ ト ワークに対する  LAN インターフェ
イスを備えています。

図 4-13 IP PSTN アーキテ クチャ

 

Cisco Unified Border Element は次の機能を実行します。

• 図 4-14 に示すアド レス変換とポート変換を含むト ポロジ隠蔽。 Unified CM からのすべての
ト ラフ ィ ッ クが Unified Border Element 内部インターフェイスに送信され、 通信事業者ソフ
ト スイ ッチからのすべての ト ラフ ィ ッ クが Unified Border Element 外部インターフェイスに
送信されます。 これらの間の直接接続は存在しません。 図 4-14 に、 Cisco Unified CM 上の
ト ランキング設定と  Unified Border Element 上の音声ルート の詳細を示します。

• 遅延オファーから早期オファーへの変換とその逆変換

• メディア  インターワーキング ： インバン ドおよびアウ ト オブバンド  DTMF サポート 、
DTMF 変換、 FAX パススルーおよび T.38 FAX リ レー、 音量およびゲイン制御

• コール アド ミ ッシ ョ ン制御 （CAC） ： CAC は、 CPU、 メモ リ 、 コール到着スパイ ク検出な
どの リ ソース消費に基づいて Unified Border Element によって実行できます。 CAC はイン
ターフェイス  レベルでまたはグローバルに実装できます。 Unified CM 上で設定される  
CAC はロケーシ ョ ンベースですが、 Unified Border Element 上で設定される  CAC はリ ソー
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スベースです。 Unified Border Element のオーバーサブスク リプシ ョ ンを避ける目的、 およ
びセキュ リ テ ィ上の理由から、 リ ソースベースの CAC を推奨します （コ ラボレーシ ョ ン  
エッジのセキュ リ テ ィに関するセクシ ョ ンを参照）。

• RTP/SRTP 間インターワーキング、 SIP 不正パケッ ト の検出、 非ダイアログ  RTP パケッ ト の
破棄、 SIP リ スニング  ポート の設定、 ダイジェス ト認証、 同時コール数制限、 コール レー
ト制限、 電話料金の詐欺行為からの保護、 および複数のシグナ リ ングと メディアの暗号化
オプシ ョ ンを含むセキュ リ テ ィ機能

• 保留、 転送、 および会議を含む通話中補足サービス

• PPI/PAI/プラ イバシーおよび RPID ： 通信事業者との ID ヘッダー インターワーキング

• 複数の通信事業者からの SIP ト ランクに対する同時接続

• マルチキャス ト保留音 （MoH） からユニキャス ト  MoH への変換

• 課金統計情報と呼詳細レコード （CDR） の収集

図 4-14 Cisco Unified Border Element の ト ラ ンキングに関する留意点

 

PSTN ゲー ト ウェ イ

レガシー PSTN ゲー ト ウェイは、 サイ ト ご とに独自の PSTN 接続が割り当てられる分散アーキ
テクチャで展開されます。 集中型 PSTN アクセスには Cisco Unified Border Element の使用をお
勧めしますが、 日常業務の実行を外部コールに大き く依存しているサイ ト のバッ クアップと し
て PSTN ゲー ト ウェイを使用する こ と もできます。

この場合は、 同時 ISDN チャネル数が集中型 PSTN への同時コール数を大き く下回る可能性が
あ り ます。 これは、 それらがバッ クアップ シナ リオでしか使用されないためです。 たとえば、
通常の状況で集中型 PSTN への 30 本の同時コールが許容される場合は、 バッ クアップ シナ リ
オでしか使用されないバッ クアップ ISDN ゲート ウェイを  2 つの BRI チャネルだけをサポート
する規模に設定できます。
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シスコ音声ゲート ウェ イは以下をサポート しています。

• DTMF リ レー機能

• 補足サービス  サポート ： 補足サービスは、 保留、 転送、 会議などの基本的なテレフォニー
機能です。

• FAX パススルーと  T.38 FAX リ レー

PSTN ゲー ト ウェイはさまざまなプロ ト コル （SCCP、 MGCP、 H.323、 SIP） をサポー ト してい
ます。 SIP は、 シスコ  コ ラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ン全体と調和している う え、 新しい音声
製品やビデオ製品に選択されたプロ ト コルであるため、 お勧めのプロ ト コルです。

音声ゲート ウェ イ機能は、 適切な PVDM とサービス  モジュールまたはカードが実装されたす
べての Cisco ISR 上で有効になっています。

ビデオ ISDN ゲー ト ウェ イ

推奨する企業コラボレーシ ョ ン用アーキテクチャは、 ISDN PRI ト ランク と  Unified CM への 
SIP ト ランクを使用した  Cisco TelePresence ISDN Gateway の展開を包含しています。 Cisco 
TelePresence ISDN Gateway には、 MSE 8321 ゲート ウェイ と  GW 3241 ゲート ウェイが含まれま
す。 TelePresence ISDN Gateway は、 オプシ ョ ン  アイテムであ り、 レガシー ISDN ビデオ会議シ
ステムからのコールを送受信しなければならない場合にのみ必要です。

要件と推奨事項

• Unified CM と通信するための IP プロ ト コルと して  H.323 ではな く  SIP を使用します。

• ISDN ゲート ウェイ上ではできるだけシンプルなダイヤル プランを作成し、 Unified CM 上
ですべてのダイヤル文字列操作を実行します。

• ダイヤル プラン  セッ ト アップは 後まで残しておきます。 ISDN ゲート ウェ イは、 デフォ
ル ト で、 ダイヤル プラン設定が構成されるまですべてのコールをブロ ッ ク します。 これに
よ り、 使用する準備が整う までゲート ウェ イが保護されます。

• コールを  TelePresence ISDN ゲート ウェ イにルーテ ィ ングするために ISDN 番号の前にプレ
フ ィ ク ス と して * を付けます。 * によって、 ビデオ ISDN コールと音声 PSTN コールが区別
され、 既存の国際番号計画との競合が避けられます。 また、 ダイヤ リ ング時のユーザ エク
スペリ エンスの変更が 小限に抑えられます。 Unified CM ダイヤル プランでは、 * が削除
され、 残りの数字が TelePresence ISDN ゲート ウェ イにルーテ ィ ングされます （図 4-15 を
参照）。
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図 4-15 ビデオ ISDN ゲー ト ウ ェ イ  ダイヤル プラ ン

 

ISDN ビデオ ゲー ト ウ ェ イの制限と制約

• ISDN ビデオ コール中にサポート されるのは、 保留機能と再開機能のみです。

• ビデオコール転送はサポート されません。

• CMR Cloud への ISDN コールはサポート されません。

モバイルおよびリ モー ト  アクセスの制限と制約

次の制限と制約がモバイルおよびリモー ト  アクセス接続に適用されます。

• CTI はサポート されません。

• Jabber デスクフォン制御はサポート されません。

• Jabber ファ イル転送はサポート されません。

• Jabber モバイル機能の Dial-Via-Office Reverse （DVO-R）、 デュアルモード  ハンドオフ、 お
よびセッシ ョ ン持続性はサポート されません。

• TelePresence Conductor ベースの TelePresence に対するワンボタン  プッシュはサポート され
ません。

• TelePresence Conductor エンドポイン ト管理機能はサポート されません。

Cisco Unified Border Element の制限と制約

• Cisco ISR では、 ト ランスポー ト  プロ ト コルを  TCP と  UDP にしかする こ とができません。
Cisco ASR では、 ト ランスポー ト  プロ ト コルを  TLS にする こ と もできます。

• ト ランスコーディ ング、 DTMF インターワーキング、 IVR、 SIP/TLS 変換と  RTP/SRTP 変
換、 および FAX とモデムの各機能は、 フェールオーバー シナ リオで使用されます。
Cisco ISR では、 DSP 関連機能が使用されません。
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コ ラボレーシ ョ ン エ ッ ジのハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ
ハイ  アベイ ラビ リ テ ィは、 コ ラボレーシ ョ ン  システムの設計と展開における重要な側面です。
コ ラボレーシ ョ ン  エッジによって、 冗長性、 ロード  シェア リ ング、 およびコール ラ イセンス
共有が実現されます。

Expressway-C と  Expressway-E のハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ

Expressway-C と  Expressway-E はク ラスタで展開する こ と をお勧めします。 ク ラスタご とに
大 6 つの Expressway ノード と 大 N+2 の物理冗長性を設定できます。 ク ラスタ内のすべての
ノードがアクテ ィブです。 ク ラスタ設定の詳細については、 『Cisco Expressway Cluster Creation 
and Maintenance Deployment Guide』 を参照して ください。

Expressway ク ラスタは設定の冗長性を提供します。 ク ラスタ内で設定される 初のノードはパ
ブ リ ッシャで、 その他のすべてのノードはサブスク ラ イバです。 設定はパブ リ ッシャ内で実行
され、 自動的に他のノードにレプ リ ケー ト されます。

Expressway ク ラスタは、 コール ラ イセンス共有と回復力を提供します。 すべての リ ッチ メ
ディア  セッシ ョ ン と  TURN ラ イセンスがク ラスタ内の全ノードで等し く共有されます。コール 
ラ イセンスはノードご とに設定されたラ イセンスによって供与されます。

仮想マシン と して展開された Expressway-C と  Expressway-E は VMware VMotion をサポート し
ます。 VMware VMotion は、 物理サーバ間の実行中の仮想マシンのラ イブ マイグレーシ ョ ンを
可能にします。 仮想マシンの移動中は、 Expressway-C サーバと  Expressway-E サーバが、 シグ
ナ リ ングのみを処理する と き、 または、 シグナ リ ングと メディアの両方を処理する と きにアク
テ ィブ コールを維持します。 これによ り、 Expressway ノードのハイ  アベイ ラビ リ テ ィだけで
な く、 Cisco Unified Computing System （UCS） ホス ト全体でのコール回復力も提供されます。

次のルールが Expressway ク ラスタ リ ングに適用されます。

• Expressway-C ノード  タ イプと  Expressway-E ノード  タ イプを同じ ク ラスタ内に混在させる
こ とはできません。

• ク ラスタ内のすべてのノードで、 サブゾーン、 ゾーン、 リ ンク、 パイプ、 認証、 帯域幅制
御、 およびコール ポ リ シーの設定を同一にする必要があ り ます。

• 設定の変更はパブ リ ッシャ  ノードでのみ行う必要があ り、 この変更によってレプ リ ケー
シ ョ ン時にク ラスタ内のサブスク ラ イバ ノード上の設定が上書き されます。

• ある ノードが使用できな くなった場合は、 そのノードがク ラスタに供与していたラ イセン
スが 2 週間後に使用できな く な り ます。

• Expressway-C ク ラスタ と  Expressway-E ク ラスタには同じ数のノードを展開します。

• ク ラスタ全体に同じ  OVA テンプレー ト を展開します。

• ク ラスタ内のすべてのノードは、 他のすべてのク ラスタ  ノードへの 大ラウン ド ト リ ップ
時間を  30 ms 以内にする必要があ り ます。 したがって、 WAN 経由のク ラスタ リ ングは遅延
の制約があるためお勧めできません。

• 同じ ク ラスタ内のすべてのノードに対して同じ ク ラスタ事前共有キーを使用する必要があ
り ます。

• データベース  レプ リ ケーシ ョ ンのために、 ク ラスタ内のすべてのノードで H.323 を有効に
する必要があ り ます。 H.323 シグナ リ ングは、 帯域幅使用状況情報を検索してク ラスタ内
の他のノード と共有するエンドポイン ト  ロケーシ ョ ンで使用されます。
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• 同じ  Expressway-C と  Expressway-E のペアでモバイルおよびリモー ト  アクセス と  
Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンが有効になっている場合は、 Unified CM 
と  Expressway-C 間の SIP ト ランク上で使用されている  SIP ポート番号をデフォル ト の 5060 
または 5061 から変更する必要があ り ます。

• DNS SRV レコードは、 ク ラスタに対して使用可能にする必要があ り、 ク ラスタのノードご
とに A レコード または AAAA レコードを含む必要があ り ます。

Expressway-C は内部ネッ ト ワークに、 Expressway-E は DMZ に展開されるため、 モバイルおよ
びリ モー ト  アクセス用の ト ラバーサル ゾーンを介して Expressway-C と  Expressway-E を接続す
る必要があ り ます。 Expressway-C がモバイルおよびリ モー ト  アクセス用の ト ラバーサル ク ラ
イアン ト で、 Expressway-E が ト ラバーサル サーバです。 Cisco Expressway ソフ ト ウェア  バー
ジ ョ ン  X8.2 以降の リ リースでは、 ク ラ イアン ト  ゾーンとサーバ ゾーンの両方が Unified 
Communications ト ラバーサル ゾーン と呼ばれます。 Business-to-Business （B2B） コールでは
別々の ト ラバーサル ゾーンが必要なため、 Expressway-C 用の ト ラバーサル ク ラ イアン ト  ゾー
ン と  Expressway-E 用の ト ラバーサル サーバ ゾーンとい う名前が残されています。 ト ラバーサ
ル サーバ ゾーン と ト ラバーサル ク ラ イアン ト  ゾーンには Expressway-C と  Expressway-E のす
べてのノードが含まれているため、 ノードのいずれかが到達不能になった場合は、 代わりにク
ラスタの別のノードが使用されます。

図 4-16 に示すよ うに、 Expressway-C が Cisco Unified CM、 IM and Presence、 および Unity 
Connection の各ク ラスタのすべてのサーバに接続するため、 接続パス全体でハイ  アベイ ラビ リ
テ ィ と冗長性が確保されます。

図 4-16 Expressway サービス接続

 

図 4-16 に、Unified Communications ト ラバーサル ゾーンとモバイルおよびリモー ト  アクセスに
組み込まれているハイ  アベイ ラビ リ テ ィ を示します。 ただし、 次の説明は、 Unified 
Communications ト ラバーサル ゾーンと標準の （ク ラ イアン ト とサーバ） ト ラバーサル ゾーン
の両方に適用されます。
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Expressway-C 上に設定された ト ラバーサル ク ラ イアン ト  ゾーンには、 対応する  Expressway-E 
ク ラスタのすべてのク ラスタ  ノードの完全修飾ド メ イン名を含める必要があ り ます。 同様に、
ト ラバーサル サーバ ゾーンはすべての Expressway-C ク ラスタ  ノードに接続する必要があ り ま
す。 これは、 Expressway-C 証明書のサブジェ ク ト の別名に Expressway-C ク ラスタ  ノードの 
FQDN を含め、 TLS 検証サブジェ ク ト名を  Expressway-C ク ラスタの FQDN と同一に設定する
こ とによって実現されます。 これによ り、 ト ラバーサル ゾーン全体にク ラスタ  ノードのメ ッ
シュ構成が形成され、 後のク ラスタ  ノードが使用不能になるまで ト ラバーサル ゾーンのハ
イ  アベイ ラビ リ テ ィが維持されます。

Expressway-C は ト ランク経由で Unified CM に接続して、 Business-to-Business （B2B） の着信
コールと発信コールをルーテ ィ ングします。 Unified CM も  Expressway-C に ト ランキングしま
す。 ハイ  アベイ ラビ リ テ ィ を維持するために、 各 Expressway-C ク ラスタ  ノードの完全修飾ド
メ イン名を  Unified CM 上の ト ランク設定に列挙する必要があ り ます。 Unified CM がク ラスタ
化されている場合は、 ク ラスタの各メ ンバーの完全修飾ド メ イン名 （FQDN） を  Expressway-C 
のネイバー ゾーン  プロファ イルに リ ス トする必要があ り ます。

こ こでも、 メ ッシュ状の ト ランク構成が形成されます。 Unified CM は、 SIP Options Ping 経由で ト
ランク設定内のノードのステータスをチェッ ク します。 ある ノードが使用できな くなる と、
Unified CM はそのノードを運用停止にして、 そのノードに対するコールをルーティングしな くな
り ます。 Expressway-C も  SIP OPTIONS Ping 経由で Unified CM からの ト ランクのステータスを
チェッ ク します。 コールは、 アクティブかつ使用可能と して示されている ノードにのみルーティ
ングされます。 これによ り、 ト ランク設定の両側にハイ  アベイラビ リ ティが提供されます。

DNS SRV レコードは、 インバウンド  Business-to-Business （B2B） ト ラフ ィ ッ クに対する  
Expressway-E の可用性を高めるこ とができます。 ハイ  アベイラビ リ ティ を維持するためには、 ク
ラスタ内のすべてのノードを  SRV レコード内に同じ優先度でリ ス トする必要があ り ます。 これ
によ り、 すべてのノードを  DNS クエ リで返すこ とができます。 DNS SRV レコードは、 ク ラ イア
ン トがルッ クアップに費やす時間を 小にするために役立ちます。 これは、 DNS 応答に SRV レ
コード内に列挙されたすべてのノードを含めるこ とができるためです。   通常は、 遠端サーバまた
は遠端エンドポイン トが DNS 応答をキャ ッシュし、 応答が受信されるまで DNS クエ リで返され
たすべてのノードを試します。 これによ り、 コールが成功する確率が高ま り ます。

加えて、 Expressway ク ラスタは、 ク ラスタ全体での Rich Media ライセンス共有と  TURN ライセン
ス共有をサポート します。 ク ラスタから ノードが削除された場合は、 そのコール ライセンスの共
有が次の 2 週間だけ継続されます。 どの Expressway も、 その物理能力を上回るライセンスを保持
するこ とはできても、 その物理能力を上回る  Rich Media ライセンスを処理するこ とはできません。

Cisco Unified Border Element のハイ  アベイ ラビ リ テ ィ

Cisco Unified Border Element のハイ  アベイ ラビ リ テ ィは複数の方法で実現できます。 推奨アー
キテクチャでは、 コールの保存によるボッ ク スツーボッ ク ス冗長性をお勧めします。 これは、
Unified Border Element で障害が発生した場合にシグナ リ ングと メディアの両方のコールの保存
が実施されるためです。

Unified Border Element サーバは、 次のアクテ ィブ/スタンバイ  モデルのペアで展開されます。
アクテ ィブ Unified Border Element がダウンする と、 スタンバイ  Unified Border Element が起動
され、 すべてのアクテ ィブ セッシ ョ ンが移行されます。 これによ り、 シグナ リ ングと メディア
の両方のハイ  アベイ ラビ リ テ ィが提供されます （図 4-17 を参照）。

Hot Standby Routing Protocol （HSRP） テク ノ ロジーは、 1 つのルータの可用性に頼らずに、
ネッ ト ワーク上のホス ト からの IP ト ラフ ィ ッ クをルーティ ングする こ とによって、 ネッ ト ワー
クのハイ  アベイ ラビ リ テ ィ を実現します。 ルータのグループで HSRP を使用して、 アクテ ィブ 
ルータ と スタンバイ  ルータを選択します HSRP は内部と外部の両方のインターフェイスをモニ
タします。 インターフェイスのいずれかがダウンした場合は、 デバイス全体がダウンしたと見
なされ、 スタンバイ  デバイスがアクテ ィブになってアクテ ィブ ルータの役割を引き継ぎます。
4-29
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 4 章      コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジ

コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジのハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ
ボッ ク スツーボッ ク ス冗長性は、 HSRP プロ ト コルを使用してルータの HSRP アクテ ィブ/スタ
ンバイ  ペアを形成します。 アクテ ィブ サーバと スタンバイ  サーバは、 同じ仮想 IP アド レスを
共有し、 ステータス  メ ッセージを継続的に交換します。 図 4-17 に示すよ うに、 Unified Border 
Element セッシ ョ ン情報がルータのアクテ ィブ/スタンバイ  ペア全体で共有されます。 こ こで、
172.16.0.1 と  10.10.10.10 は Cisco Unified Border Element ペアの仮想 IP アド レスです。 これによ
り、 アクテ ィブ ルータが予定どおりにまたは予定外の理由で稼働停止状態になった場合に、 す
ぐにスタンバイ  ルータがすべての Unified Border Element コール処理の役割を引き継ぐこ とが
できます。

図 4-17 Cisco Unified Border Element のボ ッ クスツーボ ッ クス冗長性

 

音声ゲー ト ウェ イのハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ

PSTN ゲー ト ウェイは、 物理インターフェイスを介して直接 PSTN ネッ ト ワークに接続します。
ゲー ト ウェイがダウンする と、 PSTN とのすべての通信がク リ アされます。 HSRP などのメカ
ニズムは、 このケースではメ リ ッ ト があ り ませんが、 通信事業者向けの IP ト ランク経由の 
PSTN アクセスのケースではメ リ ッ ト があ り ます。 ゲー ト ウェイ相互接続を使用した集中型 
PSTN が展開される場合もあ り ますが、 Unified Border Element と違って、 TDM ベースの PSTN 
ゲート ウェイ展開は基本的に分散型です。 また、 PSTN 音声ゲート ウェイは Unified Border 
Element ほど多くのコール量を管理できません。 PSTN の特性上、 このシナ リオではメディア保
存ができません。

ただし、 同じ  Unified CM ルート  グループ内の複数のゲート ウェ イをコールがロード  バランシ
ングされるよ うに設定する こ とによって、 シグナ リ ング回復力を提供できます。 グループ内の
ゲート ウェイのいずれかがダウンする と、 すべてのコールが破棄されますが、 残りの使用可能
なゲート ウェイのいずれかを使用して新しいコールが確立されます。
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コ ラボレーシ ョ ン エ ッ ジのセキュ リ テ ィ
こ こでは、 コ ラボレーシ ョ ン  エッジでのセキュ リ テ ィの実装方法について説明します。

Expressway-C と  Expressway-E のセキュ リ テ ィ

Expressway-C と  Expressway-E 上のセキュ リ テ ィは、 ネッ ト ワーク  レベルとアプ リ ケーシ ョ ン  
レベルでさ らに分割する こ とができます。 ネッ ト ワーク  レベル セキュ リ テ ィにはファ イア
ウォール ルールや侵入からの保護などの機能が含まれるのに対して、 アプ リ ケーシ ョ ン  レベ
ル セキュ リ テ ィには承認、 認証、 および暗号化が含まれます。

ネ ッ ト ワーク  レベル保護

Expressway-C と  Expressway-E 上のネッ ト ワーク  レベル保護は、 2 つの主なコンポーネン ト
（フ ァ イアウォール ルールと侵入からの保護） で構成されます。

ファ イアウォール ルールは次の機能を有効にします。

• ト ラフ ィ ッ クを許可または拒否する送信元 IP アド レスのサブネッ ト を指定する。

• 拒否対象の ト ラフ ィ ッ クを破棄または拒否するかを選択する。

• SSH や HTTP/HTTPS などの既知のサービスを設定する、 または、 ト ランスポー ト  プロ ト コ
ルとポー ト範囲に基づいてカスタマイズされたルールを指定する。

• Expressway-E 上の LAN 1 インターフェイス と  LAN 2 インターフェイスで別々のルールを設
定する。

悪意のある ト ラフ ィ ッ クを検出してブロ ッ ク し、 ログイン  セキュ リ テ ィ を破壊するディ クシ ョ
ナ リベースの試行から  Expressway を保護するためには、 自動侵入保護機能を使用する必要があ
り ます。

自動侵入保護は、 システム  ログ  ファ イルを解析して、 SIP、 SSH、 Web/HTTPS などの特定の
サービス  カテゴ リへのアクセスの連続的な失敗を検出する こ とによって機能します。 指定され
た時間内の失敗回数が設定されたしきい値を超えた場合は、 送信元ホス ト  IP アド レス （侵入
者） と宛先ポート が、 指定された期間ブロ ッ ク されます。 その期間が過ぎる と、 自動的にホス
ト  アド レスがブロ ッ ク解除されるため、 一時的に設定が間違っていた正式なホス ト がロ ッ クア
ウ ト されな く な り ます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス

モバイルおよびリ モー ト  アクセスでは、 TLS と  SRTP がインターネッ ト上のク ラ イアン ト と  
Expressway-E の間の唯一の設定オプシ ョ ンです。 Expressway-C と  Expressway-E の間のモバイ
ルおよびリ モー ト  アクセス  ト ラバーサル ゾーンは TLS を使用して暗号化されます。

Unified CM と  Expressway-C の間の接続は設定に応じて、 暗号化と認証が行われます。
Unified CM が混合モードの場合は、 メディアとシグナ リ ングのエンドツーエンド暗号化をお勧
めします。

これらの接続時はセキュ リ テ ィ証明書が必要です。 証明書は、 サーバと ク ラ イアン ト のアイデ
ンテ ィテ ィ を提供し、 Expressway-C、 Expressway-E、 Unified CM、 および Unified CM IM and 
Presence Service に展開する必要があ り ます。 自己署名証明書を展開する こ と もできますが、 認
証局 （CA） を使用して証明書に署名する設定をお勧めします。
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CA はプラ イベート にもパブ リ ッ クにもできます。 プラ イベート  CA 展開にはコス ト効率が高
いとい う メ リ ッ ト があ り ますが、 この証明書は組織内部でしか有効ではあ り ません。 パブ リ ッ
ク  CA はセキュ リ テ ィ を向上させ、 すべての組織から信頼されます。 そのため、 異なる組織間
の通信に広く利用されています。

Expressway-C と  Expressway-E をモバイルおよびリモー ト  アクセス専用に使用している会社で
は、 プラ イベート  CA を展開する こ と も、 パブ リ ッ ク  CA に依存する こ と もできます。 ただし、
Expressway-C と  Expressway-E が Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンにも使用され
ている場合は、 パブ リ ッ ク  CA によって署名された証明書を  Expressway-E 上に展開する必要が
あ り ます。 この場合は、 Expressway-E 証明書が VeriSign/Symantec、 GeoTrust、 GoDaddy などの
パブ リ ッ ク  CA によって署名される必要があ り ます。 Expressway-E が信頼された CA 証明書リ
ス ト に存在する  CA によって証明書が署名されている事業体から  Business-to-Business （B2B）
コールを受信した場合は、 そのコールが許可されます。 証明書に署名した CA がその リ ス ト に
掲載されていない場合は、 そのコールは拒否されます。 そのため、 Expressway が 
Business-to-Business （B2B） に対しても有効になっている場合は、 主要な  CA 証明書の信頼リ
ス ト を  Expressway-E に事前に入力しておく こ とが重要です。

コス ト を削減するために、 Expressway-C 証明書が社外で認定されていない内部 CA によって署
名されている場合があ り ます。 この場合は、 Expressway-C と  Expressway-E の接続を確立する
ために、 内部 CA 証明書を  Expressway-E の信頼された CA 証明書リ ス ト に含める こ とが重要で
す。 表 4-3 に、 証明書展開に対するパブ リ ッ ク  アプローチとプラ イベート  アプローチの概要を
示します。

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ン

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンの保護には、 認証、 暗号化、 および承認が含
まれます。 Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンでは、 デフォル ト で、 認証された
ト ラバーサル リ ンクが使用されます。 ト ラバーサル リ ンクは、 Expressway-C と  Expressway-E 
間の相互認証 Transport Layer Security （MTLS） 接続によって検証された Public Key 
Infrastructure （PKI） の使用から も恩恵を受ける こ とができます。 Business-to-Business （B2B）
ト ラバーサル リ ンクがモバイルおよびリモー ト  アクセス と同じ  Expressway-C と  Expressway-E 
のインフラス ト ラ クチャ上に展開されている場合は、 ト ラバーサル ゾーンで Expressway-C と  
Expressway-E のク ラスタ  ノードの FQDN が使用されている こ と を確認して ください。 これに
よ り、 各サーバの証明書を使用して、 提示された証明書を ト ラバーサル接続に対して信頼され
た証明書に照ら して検証するのが容易にな り ます。

着信コールは認証済みか未認証かによって区別できます。 この区別は、 保護された リ ソースへ
のアクセスの承認に使用できます。 不明な リモー ト  Business-to-Business （B2B） コールは、 未
認証と して処理され、 IP 音声およびビデオ ゲート ウェ イなどの保護された リ ソースへのアクセ
スが制限されます。 これは、 Call Processing Language （CPL） ルールをゲート ウェ イ  アクセス
に使用されるプレフ ィ ク スへのアクセスをブロ ッ クする正規表現を使用して設定する こ とに
よって実現されます （図 4-18 を参照）。

表 4-3 パブ リ ッ ク証明機関、 プラ イベー ト 証明機関、 および証明書

 Unified CM IM and Presence Service Expressway-C Expressway-E

証明書の署名者 内部 CA 内部 CA 内部 CA パブ リ ッ ク  CA

信頼リ ス ト への掲載 内部 CA 証明書 内部 CA 証明書 内部 CA 証明書とパブ
リ ッ ク  CA 証明書

内部 CA 証明書とパブ
リ ッ ク  CA 証明書
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図 4-18 未認証発信者に関する CPL ルール

 

シグナ リ ングと メディアの暗号化は Business-to-Business （B2B） コールにとって重要ですが、
コールの受信機能を限定または制限しないよ うに慎重に展開する必要があ り ます。 通信先の旧
式の SIP または H.323 システムの中には、 シグナ リ ングまたはメディアの暗号化をサポート し
ていないものが多数含まれています。

要件と推奨事項

• Business-to-Business （B2B） コールのメディア暗号化を  Expressway-C 上に展開する必要が
あ り ます。 ただし、 Expressway-E 上で NAT が設定されている場合は、 Expressway-E 上に展
開する こ とができません。

• Business-to-Business （B2B） ト ラバーサル ゾーンの ト ラバーサル ク ラ イアン ト側のメディ
ア暗号化をベス ト  エフォー ト に設定します。 これは、 コールの暗号化が常に 初に試され
る こ と を意味します。 また、 暗号化されていないコールへのフォールバッ ク も可能にな り
ます。

• Unified CM と  Expressway-C 間の SIP ト ランクのシグナリ ング暗号化には TLS を使用します。

組織内にモバイルおよびリモー ト  アクセス （MRA） も展開されている場合は、 MRA コールと  
Business-to-Business （B2B） コールの両方が暗号化されずに出力される可能性があ り ます。 ベ
ス ト  エフォー ト  メディア暗号化は、 発信コールが 初に暗号化を使用して試される こ と を意
味します。

Cisco Unified Border Element のセキュ リ テ ィ

インターネッ ト接続とは異な り、 IP ト ランク経由の PSTN 接続は、 通信事業者から提供された
プラ イベート  ネッ ト ワークを介して配信されます。 つま り、 この接続は制御されたネッ ト ワー
クです。 したがって、 インターネッ ト  エッジ用に展開されたセキュ リ テ ィは、 IP PSTN アクセ
ス用に展開されたセキュ リ テ ィ とは異な り ます。 Cisco Unified Border Element と通信事業者間
にはファ イアウォールが存在しません。 ただし、 特定のケースでは、 企業と電気通信プロバイ
ダーでエンタープラ イズ  DMZ を使用する必要があ り ます。

通信事業者と企業のネッ ト ワーク間では、 ト ラフ ィ ッ クが暗号化されずに送信されます。 会社
のポ リ シーによって、 内部のエンタープラ イズ  ト ラフ ィ ッ クを暗号化できる場合とできない場
合があ り ます。 このよ う なケースでは、 Unified Border Element で TLS/TCP 変換と  SRTP/RTP 変
換を実行できます。複数のゲート ウェイが展開されている場合は、内部 CA を使用して Unified 
Border Element 証明書に署名する こ とをお勧めします。

Unified Border Element はファ イアウォールなしで展開されるため、 さまざまなレイヤで保護さ
れます。 たとえば、 通信事業者のセッシ ョ ン  ボーダー コン ト ロールのみに PSTN 側からのコー
ルの開始を許可し、 Unified CM のみに内部ネッ ト ワーク側からのコールの開始を許可するアク
セス  コン ト ロール リ ス ト を作成できます。

Unified Border Element は、 電話料金の詐欺行為やテレフォニー サービス拒否 （TDoS） 攻撃から
も保護されます。 ラージ パケッ ト到着率は、 CPU、 メモ リ、 帯域利用率、 およびコール到着スパ
イ ク検出に基づく コール アド ミ ッシ ョ ン制御メカニズムを通して削減するこ と もできます。
4-33
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 4 章      コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジ

コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジ ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ング
音声ゲー ト ウェ イのセキュ リ テ ィ

PSTN ゲー ト ウェイは、 顧客ネッ ト ワークに 1 つのインターフェイス、 PSTN 上に 2 つ目のイン
ターフェイスを備えています。 これらのインターフェイスは社内ネッ ト ワーク内に展開され、
インターネッ ト からは到達できません。 PSTN は本質的にセキュアなので、 ゲー ト ウェイを保
護するための特定のツールは存在しません。 ただし、 インターネッ ト にアクセス可能なルータ
上にゲート ウェイが展開されている場合は例外です。 この場合は、 ゲート ウェ イ上の 
Cisco IOS 機能を使用してファ イアウォールと侵入からの保護を実行できます。 その他の場合
は、 ゲート ウェイを保護するために必要な特定のツール （サービス拒否 （DoS） からの保護な
ど） はあ り ません。

ただし、 常に、 エン ドポイン ト からゲー ト ウェ イへのメディアを暗号化する こ とができます。
このよ う なケースでは、 ゲー ト ウェ イで TLS と  SRTP が使用されます。 この場合は、 CA 署名
証明書を使用する こ と をお勧めします。

ビデオ ISDN ゲー ト ウェ イのセキュ リ テ ィ

ビデオ ISDN ゲート ウェイは、 顧客ネッ ト ワークに IP インターフェイス、 PSTN にも う  1 つのイ
ンターフェイスを備えています。 ゲート ウェイで保護する必要のある  2 つの一般的なセキュ リ
ティに対する脅威が IP から  ISDN への電話料金の詐欺行為と コールの ISDN ヘアピニングです。

Expressway-E 上の基本的な CPL ルールを使用して、インターネッ ト からの ISDN ゲート ウェ イ  
リ ソースへのアクセスをブロ ッ クできます。 Unified CM 登録デバイスからのアクセスをブロ ッ
クする場合は、 コーリ ング  サーチ スペースを使用する必要があ り ます。

コ ラボレーシ ョ ン エ ッ ジ ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ング
展開されたコラボレーシ ョ ン  エッジ ク ラスタの数は、 コール制御ク ラスタの数ではな く、 イ
ンターネッ トへの接続ポイン ト の数に左右されます。複数の Unified CM および IM and Presence 
ク ラスタ と、 複数の TelePresence Conductor ク ラスタを使用しているお客様は、 単一のインター
ネッ ト  ブレークアウ ト  ポイン ト が設置されていれば、 単一のインターネッ ト  エッジを所有し
ている こ とにな り ます。 通信事業者が PSTN ネッ ト ワークへの接続ポイン ト を複数提供してい
る場合は、 同じ環境に複数の PSTN ホップオフが設置されている可能性があ り ます。 同じ考え
方はビデオ ISDN アクセスに適用されます。

イン ターネ ッ ト  エ ッ ジ ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ング

複数のインターネッ ト  エッジが展開されている場合は、 コ ラボレーシ ョ ン  ト ラフ ィ ッ クを
も近いインターネッ ト  エッジに送信するためのルーテ ィ ング  ルールを正し く設定する こ とが
重要です。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス

複数の Unified CM および IM and Presence ク ラスタが展開されている場合は、 すべての 
Expressway-C がすべての Unified CM ク ラスタを検出する必要があ り ます。 Expressway-C が一
部のク ラスタ しか検出しない場合は、 検出されたク ラスタに属しているユーザに関する登録し
かプロキシできません。
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登録要求が Expressway-C によって検出されていない Unified CM および IM and Presence ク ラス
タに属している ク ラ イアン ト から発行された場合、 そのク ラ イアン トはログインできません。
これは、 図 4-19 に示すよ うに、 ユーザがモビ リ テ ィに対して有効になっている場合は、 それぞ
れの Expressway-C がすべての Unified CM および IM and Presence ク ラスタを検出する こ とが重
要だからです。

図 4-19 複数の Unified CM および IM and Presence ク ラス タのサービス検出

 

複数のインターネッ ト  エッジが展開されている場合は、 それらの間の負荷分散方法を理解して
おく こ とが重要です。 インターネッ ト  エッジが同じデータセンターまたは同じエ リ アに展開さ
れている場合は、 DNS SRV レベルでロード  バランシングを実行できます。 たとえば、 企業
ネッ ト ワークにモバイルおよびリモー ト  アクセス用の 3 つのインターネッ ト  エッジが含まれて
おり、 それぞれが 2 つの Expressway-E ノード と  Expressway-C ノードのク ラスタで構成されて
いる場合は、_collab-edge._tls.ent-pa.com に 6 つすべての Expressway-E レコードが同じ優先度と
重要度で追加されます。 これによ り、 登録と コールがさまざまな  Expressway-E ク ラスタ と  
Expressway-C ク ラスタに均等に分配されます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス接続エンドポイン ト が特定の Expressway ク ラスタ  ペアを介
して登録される と、 ク ラ イアン ト が切断されるか、 ク ラ イアン ト のスイ ッチがオフにされるま
で接続されたままにな り ます。

ただし、 Expressway ク ラスタが地理的地域全体に展開されている場合は、 エン ドポイン ト が確
実に も近い Expressway-E ク ラスタを使用するよ うにするため、 DNS SRV の優先度と重要度
のレコードに加えて何らかのインテ リ ジェン ト  メ カニズムが必要にな り ます。
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たとえば、 ある企業が 2 つの Expressway ク ラスタを使用しており、 1 つは米国 （US） に、 も う  
1 つはヨーロ ッパ （EMEA） に設置されている場合、 US に住んでいるユーザは US 内の 
Expressway-E ク ラスタに転送され、 ヨーロ ッパに住んでいるユーザはヨーロ ッパ内の 
Expressway-E ク ラスタに転送されるのが理想的です。 これは、 GeoDNS サービスを実装する こ
とによって容易に実現できます。 GeoDNS サービスはコス ト効率が高く、 設定が簡単です。
GeoDNS サービスがどのよ うに機能するかを示すために、 次の例では Amazon Route 53 Geo 
DNS サーバを使用します。 Amazon Route 53、 Edge Director、 GeoScaling、 Max Mind GeoIP2 な
ど、 さ まざまな GeoDNS サービスが市場で利用可能です。

GeoDNS を使用すれば、 位置 （IP アドレス  ルーティング） や遅延 （ 小遅延） などの複数のポ リ
シーに基づいて ト ラフ ィ ッ クをルーティングできます。 Amazon Route 53 は、 遅延と地理的位置
の両方によるルーティングを可能にします。 こ こでは、 遅延ベースのルーティングを設定するこ
とにしますが、 この設定手順は IP アドレスに基づく地理的位置ルーティングと同じです。

遅延ベースのルーテ ィ ングを使用した場合は、 インターネッ ト上の遅延が変化する と、 同じサ
イ ト内のク ラ イアン ト が時間と共に別のデータセンターにアクセスする こ とにな り ます。 ただ
し、 この現象は、 一定期間の平均値と して評価されるため、 遅延の変化直後に発生するわけで
はあ り ません。 つま り、 インターネッ ト の瞬時輻輳によるスパイ クは平均値によって吸収され
ます。

このシナ リ オでは、 2 つのインターネッ ト  エッジ Expressway ク ラスタを  US と ヨーロ ッパに 1 
つずつ展開し、 それぞれが 2 つの Expressway-C サーバと  Expressway-E サーバで構成されます。
エン ドポイン ト と ヨーロ ッパ エッジ間で測定された遅延がエンドポイン ト と  US エッジ間の遅
延を下回った場合は、 エン ドポイン ト がヨーロ ッパ エッジに転送されて登録されます。

このシナ リ オに従って、 単一の SRV レコード  _collab-edge._tls.ent-pa.com をモバイルおよびリ
モー ト  アクセス用に設定します。 このレコードは、 リ ソースの実際の A レコードに解決される
エイ リ アスである  CNAME レコードの expe.ent-pa.com に解決されます。 expe.ent-pa.com 用のレ
コードは 2 つ存在します。 1 つは us-expe.ent-pa.com （US エッジの DNS 名） に解決され、 も う  
1 つは emea-expe.ent-pa.com （EMEA エッジの DNS 名） に解決されます。 A レコードの 
us.expe.ent-pa.com と  emea-expe.ent-pa.com は、 US と ヨーロ ッパの Expressway-E サーバ ノード
の IP アド レスに解決されます。

_collab-edge._tls.ent-pa.com は標準ルーティ ングに設定されますが、 expe.ent-pa.com レコードは
ルーテ ィ ング  ポ リ シーが 「latency」 に設定されます。 そのため、 Expressway-E ク ラスタの場所
を指定する必要があ り ます。 ク ラ イアン ト と  emea-expe.ent-pa.com 間の遅延がク ラ イアン ト と  
us-expe.ent-pa.com 間の遅延を下回った場合は、 登録要求がヨーロ ッパ Expressway-E に送信さ
れます。 何らかの理由で徐々に遅延が変化して  US への遅延を上回った場合は、 代わりに、
us-expe.ent-pa.com が選択されます。

emea-expe.ent-pa.com と  us-expe.ent-pa.com の両方が A レコードで、 Jabber ク ラ イアン ト または 
TelePresence Conductor システムが _collab-edge._tls.ent-pa.com SRV レコードの応答に基づいて、
emea-expe.ent-pa.com または us-expe.ent-pa.com に対する以降のクエ リ を実行します。 ただし、
標準の A レコードでは SRV レコードのよ うに優先度と重要度を設定できないため、 ク ラ イア
ン ト が接続すべき  Expressway-E ク ラスタのサーバを指定するために別のロードバランシングお
よび冗長性メカニズムが必要です。 これは、 ラ ウン ド ロビン  メ カニズムを使用して実現できま
す。 たとえば、 2 つの emea-expe.ent-pa.com レコードを作成して、 それぞれのルーティ ング  ポ
リ シーを 「weighted」 に設定したと します。 2 つのレコードに対して同じ重要度を指定すれば、
ク ラスタのサーバ間で同一のロードバランシング  プロセスが実行される こ とにな り ます。 初
のレコードは、 同じ ク ラスタの複数の Expressway-E サーバ （この場合は 2 つのサーバ） に解決
されます。 2 つ目のレコードは、 同じサーバのセッ ト に解決されますが、 順序が逆にな り ます。

図 4-20 に、 地域の Expressway-E ク ラスタ間の遅延ベースのルーティングと同じ ク ラスタ内部の
ラウンド ロビンを使用した GeoDNS の DNS レコード構造を示します。 図からわかるよ うに、 両
方のレコードの emea-expe.ent-pa.com が Expressway-E ノードの同じセッ トに解決されますが、 順
序が異なっています。 これによ り、 冗長性と ロード  バランシングの両方が提供されます。
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図 4-20 遅延ベース ルーテ ィ ング用 Route 53 DNS レ コー ド構造

 

図 4-21 に示すよ うに、 Expressway ク ラスタ  ノードご とに、 A レコードを作成する必要があ り
ます。

図 4-21 Expressway ノ ー ド の DNS A レ コー ド

 

新しい Expressway 位置展開ごとに、 1 つの新しい CNAME レコード と、 Expressway ク ラスタ内
のノード数と同数の A レコードが必要です。 加えて、 個々の Expressway-E ノードの A レコー
ド も必要です。
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Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ン

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンの拡張性は、 複数の Expressway-C ク ラスタ と  
Expressway-E ク ラスタを同じ物理位置にまたは地理的に分散して追加する こ とによって解決で
きます。

複数の Expressway-C と  Expressway-E のペアが展開されている場合は、 Unified CM が発信コールを
発信側エンドポイン トに も近いエッジ サーバに転送できるため、内部 WAN ト ラフ ィ ッ クが 低
限に抑えられます。 加えて、 複数のエッジ ク ライアン トが利用されている場合は、 Expressway-C 
が Unified CM ク ラスタを使用してメ ッシュ状のト ランク構成を形成する必要があり ます。 これに
よ り、 地理的に見つけた ト ラバーサルがいっぱいになった場合または使用できない場合に、 追加
のアウ トバウンド  ト ラバーサル パスを許可するこ とで拡張性と復元力が高ま り ます。

大規模展開では、 モバイルおよびリモート  アクセスから分離した Expressway-C と  Expressway-E 
のペア上で Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンをホス ト した方が適切な場合があ り
ます。 これによ り、 サーバ リ ソースを外部インターネッ ト通信専用にするこ とができます。

着信コールに関する留意点

DNS SRV レコードは、 SIP と  H.323 ent-pa.com ド メ インに対して承認された  Expressway-E ク ラ
スタを特定するために使用されます。 重要度と優先度が同じ  SRV レコードは、 Expressway-E 
ク ラスタ  ノード全体でコールのバランスを取るために使用されます。

地理的に分散した複数の Expressway-E ク ラスタ全体で着信コールをスケーリ ングする場合は、 ト
ラフ ィ ッ クのロード  バランシングが主要課題になり ます。Expressway-C と  Expressway-E は SIP ま
たは H.323 ト ラフ ィ ッ クのロード  バランシングをサポート しません。 そのため、 DNS クエ リに
対する応答のロード  バランシングがソ リ ューシ ョ ンの重要なスケーリ ング手段になり ます。

モバイルおよびリ モー ト  アクセス  サービス と同様に、 GeoDNS は同じ クエ リに対する別々の 
DNS 応答を送信するために使用されます。 ネッ ト ワーク遅延や地理的位置などのさまざまな メ
ト リ ッ クを使用して、 DNS 応答で正しい Expressway-E ク ラスタを指定する必要があ り ます。
GeoDNS サービスを提供しているインターネッ ト  サービス  プロバイダーによっては、
Expressway-E サーバのステータス  モニタ リ ングも含める必要があ り ます。 これによ り、 アウ ト
オブサービス  Expressway-E を含まないなどのよ り効率的な  DNS 応答が可能にな り ます。

GeoDNS は、 お客様が選択したメ ト リ ッ クに基づいて、 接続先の他のサーバまたはエンドポイン
トに 適なエッジ Expressway-E を提供する非常に優れた手段です。 この場合の応答は、 通常、 ク
エリの発行元のサーバに物理的に も近いエッジに基づいて行われます。 このメカニズムは、
SRV レコードが異なるこ とを除いて、前述したメカニズムと同じです。たとえば、 SIP TLS の SRV 
レコードは _sips._tcp.ent-pa.com になり ます。 図 4-20 は、 GeoDNS サービスのセッ ト アップに使用
できます。 こ こで、 _collab-edge._tls.ent-pa.com は _sips._tcp.ent-pa.com に置き換えられます。

別のソ リ ューシ ョ ンと しては、 宛先のエンドポイン ト またはデバイスに も近いエッジを返すよ
うに設計します。 この場合は、 宛先エンドポイン トの位置を検索または確認して、 該当するエッ
ジを返す必要があ り ます。 このソ リ ューシ ョ ンのメ リ ッ トは、 短の内部パスをエンドポイン ト
に提供するこ とによって顧客ネッ ト ワーク上の帯域幅の使用が 小限に抑えられるこ とです。

これは、 Geo DNS を使用しながら、 着信側のエンドポイン ト が別の地域に属している場合に
コールをその地域の Expressway-E に転送するよ うに Expressway-E を設定する こ とによって実
現できます。

たとえば、 EMEA 内の 2 つの Expressway-C ク ラスタ と  Expressway-E ク ラスタ と、APJC 内の別
の 2 つの Expressway-C ク ラスタ と  Expressway-E ク ラスタについて考えます。 EMEA 内の 
Expressway-C ト ランク上の Unified CM インバウン ド  コーリ ング  サーチ スペースには、EMEA 
電話機のパーテ ィシ ョ ンは含まれますが、 APJC 電話機のパーテ ィシ ョ ンは含まれません。 同
様に、 APJC 内の Expressway-C ト ランク上のインバウン ド  コーリ ング  サーチ スペースには、
APJC 電話機のパーテ ィシ ョ ンは含まれますが、 EMEA 電話機のパーティシ ョ ンは含まれませ
ん。 EMEA 内のインターネッ ト上のユーザが APJC にある企業エンドポイン ト にコールした場
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合は、 そのコールが Geo DNS から  EMEA Expressway-E ク ラスタに送信されます。 EMEA 
Expressway-E と  Expressway-C はそのコールを宛先に送信しよ う と しますが、 Expressway-C ト
ランクのインバウン ド  コーリ ング  サーチ スペースがそのコールをブロ ッ ク します。 その後で、
EMEA Expressway-E がそのコールを  APJC Expressway-E に転送します。 こ う して、 コールが宛
先に配信されます。これは、APJC Expressway-C のインバウン ド  コーリ ング  サーチ スペースに 
APJC エンドポイン ト  パーテ ィシ ョ ンが含まれているためです。

EMEA 内の Expressway-E がシグナ リ ングと メディアのパスからそれ自体を削除できるよ うにす
るには、Expressway-E EMEA ク ラスタ上に TCP/TLS 変換または RTP/SRTP 変換が確実に存在し
ないよ うにし、 すべての Expressway-C と  Expressway-E でコール シグナ リ ング 適化パラ メー
タが確実に [オン （on） ] に設定する こ とが重要です。

これは確定的プロセスではないため、 Expressway エッジが 3 つ以上の場合は、 検索メカニズム
に時間がかかりすぎる こ とがあ り ます。 したがって、 この設定は Expressway エッジが 2 つ以下
の場合にお勧めします。

図 4-22 に、 宛先エンドポイン ト に も近いエッジの選択を可能にする  Expressway エッジ設計
を示します。

図 4-22 宛先に も近い Expressway ク ラス タの選択
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発信コールに関する留意点

発信コールは発信側のエンドポイン ト に も近い Expressway-C に転送する必要があ り ます。 こ
れは、コーリ ング  サーチ スペースやパーティシ ョ ンなどの Cisco Unified CM メ カニズムを使用
して実現できます。 図 4-23 に、 Unified CM の設定を示します。

図 4-23 Unified CM で設定するパーテ ィ シ ョ ン と コーリ ング サーチ スペース

 

Unified CM ローカル ルート  グループ機能は、 複数のサイ ト が複数の Expressway-C ク ラスタに
アクセスする場合にこのソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ングに役立ちます。 このメカニズムは、
ISDN ゲート ウェイや Cisco Unified Border Element 上でも適用されます。詳細については、次の
セクシ ョ ンで説明します。 設定の詳細は、 Cisco Unified Border Element や音声ゲート ウェイに
も当てはまるため、 次の 2 つのセクシ ョ ンで説明します。
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Cisco Unified Border Element のスケーリ ング

プラ ッ ト フォームあた りのセッシ ョ ン容量については、 サイジングの章を参照して ください。

複数のデータセンターを展開している場合は、 それぞれのデータセンターに Cisco Unified 
Border Element を展開する こ とができます。 この構成はさまざまな用途に使用されます。 たと
えば、 図 4-24 に示すよ う なディザスタ  リ カバ リ  アーキテクチャが必要な場合があ り ます。

図 4-24 複数の Cisco Unified Border Element

 

Unified Border Element へのすべての ト ランク （通常は 2 つか 3 つ） を同じルート  グループ内に
含める こ とができます。 これによ り、 データセンター間にロード  バランシングが実現します。
データセンター内のアクテ ィブ ルータが故障した場合は、 アクテ ィブ コールが保存されます。
あるデータセンターが到達不能になった場合、 コール要求は残りのデータセンターに送信され
ます。 この場合は、 アクテ ィブ コールが破棄されるため、 ユーザは手動で回復する必要があ り
ます。
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図 4-25 に示すよ うに、 企業音声ネッ ト ワークが広範囲に広がっている場合は、 通信事業者から
の複数のセッシ ョ ン  ボーダー コン ト ローラ （SBC） が使用されます。 通信事業者の推奨事項に
基づいて、 SBC ごとに Cisco Unified Border Element が展開される場合があ り ます。

図 4-25 別々の SBC に接続された複数の Cisco Unified Border Element

 

たとえば、 US ですでに展開済みのものに加えて、 別の Unified Border Element が必要になった
と します。 Trunk_to_CUBE_US2 とい う名前の新しい ト ランクを追加します。 図 4-26 に、 コー
リ ング  サーチ スペース とルート  パターン間の標準の一対一マッピングに基づく設定を示しま
す。 この設定は、 Unified Border Elements の数が増えるにつれて、 Unified CM リ ソースに対す
る影響が大き く なるため、 い くつかの制限があ り ます。 この設定を図 4-26 に示します。
図 4-27 に示すローカル ルート  グループ アプローチと比較してみて ください。
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図 4-26 Cisco Unified Border Element 接続用の Unified CM の設定

 

同じルート  パターン  \+! がすべての物理宛先分繰り返され、 別々のパーテ ィシ ョ ンに配置され
ます。 オ リ ジナルのパーテ ィシ ョ ン  PSTNInternational を  SJC_PSTNInternational と  
RCD_PSTNInternational の 2 つに分割する必要があ り、 ルー ト  パターン  \+!  を削除して、 新し
く作成した 2 つのパーティシ ョ ンに移動する必要があ り ます。 このアプローチは、 サイ ト数が
あま り多く ない （3 つ以下の） 場合に機能します。 さ らに優れたアプローチは、 図 4-27 に示す
ローカル ルート  グループの概念を使用したアプローチです。
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図 4-27 ローカル ルー ト  グループ アプローチを使用し た Cisco Unified Border Element 接続用の Unified CM の設定

 

この場合、デバイス  プール SCJPhone の LRG_PSTN1 はルート  グループ CUBE_US_PSTN1 と同
じに設定されるのに対して、 デバイス  プール RCDPhone の LRG_PSTN1 はルート  グループ 
CUBE_US_PSTN2 と同一に設定されます。 LRG_PSTN2 は、 SJC 電話機では CUBE_US_PSTN2 
と同じに設定され、 RCD 電話機では CUBE_US_PSTN1 と同一に設定されます。 このアプロー
チをお勧めする理由は、 新しいパーテ ィシ ョ ンやルート  パターンが必要ない う え、 図 4-26 に
示すアプローチよ りはるかにスケーラブルなこ とです。
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PSTN ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ング

ローカル PSTN アクセスを提供する分散ゲート ウェイは、 支店に展開され、 バッ クアップ サー
ビス と して使用されます。

支店の数が多い場合は、 Unified CM 内のルート  グループとルート  リ ス ト設定の構造が う ま く
スケーリ ングしません。 この展開では、 PSTN へのルート  パターンをサイ ト ご とにレプ リ ケー
トする必要のないローカル ルート  グループ機能の使用をお勧めします。

以前のセクシ ョ ンで説明した設定は、 このシナ リオをカバーするよ うに簡単に適合します。 必
要なこ とは、 図 4-28 に示すよ うに、 デバイス  プロファ イル LRG_PSTN1 をルー ト  グループ 
CUBE_US_PSTN に割り当て、 LRG_PSTN2 をそのデバイス  プール用のローカル ゲート ウェ イ
に対応するルート  グループに割り当てる こ とです。

図 4-28 ローカル ISDN ゲー ト ウ ェ イ を使用し た集中型 PSTN アクセスに関する設定
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ビデオ ISDN ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ング

ビデオ ISDN ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ングは PSTN ソ リ ューシ ョ ンのスケーリ ングと非常に
よ く似ています。 数台を超えるビデオ ISDN ゲート ウェイが必要な場合は、 Unified CM のロー
カル ルート  グループの使用が PSTN のコール ルーティ ングに推奨されている方法です。 ISDN 
ゲート ウェイを地理的に分散させる こ とによって、 着信コールと発信コールの両方の通話料金
が削減されます。

コ ラボレーシ ョ ン エ ッ ジの展開プロセス
こ こでは、 コラボレーシ ョ ン エッジの展開プロセスの概要について説明します。 すべての展開で
すべてのアクセス手段が必要なわけではないため、 コラボレーシ ョ ン エッジの各コンポーネン ト
は個別に取り扱われます。たとえば、ある会社は PSTN しか所有していないが、 別の会社は PSTN 
を特定のローカル サイ トで IP PSTN 用のローカル バッ クアップと して使用し、 インターネッ ト  
エッジ展開を所有し、 Business-to-Business （B2B） インターネッ ト  コールに対して有効になって
いないユーザを  ISDN ビデオ ゲート ウェイを使用してコールする場合が考えられます。

コ ラボレーシ ョ ン  エッジ コンポーネン トは次の順序で展開する必要があ り ます。

• Expressway-C と  Expressway-E を展開する

• Cisco Unified Border Element を展開する

• Cisco Voice Gateway を展開する

• Cisco ISDN Video Gateway を展開する

Expressway-C と  Expressway-E を展開する

こ こでは、 Expressway-C と  Expressway-E のインス トールと展開に必要な作業の概要について
説明します。 作業は次の順序で実行する必要があ り ます。

1. Expressway-C と  Expressway-E の OVA テンプレート をダウンロード して展開し、
Expressway ソフ ト ウェアをインス トールします。 アプラ イアンス  モデル （Cisco 
Expressway CE500 または CE1000） が使用されている場合、 OVA テンプレート と  
Expressway ソフ ト ウェアをダウンロード してインス トールする必要はあ り ません。

2. DNS と  NTP を含むネッ ト ワークのインターフェイス と設定、およびシステムのホス ト名と
ド メ イン名を構成します。 Expressway-E は 2 つの LAN インターフェイスを備えています。
外部インターフェイスの IP アド レスを静的に変換しなければならない場合は、 変換後のイ
ンターフェイスの IP アド レスを設定する必要があ り ます。 Expressway-E はペイロード参照
内のパブ リ ッ ク  IP アド レスを使用します。

3. ク ラスタ リ ングを設定します。

モバイルおよびリ モー ト  アクセスを展開する

1. Unified Communications モードを  [モバイルおよびリモー ト  アクセス （Mobile and remote 
access） ] に設定する こ とによって、 モバイルおよびリモー ト  アクセスを有効にします。

2. モバイルおよびリ モー ト  アクセスが有効にする ド メ インを選択します。 [Unified CM上の
SIP登録およびプロビジ ョ ニング （SIP registration and provisioning on Unified CM） ] 、
[Unified CM上のIM and Presenceサービス （IM and Presence service on Unified CM） ] 、 およ
び [会社間フェデレーシ ョ ンの場合のXMPPフェデレーシ ョ ン （XMPP federation if 
inter-company federation） ] をオンにします。
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3. CA 証明書を  Expressway-C と  Expressway-E にアップロード します。 [TLS検証モード （TLS 
verify mode） ] が [オン （on） ] （推奨） になっている場合は、 Unified CM ク ラスタ と  IM and 
Presence ク ラスタを検出するためにこの証明書が必要です。 このよ うに、 Expressway-C は、
証明書をチェッ クするこ とによって、 ク ラスタ  サーバのアイデンティティ を検証します。

4. 各ク ラスタのパブ リ ッシャを設定する こ とによって、 Unified CM サーバと  IM and Presence 
サーバを検出します。

5. Expressway-C と  Expressway-E の両方に証明書をインス トールします。 どちらのタイプの 
Expressway ノード も、 その後 CA によって署名される、 証明書署名要求 （CSR） を生成で
きます。 内部 CA を使用している場合は、 CSR をその CA で署名する必要があ り ます。
Expressway-C と  Expressway-E が Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンに使用さ
れている場合は、 前述したよ うに、 パブ リ ッ ク  CA が Expressway-E の証明書に署名する必
要があ り ます。 その後で、 署名した証明書を  Expressway-C と  Expressway-E にアップロー
ドする必要があ り ます。

6. Expressway-C と  Expressway-E の間の Unified Communication ト ラバーサル ゾーンを設定し
て、 Cisco Unified CM へのプロキシ登録を許可します。

7. すべてが正し くセッ ト アップされている こ と を確認するために、 Unified Communications の
ステータスをチェ ッ ク します。

（注） • この設定によって、 モバイルおよびリモー ト  アクセスが有効にな り ます。
Business-to-Business （B2B） では追加の設定が必要です。

• 上記設定は、 Expressway-C と  Expressway-E 上だけで完結します。

• これらのステップは、 Unified CM への TCP/RTP 接続 （TLS/SRTP は表示されていない） の
場合に必要です

Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンを展開する

こ こでは、 Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンのセッ ト アップに必要な追加のス
テップの概要について説明します。

1. Expressway-C と  Expressway-E の両方で NTP、 DNS、およびシステム名を含む基本的なレイ
ヤ 3 設定を構成します。

2. Expressway-E 上で ト ラフ ィ ッ ク  ルーティ ングに必要な IP ルート を含む NAT 設定をセッ ト
アップします。

3. Expressway-E を  DMZ に配置する前に、 外部ファ イアウォールが Expressway-E 宛てのすべ
ての ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ クするよ うに設定されている こ と を確認します。

4. Expressway-C と  Expressway-E の両方のローカルまたは リモー ト認証を含む管理アクセス  
ポ リ シーを設定します。

5. 該当する  DNS サーバ内の DNS A レコードを各サーバの FQDN が解決できるよ うに設定し
ます。

6. Expressway-C からの ト ラバーサル ク ラ イアン ト接続を認証する目的で Expressway-E 内の
ローカル認証クレデンシャルをセッ ト アップします。

7. Expressway-E 上で SIP 専用の ト ラバーサル サーバ ゾーンをセッ ト アップします。

8. Expressway-E 上のインターワーキングを  [オン （On） ] に設定します。 これによ り、
Expressway-E で H.323 コールを送受信して、 それらをネッ ト ワークのエッジで SIP に接続
できるよ うになるため、 企業内部で単一のプロ ト コルが維持されます。
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9. Expressway-C 上で SIP 専用の ト ラバーサル ク ラ イアン ト  ゾーンをセッ ト アップします。

10. Expressway-E の FQDN を使用して ト ラバーサル リ ンクを有効にして  PKI の使用を可能にし
ます。

11. 外部 DNS ゾーンを  Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンのアウ トバウン ド  ド メ
イン解決用に設定します。

12. Expressway-E 上でビデオ、 音声、 IP PSTN ゲート ウェ イなどの保護された リ ソースへのア
クセスを制限する基本的な CPL ルールを導入します。

13. Expressway-C と  Expressway-E が権限を与えられたド メ インをセッ ト アップします。

14. Expressway-C と  Expressway-E 上で事前検索変換、 検索ルール、 DNS 検索ルール、 および
外部 IP アド レス  ルーティ ングを使用してダイヤル プランをセッ ト アップします。

15. Expressway-C 上で Unified CM までの SIP ネイバー ゾーンを設定します。

16. Unified CM 上の SIP ト ランクが Expressway-C と通信するよ うに設定します。

Cisco Unified Border Element を展開する

こ こでは、 ボッ クスツーボッ クス冗長性を備えた Cisco Unified Border Element を展開するためのプ
ロセスの概要について説明します。 ボッ クスツーボッ クス冗長性は両方の Unified Border Element 
ルータ上で設定する必要があり、設定内容は両方と も同じです。アクティブ Unified Border Element 
から  スタンバイ  Unified Border Element に設定をコピーして貼り付けるこ とができます。

1. ネッ ト ワーク設定 （アクテ ィブ Unified Border Element と スタンバイ  Unified Border Element 
の両方の 2 つのイーサネッ ト  インターフェイス （LAN 向けと  WAN 向け） と  IP ルーテ ィ ン
グ） を構成します。

2. 両方のルータ上の Unified Border Element を  SIP 間コール、 FAX の リ レーまたはパスス
ルー、 プラ イバシー ヘッダーと しての発信元 ID 処理、 および早期オファーの強制に対し
て有効にします。 Unified CM がベス ト  エフォー ト早期オファー専用に設定されているた
め、 Unified Border Element 上でこの機能を有効にする こ と をお勧めします。 新しい展開で
は早期オファーのみがエンドポイン ト から送信されますが、 代わりに遅延オファーが送信
される旧式のシスコ  デバイスが関与している場合もあ り ます。 このマニュアルではこのよ
う なケースを取り上げませんが、 Cisco Unified Border Element 上で早期オファーを強制する
こ と をお勧めします。

3. ボッ クスツーボッ クス冗長性を有効にして、 アクティブ ルータ と スタンバイ  ルータの LAN 
インターフェイス と  WAN インターフェイスの両方で HSRP をグローバルに設定します。

4. 音声コーデッ ク優先順位を設定します （音声コーデッ クがネゴシエート可能であ り、
Unified CM または通信事業者ソフ ト  スイ ッチによって強制されない場合）。

5. 保留音を設定します。

6. ダイヤルピアを設定します。 ダイヤルピアはコール レ ッグに関連付けられており、 インバ
ウン ド またはアウ トバウン ドで照合できます。 たとえば、 Unified CM からの着信コールは
インバウン ド  ダイヤルピア （着信コール レ ッグに対応する） によって照合されます。 も う  
1 つのコール レ ッグは、 通信事業者のセッシ ョ ン  ボーダー コン ト ローラ （SBC） 向けの 
Cisco Unified Border Element （CUBE） によって生成され、 別のダイヤルピアに照ら して照
合されます。 同じダイヤルピアで着信コールまたは発信コールを照合できますが、 それぞ
れのダイヤルピアで別々のコール レ ッグを照合する こ と をお勧めします。 この提案に従う
と、 次の 4 種類のダイヤルピアが用意されます。 Unified CM から  CUBE へのインバウン ド  
ダイヤルピア、 CUBE から  SBC へのアウ トバウン ド  ダイヤルピア、 SBC から  CUBE への
インバウン ド  ダイヤルピア、 および CUBE から  Unified CM へのアウ トバウン ド  ダイヤル
ピア。 ダイヤルピアは、 発信側または着信側の番号またはパターンに照ら して照合できま
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す。 また、 ダイヤルピアは、 単一のコーデッ クを強制する こ と も、 ステップ 4 で設定した
コーデッ クの リ ス ト をネゴシエートする こ と もできます。 incoming called-number コマン
ドはダイヤルピア  インバウン ドのみを作成します。

インバウン ド  ダイヤルピアにはターゲッ ト が関連付けられませんが、 アウ トバウン ド  ダイ
ヤルピアには Unified CM または通信事業者の SBC がターゲッ ト と して定義されます。

外部宛先へのコールは汎用パターン と一致するため、 Unified Border Element 上のダイヤル
ピア設定がエラーの原因になる場合があ り ます。 たとえば、 図 4-29 では、 発信コールがダ
イヤルピア 201 と  101 の両方と一致するため、 ルーティ ングが正し く機能しません。

図 4-29 Cisco Unified Border Element 上でのイ ンバウン ド  ダイヤルピア と アウ ト バウン ド  ダイヤルピアの設定

 

図 4-30 の変数 T は任意の長さの任意の数値文字列を表します。 これは、 Unified CM からの
コールが世界中の任意の宛先に送信される可能性があるためです。 も近い一致が役に立
つ場合もあ り ますが、 Unified Border Element が一元管理されており、 複数の場所にサービ
スを提供している場合は、 「宛先パターン」 設定内で可能性のあるすべての宛先を列挙する
のは実用的ではあ り ません。 この制限を克服し、 ルーテ ィ ング  プロセスを簡略化して応答
性を高めるために、 次の追加の設定を実行します。

a. アウ トバウン ド  ダイヤルピア内のサーバ グループ ： サーバ グループがダイヤルピア内
の宛先と して設定され、 ラ ウン ド ロビン  アルゴ リ ズムが選択されている場合は、
Unified Border Element は複数のサーバで負荷を共有します。

voice class server-group 1
ipv4 172.16.10.240
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ipv4 172.16.10.241
ipv4 172.16.10.242
ipv4 172.16.10.243
ipv4 172.16.10.244
hunt-scheme round-robin

 

b. SIP Out-of-Dialog OPTIONS Ping ： サーバが稼働中の ping 間隔やサーバがダウン中の間
隔 （この例ではそれぞれ 30 秒と  60 秒に設定） などのさまざまなパラ メータを設定で
きます。

voice class sip-options-keepalive 171
transport tcp
sip-profile 100
down-interval 30
up-interval 60
retry 5
description Target Unified CM

 

この方法では、 Unified CM へのアウ トバウン ド  ダイヤルピアが次のよ うにな り ます。

dial-peer voice 101 voip
 description *Outbound WAN dial-peer.ToUnified CM
 destination-pattern T
 session protocol sipv2
 session server-group 1
 voice-class sip options-keepalive profile 171
 codec g711ulaw
 

c. 通信事業者への発信コール レッグがアウ トバウンド  ダイヤルピアによって照合されます。

dial-peer voice 201 voip
description *Outbound WAN dial-peer.To  SP*
destination-pattern T
session target ipv4:10.10.1.61
 codec g711ulaw

d. 先行する 「*」 は、 発信コール （Unified Border Element から見れば着信コール） で 
Unified CM から送信されます。 これによ り、 ルータはコールの方向を識別できます。
この記号はコールが IP PSTN に到達する前に除去する必要があ り ます。 また、 設定さ
れたダイヤル プランに基づいて、 発信者番号を  「+」 を使って正規化する必要があ り ま
す。 ルール 2 は 「+」 を前に付加し、 発信者番号に適用されますが、 ルール 1 は先行す
る 「*」 を 「+」 に置き換えます。 これらのルールは着信者番号にも適用されます。 そ
のため、 着信者番号用と発信者番号用の 2 つのルールを作成できます。 ただし、 着信
者番号は常に 初のルールと照合され、 発信者番号は常に 2 つ目のルールと照合され
るため、 単一の音声ト ランスレーシ ョ ン  ルールを使用できます。 これは、 インバウン
ド  ダイヤルピア上で設定されます。

発信コール レッグ （ダイヤルピア） は dpg コマンド経由でインバウンド  ダイヤルピアに
バインド されるため、 「*」 が先行するコールが受信された場合は、 SBC に対向している
ダイヤルピアに送信され、 Cisco Unified CM 向けのダイヤルピアには送信されません。

voice class dpg 201
dial-peer 201

 
voice translation-rule 2

rule 1 /^\*/ /+/ 
rule 2 // /+/ 

voice translation-profile SIPtoE164
translate called 2
translate calling 2

dial-peer voice 100 voip
translation-profile outgoing SIPtoE164 
incoming called-number *T
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destination dpg 201
codec g711

 

ダイヤルピア  200 はダイヤルピア  101 にもバイン ドする必要があ り ます。

voice class dpg 101
dial-peer 101

 
dial-peer voice 200 voip

description *WAN dial-peer.From SP
incoming called-number T
destination dpg 101
codec g711ulaw

 

図 4-30 に、 この設定を示します。

図 4-30 Cisco Unified Border Element のダイヤルピア設定

 

コール レ ッグが Unified CM から到着した場合は、 「*」 が先行する  Unified Border 
Element にヒ ッ トするため、 ダイヤルピア  100 と一致します。 その後で、 このコール
は、 インバウン ド  ダイヤルピア宛先と してアウ トバウン ド  ダイヤルピア  グループを使
用してダイヤルピア  200 に送信されます。 ダイヤルピア  200 は先行する 「*」 を除外
し、 そのコールを  PSTN に送信します。 この機能を使用しない場合は、 ダイヤルピア  
201 も一致するため、 ルーティ ング  エラーが発生する こ とに注意して ください。
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コール レ ッグが SBC から到着した場合は、 ダイヤルピア  201、 101、 および 200 と一致
する可能性があ り ます。 ただし、 「着信者番号」 の方が 「宛先パターン」 よ り優先され
るため、 ダイヤルピア  200 が一致します。 また、 ダイヤルピア 200 がダイヤルピア  101 
に リ ンク されているため、 コールは正し く宛先にルーテ ィ ングされます。

7. 必要に応じて、 ト ランスコーディ ングを設定します。 ト ランスコーディ ングには専用の
ハード ウェア  リ ソース （DSP） が必要なこ と を覚えておいて ください。

Unified CM 上で次の設定作業を実行します。

1. コール制御の章で指定されているよ うに、 各 Unified Border Element にベス ト  エフォー ト早
期オファー ト ランクを設定します。

2. ルート  グループ CUBE_US_PSTN を設定し、 メ ンバーと して Unified Border Element ト ラン
クを追加します。

3. ローカル ルート  グループ LRG_PSTN1 を設定します。

4. デフォル ト  ローカル ルート  グループとルート  グループ LRG_PSTN1 を含むルート  リ ス ト
を設定します。

5. デバイス  プールごとに、 LRG_PSTN1 を  CUBE_US_PSTN に設定します。

Cisco Voice Gateway を展開する

PSTN インターフェイスは Cisco ISR G2/G3 ルータや ASR ルータなどのさまざまなルータで使
用できます。 PSTN インターフェイスには、 アナログ、 BRI、 および PRI ISDN 音声カードが含
まれます。 アナログ  インターフェイスは、 ほとんど、 FAX マシン とアナログ電話機に接続する
ために使用されます。

ISDN 音声インターフェイスを備えた PSTN ゲー ト ウェイを設定するには、 次の作業を実行し
ます。

1. ルータ上でネッ ト ワーク設定とルーテ ィ ングを構成します。

2. ISDN インターフェイスをアクテ ィブ化します。

3. 通信事業者の要件に基づいて、 ユーザ側の ISDN パラ メータ、 スイ ッチタ イプ、 フレーミ
ング、 および回線コードを設定します。

4. ダイヤルピアを設定します。

ダイヤルピア  ロジッ クは IP PSTN や Unified Border Element 用のものと同じですが、 この場合
は、 「voip」 ダイヤルピアに加えて、 音声ゲー ト ウェイには PSTN 向けの 「pots」 ダイヤルピア
もあ り ます。

FAX マシンなどのアナログ装置が存在する場合は、 アナログ  インターフェイスを介してルータ
に接続できます。

ルータがアナログ  FAX 相互接続専用に使用されていて、 PSTN インターフェイスが別のルータ
に接続されている場合は、 T.38 FAX リ レーを設定できます。 これは、 特に PSTN ゲート ウェイ
へのパスが WAN を ト ラバースする場合に、 この リ レーがよ り高い復元力を示すためです。

ダイヤルピア設定は IP PSTN や Unified Border Element の設定と異な り ます。ゲー ト ウェ イは特
定の場所に展開され、 その場所の電話機を制御するため、 パターン宛先は +14085554XXX のよ
うによ く見る形式にな り ます。

一方、 着信 PSTN コールのアド レスはプラン、 タ イプ、 および番号で構成されます。 プラン と
タ イプは SIP でサポート されておらず、 通信事業者に基づくため、 コールは別のプラン と タ イ
プを使用してゲート ウェ イに到達する可能性があ り ます。 たとえば、 ド イツの同じエ リ ア  コー
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ド  6100 内の ト ランク上の E.164 宛先 4961007739764 へのコールの場合は、 出力 ISDN SETUP 
メ ッセージ内の着信者番号 （プラン /タ イプ/番号） が ISDN/national/61007739764、
ISDN/subscriber/7739764、 または unknown/unknown/061007739764 と して送信されます。

プラン /タ イプに基づいて番号が変化するため、 ダイヤルピアが一致しない場合があ り ます。 そ
のため、 プラン /タ イプを  unknown/unknown に強制する必要があ り ます。 この方法では、 完全
な E164 番号が宛先に開示されます。 ダイヤルピア構造は、 コール制御の章で詳し く説明され
ており、 こ こでは一貫性を保つために参照されています。

アウ トバウン ド  ダイヤルピアの場合は、 次のルールによって、 発信者番号がプラン
「unknown」 と タ イプ 「unknown」 に変換され、 着信者番号が先行する 「*」 を使って +E.164 番
号に変換されます。

voice translation-rule 1
 rule 1 /^\*/ // type any unknown plan any unknown
 rule 2 // // type any unknown plan any unknown
voice translation-profile ISDNunknown
 translate called 1
translate calling 1
dial-peer voice 1 pots
 translation-profile outgoing ISDNunknown
 

インバウン ド  ダイヤルピアの場合は、 発信者情報にタイプが 「national」 の 10 桁の数字が含ま
れていれば （および米国を示す国番号 「1」 が含まれていなければ）、 コールは 「+1」 が先行す
る  +E.164 番号に正し く変換されます。 「unknown」 の場合は、 以降のルールが一致しません。

着信者番号が海外の宛先から送られてきたため国番号が含まれており、 E.164 形式だった場合
は、 ルール 2 によって先行する 「+」 が付加されます。

ただし、 ISDN セッ ト アップはホップバイホップのため、 タ イプが 「national」 のコールはそれ
ほど多く ないこ とが予想されます。 これは、 近のスイ ッチが強制的にタイプを 「national」 に
しているためです。 いずれの場合も、 次のルールによって、 発信者番号と着信者番号が正し く
正規化されます。

voice translation-rule 3
 rule 1 /^\(.+\)$/ /+1\1/ type national unknown plan any unknown

rule 2 /^\(.+\)$/ /+\1/ type international unknown plan any unknown
voice translation-profile ISDNtoE164
 translate called 3
 translate calling 3

dial-peer voice 1 pots
 translation-profile incoming ISDNtoE164
 

4-53
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 4 章      コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジ

コ ラボレーシ ョ ン   エ ッ ジの展開プロセス
図 4-31 に、 G.711 のダイヤルピア設定と  E1 PRI インターフェイスを示します。

図 4-31 音声ゲー ト ウ ェ イのダイヤルピア設定

 

Unified CM 上で次の設定作業を実行します。

1. 各ゲート ウェイのベス ト  エフォー ト早期オファー ト ランク （Trunk_to_SiteID_GW、 SiteID 
は場所を識別する変数） を設定します。

2. ルート  グループ LRG_PSTN1 を設定して、 メンバーと してゲート ウェイ  ト ランクを含めます。

3. ローカル ルート  グループ LRG_PSTN1 を設定します。

4. デフォル ト  ローカル ルート  グループと  LRG_PSTN1 を含むルート  リ ス ト を設定します。

5. デバイス  プールごとに、 LRG_PSTN1 を  Trunk_to_SiteID_GW に設定します。 この設定で
は、 推奨されているよ うに、 サイ ト ご とにデバイス  プール SiteIDPhone が存在する こ とを
想定しています。

ローカル ルート  グループ設定を使用する こ とによって、 PSTN アクセスの認識が容易にな り ま
す。 たとえば、 Unified Border Element を  PSTN への集中型アクセスに使用し、 ローカル PSTN 
接続をバッ クアップと して使用する こ とができます。 この場合は、 デバイス  プールによって  
Unified Border Element ルート  グループが LRG_PSTN1 に指定され、 LRG_PSTN2 にローカル 
ゲート ウェイへの ト ランク （Trunk_to_SiteID_GW） が含まれます。
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Cisco ISDN Video Gateway を展開する

Cisco TelePresence ISDN GW 3241 または Cisco TelePresence ISDN MSE 8321 の展開は実に簡単
なプロセスです。

1. Web インターフェイスにログインします。

2. ポート  ラ イセンスを割り当てます。 ポー ト  ラ イセンスご とに PRI インターフェイスがアク
テ ィブにな り ます。 8321 ISDN ゲー ト ウェイ用のポー ト  ラ イセンスはスーパーバイザ 
MSE 8050 上で設定され、 ISDN GW 3241 用のポート  ラ イセンスはオンボッ ク スで設定され
ます。

3. ISDN インターフェイスをセッ ト アップします。 この操作は、 [設定 （Settings） ] > [ISDN] 
で実行します。 これらの設定は、 ISDN のタイプと フォームを配信するためにサービス  プ
ロバイダーから受信された通常の設定です。

4. ISDN ポート を設定します。 この操作は、 [設定 （Settings） ] > [ISDNポー ト （ISDN ports） ] 
で実行します。 こ こで、 ディ レ ク ト リ番号、 チャネル範囲、 およびチャネル検索順序のす
べてが設定されます。 また、 使用する  ISDN ポート を有効にするために各ポート の [有効
（Enabled） ] ボッ ク スをオンにする必要があ り ます。

5. コール制御を設定します。 この操作は、 [設定 （Settings） ] > [SIP] で実行します。 これら
は、 Unified CM に使用されるホス ト名と  SIP ド メ インを含む ISDN ゲート ウェイ上の SIP 
設定です。

6. ダイヤル プランを設定します。 この操作は、 ダイヤル プラン見出しの 2 つのタブ （[IPから
ISDNへ （IP to ISDN） ] と  [ISDNから IPへ （ISDN to IP） ]） で実行します。 [ISDNから IPへ
（ISDN to IP） ] ダイヤル プラン  タブで、 着信 ISDN 番号範囲が正し く  IP 番号範囲に変換さ
れている こ と を確認します。

ゲー ト ウェイの設置と初期設定の詳細については、 次の URL で Cisco TelePresence ISDN 
Gateway のインス ト レーシ ョ ン  ガイ ド とアップグレード  ガイ ドを参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-isdn-gateway/products-installati
on-guides-list.html
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C H A P T E R 5

コア アプ リ ケーシ ョ ン

改訂日 ： 2015 年 1 月 22 日
 

この章では、 エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ンのプ リ ファード  アーキテクチャに含まれる
コア  アプ リ ケーシ ョ ンについて説明します。 シスコ とそのエコシステム  パートナーからは多
くのアプ リ ケーシ ョ ンが提供されていますが、 この章では、 ほとんどのコ ラボレーシ ョ ン環境
に必要なコア  アプ リ ケーシ ョ ンのサブセッ ト を中心に説明します。 プ リ ファード  アーキテク
チャは、 アプ リ ケーシ ョ ンの導入を簡素化し、 不必要な設定の変更を防ぐために、 利用可能な
すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを考慮して構築されています。

この章の主要な 2 つの項では、 Cisco Unity Connection によるユニファ イ ド  メ ッセージングと
Cisco TelePresence Management Suite （TMS） によ る会議スケジュールの実装方法を説明します。
それぞれの項では、 コア  アーキテクチャ と導入プロセスの詳細について説明します。

この章の第 3 項では、 アプ リ ケーシ ョ ン導入ツール （Cisco Prime Collaboration Deployment
（PCD） およびCisco Prime License Manager （PLM）） について説明します。 また、 この章の終わ
りに追加のアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト があ り ます。

この章の変更点

表 5-1に、 この章に新し く追加された ト ピ ッ ク、 またはこのマニュアルの以前の リ リースから
大幅に改訂された ト ピ ッ クの一覧を示します。

表 5-1 本リ リースで追加または変更された情報

新規 ト ピ ッ ク または改訂された ト ピ ッ ク 説明箇所 改訂日

Cisco TelePresence Conductor 「Cisco TelePresence Management Suite （TMS）
によ る会議スケジュール」 （P.5-36）

2015 年 1 月 22 日
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前提条件

コア  アプ リ ケーシ ョ ンをプ リ ファード  アーキテクチャに導入する前に、 以下の点を確認して
ください。

• Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） が導入されており、 機能している。

• Microsoft Active Directory がインス トールされており、 各アプ リ ケーシ ョ ンの統合について
理解している。

• このマニュアルのコール制御の章の内容を理解しており、 この機能を実装している。

• このマニュアルの会議の章の内容を理解しており、 スケジュールされている会議に必要な
コンポーネン ト が導入されている。

• 会議ソ リ ューシ ョ ンのサイジングと ラ イセンスについて理解している。

コア アプ リケーシ ョ ンのリ ス ト

プ リ ファード  アーキテクチャのコア  アプ リ ケーシ ョ ンには次の要素が含まれています。

• Cisco Unity Connection ： ユニファ イ ド  メ ッセージング機能を提供します （Cisco Unity 
Connection によるユニファ イ ド  メ ッセージングの項を参照）。

• Cisco TelePresence Management Suite ： Collaboration Meeting Room （CMR） のプロビジ ョ ニ
ングおよび会議スケジュール機能を提供します （Cisco TelePresence Management Suite
（TMS） によ る会議スケジュールの項を参照）。

コ ラボレーシ ョ ン導入で使用するツールのリ ス ト

エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けプ リ ファード  アーキテクチャの導入時に管理者に
とって役立つソフ ト ウェア  ツールを次に示します。

• Cisco Prime License Manager （PLM）

• Cisco Prime Collaboration Deployment （PCD）

主な利点

• 複数のエンドユーザ プラ ッ ト フォームでユニファ イ ド  メ ッセージングが使用可能になる

• 個々のエンドユーザ Collaboration Meeting Room （CRM） の作成とプロビジ ョ ニング

• 会議のスケジュールと ワンボタン機能の導入

• 新規インフラス ト ラ クチャ  コンポーネン ト の導入の簡素化

• 各種製品のラ イセンスを管理するための単一ツール
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Cisco Unity Connection によるユニフ ァ イ ド  メ ッ セージング
Cisco Unity Connection によ り、 エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けシスコ  プ リ ファード  
アーキテクチャのユニファ イ ド  メ ッセージングが有効にな り ます。 この項では、 ボイス  メ ッ
セージングとユニファ イ ド  メ ッセージングのための Unity Connection と、 シングル インボッ ク
スおよびビジュアル ボイス メールなどの機能の導入に関する情報と手順を説明します。 この項
では、 2 つの Unity Connection ク ラスタ間のネッ ト ワークについても説明します。

コア コ ンポーネン ト

コア  アーキテクチャに含まれている要素を次に示します。

• Cisco Unified Communications Manager （Unified CM）

• Cisco Unity Connection

• Microsoft Exchange

主な利点

• ユーザは次のいずれかを使用してボイス メール システムにアクセスし、 ボイス  メ ッセージ
を取得できます。

– Cisco Unified IP Phone、 TelePresence エンドポイン ト、 Jabber、 およびモバイル デバイス

– PC または Mac の Web インターフェイス

– 電子メール ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン （Microsoft Outlook など）

• ビジュアル ボイス メールによ り、 Jabber ク ラ イアン ト のボイス  メ ッセージのビジュアル表
示にアクセスできます。 この表示には、 送信者の名前、 日付、 メ ッセージの長さ も示され
ます。

コア アーキテクチャ

集中型メ ッ セージングと集中型呼処理

図 5-1 に示すよ うに、 集中型メ ッセージングではUnity Connection は Unified CM ク ラスタ と同
じサイ ト に配置されています。 中央サイ ト から  WAN 経由で接続している リモー ト  ブランチ サ
イ トは、 ユニファ イ ド  メ ッセージング  サービスについて集中型 Unity Connection に依存してい
ます。 Unity Connection は、 コール制御に SIP を使用し、 メディア  パスに RTP を使用して、
Unified CM と統合しています。 各 Unity Connection ク ラスタは 2 つのサーバ ノードで構成され
ており、 高可用性と冗長性を備えています。
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Cisco Unity Connection によるユニフ ァ イ ド  メ ッ セージング
図 5-1 アーキテ クチャの概要

 

リ モー ト  ブランチ サイ ト では、 Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony （SRST） がバッ
クアップ コール エージェン ト と してインス トールされており、 これは中央の Unity Connection 
サーバと統合しています。 IP WAN の停止時には、 リモー ト  ブランチのすべての電話が SRST 
に登録されます。 SRST は、 無応答コールと話中コールを  PSTN 経由で中央の Unity Connection 
サーバに送信するよ うに事前に設定されています。

Unified CM の役割

Unified CM は、 コール制御機能を備えており、 着信側電話が話中または無応答の場合にコール
を  Unity Connection に転送します。 ユーザが電話のメ ッセージ ボタンを押すか、 または外部
ネッ ト ワークからボイス メール パイロ ッ ト番号にダイヤルする と、Unified CM はそのコールを  
Unity Connection にルーティ ングします。
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Unity Connection の役割

集中型メ ッセージング環境では、 Unity Connection によ りユーザがボイス メールを保存および
取得できます。 一般に、 Unity Connection に転送されるコールは直接コールであるか、 または
話中または無応答であった内線コールによる ものです。 ユーザに対し新しいメ ッセージが保存
されている場合は、 エン ドポイン ト にメ ッセージ受信インジケータ （MWI） が表示されます。
通常、 電話システム と  Unity Connection の間でコールごとに次のコール情報が渡されます。

• 着信側の内線番号

• 発信側の内線番号 （内線の場合）、 または発信側の電話番号 （外線であ り、 電話システムが
発信者 ID をサポート している場合）

• 転送の理由 （内線が通話中である、 応答しない、 またはすべてのコールを転送するよ うに
設定されている）

着信側が応答しないためにコールが転送された場合、 Unity Connection は着信側ユーザの標準
グ リーテ ィ ングを再生します。 着信側電話が通話中であるためにコールが転送された場合、
Unity Connection は着信側ユーザの通話中グ リーテ ィ ングを再生します。

Unity Connection は、 直接コールと転送コールを異なる方法で処理します。 Unity Connection 
は、 コールを受信する と 初に発信者がユーザであるかど うかを判別します。 このために、 発
信者 ID がユーザのプラ イマ リ内線番号または代行内線番号に一致するかど うかを特定します。
Unity Connection は一致を検出する と、 ユーザが発信している と想定し、 そのユーザのボイス
メール PIN を入力するよ う求めます。 発信者 ID がユーザに関連付けられていないと  Unity 
Connection が判断した場合、 コールはガイダンスに送信されます。 ガイダンス とは、 外部の発
信者が Unity Connection 自動応答に接続する と再生される メ イン  グ リーテ ィ ングです。

Microsoft Exchange の役割

シングル インボッ ク ス機能を有効にするため、Unity Connection は Microsoft Exchange と統合さ
れています。 Unity Connection のシングル インボッ クスによ り、 ユニファ イ ド  メ ッセージング
が有効にな り、 Unity Connection と  Microsoft Exchange の間でボイス  メ ッセージが同期されま
す。 これによ り、 ユーザは電子メール ク ラ イアン ト を使用してボイス メールを取得できます。

この章では、 Microsoft Exchange が統合されている  Unified Messaging を中心に説明します。
Unity Connection は IBM Lotus Sametime インスタン ト  メ ッセージング  アプ リ ケーシ ョ ン と も統
合できます。 この統合では、 ユーザが Lotus Sametime を使用してボイス  メ ッセージを再生でき
ます。 この ト ピ ッ クの詳細については、 次の URL から入手可能な Unity Connection のマニュア
ルを参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/index.html
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ユニフ ァ イ ド  メ ッ セージングの高可用性

図 5-2 に、 アクテ ィブ/アクテ ィブ ペアの Unity Connection を示します。 この場合、 Unity 
Connection サーバを同じ建物または異なる建物に設置でき、 高可用性と冗長性が実現します。
アクテ ィブ/アクテ ィブ ペアの両方のサーバで Unity Connection が稼働しており、 この両方の
サーバでコールと  HTTP 要求が受け入れられ、 ユーザ情報と メ ッセージが保存されます。 ク ラ
スタ  ペアの 1 つのサーバだけがアクテ ィブな場合、 Unity Connection は完全なエンドユーザ機
能 （ボイス  コールと  HTTP 要求を含む） を維持します。 ただし、 コールに対する  Unity 
Connection ポート  キャパシテ ィは半減し、 単一サーバのキャパシテ ィ と同様にな り ます。

図 5-2 Unity Connection ク ラス タ

 

すべてのユーザ ク ラ イアン ト  セッシ ョ ンおよび管理者セッシ ョ ン （IMAP および Cisco 
Personal Communications Assistant など） と管理 ト ラフ ィ ッ ク （Cisco Unity Connection の管理、
一括管理ツール、 バッ クアップ操作など） は、 Unity Connection パブ リ ッシャ  サーバに接続し
ます。 パブ リ ッシャ  サーバが機能しな くなった場合、 ユーザ ク ラ イアン ト  セッシ ョ ン と管理
者セッシ ョ ンは、 Unity Connection サブス ク ラ イバ サーバに接続できます。

この ト ポロジでは、 ク ラスタ内の各 Unity Connection サーバ ノードを指し示す 2 つの個別の 
Unified CM SIP ト ランクが必要です。 この構成では、 高可用性と冗長性の両方が実現します。
すべてのコールを 初に Unity Connection サブス ク ラ イバ ノードにルーティ ングするよ うに 
Unified CM を設定する必要があ り ます。 サブスク ラ イバ サーバが使用不可であるか、 またはサ
ブスク ラ イバのすべてのポート が使用中の場合、 コールはパブ リ ッシャ  ノードにルーテ ィ ング
されます。 Unified CM と  Unity Connection 間で SIP が統合されている場合、 ト ランクの選択は 
Unified CM ルート  パターン、 ルート  リ ス ト 、 およびルート  グループ構成によって決ま り ます。
（図 5-3を参照）。 両方の ト ランクは同じルー ト  グループに属し、 同じルート  リ ス ト に割り当て
られています。 ルート  グループ内の ト ランクは、 優先度順の ト ランク分配アルゴ リ ズムを使用
して並べ替えられます。 この方法では、 通常の運用時とフェールオーバー時の Unity 
Connection サーバ ノードの選択設定を  Unified CM が制御できます。
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図 5-3 Unity Connection SIP ト ラ ン クの選択

 

Unity Connection では、 Microsoft Exchange 2010 または Exchange 2013 Database Availability 
Group （DAG） でのシングル インボッ ク スの使用がサポート されています。 DAG は、
Microsoft の推奨事項に基づいて導入されます。 高可用性を実現するため、 Unity Connection で
はク ラ イアン ト  アクセス  サーバ （CAS） アレイへの接続もサポート されています。 この項で
は、 Microsoft Exchange の高可用性展開については説明しません。 Exchange の高可用性展開に
ついては、 http://www.microsoft.com/ から入手できる  Microsoft Exchange 製品情報を参照して く
ださい。

ラ イセンスの要件

Unity Connection のラ イセンスは Cisco Prime License Manager （PLM） によ り管理されます。
Unity Connection のラ イセンス済み機能を使用するには、 その機能の有効なラ イセンスが PLM 
サーバにインス トールされており、 Unity Connection が PLM サーバと通信してラ イセンスを取
得する必要があ り ます。 PLM サーバは、 企業全体にわたるユーザ ベースのラ イセンスのシン
プルな集中型管理を提供します。
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ユニフ ァ イ ド  メ ッ セージングの要件

• Unity Connection では、 シングル インボッ クスのために Microsoft Exchange 2003、 2007、
2010、 および 2013 Server がサポート されています。 Unity Connection では、 Microsoft 
Business Productivity Online Suite （BPOS） Dedicated Services および Microsoft Office 365 ク
ラ ウ ドベース  Exchange サーバもサポー ト されています。

• Exchange サーバと  Active Directory ド メ イン コン ト ローラ /グローバル カタログ サーバ
（DC/GC） は、 Microsoft がサポートする任意のハード ウェア仮想環境にインス トールできま
す。 サポート されているハード ウェア プラ ッ ト フォームの詳細については、 
http://www.microsoft.com/ から入手できる  Microsoft Exchange の製品情報を参照してください。

• Microsoft Exchange メ ッセージ ス ト アは、 Microsoft がサポートする任意のス ト レージ エ リ
ア  ネッ ト ワーク  コンフ ィギュレーシ ョ ンに格納できます。サポート されているス ト レージ  
エ リ ア  ネッ ト ワークの詳細については、 http://www.microsoft.com/ から入手できる  Microsoft 
Exchange の製品情報を参照して ください。

• 各サーバで 50 個のボイス  メ ッセージング  ポート ご とに、 Unity Connection と  Microsoft 
Exchange の間でメ ッセージ同期のために 7 Mbps の帯域幅が必要とな り ます。

• Unity Connection のデフォル ト設定は、 大 2,000 ユーザと、 Unity Connection と  Microsoft 
Exchange サーバの間での 大 80 ミ リ秒のラウン ド ト リ ップ遅延に十分に対応できます。
2,000 を超えるユーザや 80 ミ リ秒を超える遅延に対応する場合は、 デフォル ト設定を変更
できます。 詳細については、 次の場所にある 『Design Guide for Cisco Unity Connection』 で
遅延に関する情報を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-implem
entation-design-guides-list.html

Unity Connection のスケーリ ング

Unity Connection ク ラスタは、 大 2 つのノード （アクテ ィブ/アクテ ィブ展開の 1 つのパブ
リ ッシャ と  1 つのサブス ク ラ イバ） で構成されます。 通常の運用時には、 アクテ ィブ/アクテ ィ
ブ展開では呼処理負荷分散は発生しません。 Unified CM は、 すべてのコールを 初に Unity 
Connection サブスク ラ イバ サーバにルーテ ィ ングするよ うに設定されています。 すべてのポー
ト が使用中であるか、 またはサブスク ラ イバ サーバが使用不可の場合、 コールはパブ リ ッシャ
にルーテ ィ ングされます。 Unity Connection のサイジングでは、 次のパラ メータを考慮して く
ださい。

• 現在および将来のユーザの合計数。

• ボイス  メ ッセージング用の必要ス ト レージ容量。

• 各プラ ッ ト フォームでサポート されるボイス メール ポート の数。

Unity Connection のスケーリ ングの詳細については、 サイジングの章を参照して ください。
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Cisco Unity Connection 導入プロセス

前提条件

ユニファ イ ド  メ ッセージング  アーキテクチャを導入する前に、 次の点を確認して ください。

• Unified CM がインス トールされており、 コール制御向けに設定されている （コール制御の
章を参照）。

• Microsoft Exchange がインス トールされており、 電子メール サーバと して設定されている。
サポート されている  Exchange のバージ ョ ンについては、 ユニファ イ ド  メ ッセージングの
要件の項を参照して ください。

導入環境の概要

このプ リ ファード  アーキテクチャの目的上、 米国内の 3 か所のサイ ト （SJC、 RCD、 RTP） に
対応する集中型メ ッセージング導入モデルを想定します。 集中型メ ッセージングの導入では
初に、 Unity Connection ク ラスタをインス トールし、 続いてプロビジ ョ ニングと設定を行いま
す。 Cisco Unity Connection で集中型メ ッセージングを導入するには、 次のタス クを記載の順に
行います。

1. Unity Connection ク ラスタのプロビジ ョ ニング

2. Unity Connection 統合のための Unified CM の設定

3. Unity Connection の基本設定

4. シングル インボッ クスの有効化

5. ビジュアル ボイス メールの有効化

6. SRST モードでのボイス メール

7. 2 つの Unity Connection ク ラスタの HTTPS インターネッ ト ワーキング

（注） このマニュアルでは、 非デフォル ト値およびその他の設定フ ィールド値だけが示されていま
す。 フ ィールド設定値が示されていない場合は、 デフォル ト値が想定されます。

1. Unity Connection ク ラス タのプロビジ ョ ニング

Unity Connection サーバ ノードをク ラスタ リ ングする場合、 サーバ ペアの 1 方がパブ リ ッシャ  
サーバ、 も う  1 方がサブスク ラ イバ サーバと して指定されます。

パブ リ ッ シャ

Unity Connection では、 アクテ ィブ/アクテ ィブの高可用性を実現するために 2 つのサーバのみ
がク ラスタでサポート されています。 パブ リ ッシャ  サーバは 初にインス トールするサーバで
あ り、 データベース と メ ッセージ ス ト アをパブ リ ッシュ し、 ク ラスタ内のも う一方のサブスク
ラ イバ サーバにこの情報をレプ リ ケー ト します。

サブスク ラ イバ

ソフ ト ウェアをインス トールしたら、 サブスク ラ イバ サーバ ノードをパブ リ ッシャに登録し
て、 データベース と メ ッセージ ス ト アのコピーを取得します。
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Unity Connection メールボッ クス ス ト ア

インス トール時に、 Unity Connection によ り次のものが自動的に作成されます。

• ディ レク ト リ  データベース ： システム設定情報 （ユーザ データ、 テンプレー ト 、 サービス  
ク ラスなど） に使用されます。

• メールボッ ク ス  ス ト ア  データベース ： ボイス  メ ッセージに関する情報 （メ ッセージの送
信先、 送信時刻、 ハードディ ス ク上の WAV ファ イルの場所など） に使用されます。

• オペレーテ ィ ング  システム  ディ レク ト リ ： ボイス  メ ッセージの WAV ファ イルに使用され
ます。

サーバを同じ建物に設置する場合の Unity Connection ク ラス タ導入の前提条件

• Unity Connection での着信コールと発信コールのため、 ファ イアウォールの TCP ポート と  
UDP ポート がオープンである必要があ り ます。 これについては、 『Security Guide for Cisco 
Unity Connection』 の 「IP Communications Required by Cisco Unity Connection」 の章を参照し
て ください。

• 2 つの仮想マシンが含まれている ク ラスタでは、 この両方のマシンが同一の仮想プラ ッ ト
フォーム  オーバーレイに属している必要があ り ます。

• サーバはファ イアウォールによって隔離されてはな り ません。

• 両方の Unity Connection サーバが同一のタイム  ゾーンに位置している必要があ り ます。

• 両方の Unity Connection サーバ ノードは同一の電話システムに統合されている必要があ り
ます。

• 両方の Unity Connection サーバで、 同じ機能と構成が有効である必要があ り ます。

サーバを異なる建物に設置する場合の Unity Connection ク ラス タ導入の前提条件

• Unity Connection での着信コールと発信コールのため、 ファ イアウォールの TCP ポート と  
UDP ポート がオープンである必要があ り ます。 これについては、 『Security Guide for Cisco 
Unity Connection』 の 「IP Communications Required by Cisco Unity Connection」 の章を参照し
て ください。

• 2 つの仮想マシンが含まれている ク ラスタでは、 この両方のマシンが同一の仮想プラ ッ ト
フォーム  オーバーレイに属している必要があ り ます。

• 両方の Unity Connection サーバ ノードは同一の電話システムに統合されている必要があ り
ます。

• 両方の Unity Connection サーバで、 同じ機能と構成が有効である必要があ り ます。

• 各 Unity Connection サーバ ノードのボイス  メ ッセージング  ポー ト の数に応じて、 サーバ 
ノード間の接続に、 次に示す定常輻輳のない保証帯域幅が必要です。

– 各サーバで 50 個のボイス  メ ッセージング  ポート ご とに、 7 Mbps の帯域幅が必要とな
り ます。

– 大往復遅延は、 150 ミ リ秒 （ms） 以下でなければな り ません。
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Unity Connection ク ラス タ を導入するには

• ポート の 大数とユーザの 大数に基づいて、 Unity Connection ノードに導入する  VMware 
Open Virtual Archive （OVA） テンプレー ト を決定します。 Unity Connection のスケーリ ング
の項を参照して ください。

• 両方の Unity Connection ノードをホス ト  A レコード と して企業のド メ イン  ネーム  サービス
（DNS） サーバに追加します。 たとえば、 パブ リ ッシャ  Unity Connection ホス ト名を  
US-CUC1.ent-pa.com と設定し、 サブスク ラ イバ ホス ト名を  US-CUC2.ent-pa.com と設定し
ます。

• インス トールに必要なネッ ト ワーク  パラ メータを判別します。

– サーバのタイム  ゾーン

– ホス ト名、 IP アド レス、 ネッ ト ワーク  マスク、 およびデフォル ト  ゲート ウェイ。 ホス
ト名と  IP アド レスが前の DNS 設定に一致している こ と を確認します。

– DNS IP アド レス

– ネッ ト ワーク  タ イム  プロ ト コル （NTP） サーバの IP アド レス

• 前述の OVA ファ イルを  Cisco Web サイ ト からダウンロード します。

• VMware vSphere Client を使用して Unity Connection パブリ ッシャ  サーバ ノードを導入します。

• Unity Connection パブ リ ッシャのインス トールが完了したら、 プラ イマ リ  サーバのク ラス
タ設定にサブスク ラ イバの詳細を追加します。

• VMware vSphere Client を使用して Unity Connection サブスク ラ イバ サーバ ノードを導入し
ます。

2. Unity Connection 統合のための Unified CM の設定

Unity Connection が Unified CM と通信する前に、 Unified CM で実行する必要があるタス クがあ
り ます。 Unity Connection は SIP ト ランクを介して Unified CM と通信します。 この項では、
Unified CM を  Unity Connection と統合するために必要なタス クの概要を説明します。

SIP ト ラン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イル

メディアおよびシグナ リ ングの暗号化に関して、 このマニュアルではこれらの暗号化は使用さ
れず、代わりに Unified CM と  Unity Connection サーバ ノードの間には非セキュアな SIP ト ラン
クが実装されている こ と を前提と しています。 デバイス  セキュ リ テ ィ  モードが [非セキュア
（Non Secure） ] に設定された状態で、 Unity Connection に新規 SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  プロ
ファ イルを作成します。 表 5-2に、 SIP ト ランク  セキュ リ テ ィ  プロファ イルの設定を示します。

表 5-2 SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの設定

パラ メ ー タ  値 コ メ ン ト

[名前 （Name） ] Unit Connection SIP ト
ランク  セキュ リ テ ィ  
プロファ イル

セキュ リ テ ィ  プロフ ァ イルの名前を入力し
ます。

[説明 （Description） ] Unit Connection SIP ト
ランク  セキュ リ テ ィ  
プロファ イル

プロファ イルの説明を入力します。
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SIP プロ フ ァ イル

Unity Connection への SIP ト ランクの SIP プロファ イルを設定します。 標準 SIP プロファ イルを
コピーし、 その名前を  Unity Connection SIP Profile に変更します。 Unified CM サーバの IP アド
レスが、 Unified CM によ り送信される  SIP 発呼側情報に含まれないよ うにするには、 [SIP要求で
完全修飾ド メ イン名を使用 （Use Fully Qualified Domain Name in SIP Requests） ] チェ ッ クボッ ク
スをオンにします。 [サービスタイプ"なし (デフォル ト )"の ト ランクの接続先ステータスをモニ
タするためにOPTIONS Pingを有効にする （Enable OPTIONS Ping to monitor destination status for 
Trunks with Service Type "None (Default)"） ] チェ ッ クボッ クスがオンになっているこ とを確認し
ます。 これによ り、 システムが Unity Connection ノードへの接続の状況を追跡できます。

OPTIONS Ping が有効な場合、 ト ランクの SIP デーモンを実行する各ノードは、 ト ランクの各
宛先 IP アド レスに対して OPTIONS 要求を定期的に送信して到達可能性を判断し、 到達可能な
ノードにのみコールを送信します。 宛先アド レスが OPTIONS 要求に応答しない場合、 Service 
Unavailable （503） 応答または Request Timeout （408） 応答を送信する場合、 または TCP 接続
を確立できない場合、 そのアド レスは 「アウ ト  オブ サービス」 と見なされます。 1 つ以上の
ノードが、 1 つ以上の宛先アド レスから （408 または 503 以外の） 応答を受信した場合、 ト ラ
ンク全体の状態は 「イン  サービス」 と見なされます。 SIP ト ランク  ノードは、 ト ランクの設定
済み宛先 IP アド レス、 または ト ランクの DNS SRV エン ト リ の解決済み IP アド レスに対して 
OPTIONS 要求を送信できます。 すべての SIP ト ランクで SIP OPTIONS Ping を有効にする こ と
を推奨します。 有効にする こ とで、 Unified CM は、 コールご との状態、 ノードご との状態、 お
よびタイムアウ ト に基づいて判別するのではな く、 動的に ト ランクの状態を追跡する こ とがで
きるためです。

[デバイスセキュ リ
テ ィモード （Device 
Security Mode） ]

[非セキュア （Non 
Secure） ]

SIP ト ランクのセキュ リ テ ィ  モード。

[ダイアログ外 REFER
の許可 （Accept 
Out-of-Dialog refer） ]

オン Unified CM が、 SIP ト ランク経由で着信する
非インバイ ト の ダイアログ外 REFER メ ッ
セージを受け入れる こ と を指定します。

[未承諾 NOTIFYの許
可 （Accept unsolicited 
notification） ]

オン Unified CM が、 SIP ト ランク経由で着信する
非インバイ ト の未承諾 NOTIFY メ ッセージを
受け入れる こ と を指定します。 Unity 
Connection から  MWI メ ッセージを受け入れ
るには、 このパラ メータをオンにする必要が
あ り ます。

[REPLACE ヘッダの
許可 （Accept replaces 
header） ]

オン Unified CM が、 既存の SIP ダイアログを置き
換える新しい SIP ダイアログを受け入れる こ
と を指定します。 これによ り、 Cisco Unity 
Connection が開始する監視転送に使用される  
"REFER w/replaces" を渡すこ とができるよ う
にな り ます。

表 5-2 SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの設定 （続き）

パラ メ ー タ  値 コ メ ン ト
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SIP ト ラン ク

ク ラスタ内の Unity Connection サーバ ノードご とに 1 つずつ、 合計で 2 つの個別 SIP ト ランク
を作成します。 表 5-3に SIP ト ランクの設定を示します。

表 5-3 Unity Connection サーバへの SIP ト ラ ン クのパラ メ ータ設定

パラ メ ー タ 値 説明 

[名前 （Name） ] US_CUC1_SIP_Trunk Unity Connection への SIP ト ランクの固有名を
入力します。

[説明 （Description） ] Unity Connection パブ
リ ッシャ  

SIP ト ランクの説明を入力します。

[デバイスプール
（Device Pool） ]

Trunks_and_Apps Unity Connection のデバイス  プールを入力し
ます。 （コール制御の章を参照。）

[すべてのアクテ ィブ
なUnified CMノードで
実行 （Run on All 
Active Unified CM 

Nodes） ]

オン SIP ト ランクを使用した発信コールでは、
Unified CM 呼処理サブスク ラ イバ間のク ラス
タ内制御シグナリ ングが必要ではないこ と を
指定します。

[コールルーテ ィ ング情報 - イ ンバウン ド コール （Call Routing Information - Inbound Calls） ]

[コーリ ングサーチス
ペース （CSS）
（Calling Search Space 
(CSS)） ]

ボイス メール （CSS 設
定の詳細については、
コール制御の章を参照
してください。）

割り当てられる  CSS には、 DID、 DID 以外の
番号、 URI パーテ ィシ ョ ンなどのすべての
ネッ ト ワーク上の宛先が含まれています。
CSS にこれらのすべてのパーティシ ョ ンが含
まれていないと、 Unity Connection からの 
MWI 未承認 NOTIFY メ ッセージがユーザの電
話に到達しません。

[Diversionヘッダー配
信の リ ダイレク ト  - イ
ンバウン ド
（Redirecting Diversion 
Header Delivery - 

Inbound） ]

オン リダイレク ト情報要素、 初のリダイレク ト番
号、 およびコール転送理由が着信メ ッセージの
一部と して送信され、 受け入れられるこ とを指
定します。 Unity Connection は 初のリダイレ
ク ト番号を使用してコールに応答します。

[コールルーテ ィ ング情報 - アウ ト バウン ド コール （Call Routing Information - Outbound Calls） ]

[発呼側および接続側
情報形式 （Calling and 
Connected Party Info 

Format） ]

[接続側にのみURIお
よびDNを配信(使用可
能な場合) （Deliver 
URI and DN in 
connected party, if 

available） ]

このオプシ ョ ンは、 Unified CM がディ レク ト
リ番号、 ディ レ ク ト リ  URI、 またはディ レク
ト リ番号とディ レ ク ト リ  URI の両方を含むア
ド レスを、 発信 SIP メ ッセージの SIP ID ヘッ
ダーに挿入するかど うかを決定します。

[Diversionヘッダー配
信の リ ダイレク ト  - ア
ウ トバウン ド
（Redirecting Diversion 
Header Delivery - 

Outbound） ]

オン リダイレク ト情報要素、 初のリダイレク ト番
号、 およびコール転送理由が発信メ ッセージの
一部と して送信され、 受け入れられるこ とを指
定します。 Unity Connection は 初のリダイレ
ク ト番号を使用してコールに応答します。

[SIP宛先情報 （SIP Destination Information） ]

[宛先アドレス
（Destination Address） ]

10.195.100.20 Unity Connection サーバの IP アド レスを入力
します。
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ルー ト  グループ

Unity Connection ク ラスタに対し、別のルート  グループ RG_CUC を作成します。 このルート  グ
ループには、 Unity Connection サブス ク ラ イバ ノード とパブ リ ッシャ  ノードへの SIP ト ランク
が含まれています。 リ ス ト に、 サブスク ラ イバ ノードに接続する  SIP ト ランク
（US_CUC2_SIP_Trunk） が 初に示され、 続いてパブ リ ッシャ  ノードに接続する  SIP ト ランク
（US_CUC1_SIP_Trunk） が示されている こ と を確認して ください。 ルート  グループ分配アルゴ
リ ズム と して、 [優先度順 （Top Down） ] ト ランク選択方式を設定する必要があ り ます。 [優先
度順 （Top Down） ] 分配アルゴ リ ズムが設定されているルート  グループでは常に、 コールが
初に Unity Connection サブス ク ラ イバ サーバ ノード （US-CUC2） に送信されます。 Unity 
Connection サブスク ラ イバ サーバ ノードがビジーまたは使用不可の場合、 コールはパブ リ ッ
シャ  サーバ ノード （US-CUC1） に送信されます。

ルー ト  リ ス ト

Unity Connection ク ラスタに対し、 別のルート  リ ス ト  RL_CUC を作成します。 このルート  リ ス
ト には、 前述の説明で作成した Unity Connection ルート  グループ （RG_CUC） だけが含まれて
いる必要があ り ます。 [このルート リ ス ト を有効にする （Enable this Route List） ] と  [すべての
アクテ ィブなUnified CMノードで実行 （Run on all Active Unified CM Nodes） ] オプシ ョ ンが選
択されている こ と を確認して ください。

ルー ト  パターン

前述の説明で作成した Unity Connection ルート  リ ス ト を指し示すボイス メール パイロ ッ ト番号
の別のルート  パターンを作成します。 この番号はボイス メール パイロ ッ ト番号に一致してい
る必要があ り ます。 表 5-4に、 ルー ト  パターンの設定例を示します。

SIP ト ランク  セキュ リ
テ ィ  プロファ イル

Unit Connection SIP ト
ランク  セキュ リ テ ィ  
プロファ イル

表 5-2を参照して ください。

[SIPプロファ イル
（SIP Profile） ]

Unity Connection SIP 

プロファ イル
SIP プロファ イルを参照して ください。

表 5-3 Unity Connection サーバへの SIP ト ラ ン クのパラ メ ータ設定 （続き）

パラ メ ー タ 値 説明 

表 5-4 Unity Connection パイ ロ ッ ト 番号 ： ルー ト  パターンの例

パラ メ ー タ  値

[ルートパターン （Route Pattern） ] +14085554999

[ルートパーテ ィシ ョ ン （Route 
Partition） ]

DN

[ゲート ウェ イ /ルート リ ス ト
（Gateway/Route List） ]

RL_CUC

[コールの分類 （Call Classification） ] OnNet

[外部ダイヤル トーンの提供
（Provide Outside Dial Tone） ]

オフ
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[ボイス メールパイロ ッ ト （Voice Mail Pilot） ]

ボイス メール パイロ ッ ト番号は、 ユーザがボイス  メ ッセージにアクセスするための電話番号
を指定します。 Unified CM は、 ユーザが IP エンドポイン ト の [メ ッセージ （Messages） ] ボタ
ンを押すと、 自動的にボイス メール パイロ ッ ト番号にダイヤルします。 3 つのサイ トすべてに
対して 1 つのボイス メール パイロ ッ ト番号が作成されます。 表 5-5に、 ボイス メール パイロ ッ
ト の設定例を示します。

リ モー ト  サイ ト のボイス メール ユーザは、 各自の DID 範囲からボイス メール アクセス番号に
ダイヤルして、 PSTN から メ ッセージを確認できます。 ボイス メール PSTN アクセス番号をボ
イス メール パイロ ッ ト番号に変換するための ト ランスレーシ ョ ン  パターンが個別に作成され
ます。 表 6 に、 ボイス メール パイロ ッ ト の ト ランスレーシ ョ ン  パターンの設定を示します。

他の リ モー ト  サイ ト向けに追加の ト ランスレーシ ョ ン  パターンが作成されます。

ボイス メール プロ フ ァ イル

すべてのエンドポイン ト  デバイス とエクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ  プロファ イルで、 各ユーザ
の電話回線に対してボイス メール プロファ イルが割り当てられます。 このプロファ イルによ
り、 ユーザはエンドポイン ト の [メ ッセージ （Messages） ] ボタンを押すだけで、 ボイス メール 
システムにワンタ ッチでアクセスできます。 Unity Connection が単一電話システムに統合され
ている場合は、 デフォル ト のボイス メール プロフ ィルを使用する こ と を推奨します。 エン ドポ

表 5-5 ボイス メ ール パイ ロ ッ ト の例

パラ メ ー タ  値

[ボイス メールパイロ ッ ト番号 （Voice 
Mail Pilot Number） ]

+14085554999

[コーリ ングサーチスペース （Calling 
Search Space） ]

DN

[説明 （Description） ] VM パイロ ッ ト

[システムのデフォル ト ボイス メール
パイロ ッ ト に設定 （Make this the 
default Voice Mail Pilot for the system） ]

オン

表 5-6 ボイス メ ール パイ ロ ッ ト の ト ラ ンスレーシ ョ ン パターンの例

パラ メ ー タ  値

[ ト ランスレーシ ョ ンパターン
（Translation Pattern） ]

+19195551999

[パーテ ィシ ョ ン （Partition） ] DN

[発信側コーリ ングサーチスペースを
使用 （Use Originators Calling Search 
Space） ]

オン

[ルート オプシ ョ ン （Route Option） ] [このパターンをルーティ ング
（Route this pattern） ]

[着信側 ト ラ ンスフ ォー メ ーシ ョ ン （Called Party Transformations） ]

[着信側ト ランスフォーメーシ ョ ンマ
ス ク （Called Party Transform Mask） ]

+14085554999
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イン ト  デバイスでの回線の初期プロビジ ョ ニング時に、 デフォル ト のボイス メール プロファ
イル （[なし （None） ]） が電話番号に割り当てられます。 ボイス メールにアクセスする必要が
ないユーザの場合、 そのエンドポイン ト回線にボイス メール プロファ イルが割り当てられませ
ん。 表 5-7に、 ボイス メール プロファ イルの設定例を示します。

3. Unity Connection の基本設定

サービスのアクテ ィ ブ化

• Unity Connection のインス トールが完了したら、 Cisco Unified Serviceability にログインし、
パブ リ ッシャ  サーバ ノードの DirSync サービスをアクテ ィブにします。

• [ユニファ イ ドサービスアビ リ テ ィ （Unified Serviceability） ] で [ツール （Tools） ] –> [コン
ト ロールセンターの機能サービス （Control Centre-Feature Services） ] に移動します。 パブ
リ ッシャ  サーバ ノードで Cisco DirSync サービスが開始している こ と を確認します。

• [Unity Connectionのサービスアビ リ テ ィ （Unity Connection Serviceability） ] で [ツール
（Tools） ] –> [サービス管理 （Service Management） ] に移動します。 プラ イマ リおよびセカ
ンダ リ  Unity Connection サーバ ノードでサービスのステータスを確認します。 表 5-8に、 こ
の導入環境のサービス  ステータスを示します。

表 5-7 ボイス メ ール プロ フ ァ イルの例

パラ メ ー タ 値

[ボイス メールプロファ イル名
（Voice Mail Profile Name） ]

デフォル ト

[説明 （Description） ] VM プロファ イル

[ボイス メールパイロ ッ ト （Voice 
Mail Pilot） ]

+14085554999/DN

[ボイス メールマスク （Voice Mail 
Mask） ]

空欄

[システムのデフォル ト ボイス メー
ル プロファ イルと して使用する
（Make this the default Voice Mail 
Profile for the System） ]

オン

表 5-8 Unity Connection サービス ステータ ス

サービス
プ ラ イマ リ  Unity 
Connection

セカ ンダ リ  Unity 
Connection

ステータ スのみのサービス （OS コ マン ド  ラ イ ン  イ ン ターフ ェ イスから非ア ク テ ィ ブにできます）

このカテゴ リのすべてのサービス [はい （Yes） ] [はい （Yes） ]

重要なサービス

Connection Conversation Manager [はい （Yes） ] [はい （Yes） ]

Connection Mailbox Sync [はい （Yes） ] [いいえ （No） ]

Connection Message Transfer Agent [はい （Yes） ] [いいえ （No） ]

Connection Mixer [はい （Yes） ] [はい （Yes） ]

Connection Notifier [はい （Yes） ] [いいえ （No） ]
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データベース レプ リケーシ ョ ン

プラ イマ リおよびセカンダ リ両方の Unity Connection サーバ ノードでサービスをアクテ ィブに
した後で、 サブスク ラ イバ ノードがパブ リ ッシャ  ノードに接続できる こ と を確認します。 ま
た、 両方のノードで OS コマン ド  ラ イン  インターフェイス （CLI） のコマン ド  show perf query 
class "Number of Replicates Created and State of Replication" を使用して、 データベース  レプ
リ ケーシ ョ ンのステータスを確認します。

Unified CM の統合

各 Unity Connection ク ラスタは、 同じ場所に配置されている  Unified CM ク ラスタ と統合されま
す。 これによ り、 Unified CM ク ラスタ専用の各 Unity Connection ク ラスタによる単純な統合モ
デルが実現します。 Unified CM では Unity Connection ク ラスタ との相互接続のために SIP ト ラ
ンクが設定されますが、 Unity Connection システムではキャパシテ ィ と ラ イセンスの目的で、
ボイス メール ポート が使用されます。 この項では、 設計時の考慮事項、 キャパシテ ィ  プラン
ニング、 ボイス メール ポート の設定について説明します。

ボイス メール ポー ト のオーデ ィ オ コーデッ ク設定

Unity Connection では、 Unity Connection SIP シグナ リ ングでサポート されるすべてのオーディ
オ コーデッ ク形式 （G.711 mu-law、 G.711 a-law、 G.722、 G.729、 および iLBC） でのコールは
常に、 PCM リ ニアに ト ランスコード されます。 録音は、 PCM リ ニアから、 Unity Connection 
Administration 録音でシステム全体に設定されているシステム  レベルの録音オーディオ コー
デッ ク （PCM linear、 G.711 mu-law、 G.711 a-law、 G.729a、 G.726-a） にエンコード されます。
デフォル トは G.711 mu-law です。

この項では、 発信側デバイス と  Unity Connection の間でネゴシエー ト されるオーディオ コー
デッ クを回線コーデッ ク と呼び、 システムレベルの録音用オーディオ コーデッ ク と して設定さ
れたオーディオ コーデッ クを録音コーデッ ク と呼びます。

サポート される回線コーデッ ク （公表コーデッ ク）

• G.711 mu-law

• G.711 a-law

• G.722

• G.729

• iLBC

基本サービス

このカテゴ リのすべてのサービス [はい （Yes） ] [はい （Yes） ]

オプシ ョ ン  サービス

Connection Branch Sync Service [いいえ （No） ] [いいえ （No） ]

Connection Digital Networking Replication Agent [いいえ （No） ] [いいえ （No） ]

このカテゴ リのその他のすべてのサービス  [はい （Yes） ] [はい （Yes） ]

表 5-8 Unity Connection サービス ステータ ス （続き）

サービス
プ ラ イマ リ  Unity 
Connection

セカ ンダ リ  Unity 
Connection
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サポート される録音コーデッ ク （システムレベルの録音オーディオ コーデッ ク）

• PCM リ ニア

• G.711 mu-law （デフォル ト ）

• G.711 a-law

• G.729a

• G.726

• GSM 6.10

ト ランスコーディ ングは、 本来すべての接続で発生するので、 ラ イン  コーデッ ク と録音コー
デッ クが違っても、 システムへの影響にほとんど違いはあ り ません。 たとえば、 G.729a を回線
コーデッ ク と して、 G.711 mu-law を録音コーデッ ク と して使用しても、 Unity Connection サー
バには ト ランスコーディ ングに伴う大きな追加負荷はかかり ません。 しかし、 iLBC コーデッ
クまたは G.722 コーデッ クは ト ランスコーディ ングによ り多くの計算を必要とするので、Unity 
Connection サーバに大きな追加負荷がかかり ます。 そのため、 Unity Connection サーバがサ
ポート できる  G.722 または iLBC 接続の数は、 G.711 mu-law 接続の数の半分のみです。

この ト ポロジの例では、 システム録音コーデッ クはデフォル ト （G.711 mu-law） のままです。
サポート される回線コーデッ クは G.729 および G.711 mu-law に設定されます。 このデフォル ト
設定を使用する場合、 同一の Unity Connection サイ ト のユーザは G711 mu-law を使用します。
中央の Unity Connection サーバに WAN 経由で接続するユーザの場合、選択される回線コーデッ
クは G.729 です。

G.722 コーデッ クまたは iLBC コーデッ クを回線コーデッ ク （ア ドバタ イズされているコー
デッ ク） と して使用する と、 Cisco Unity Connection サーバでプロビジ ョ ニング可能なボイス  
ポート の数が減少します。 G.722 または iLBC コーデッ クを使用する場合に各プラ ッ ト フォー
ム  オーバレイでサポート されるボイス  ポート の数の詳細については、 『Virtualization for Cisco 
Unity Connection』 を参照して ください。

電話システムの設定

電話システムの統合によ り、 Unity Connection と  Unified CM の間の通信が実現します。 Unity 
Connection が 1 つの Unified CM ク ラスタ と統合している場合は、デフォル ト の PhoneSystem を
使用する こ と を推奨します。 表 5-9に、 電話システムの設定を示します。

表 5-9 電話システムの設定

パラ メ ー タ  値 [説明 （Description） ]

[電話システムの名前
（Phone System Name） ]

PhoneSystem 電話システム

[デフォル ト TRAP電話シ
ステム （Default TRAP 
Phone System） ]

オン 電話システムによ り  TRAP 接続が有効になるので、
ボイス メール ボッ クスを使用していない管理者と
ユーザが、 Unity Connection Web アプ リ ケーシ ョ ン
で電話から録音、 再生できます。

[内線番号を使用し たコールループの検出 （Call Loop Detection by Using Extension） ]
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ポー ト  グループの設定

ポート  グループを使用して、 Unified CM ク ラスタ と  Unity Connection ク ラスタの間の SIP 通信
を制御します。 ポー ト  グループを使用する こ とで、 システムは Unity Connection サーバが受け
入れる  SIP メ ッセージの送信元 Unified CM と、Unity Connection サーバが発信コールを  Unified 
CM サーバにルーティ ングする と きに使用する設定と順序を制限および指定できます。 Unity 
Connection サーバは、Unity Connection 向けの Unified CM SIP ルーテ ィ ング設計を ミ ラーするよ
うに設定されているため、 Unity Connection サーバで発信ルーティ ングが1 番目に使用可能な 
Unified CM サブスク ラ イバ ノードを選択するよ うに設定する必要があ り ます。 表 5-10に、
ポー ト  グループの設定を示します。

[転送メ ッセージ通知コー
ルに対して有効にする (内
線番号を使用) （Enable 
for Forwarded Message 
Notification Calls (by Using 

Extension)） ]

オン （携帯電話などの） デバイスに送信される新規メ ッ
セージ通知、 およびデバイスが応答しなかったため
に Unity Connection にデバイスが再転送した新規
メ ッセージ通知を  Unity Connection で内線番号を使
用し検出して拒否します。 コール ループが検出さ
れず拒否されない場合、 コールによってユーザ宛て
の新しいボイス  メ ッセージが作成され、 Unity 
Connection が新規メ ッセージ通知のコールをデバイ
スに送信します。

[発信コール規制 （Outgoing Call Restrictions） ]

[発信コールを有効にする
（Enable outgoing calls） ]

オン Unity Connection は、 必要に応じて電話システムを
通じて発信コール （MWI の設定など） をかけます。

表 5-9 電話システムの設定 （続き）

パラ メ ー タ  値 [説明 （Description） ]

表 5-10 ポー ト  グループの設定

パラ メ ー タ  値 [説明 （Description） ]

[表示名 （Display 
Name） ]

PhoneSystem-1 電話システムの記述名

[連動方法 （Integration 
Method） ]

SIP Unity Connection と  Unified CM の接続に使用する連
動方法。

[セ ッ シ ョ ン開始プロ ト コル(SIP)の設定 （Session Initiation Protocol (SIP) Settings） ]

[SIPサーバで登録する
（Register with SIP 
Server） ]

オン これによ り、 Cisco Unity Connection が SIP サーバに
登録されます。

[SIPサーバ （SIP Servers） ]

[順序0 （Order 0） ] 10.195.100.21 順序 0 に設定されている  SIP サーバには高い優先度
が設定されます。 プラ イマ リ  Unified CM 呼処理
ノードの IP アド レスを入力します。

[順序1 （Order 1） ] 10.195.100.20 順序 1 に設定されている  SIP サーバには低い優先度
が設定されます。 セカンダ リ  Unified CM 呼処理
ノードの IP アド レスを入力します。

[ポート （Port） ] 5060 Unity Connection が使用する  Unified CM サーバの 
TCP ポート を入力します。
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ボイス メ ッ セージング ポー ト のサイジングに関する考慮事項

ク ラスタ内の各 Unity Connection サーバでは、 いずれかのサーバが停止した場合のために、 次
のダイヤルイン機能用のボイス  メ ッセージング  ポート が指定されている必要があ り ます。

• コールへの応答

各 Unity Connection サーバではさ らに、 次の発信機能用のボイス  メ ッセージング  ポート が指定
されている必要があ り ます。

• メ ッセージ受信インジケータ （MWI） の送信

• メ ッセージ到着通知の実行

• 電話での録音および再生 （TRAP） 接続の許可

システムのボイス メール ポート の合計数の 20% を、 メ ッセージ通知、 MWI の発信、 および 
TRAP 用に確保しておく こ と を推奨します。 これによ り、 コールへの応答とポート での発信の
ためにポート でコール ブロ ッキングが発生する可能性が低減します。

あるいは、 以前のボイス メール ト ラフ ィ ッ ク  レポート を使用して応答ポート と発信ポート を
選択する こ と もできます。 Port Usage Analyzer Tool を使用して過去 1 ～ 2 週間の ト ラフ ィ ッ クを
収集し、 実際のポート  ト ラフ ィ ッ クに基づいて調整できます。

ポー ト 設定

前述の項で説明したよ うに、 ポー トは着信ポート または発信ポート のいずれかにな り ます。
表 5-11に、 ボイス メール ポート割り当ての設定例を示し、 表 5-12に、 応答ポート の設定のた
めの設定テンプレート を示します。

表 5-11 ボイス メ ール ポー ト 割り当ての設定例

CUC サーバ ポー ト 範囲 機能

US-CUC1 1 ～ 80 応答

US-CUC2 1 ～ 80 応答

US-CUC1 81 ～ 100 発信

US-CUC2 81 ～ 100 発信

表 5-12 ボイス メ ール応答ポー ト の設定例

パラ メ ー タ  値 説明

[有効 （Enabled） ] オン 電話システム  ポート を有効にするには、 こ
のボッ ク スをオンにします。

[電話システムポー ト （Phone System Port） ]

[ポート名 （Port Name） ] 自動作成 Unity Connection によ りポー ト名が自動的に
作成されます。

[電話システム （Phone 
System） ] 

電話システム 適切な電話システムを選択します。

[ポート グループ （Port 
Group） ]

PhoneSystem-1 適切なポート  グループを選択します。
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表 5-12に示す設定は、 ボイス メールの発信ポート を作成する と きにも使用する必要があ り ます。
ただし発信ポートの場合は、 [呼び出しに応答 （Answer Call） ] パラ メータをオフにし、 [メ ッセー
ジ通知を実行する （Perform Message Notification） ]、 [MWI要求を送信する （Send MWI Requests）
]、 および [TRAP接続を許可する （Allow TRAP Connections） ] パラ メータをオンにします。

Active Directory の統合

Unity Connection では、 Active Directory に対する認証を使用する  Unity Web アプ リ ケーシ ョ ン
（エン ドユーザ向けの Cisco Personal Communications Assistant （PCA） など） で、 Microsoft 
Active Directory 同期および認証がサポー ト されています。 同様に、 Unity Connection ボイス  
メ ッセージへにアクセスするために使用する  IMAP 電子メール アプ リ ケーシ ョ ンは、 Active 
Directory に対して認証されます。 電話ユーザ インターフェイスまたはボイス  ユーザ インター
フェイスによる  Unity Connection ボイス  メ ッセージへのアクセスでは、 引き続き  Unity 
Connection データベースに対して数値パスワード （PIN） によ る認証が行われます。

Active Directory で、Unity Connection がユーザ検索ベースに指定されているサブツ リーにアクセス
する と きに使用する管理者アカウン ト を作成する必要があ り ます。 検索ベースのすべてのユーザ 
オブジェク ト を 「読み取る」 ための 小限の権限が設定されており、 また、 有効期限のないパス
ワードが設定されている  Unity Connection 専用アカウン ト を使用するこ とを推奨します。

Unified CM の [メールID （Mail ID） ] フ ィールドが、 Active Directory のメール フ ィールド と同
期されます。 統合プロセスでは、 これによ り  LDAP のメール フ ィールドが Unity Connection の 
[社内電子メールアド レス （Corporate Email Address） ] フ ィールドに表示されます。 Unity 
Connection は Unified Messaging アカウン ト の [社内電子メールアド レス （Corporate Email 
Address） ] を使用してシングル インボッ ク スを有効にします。

Unity Connection と  Active Directory の統合によ り、ユーザ情報のインポート が可能にな り ます。
Unity Connection と  Active Directory の統合にはさまざまな メ リ ッ ト があ り ます。

• ユーザの作成 ： Active Directory からデータをインポート して  Unity Connection ユーザを作
成できます。

• データの同期 ： Unity Connection は、 Unity Connection データベースのユーザ データ と  
Active Directory のデータを自動的に同期するよ うに設定されています。

[サーバ （Server） ] US-CUC2/US-CUC1 Cisco Unity Connection （CUC） サブス ク ラ イ
バ ノードを 初に選択し、 同様に CUC パブ
リ ッシャ  ノードのポート を追加します。

[電話の動作 （Phone behavior） ]

[呼び出しに応答
（Answer Call） ]

オン この設定によ り、 コールに応答するポート が
指定されます。

[メ ッセージ通知を実行
する （Perform Message 
Notification） ]

オフ  この設定によ り、 メ ッセージをユーザに通知
するためのポート が指定されます。

[MWI要求を送信する
（Send MWI Requests） ]

オフ  この設定によ り、 MWI オン /オフ要求を送信
するためのポート が指定されます。

[TRAP接続を許可する
（Allow TRAP 
Connections） ]

オフ  この設定によ り、 Telephony Recording and 
Playback （TRAP） 接続のポート が指定され
ます。

表 5-12 ボイス メ ール応答ポー ト の設定例 （続き）

パラ メ ー タ  値 説明
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• シングル サインオン ： Unity Connection Web アプ リ ケーシ ョ ンのユーザ名とパスワードを  
Active Directory に対して認証するよ うに Unity Connection を設定します。 これによ り、
ユーザが複数のアプ リ ケーシ ョ ン  パスワードを管理する必要がな くな り ます。

Active Directory の設定については、 コール制御の章を参照して ください。

Unity Connection のパーテ ィ シ ョ ン と  CSS

この導入環境のすべてのユーザは、 デフォル ト のコーリ ング  サーチ スペース （US-CUC1 サー
チ スペース） で設定されています。 このサーチ スペースにはデフォル ト のパーテ ィシ ョ ン
（US-CUC1 パーティシ ョ ン） が含まれています。

規制テーブル

Unity Connection は、 ボイス メール システムが未承認の電話番号を呼び出すこ とがないよ うに
するため、 規制テーブルを使用します。 通常、 これらのルールは許可されている番号またはブ
ロ ッ ク されている番号のいずれかに完全一致するよ うに設定されています。 この導入環境で
は、 Unity Connection システムはボイス メール システムからのコール ブロ ッ クの規制ルールを
使用せず、 代わりに SIP ト ランク着信コーリ ング  サーチ スペース （CSS） を使用して、 Unity 
Connection からの不正なコールを防止します。 SIP ト ランク  CSS は、 Unity Connection に対し
ネッ ト ワーク上の宛先のみへの発信を許可するよ うに設定されています。 表 5-13に、 デフォル
ト の転送規制テーブルの設定を示します。

Unity Connection には、 この他に、 デフォル ト のファ クス、 デフォル ト の発信ダイヤル、 デ
フォル ト のシステム転送、 およびユーザ定義および自動追加の代行内線番号用の 4 つの規制
テーブルがあ り ます。 これらの規制テーブルも、 表 5-13で説明する設定を使用して無効にする
こ とができます。

表 5-13 Unity Connection の規制テーブル

順序 ブロ ッ ク パターン

0 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

+*

1 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

9+*

2 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

91???????*

3 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

9011???????*

4 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

9???????????*

5 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

900

6 このチェ ッ クボッ ク スをオ
フにします。

*
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サービス ク ラス

サービス  ク ラス （CoS） は、 Unity Connection ボイス メールのユーザに対する制限と機能を定
義します。 サービス  ク ラスは一般にユーザ テンプレート で定義され、 このテンプレー ト が
ユーザ アカウン ト の作成時にアカウン ト に適用されます。 この導入環境では、 デフォル ト のボ
イス メール ユーザ の COS がすべてのユーザに関連付けられています。

ユーザ プロビジ ョ ニング

ユーザを  Unity Connection にインポー トするには、 Active Directory サーバのユーザ テンプレー
ト を使用します。 このユーザ テンプレート には、 特定のユーザのグループに共通する設定が含
まれています。 ユーザ アカウン ト の作成時に、 ユーザ テンプレート の共通設定がユーザに継
承されます。 ローカル タ イム  ゾーンの各サイ ト に個別のユーザ テンプレート を作成する必要
があ り ます。 表 5-14に、 ユーザ テンプレート の設定を示します。

表 5-14 ボイス メ ール ユーザ テンプレー ト

セ ク シ ョ ン  フ ィ ール ド  値

[基本設定 （Basics） ] [エイ リ アス （Alias） ] SJC_User_Template

[表示名 （Display Name） ] SJC_User_Template

[表示名の生成 （Display Name Generation） ] [名、 姓の順 （First name, 
then last name） ]

[電話システム （Phone System） ] 電話システム

[サービスク ラス （Class of Service） ] [ボイス メールユーザの
COS （Voice Mail User 
COS） ]

[次回ログイン時に自己登録を設定する
（Set for Self-enrollment at Next Login） ]

オン

[ディ レク ト リ に登録 （List in Directory） ] オン

[タ イムゾーン （Time Zone） ] [(GMT-08:00)ア メ リ カ/ロ
サンゼルス （(GMT-8:00) 
America/Los_Angeles） ]

[言語 （Language） ] [英語(ア メ リ カ合衆国)
（English(United States)） ]

[社内電子メールアド レスからSMTPプロキ
シアド レスを生成 （Generate SMTP Proxy 
Address from the Corporate Email Address） ]

オン

[パスワード設定- VM
（Password Settings - VM） ]

[次回サインイン時に、 ユーザによる変更が
必要 （User Must Change at Next Sign-In） ]

オン

[期限切れなし （Does Not Expire） ] オン

[認証規則 （Authentication Rule） ] [ボイス メール認証規則(推
奨) （Recommended Voice 
Mail Authentication Rule） ]

[パスワー ド の変更-ボイ
ス メ ール （Change 
Password-Voicemail） ]

[PIN] 30071982
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テンプレート に基づいて新規ユーザ設定を行う こ とで、 個々のユーザ アカウン ト で変更する必
要がある設定の数を 小限に抑える と と もにユーザ追加作業にかかる時間も短縮され、 エラー
が発生しにく く な り ます。

これ以降 （テンプレー ト を使用してユーザ アカウン ト を作成した後） に行うすべてのユーザ 
テンプレート変更は、 既存のユーザ アカウン ト には適用されません。 つま り、 共通設定はユー
ザ アカウン ト作成時点でのみテンプレート から取得されます。 テンプレー ト を使用して  Unity 
Connection アカウン ト を作成した後で、 テンプレー ト または他のユーザに影響を及ぼさずに
個々のユーザの設定を変更できます。

こ こでは Web アプ リ ケーシ ョ ン  パスワードを変更しないでください。 これは、 Unity 
Connection は LDAP と統合されており、 Active Directory からユーザが認証されるためです。 こ
れらの PIN とパスワードをユーザに指定する必要があ り ます。 これによ り、 ユーザは Unity 
Connection システム電話ユーザ インターフェイス （TUI） と  Cisco Personal Communications 
Assistant （PCA） にサインインできます。

[ボイス メールユーザCOSサービスク ラス （Voice Mail User COS class of Service） ] 下の 
[Messaging Assistantの使用をユーザに許可する （Allow Users to Use the Messaging Assistant） ] オ
プシ ョ ン と  [Web InboxとRSSフ ィードの使用をユーザに許可する （Allow Users to Use the Web 
Inbox and RSS Feeds） ] オプシ ョ ンを選択して、 ユーザが Cisco PCA を使用して Web Inbox にア
クセスできるよ うにします。

前述の説明で作成したテンプレート を使用して  LDAP からユーザをインポー ト します。

Unity Connection ユーザ自己登録

エンドユーザを  Unity Connection ユーザと して登録する必要があ り ます。 Unity Connection 管理
者は各ユーザの ID （通常はユーザのデスク電話の内線番号） と一時 PIN （ユーザ プロビジ ョ ニ
ングで設定） を指定する必要があ り ます。 初回登録ガイダンスは、 あらかじめ録音された一連
のプロンプ ト であ り、 ユーザはこのガイダンスに従って次のタス クを実行します。

• ユーザ名を録音します。

• ユーザが電話に応答しないと きに外部発信者に対して再生されるグ リーテ ィ ングを録音し
ます。

• ユーザ PIN を変更します。

• 電話帳に登録するかど うかを選択します （ユーザが電話帳に登録されている と、 発信者は
ユーザの内線番号を知らない場合でも、 ユーザの名前のスペルを言うか、 ユーザ名を言う
こ とでユーザに電話をかけられます。）

Unity Connection ユーザは組織内の IP エンドポイン ト または外部ネッ ト ワークから、 自己登録
プロセスのためにボイス メール パイロ ッ ト番号をダイヤルできます。 ユーザは、 組織内または
外部の不明な内線番号から  Unity Connection に発信している場合、 Unity Connection が自己登録
プロセスを続行するよ う応答したら、 * （ス ターキー） を押す必要があ り ます。 登録が完了す
る前にユーザが通話を切断する と、 次回ユーザが Unity Connection にサインインしたと きに、
初回登録ガイダンスが再び再生されます。

4. シングル インボッ クスの有効化

シングル インボッ ク スは、Unity Connection のユニファ イ ド  メ ッセージング機能の 1 つであ り、
Unity Connection のボイス  メ ッセージと  Microsoft Exchange メールボッ ク スを同期します。ユー
ザがシングル インボッ ク スを使用可能な場合、 ユーザに送信されるすべての Unity Connection 
ボイス  メ ッセージ （Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook から送信されたメ ッセージ
を含む） は、 初に Unity Connection に保存され、 直ちにユーザの Exchange メールボッ ク スに
レプ リ ケー ト されます。 この項では、 Unity Connection を  Microsoft Exchange 2013 および 2010 
と統合してシングル インボッ ク スを有効にするために必要な設定タス クについて説明します。
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Unity Connection でのシングル インボッ クス有効化の前提条件

• シングル インボッ ク ス機能を有効にする前に、 Microsoft Exchange が設定されており、
ユーザが電子メールを送受信できる こ と を確認して ください。

• Unified Messaging サービス  アカウン ト認証には Microsoft Active Directory が必要です。

• Unity Connection ユーザがインポー ト され、 基本ボイス  メ ッセージング用に設定されます。
ユーザ プロビジ ョ ニングを参照して ください。

Unity Connection 証明書管理

Cisco Unity Connection をインス トールする と、Cisco PCA と  Unity Connection 間の通信、および 
IMAP 電子メール ク ラ イアン ト と  Unity Connection 間の通信を保護するため、 ローカル自己署
名証明書が自動的に作成およびインス トールされます。つま り、 Cisco PCA と  Unity Connection 
間でのすべてのネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ ク （ユーザ名、 パスワード、 その他のテキス ト  デー
タ、 ボイス  メ ッセージを含む） は自動的に暗号化され、 IMAP ク ラ イアン ト で暗号化を有効化
している場合には IMAP 電子メール ク ラ イアン ト と  Unity Connection 間のネッ ト ワーク  ト ラ
フ ィ ッ クは自動的に暗号化されます。

も う  1 つのオプシ ョ ンは、 認証局 （CA） が発行した証明書を使用するオプシ ョ ンです。 この場
合、 自己署名証明書は信頼できる  CA によ り発行、 署名された証明書に置き換わり ます。 この
プロセスの詳細については、Cisco Unified CM and IM and Presence の証明書管理を参照して くだ
さい。

Unity Connection の Exchange 認証および SSL 設定の確認

必要な Web ベースの認証モード （基本、 ダイジェス ト 、 NT LAN Manager） と  Web ベースのプ
ロ ト コル （HTTPS または HTTP） 用に Exchange サーバが設定されている こ と を確認します。
Exchange と  Unity Connection が通信するためには、 この両方の認証モードが一致している必要
があ り ます。

Exchange サーバと  Active Directory ド メ イン  コン ト ローラのための外部 CA によ り署名された
証明書を検証するオプシ ョ ンを選択する場合は、 外部 CA によ り署名された証明書を取得し、
Exchange サーバと ド メ イン  コン ト ローラ  サーバの両方にインス トールします。

Unity Connection での SMTP プロキシ ア ド レスの設定

シングル ボッ ク スを設定する と、 Unity Connection は SMTP プロキシ アド レスを使用して、
Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook から送信されたメ ッセージの送信者を適切な  
Unity Connection ユーザにマップし、 受信者を  Unity Connection ユーザにマップします。

たとえば、電子メール ク ラ イアン ト が電子メール アド レス  aross@ent-pa.com を使用して Unity 
Connection にアクセスするよ うに設定されている と します。このユーザが ViewMail for Outlook 
でボイス  メ ッセージを録音し、 そのメ ッセージをユーザ ahall@ent-pa.com に送信します。
Unity Connection は SMTP プロキシ アド レスの リ ス ト で aross@ent-pa.com と  ahall@ent-pa.com 
を検索します。 これらのアド レスがそれぞれ Unity Connection ユーザである  ahall および aross 
の SMTP プロキシ アド レス と して定義されている場合、Unity Connection はメ ッセージを  Unity 
Connection ユーザ aross からのボイス  メ ッセージと してUnity Connection ユーザ ahall に送信し
ます。

ユーザ テンプレー ト を使用してユーザをインポートする場合、 ユーザの SMTP プロキシ アド
レスが自動的に作成されます。 ユーザ テンプレート では、 SMTP プロキシ アド レスを作成する
ために [社内電子メールアド レスからSMTPプロキシアド レスを生成 （Generate SMTP Proxy 
Address from the Corporate Email Address） ] オプシ ョ ンを選択します。 詳細については、 ユーザ 
プロビジ ョ ニングを参照して ください。
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Active Directory での Unified Messaging サービス アカウン ト の作成および Unity Connection の権限の付与

シングル インボッ ク スを使用するには、 Active Directory のアカウン ト （ユニファ イ ド  メ ッ
セージング  サービス  アカウン ト ） が必要です。 このアカウン ト には、 Unity Connection がユー
ザの代わりに操作を実行するために必要な権限が付与されている必要があ り ます。 Unity 
Connection は ユニファ イ ド  メ ッセージング  サービス  アカウン ト を使用して Exchange メール
ボッ ク スにアクセスします。 ユニファ イ ド  メ ッセージング  サービス  アカウン ト を作成する際
には、 次のガイ ド ラ インに従って ください。

• アカウン ト には Exchange メールボッ クスを作成しません。

• 管理者グループにはアカウン ト を追加しません。

• アカウン ト を無効にしないでください。 無効にする と、 Unity Connection がアカウン ト を使
用して Exchange メールボッ クスにアクセスできな く な り ます。

Exchange Management Shell がインス トールされているサーバにサインインし、 次のコマン ドを
使用して、 [アプ リ ケーシ ョ ン偽装管理 （ApplicationImpersonation Management） ] ロールを  
Unity Connection のユニファ イ ド  メ ッセージング  サービス  アカウン ト に割り当てます。

new-ManagementRoleAssignment -Name: RoleName -Role:ApplicationImpersonation -User:' 
Account '

こ こで、

• RoleName は、 割り当てるロールの名前です （Unity ConnectionUMServicesAcct など）。
get-ManagementRoleAssignment コマン ドを実行する と、 RoleName に入力する名前が表示
されます。

• Account は、 domain\alias 形式のユニファイ ド  メ ッセージング サービス アカウン トの名前です。

SMTP スマー ト  ホス ト

Unity Connection は、 SMTP スマート  ホス ト を使用して メ ッセージをユーザの電子メール アド
レスに リ レーします。 Unity Connection ユーザが新しいメ ッセージを受け取る と、 Unity 
Connection がテキス ト形式の到着通知を電子メール アド レスに送信できます このタ イプの通知
では、Cisco PCA への リ ンクを電子メール メ ッセージの本文に組み込むよ うに Unity Connection 
を設定できます。 ユーザ設定で、 ユーザの[通知デバイスの編集 （Edit Notification Device） ] 
ページに移動し、 [メ ッセージテキス ト にCisco Unity Connection Web Inboxへの リ ンクを含める
（Include a Link to the Cisco Unity Connection Web Inbox in Message Text） ] オプシ ョ ンを選択しま
す。 表 5-15に、 SMTP スマー ト  ホス ト の設定を示します。

表 5-15 SMTP スマー ト  ホス ト の詳細 （[システム設定 （System Settings） ] > [SMTPの設定
（SMTP Configuration） ] > [スマー ト ホス ト （Smart Host） ]）

パラ メ ー タ 値

[SmartHost] US-EXCH1.ent-pa.com
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ユニフ ァ イ ド  メ ッ セージング サービス

Cisco Unity Connection Administration で、 [ユニファ イ ド メ ッセージング （Unified Messaging） ] を
展開し、 [ユニファイ ド メ ッセージングサービス （Unified Messaging Services） ] を選択します。

• ユニファ イ ド  メ ッセージング  サービスは、Unity Connection が Microsoft Exchange と通信す
るために使用する認証方式と  Microsoft Exchange のタイプを定義します。

• FQDN を使用して特定の Exchange サーバと通信するよ うにユニファ イ ド  メ ッセージング  
サービスを設定します。

• Unity Connection ユニファ イ ド  メ ッセージング  サービスで、 Microsoft Exchange で設定され
ている ものと同じ  Web ベース認証モード （基本、 ダイジェス ト 、 または NT LAN Manager）
および Web ベースのプロ ト コル （HTTPS または HTTP） を設定します。

• Active Directory での Unified Messaging サービス  アカウン ト の作成および Unity Connection 
の権限の付与の項で作成した Active Directory アカウン ト のクレデンシャルを入力します。

• [Exchangeの予定表および連絡先にアクセス （Access Exchange Calendar and Contacts） ] オプ
シ ョ ン と  [ConnectionとExchangeのメールボッ ク スを同期する (シングル インボッ ク ス )
（Synchronize Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)） ] オプシ ョ ンを選択し、ユニ
ファ イ ド  メ ッセージング機能を有効にします。

• 自己署名証明書は検証できません。 Unity Connection サーバで Exchange からの SSL 証明書
を検証するには、 自己署名証明書の代わりに認証局 （CA） の公開証明書を使用します。 詳
細については、 Unity Connection 証明書管理を参照して ください。

ユニフ ァ イ ド  メ ッ セージング アカウン ト

Unity Connection Administration で、 [ユーザ （Users） ] を展開し、 次に [ユーザ （Users） ] を選
択します。 [ユーザの基本設定の編集 （Edit User Basics） ] ページの [編集 （Edit） ] メニューで、
[ユニファ イ ド メ ッセージングアカウン ト （Unified Messaging Accounts） ] を選択します。

• ユーザ アカウン ト を作成する際、 Unity Connection はそのユーザのユニファ イ ド  メ ッセージ
ング アカウン ト を自動的には作成しません。 ユニファ イ ド  メ ッセージング アカウン トは、 1 
人のユーザまたは複数のユーザに対して作成できます。 多数のユーザを対象にユニファ イ ド  
メ ッセージング アカウン ト を作成するには、 一括管理ツール （BAT） を使用します。

• ユニファ イ ド  メ ッセージングでは、各 Unity Connection ユーザの Exchange メール アド レス
を入力する必要があ り ます。 [ユニファ イ ド メ ッセージングアカウン ト （Unified Messaging 
Account） ] ページで、 [社内電子メールアド レスを使用:指定なし （Use Corporate Email 
Address: None Specified） ] を選択します。 これによ り、 Unity Connection は [ユーザの基本
設定の編集 （Edit User Basics） ] ページで指定した社内電子メール アド レスを  Exchange 電
子メール アド レス と して使用します。

• Active Directory 統合では、 Unified CM の [メールID （Mail ID） ] フ ィールドが、 Active 
Directory のメール フ ィールド と同期されます。 これによ り、 LDAP メール フ ィールドが 
Unity Connection の [社内電子メールアド レス （Corporate Email Address） ] フ ィールドに表
示されます。

一括管理ツールを使用した複数ユーザのユニファ イ ド  メ ッセージング  アカウン ト の作成の詳
細については、 『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』 でユニファ イ
ド  メ ッセージング  アカウン ト の作成に関する情報を参照して ください。

[ボイス メールユーザのCOS （Voice Mail User COS） ]

ユーザがシングル インボッ ク スを使用できるよ うにするため、 ボイス メール ユーザのサービ
ス  ク ラスを編集します （[サービスク ラス （Class of Service） ] –> [ボイス メールユーザのCOS
（Voice Mail User COS） ] ）。 [ラ イセンス済み機能 （Licensed Features） ] で [IMAPク ラ イアン ト
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やシングルインボッ ク スを使用したボイス メールへのアクセスをユーザに許可する （Allow 
Users to Access Voicemail Using an IMAP Client and/or Single Inbox） ] オプシ ョ ンを選択します。
また、 [メ ッセージ本文へのアクセスをIMAPユーザに許可する （Allow IMAP Users to Access 
Message Bodies） ] オプシ ョ ンも選択します。

ユーザ ワークステーシ ョ ンへの ViewMail for Outlook のインス ト ール

Cisco ViewMail for Microsoft Outlook のビジュアル インターフェイスによ り、 ユーザは Outlook 
内で各自の Unity Connection ボイス  メ ッセージを送信、 再生、 管理できます。 ViewMail for 
Outlook を  Cisco の Web サイ ト （ http://www.cisco.com） からダウンロード し、 各ユーザ ワーク
ステーシ ョ ンにインス トールします。 ViewMail のインス トールが完了したら、 ViewMail の設
定または [オプシ ョ ン （Options） ] タブを開き、 Unity Connection サーバに電子メール アカウン
ト を関連付けます。 ユーザ情報と  Unity Connection サーバの詳細情報を入力します。

他の電子メール ク ラ イアン ト を使用して Exchange の Unity Connection ボイス  メ ッセージにア
クセスする場合、 または ViewMail for Outlook がインス トールされていない場合は、 次の点に
注意して ください。

• メール ク ラ イアン トは、 Unity Connection ボイス  メ ッセージを  .wav ファ イルが添付された
電子メールと して処理します。

• ユーザが Unity Connection ボイス  メ ッセージに返信またはボイス  メ ッセージを転送する と、
ユーザが .wav ファ イルを添付した場合でも、 返答または転送は電子メールと して処理され
ます。 メ ッセージ ルーテ ィ ングは、 Unity Connection ではな く  Exchange によって処理され
ます。 したがって、 メ ッセージは受信者の Unity Connection メールボッ ク スに送信されま
せん。

5. ビジュアル ボイス メールの有効化

ビジュアル ボイス メールによ り、 Jabber ク ラ イアン ト のボイス メール タブから  Unity 
Connection に直接アクセスできます。 ユーザは Jabber からボイス  メ ッセージの リ ス ト を確認
し、 メ ッセージを再生できます。 また、 ユーザはボイス  メ ッセージの作成、 返信、 削除もでき
ます。

Unity Connection の設定

• Unity Connection ユーザがインポー ト され、 基本ボイス  メ ッセージング向けに設定されて
いる こ と を確認します。 ユーザ プロビジ ョ ニングの項を参照して ください。

• Unity Connection の Connection Jetty サービス と  Connection REST Service が稼働している
こ と を確認します。 これらのサービスはいずれもサービスのアクテ ィブ化で [オプシ ョ ン
サービス （Optional Services） ] の下でアクテ ィブ化されます。

• IMAP ク ラ イアン ト からボイス メールにアクセスできるよ うに、 [サービス ク ラス （Class of 
Service） ] が有効になっている こ と を確認して ください。 [ボイス メールユーザのCOS
（Voice Mail User COS） ]の項を参照して ください。

• Unity Connection ボイス メール サービス  ク ラス （CoS） を編集し、 ユーザが Web インボッ
ク スを使用できるよ うにします。 [機能 （Features） ] タブで [Unified Personal Communicator
を使用したボイス メールへのアクセスをユーザに許可する （Allow Users to Use Unified 
Client to Access Voicemail） ] オプシ ョ ンを選択します。
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• [API設定 （API settings） ] （[システム設定 （System Settings） ] > [詳細設定 （Advanced） ]）
で、 次のオプシ ョ ンを選択します。

– [CUMIを介したセキュア メ ッセージ録音へのアクセスを許可する （Allow Access to 
Secure Message Recordings through CUMI） ]

– [CUMIを介してセキュア メ ッセージのメ ッセージヘッダー情報を表示する （Display 
Message Header Information of Secure Messages through CUMI） ]

– [CUMI経由のメ ッセージ添付ファ イルを許可する （Allow Message Attachments through 
CUMI） ]

[Unified CMの設定 （Unified CM Configuration） ]

各 Unity Connection サーバ ノードにボイス メール UC サービスを追加します。 表 5-16に、 ボイ
ス メール UC サービスの設定を示します。

以前に作成したボイス メール UC サービスを標準サービス  プロファ イル （[ユーザ管理 （User 
Management） ] –> [ユーザ設定 （User Settings） ] –> [サービスプロファ イル （Service Profile） ]）
に適用します。 Unity Connection パブ リ ッシャ （us-cuc1.ent.pa.com） に対して作成したボイス
メール UC サービスがプラ イマ リ  プロファ イルに設定されており、 Unity Connection サブスク
ラ イバ （us-cuc2.ent.pa.com） に対して作成したボイス メール UC サービスがセカンダ リ  プロ
ファ イルに設定されている こ と を確認して ください。 ボイス メール サービスのクレデンシャル
を同期する場合は、 [ボイス メールサービスのクレデンシャルソース （Credentials source for 
voicemail service） ] ド ロ ップダウン  リ ス ト から  [Unified CM - IM/Presence （Unified CM - IM and 
Presence） ] を選択します。

表 5-16 ボイス メ ール サービスの設定 （[ユーザ管理 （User Management） ] > [ユーザ設定 （User 

Settings） ] > [UCサービス （UC Service） ]）

パラ メ ー タ 値 コ メ ン ト

[製品のタイプ
（Product Type） ]

Unity Connection ボイス メール システムの製品名を入力します。

[名前 （Name） ] us-cuc1 ボイス メール サービスの名前を入力します。 パ
ブ リ ッシャ  ボイス メール サービス とサブスク ラ
イバ ボイス メール サービスを区別できる表示名
を選択します。

説明 us-cuc1 パブ リ ッシャ  ボイス メール サービス とサブスク
ラ イバ ボイス メール サービスを区別できる表示
名を入力します。

[ホス ト名/IPアド レス
（Host Name/IP 
address） ]

us-cuc1.ent.pa.com ボイス メール サービスのアド レスを  IP アド レス
形式または FQDN 形式で入力します。

[ポート （Port） ] 443 ボイス メール サービスに接続するポート を入力
します。

[プロ ト コル
（Protocol） ]

HTTPS ボイス  メ ッセージを安全にルーテ ィ ングするた
めのプロ ト コルを選択します。
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6. SRST モー ド でのボイス メール

集中型メ ッセージング導入モデルでは、 WAN の停止中にブランチ サイ ト の Survivable Remote 
Site Telephony （SRST） が無応答コールおよび話中コールを中央の Unity Connection にルーテ ィ
ングします。 ビジー信号を受けた着信コール、 無応答コール、 およびメ ッセージ  ボタンを押し
て開始されたコールは、 Unity Connection に転送されます。 この設定では、 電話のメ ッセージ  
ボタンをアクテ ィブなままにできます。 この機能を有効にするには、 PRI を介した Unity 
Connection への POTS ダイヤル ピア  アクセスを設定します。

ただし、 PSTN を介してコールがルーティ ングされる場合、 Redirected Dialed Number 
Information Service （RDNIS） が損なわれる こ とがあ り ます。 RDNIS 情報が誤っている場合、
PSTN 経由でルーティ ングされるボイス メール コールに影響する こ とがあ り ます。 RDNIS 情報
が誤っている場合、 通話はダイヤル先のユーザのボイス メール ボッ ク スに到達せず、 代わりに
自動応答プロンプ ト を受信します。 その場合、 発信者に対し、 到達先の内線番号を再入力する
よ うに要求される こ とがあ り ます。 この動作は主に、 電話通信事業者がネッ ト ワークを介した 
RDNIS を保証できない場合の問題です。 通信事業者が RDNIS の正常な送信を保証できない理
由は数多く あ り ます。 通信事業者に問い合わせて、 回線のエンド ツーエンドで RDNIS の送信
を保証しているかど うかを確認して ください。

Unified CM の設定

表 5-17で説明する設定が、中央サイ ト の PSTN ゲート ウェイへの SIP ト ランクの Unified CM 設
定で有効になっている こ と を確認します。

表 5-17 SRST モー ド でのボイス メ ール向け PSTN ゲー ト ウ ェ イへの SIP ト ラ ン クの設定

パラ メ ー タ 値 コ メ ン ト

[コールルーテ ィ ング情報 - イ ンバウン ド コール （Call Routing Information - Inbound Calls） ]

[Diversionヘッダー配
信の リ ダイレク ト  - イ
ンバウン ド
（Redirecting Diversion 
Header Delivery - 

Inbound） ]

オン リ ダイレ ク ト情報要素、 初の リ ダイレ ク ト番号、 お
よびコール転送理由が着信メ ッセージの一部と して送
信され、 受け入れられる こ と を指定します。 Unity 
Connection は 初の リ ダイレク ト番号を使用してコー
ルに応答します。

[コールルーテ ィ ング情報 - アウ ト バウン ド コール （Call Routing Information - Outbound Calls） ]

[Diversionヘッダー配
信の リ ダイレク ト  - ア
ウ トバウン ド
（Redirecting Diversion 
Header Delivery - 

Outbound） ]

オン リ ダイレ ク ト情報要素、 初の リ ダイレ ク ト番号、 お
よびコール転送理由が発信メ ッセージの一部と して送
信され、 受け入れられる こ と を指定します。 Unity 
Connection は 初の リ ダイレク ト番号を使用してコー
ルに応答します。
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ブランチ SRST ルｰタの設定

ブランチ サイ ト の SRST ルｰタで、 PRI を介したボイス メール アクセスを有効にするため次の
コマン ドを設定します。

!
!
dial-peer voice 10 pots
destination-pattern +14085554999
direct-inward-dial
port 1/0:15
!
!
voice register pool 1
call-forward b2bua busy +14085554999
call-forward b2bua noan +14085554999 timeout 12
!
!

 

7. 2 つの Unity Connection ク ラス タの HTTPS イン ターネ ッ ト ワーキング

図 5-4に、 2 つの Unity Connection ク ラスタの HTTPS インターネッ ト ワーキングを示します。
HTTPS ネッ ト ワーキングによ り複数の Unity Connection ク ラスタが接続されます。 これによ
り、 接続されたこれらのク ラスタ間でディ レク ト リ情報を共有し、 ボイス  メ ッセージを交換で
きます。 複数の Unity Connection サーバまたはク ラスタを接続して、 Unity Connection サイ ト と
呼ばれる適切に接続されたネッ ト ワークを形成できます。 サイ ト に接続するサーバは、 ロケー
シ ョ ン と呼ばれます。 サイ ト内の各ロケーシ ョ ン間のディ レク ト リ情報の交換には HTTPS プ
ロ ト コルが使用され、 ボイス  メ ッセージの交換には SMTP プロ ト コルが使用されます。

サイ ト内の Unity Connection ロケーシ ョ ンはディ レ ク ト リ情報を自動的に交換するため、 受信
側/送信先ユーザが発信側/送信元ユーザの検索範囲内で到達できる場合は、 あるロケーシ ョ ン
の受信側/送信先ユーザが別のシステムの発信側/送信元ユーザに対し、 名前または内線番号を
使用して発信するか、 またはメ ッセージを送信できます。 ネッ ト ワーク接続されたシステム
は、 1 つのディ レク ト リ を共有しているかのよ うに機能します。
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図 5-4 2 つの Unity Connection ク ラス タの HTTPS イ ン ターネ ッ ト ワーキング

 

HTTPS ネッ ト ワーキングでは、 ハブアン ド スポーク  ト ポロジを使用して  Unity Connection ク ラ
スタが相互に接続します。 この ト ポロジでは、 スポーク間のすべてのディ レク ト リ情報が、 ス
ポークに接続するハブを介して共有されます。 HTTPS ネッ ト ワークで接続できる  Unity 
Connection ロケーシ ョ ンの数と、 HTTPS ネッ ト ワーキングの 大ユーザ数は、導入されている  
OVA テンプレー ト に応じて異な り ます。 サポー ト されるロケーシ ョ ンの 大数とディ レ ク ト リ
の 大サイズの詳細については、 『System Requirements for Cisco Unity Connection』 でディ レ ク
ト リ  オブジェ ク ト制限に関する情報を参照して ください。

HTTPS ネッ ト ワーキングでは、 ネッ ト ワーク内の各ロケーシ ョ ンで稼働している リーダー 
サービス と フ ィーダー サービスによって、 ディ レ ク ト リ  レプ リ ケーシ ョ ンが行われます。
リーダー サービスは、 リ モー ト  ロケーシ ョ ンを定期的にポーリ ングして、 前回のポーリ ング
間隔以降に行われたディ レク ト リ変更情報を収集します。 フ ィーダー サービスは、 変更ト ラ ッ
キング  データベースを調べてディ レク ト リ変更が行われたかど うかを確認し、 必要な情報を使
用してポーリ ング要求に応答します。

HTTPS ネッ ト ワーキングでは、 ク ラスタ  ロケーシ ョ ンのパブ リ ッシャ  サーバが稼働している
場合、 このサーバがディ レク ト リ情報の同期化を行います。 ただしパブ リ ッシャ  サーバがダウ
ンしている場合は、 サブスク ラ イバ サーバがディ レク ト リ情報を同期します。
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ディ レク ト リ同期が実行される ク ラスタのサーバ （パブ リ ッシャまたはサブスク ラ イバ） に応
じて、 ディ レ ク ト リ同期は次のいずれかのタイプにな り ます。

• [標準 （Standard） ] ： ディ レ ク ト リ同期が、 パブ リ ッシャ  サーバによ り接続ロケーシ ョ ン と
の間で実行される こ と を示します。

• [アラー ト （Alert） ] ： パブ リ ッシャ  サーバに接続できず、 サブスク ラ イバ サーバが接続ロ
ケーシ ョ ンにディ レク ト リ情報を提供する こ と を示します。 ただし、 サブスク ラ イバ サー
バに格納されているディ レク ト リ情報は、 パブ リ ッシャ  サーバの稼働時にパブ リ ッシャ  
サーバとの間で 後に同期されたディ レク ト リ情報です。

パブ リ ッシャで障害が発生する と、 ディ レ ク ト リ同期はアラー ト  モードで実行されます。 ア
ラー ト  モードでは、 HTTPS ネッ ト ワーク上の接続ノードに対し、 サブスク ラ イバとのディ レ
ク ト リ同期へのアクセスが制限されます。 制限付きアクセス とは、 接続ノードが、 パブ リ ッ
シャの稼働時にパブ リ ッシャ との間で 後に同期されたディ レク ト リ情報のみを取得できる こ
と を意味します。 パブ リ ッシャが復旧する と、 パブ リ ッシャに直接接続している ノードはパブ
リ ッシャを介して 新のディ レク ト リ情報を同期します。 したがって、 アラー ト  モードの主要
なメ リ ッ ト と しては、 パブ リ ッシャがダウンした場合でも接続ノードが引き続きサブスク ラ イ
バ サーバと同期する点が挙げられます。

ネッ ト ワーク接続されている ク ラスタには、 TCP/IP ポート  25 （SMTP） を介して直接アクセス
できます。 また、 両方のロケーシ ョ ンは、 HTTP を介してポート  8081 で、 または HTTPS を介
してポート  8444 で互いへルーティ ングできる必要があ り ます。

導入の解説とい う目的から、 本書では US および EMEA Unity Connection ク ラスタ間に HTTPS 
ネッ ト ワークが存在する こ と を前提と しています。 表 5-18に、 HTTPS ネッ ト ワークによ り接
続される この 2 つのク ラスタのサーバ ノード情報を示します。

2 つの Unity Connection ク ラスタ間で HTTPS ネッ ト ワークをセッ ト アップするには、 この項で
説明する次のタス クを実行します。

各 Unity Connection サーバの表示名および SMTP ド メ インの確認

• HTTPS ネッ ト ワークに接続する  Unity Connection サーバには、 一意の表示名と  SMTP ド メ
インが設定されている必要があ り ます。

• HTTPS ネッ ト ワークを有効にする前に、 [ネッ ト ワーク （Networking） ] –> [ロケーシ ョ ン
（Locations） ] の設定で、 Unity Connection パブ リ ッシャ  サーバの表示名と  SMTP ド メ イン
を確認します。

Unity Connection ク ラス タ間の HTTPS ネ ッ ト ワークの作成

• Unity Connection サーバの HTTPS ネッ ト ワークを作成するには、 初に HTTPS リ ンクを作
成して 2 つのク ラスタを リ ンク し、 その後各ク ラスタのサブスク ラ イバが SMTP アクセス
のために追加されている こ と を確認します。

• 各 Unity Connection パブ リ ッシャで、 新しい HTTPS リ ンクを追加します。 表 5-19に、
HTTPS リ ンクの設定を示します。

表 5-18 HTTPS ネ ッ ト ワークでの Unity Connection ク ラス タの詳細

 US Unity Connection ク ラ ス タ EMEA Unity Connection ク ラ ス タ

[サーバ （Server） ] ホス ト ネーム IP ア ド レス ホス ト ネーム IP ア ド レス

パブ リ ッシャ US-CUC1 10.195.100.30 EMEA-CUC1 10.195.99.30

サブスク ラ イバ US-CUC2 10.195.100.31 EMEA-CUC2 10.195.99.31
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ク ラス タ  サブスク ラ イバ サーバの SMTP アクセスの設定

Unity Connection ク ラスタ  サーバ ペアを含む HTTPS ネッ ト ワークでは、 ペアのパブ リ ッシャ  
サーバだけをネッ ト ワークに接続できます。 ク ラスタのサブスク ラ イバがプラ イマ リ  サーバで
ある場合に、 ネッ ト ワーク上のすべてのロケーシ ョ ンがク ラスタ  サブスク ラ イバ サーバ ノー
ド と直接通信できるよ うにするには、 すべてのネッ ト ワーク  ロケーシ ョ ンで、 サブスク ラ イバ 
サーバからの SMTP 接続を許可するよ うに設定する必要があ り ます。

この例では、 EMEA サブスク ラ イバを  US パブ リ ッシャの SMTP 設定に追加し、 US サブスク ラ
イバを  EMEA パブ リ ッシャの SMTP 設定に追加します。

• US パブ リ ッシャの US ク ラスタで、 EMEA サブス ク ラ イバを  SMTP 設定 （[システム設定
（System Settings） ]） に追加します。 [編集 （Edit） ] メニューで [IPアド レスアクセス リ ス ト
の検索 （Search IP Address Access List） ] を選択します。 [IPアド レスの新規作成 （New IP 
Address） ] ページで、 EMEA サブス ク ラ イバ サーバの IP アド レス （この例では 
10.195.99.31） を入力します。 [接続を許可する （Allow Connection） ] オプシ ョ ンが選択さ
れている こ と を確認します。

• EMEA ク ラスタのパブ リ ッシャ （emea-cuc1.ent-pa.com） で上記の手順を繰り返し、 US ク
ラスタ  サブスク ラ イバの IP アド レスを追加します。

表 5-19 HTTPS リ ン クの設定 （[ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [HTTP(S)リ ン ク （HTTP(s) 

Links） ]）

パラ メ ー タ 値 コ メ ン ト

[Cisco Unity Connectionのリ モー ト ロケーシ ョ ンへのリ ンク （Link to Cisco Unity Connection Remote Location） ] 

[パブ リ ッシャ （IPアド レス
/FQDN/ホス ト名）
（Publisher (IP 
address/FQDN/Hostname)） ]

emea-cuc1.ent-pa.com リモート  Unity Connection パブリ ッシャ  
ノードの IP アドレス、完全修飾ド メ イン名
（FQDN）、 またはホス ト名を入力します。

[ユーザ名 （Username） ] 管理ユーザの名前 上記のパブ リ ッシャ  フ ィールドに指定し
たロケーシ ョ ンの管理者のユーザ名を入
力します。 管理者のユーザ アカウン ト に
は、 システム管理者ロールを割り当てて
おく必要があ り ます。

[パスワード （Password） ] 管理ユーザのパス
ワード。

[ユーザ名 （Username） ] フ ィールドに指定
された管理者のパスワードを入力します。

[転送プロ ト コル （Transfer Protocol） ]

[Secure Sockets Layer(SSL)

を使用する （Use Secure 
Sockets Layer (SSL)） ]

オン このオプシ ョ ンは、 さまざまな HTTPS ロ
ケーシ ョ ン間のディ レ ク ト リ同期 ト ラ
フ ィ ッ クを  SSL によ り暗号化できるよ う
にします。

[自己署名の証明書を受け
入れる （Accept Self-Signed 
Certificates） ]

このチェ ッ クボッ ク
スは、 自己署名の証
明書を使用する場合
にのみオンにします。

ネッ ト ワーク上のローカル ノードが自己
署名の証明書を使用してこのロケーシ ョ
ン と  SSL をネゴシエー ト できるよ うにす
るには、 このチェ ッ クボッ クスをオンに
します。 ネッ ト ワーク上のローカル ノー
ドが認証局 （CA） によ り署名された証明
書を使用する場合は、 このチェ ッ クボッ
クスをオフにします。
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ロケーシ ョ ン間でのレプ リケーシ ョ ン

HTTPS ネッ ト ワークの作成後に、 ネッ ト ワークに追加された 2 つのロケーシ ョ ン間でデータ
ベース全体がレプ リ ケー ト される こ と を確認します。 初回のレプ リ ケーシ ョ ンが開始される
と、 データが全ロケーシ ョ ン間で完全にレプ リ ケー ト されるまでには、 ディ レ ク ト リ のサイズ
によって数分間から数時間かかる こ とがあ り ます。

前述のステップで作成した HTTP （S） リ ン クを開き、 次の値を確認します。

• [前回の同期時刻 （Time of Last Synchronization） ]

ローカルの リーダー サービスが前回、 リモー ト  ロケーシ ョ ンのフ ィーダー サービスに
ポーリ ングして リモー ト  ロケーシ ョ ンのディ レク ト リ変更の確認を試みた時刻 （応答の有
無にかかわらず） のタ イムスタンプを示します。

• [前回のエラー時刻 （Time of Last Failure） ]

ローカルの リーダー サービスが前回リモー ト  ロケーシ ョ ンのフ ィーダー サービスのポー
リ ングを試行中にエラーが発生した時点のタイムスタンプを示します。 このフ ィールドの
値が 0 の場合、 または [前回の同期時刻 （Time of Last Synchronization） ] の値が [前回のエ
ラーの時刻 （Time of Last Error） ] の値よ り も遅い場合、 レプ リ ケーシ ョ ンは問題な く進行
している可能性が高くな り ます。

• [オブジェ ク ト数 （Object Count） ]

ローカル Unity Connection ロケーシ ョ ンが同期した リモー ト  ロケーシ ョ ンのユーザの数を
示します。

ローカル Unity Connection CSS へのリ モー ト  ロケーシ ョ ン パーテ ィ シ ョ ンの追加

ロケーシ ョ ン間のネッ ト ワークを初めてセッ ト アップする場合、 US ク ラスタでプロビジ ョ ニ
ングされたユーザは、 EMEA ク ラスタのユーザにボイス  メ ッセージを送信できません。 これ
は、 各ロケーシ ョ ンのユーザは個別のパーテ ィシ ョ ンに属しており、 個々のユーザ検索スペー
スには他のロケーシ ョ ンのユーザのパーテ ィシ ョ ンが含まれていないためです。

• US Unity Connection サーバの us-cuc1 コーリ ング  サーチ スペース （CSS） を編集して、
EMEA ロケーシ ョ ンの Unity Connection サーバ パーティシ ョ ン  emea-cuc1 を追加します。

• EMEA Unity Connection サーバの emea-cuc1 コーリ ング  サーチ スペース （CSS） を編集し
て、 US ロケーシ ョ ンの Unity Connection サーバ パーテ ィシ ョ ン  us-cuc1 を追加します。

関連資料

• 『Cisco Collaboration System SRND』 の 「Voice Messaging」 の章

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab10/collab10/vmessage.html

• 『Design Guide for Cisco Unity Connection』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/10x/design/guide/10xcucdgx.html

• 『HTTPS Networking Guide for Cisco Unity Connection』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/10x/https_networking/guide/10
xcuchttpsnetx.html

• 『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/10x/unified_messaging/guide/1
0xcucumgx.html
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Cisco TelePresence Management Suite （TMS） による会議スケ
ジュール

この項では、 TelePresence およびホス ト型 Web 会議を使用してコ ラボレーシ ョ ン会議をスケ
ジュールする機能について説明します。 ユーザ向けの Collaboration Meeting Room （CMR） 機能
の他に、 ユーザは既存の予定表ツール （Microsoft Outlook ク ラ イアン ト など） を使用してルー
ムを予約し、 コ ラボレーシ ョ ン  セッシ ョ ンに容易にエンドユーザ接続できます。 この機能は、
コ ラボレーシ ョ ンの必要性が事前に判明しており、 組織内の特定の会議ロケーシ ョ ン （会議
室） に TelePresence エンドポイン ト が装備されている場合に便利です。 この場合、 1 つのアプ
リ ケーシ ョ ン  ワークフローで、 会議主催者は参加者およびロケーシ ョ ンを予約し、 会議用に設
定されたテク ノ ロジーを使用できる状態にしておく こ とができます。

前提条件

スケジューリ ング  アーキテクチャを導入する前に、 次の点を確認して ください。

• 本書のコール制御と会議の章を読み、 その内容を実装している。

• コール制御のためにルームのエンドポイン ト が Unified CM に登録されており、 ポイン ト
ツーポイン ト  コールが機能している。

• スケジューリ ング  ソ リ ューシ ョ ンのサイジングと ラ イセンスについて理解している。

コア コ ンポーネン ト

コア  アーキテクチャを構成する主要製品を次に示します。

• Cisco TelePresence Conductor

• Cisco TelePresence Server

• Cisco TelePresence Management Suite （TMS） ： 会議のプロビジ ョ ニング、 監視、 スケジュール

• Cisco TelePresence Suite Provisioning Extensions （TMSPE） ： CMR の設定 （会議の章を参照）

• Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange （TMSXE） ： Microsoft 
Exchange のルーム / リ ソース  カレンダーとのインターフェイス

• Cisco WebEx Software as a Service （SaaS）

このアーキテクチャには、 次のシスコ製品以外のコンポーネン ト も含まれています。

• Microsoft SQL データベース

• Microsoft Active Directory

• Microsoft Exchange or Microsoft Office 365

• ネッ ト ワーク  ロード  バランサ

主な利点

• 参加者と ロケーシ ョ ンをスケジュールする場合と同じツールを使用してテク ノ ロジーをス
ケジュール

• 会議開始時にエンドユーザ操作なしで Web 会議参加者を統合

• スケジュールされている会議リ ソース とプロセスの高い可用性

• ビデオ ネッ ト ワークの復元性によ り コンポーネン ト を保守のためにオフラ インにする こ と
が可能
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コア アーキテクチャ

スケジューリ ング アーキテクチャは、 Cisco TMS および TMSXE 両方のアクティブ ノード とパッ
シブ ノードで構成されています。 これらは、 ネッ ト ワーク  ロード  バランサの後ろに導入されて
います。 一部の導入環境では、 Cisco TMS、 TMSPE、 および TMSXE を同じ仮想マシンにインス
トールできますが、 大規模な導入環境では TMSXE を個別の仮想マシンにインス トールする必要
があ り ます （図 5-5を参照）。 （サイジングの詳細については、 サイジングの章を参照）。 TMS 
サーバは顧客データセンターにインス トールされます。 このデータセンターは、 組織の SQL 導
入環境もホス ト します。 すべてのサーバ ノードは、 1 つの外部 Microsoft SQL データベースから
機能します。 また、 会議を適切にスケジュールするには、 エンドポイン ト、 TelePresence 
Conductor、 TelePresence サーバ、 および Unified CM が使用されます。 （図 5-5を参照）。

図 5-5 アーキテ クチャの概要

 

Cisco TMS の役割

Cisco TMS は、 スケジュールされている会議で一貫したエンドユーザ エクスペリエンスを提供で
きるよ うに、 会議室のエンドポイン ト、 TelePresence Conductor、 および WebEx ク ラウ ド接続を統
合します。 Unified CM はエンドポイン トの設定管理を維持し、 TMS はカレンダーをこれらのエ
ンドポイン トにプッシュできます。 管理者は、 組織のデフォルト会議のパラ メータを設定できま
す。 パラ メータの設定後に、 このテンプレートに基づいて個々の会議が作成されます。
5-37
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 5 章      コ ア アプ リ ケーシ ョ ン

Cisco TelePresence Management Suite （TMS ） による会議スケジュール
TMS 機能の一部 （電話帳、 ソフ ト ウェア管理、 レポー ト機能など） はプ リ ファード  アーキテ
クチャでは使用されません。

CMR と  TMS Provisioning Extensions （TMSPE） の詳細については、 会議の章を参照して くださ
い。 CMR は、 特定のエンドポイン ト が指定されていない、 未スケジュールの会議に使用され、
ユーザは CMR 番号にダイヤルインします。

Cisco TMS Extensions for Microsoft Exchange の役割

エンドユーザが複数の会議室リ ソースを使用する会議を  Microsoft Outlook でスケジュールする
と、 Exchange の Exchange Web Service （EWS） 機能によ り、 そのイベン ト が TMS にスケジュー
ル済み会議と して同期されます。 この同期は双方向であるため、 管理者またはサポート担当員
が、 会議主催者の Outlook イベン ト にアクセスせずに、 会議を更新できます。 組織内で会議に
使用する予定のすべてのエンドポイン ト  リ ソースが、1 つの Exchange 会議要求に リ ス ト されて
いる必要があ り ます。

スケジュール済み会議の会議ブ リ ッ ジ

Unified CM に直接接続している会議リ ソースの割り当てのために、 スケジュール済みの会議
（Cisco WebEx ユーザが参加する  CMR Hybrid 会議を含む）が TelePresence Conductor と連携しま
す。 TelePresence Conductor がク ラスタ化されている場合、 Cisco TMS は TelePresence Conductor 
ク ラスタ  ノードの う ち 1 つのノードだけを認識するため、 スケジュール済み会議のために 
Cisco TMS に 1 つの TelePresence Conductor ノードだけを追加します。 スケジュール済み会議の
詳細については、 会議の章を参照して ください。

復元性

Cisco TMS の導入環境には、 TMS Provisioning Extension （TMSPE） アプ リ ケーシ ョ ンもホス ト
する  2 つの TMS フロン ドエン ド  サーバ、TMSXE を実行する  2 つのサーバ、ネッ ト ワーク  ロー
ド  バランサ、 および 1 つの外部 Microsoft SQL データベースが含まれています。

TMS 復元性では、 2 つのサーバ （1 つのアクテ ィブ ノード と  1 つの パッシブ ノード） だけがサ
ポート されており、 またこのモデルでは、 TMS 導入環境のキャパシテ ィ を増減する こ とはでき
ません。ただし、Cisco TMS が認識できる  TelePresence Conductor ク ラスタ  ノードは 1 つだけで
あ り、 そのク ラスタ  ノードで障害が発生した場合には、 そのノードが復旧するか、 Cisco TMS 
が更新されク ラスタ内の別の TelePresence Conductor ノード と通信できるよ うになるまでは、
Cisco TMS スケジューリ ング機能が使用できな く な り ます。

Cisco TMS 導入プロセス

導入環境の概要

この項では、 エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン  プ リ ファード  アーキテクチャに Cisco 
TelePresence Management Suite （TMS） を導入するために必要な設定タス クの概要を説明しま
す。 スケジュール済みアプ リ ケーシ ョ ンの冗長構成で Cisco TMS を導入するには、 次のタス ク
を記載されている順序で実行します。

1. 計画

2. アクテ ィブ ノード とパッシブ ノードでの TelePresence Management Suite （TMS） のインス
トールと設定

3. ネッ ト ワーク  ロード  バランサ （NLB） のインス トールと設定
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4. アクテ ィブ ノード  サーバとパッシブ ノード  サーバ間でのファ イル共有の設定

5. 追加の TMS 設定

a. ISDN および IP ゾーン

b. Active Directory の統合、 グループ構造、 ユーザ

c. システム  ナビゲータ  フォルダの構造

d. WebEx 接続

e. デフォル ト の会議設定

6. TMS への管理対象デバイスの追加

a. TelePresence Conductor のインス トールと スケジュールのための設定

b. TMS への Unified CM の追加

c. TMS への会議室エンドポイン ト の追加

7. TMS Extension for Microsoft Exchange のインス トールと設定

1. 計画

インス トールと設定のプロセスを開始する前に、 組織固有の構造と設定に合わせて各種アイテ
ムを決定する必要があ り ます。 また、 一部の設定は設定プロセス中に使用する必要があるた
め、 インス トール プロセス開始前にこれらの情報を収集しておく必要があ り ます。

Microsoft SQL

Cisco TMS は、 会議、 ユーザ、 システムに関するすべてのデータを外部 Microsoft SQL データ
ベースを使用して保存します。 インス トール プロセスでは、 TMS と関連ソフ ト ウェア拡張機
能によって特定のデータベースがいくつか作成されます。 TMS アプ リ ケーシ ョ ンでは、 tmsng 
データベース との通信がアクテ ィブでない場合には、 ユーザは Web ページにログインできませ
ん。 このよ うに SQL データベース との継続的な通信に依存しているため、 SQL データベース
では、 Microsoft によるデータベースの復元性を実現する手法も使用する必要があ り ます。 デー
タベースのサイズは、 導入の規模と スケジューリ ング  イベン ト の数に応じて異な り ますが、 一
般的な指針と して、 ほとんどの組織では初期ス ト レージと して  1 GB あれば十分です。

表 5-20に、 Cisco TMS、 TMSXE、 および TMSPE をサポー トするための Microsoft SQL 2012 の
要件を示します。

表 5-20 Cisco TMS、 TMSXE、 および 　 TMSPE をサポー ト するための Microsoft SQL 2012 の要件

要件 パラ メ ータ

TMS が使用するアカウン ト の SQL ユー
ザ アカウン ト権限

dbcreator ロールと  security admin ロール

認証 SQL Server および Windows 認証 （混合モード）

デフォル ト言語 英語

タイム  ゾーン TMS サーバのタイム  ゾーンに一致している必要が
あ り ます
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（注） その他の SQL 復元性モードが TMS でサポート されていますが、 AlwaysOn フェールオーバー 
ク ラスタ以外の方法では、 SQL の停止中に TMS 管理者が手動で調整を行う必要があ り ます。

Active Directory

Cisco TMS は、 Microsoft Active Directory のさまざまな機能を使用して動作するため、 サーバを
組織のド メ インに追加する必要があ り ます。 すべての TMS ユーザは Active Directory から イン
ポート され、 Active Directory に対して認証されます。

設定プロセスでは、 TMS がユーザをインポー ト できるよ うにするため、 AD サービス  アカウン
ト のユーザ名とパスワードを入力する必要があ り ます。 これは読み取り専用アカウン ト であ
り、 TMS が Active Directory の情報を変更する こ とはあ り ません。 このアカウン ト には、 AD 構
造の 上位レベルへのアクセス権限が必要です。 このアクセス権限によ り、 後続のすべてのエ
ンドユーザがその機能にアクセスできるよ うにな り ます。 複数ド メ インを使用する組織では、
TMS ユーザ アカウン ト に 上位ド メ インを関連付ける必要があ り ます。 エン ドユーザが 
Exchange リ ソースを予約できるよ うにするため、 TMSXE アプ リ ケーシ ョ ンには追加のサービ
ス  アカウン ト が必要です。 これも読み取り専用サービス  アカウン ト である必要があ り ます。
また、 実際のイベン ト予約にはエンドユーザのクレデンシャルが使用されます。 TMSXE ユー
ザ アカウン ト では、 TMSXE アプ リ ケーシ ョ ンだけが Exchange Web Service を介して Exchange 
Server で認証および Exchange Server と通信できます。

また、 AD で、 TMS のスケジュール機能へのアクセス権限を持つエンドユーザと  TMS 管理者
の同期に使用する既存のグループを指定するか、 または新規のグループを作成します。

（注） TMS サーバのローカル マシン  アカウン トは、 フロン ト エン ド  サーバ間で複製されないため、
使用しないでください。 また他のノードがアクテ ィブになる とユーザ クレデンシャルが使用で
きな く な り ます。

作成されるデータベース tmsng （CiscoTMS）

tmspe （CiscoTMSPEmain）

mspe_vmr （Cisco TMSPE Collaboration Meeting 
Room）

tmspe_userportal （Cisco TMSPE セルフサービス  
ポータル）

復元性モデル Windows Server フェールオーバー ク ラスタ
（WSFC） によ る  AlwaysOn フェールオーバー ク ラ
スタ  インスタンス

表 5-20 Cisco TMS、 TMSXE、 および 　 TMSPE をサポー ト するための Microsoft SQL 2012 の要件 

要件 パラ メ ータ
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電子メールの統合

ユーザが会議をスケジュールする と、 TMS は参加者のすべての接続情報を記載した自動メール
をユーザに送信します。 インス トール プロセスで、 この自動メールの送信元と してエン ドユー
ザに対して表示される 「from」 ア ド レスを入力する必要があ り ます。 このため、
collabconferencing@ent-pa.com のよ う なアド レス、 または現在組織内で使用していない類似ア
ド レスを選択します。

また、 送信メール サーバの SMTP アド レス も入力する必要があ り ます。

ゾーン

Cisco TMS はゾーンとい う概念を使用して、 スケジューリ ング  エンジンに対しコールの作成方
法を指示し、 ト ラフ ィ ッ クを可能な限り ローカラ イズした状態で維持します。 エン ドポイン
ト 、 会議リ ソース、 および ISDN ゲート ウェイはすべてゾーンに割り当てられます。 ゾーンは、
どのよ う なネッ ト ワーク接続をどこで使用するかを定義します。 プ リ ファード  アーキテクチャ
は、 すべてのエンドポイン ト が接続に 1 つの IP ネッ ト ワークを使用できる こ とに基づいてお
り、 ISDN は組織外部に接続する場合にのみ使用されます。 （図 5-6を参照）。

図 5-6 Cisco TMS IP ゾーン
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IP ゾーン

IP ゾーンは、 共通するプライマ リ  データセンターを共有するネッ ト ワーク領域を指しており、
主に 「ローカル」 の会議リ ソースを識別するために使用されます。 設定プロセスでは、 会議リ
ソースが配置されるロケーシ ョ ンごとに IP ゾーンを追加する必要があ り ます。 （図 5-7を参照）。

図 5-7 Cisco TMS による IP ゾーンを使用し た会議用に 適な TelePresence サーバの選択

 

ISDN ゾーン

ISDN ゾーンは IP ゾーンと似ていますが、 組織内に導入されている  ISDN ゲート ウェイ固有の
ゾーンです。 ISDN 機能が不要な場合でも、 インス トール時にエンタープラ イズ全体に対して  1 
つの ISDN ゾーンを設定する必要があ り ます。

エン ド ポイン ト の命名規則

エンドポイン ト が Cisco TMS に追加される理由と して、 次の 2 つの理由があ り ます。

• 会議リ ソースの割り当てのために Exchange リ ソースを関連付ける

• TMS がワンボタン機能の接続情報をエンドポイン ト  ユーザ インターフェイスに提供でき
るよ うにする

TMS にエンドポイン ト が追加される と、 Exchange でルーム名またはリ ソース名と して同じ文
字列が使用されます。 これによ り、 エン ドユーザに対して、 コール履歴にシステム名が表示さ
れる と きに統一がと られます。 また、 画面上のラベルのテキス ト が会議リ ソースから取り込ま
れます。

TMS Systems Navigator のフォルダ構造の使用法について系統立った計画を立てる こ とで、 管理
者が簡素化されたインターフェイスを使用できるよ うにな り ます。
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組織のデフ ォル ト 会議パラ メータ

これは組織別にカスタマイズ可能な設定であ り、 各自のネッ ト ワークに関する考慮事項、 会議
の流れ、 企業風土に基づいて使用する必要があ り ます。 デフォル ト の会議設定は、 エン ドユー
ザが Outlook でスケジュールするすべての会議に使用されます。 デフォル ト の会議に対して設
定可能なすべての設定については、 『Cisco TelePresence Management Suite Administrator Guide』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-m
aintenance-guides-list.html よ り入手可能） を参照して ください。

CMR Hybrid 向け WebEx サイ ト

WebEx サイ ト のホス ト名とサイ ト名が分かっている こ と を確認して ください。 オンプレ ミ ス  
TelePresence 会議インフラス ト ラ クチャ と  WebEx ク ラ ウ ドを統合するため、この WebEx サイ ト
を設定します。

CMR のプロビジ ョ ニング

会議の章で説明されているよ うに、組織による  Collaboration Meeting Room の使用計画を理解し
ておく こ とは、 エン ドユーザが会議に対して期待するワークフローを理解する基盤とな り ま
す。 一部の組織は特定のタイプの会議にスケジュールされた リ ソースではな く、 アドホッ ク  
CMR を利用する こ とがあ り ます。 特に、 ほとんどの従業員がそれぞれ離れた場所にいて、
ローカル会議室に集合する こ とがほとんどない場合に利用されます。

サーバのロケーシ ョ ン

冗長 TMS 導入環境のアクテ ィブ ノード とパッシブ ノードの両方に対し、 サーバ オペレーテ ィ
ング  システムで同一タイム  ゾーンを設定する必要があ り ます。 また、 これは SQL サーバと同
じ タイム  ゾーンである必要もあ り ます。 冗長 TMS のサポー トは、 アクテ ィブ ノード とパッシ
ブ ノードの両方と  SQL サーバが同じローカル ネッ ト ワーク上に存在する場合に限定されてい
ます。

2. アクテ ィ ブ ノ ー ド とパッ シブ ノ ー ド での TelePresence Management Suite （TMS） のイ
ンス ト ールと設定

冗長環境を実現するには、『Cisco TelePresence Management Suite Installation and Upgrade Guide』 
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-in
stallation-guides-list.html から入手可能） のガイ ド ラ インに従って、 Cisco TelePresence 
Management Suite （TMS） をインス トールする必要があ り ます。

• プラ イマ リ  サーバにこのアプ リ ケーシ ョ ンをインス トールします。

• 計画段階で設定した外部 SQL リ ソースを指し示します。

• 暗号化キーを メモしておきます。

• Web ポータルにログインして  TMS 冗長性を有効にし、 基本的な操作を検証します。

• 1 番目のサーバの暗号化キーを使用し、 1 番目のサーバと同じ  SQL クレデンシャルを使用
して、 2 番目のサーバにアプ リ ケーシ ョ ンをインス トールします。

両方のサーバが、すべての会議データ と設定データが保存されている  1 つの SQL データベース
にアクセスします。 アクテ ィブ ノード設定とパッシブ ノード設定で、 1 つの暗号化キーと証明
書が両方のサーバに対して使用されます。 この暗号化キーと証明書をそれぞれのサーバに配置
しておく と、 エン ドユーザから  TMS への通信と、 TMS から管理対象デバイスへの通信に、 セ
キュア  プロ ト コルを使用できるよ うにな り ます。
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3. ネ ッ ト ワーク  ロー ド  バラ ンサ （NLB） のインス ト ールと設定

ネッ ト ワーク  ロード負荷分散設定の詳細は、 お客様が選ぶロード  バランサの指示に応じて異
な り ます。 以下は、 設定する必要がある機能要件です。

• HTTP、 HTTPS、 および SNMP ト ラフ ィ ッ クをアクテ ィブ ノードに転送します。

• Cisco TMS 内で Probe URL へのネッ ト ワーク  ロード  バランサ プローブを設定します。

• すべての ト ラフ ィ ッ クをアクテ ィブ ノードにプッシュ します。

Cisco TMS サーバは発信通信を管理対象デバイスに直接送信し、 ト ラフ ィ ッ クを  NLB 経由で
ルーテ ィ ングしません。 ただし、 管理対象デバイスからのすべての戻り通信とすべての Web 
ポータル要求は、 NLB 経由でルーテ ィ ングされる必要があ り ます。 通信パスによ り、 エン ド
ユーザとエン ドポイン トは、 どの TMS サーバ ノードがアクテ ィブ モードであるかに関係な
く、 1 つのアド レスを使用できます。

TMS ネッ ト ワーク設定を、 ネッ ト ワーク  ロード  バランサで設定されている  TMS アド レスの 
FQDN に設定します。 TMS 内のこの設定が、 管理対象デバイスが TMS との通信を開始する と
きに使用するアド レスに取り込まれます。 ロード  バランサに解決される  tms.company.com の 
FQDN を使用する こ とで、 エン ドポイン ト またはエンドユーザ Web ク ラ イアン ト からのすべて
の着信ト ラフ ィ ッ クは NLB を経由して送信され、 アクテ ィブ ノードに解決されます。 （図 5-8
を参照）。

図 5-8 NLB による管理対象デバイスからアク テ ィ ブ TMS ノ ー ドへの通信の指示

 

4. アクテ ィ ブ ノ ー ド  サーバとパッ シブ ノ ー ド  サーバ間でのフ ァ イル共有の設定

すべての運用データは SQL データベースに保管されますが、 一部のアプ リ ケーシ ョ ン固有ファ
イルはホス ト  サーバのファ イル ス ト ラ クチャ内に保存されます。 これらのカスタマイズ可能
なファ イルは TMS アプ リ ケーシ ョ ンによ り追加され、 冗長環境を使用する場合は 2 つのサー
バ間でこれらのファ イルを同期する必要があ り ます。 このよ う なファ イルには、 Cisco TMS に
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アップロード可能なソフ ト ウェアおよびイ メージ、 Cisco TMS によ り作成されたイ メージなど
が含まれます。

デフォル ト のインス トールでのファ イルの場所は次のとおりです。

C:\Program Files\TANDBERG\TMS\Config\System\

C:\Program Files\TANDBERG\TMS\Data\GenericEndpoint\

C:\Program Files\TANDBERG\TMS\Data\SystemTemplate\

C:\Program Files\TANDBERG\TMS\wwwTMS\Data\CompanyLogo\ 

C:\Program Files\TANDBERG\TMS\wwwTMS\Data\ExternalSourceFiles\ 

C:\Program Files\TANDBERG\TMS\wwwTMS\Public\Data\SystemSoftware\

Windows Server オペレーテ ィ ング  システムの分散ファ イル システム （DFS） を使用して、 2 つ
のサーバ間のレプ リ ケーシ ョ ン  プロセスを実行します。 「フル メ ッシュ」 設定が使用されてい
る場合、 DFS は 2 つのサーバ間でこれらのファ イルを同期した状態で維持します。

5. 追加の TMS 設定

プ リ ファード  アーキテクチャで意図されている とおりに導入環境が機能するよ うにするには、
Cisco TMS のインス トール中に次の追加設定タスクを実行します。

• ISDN および IP ゾーン

• Active Directory の統合、 グループ構造、 ユーザ

• システム  ナビゲータ  フォルダの構造

• WebEx 接続

• デフォル ト の会議設定

• TMS 内での電子メール テンプレー ト の変更

ISDN および IP ゾーン

会議リ ソースが配置されるロケーシ ョ ンご とに追加 IP ゾーンを設定し ます。

会議リ ソースが配置されている各ロケーシ ョ ンは、 一意の IP ゾーンによ り識別されます。

（注） ネッ ト ワーク設定に基づいて [このIPゾーンでISDNよ り も IPコールを優先する （Prefer IP calls 
over ISDN to these IP Zone） ] に値を入力して ください （図 5-9を参照）。 デフォル ト では、 すべ
ての新規 IP ゾーンは、 その他のすべての既存 IP ゾーンで IP よ り も  ISDN を 「優先」 します。
この項目を選択しないと、 TMS はゾーン間でコールをルーティ ングする方法を認識できないた
め、 TMS による会議設定が失敗する こ とがあ り ます。
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図 5-9 ISDN よ り も  IP コールを優先する IP ゾーンの設定

 

追加の ISDN ゾーンを設定し ます。

使用する  ISDN ゲート ウェイご とに、 TMS で ISDN ゾーンを追加作成します。 これによ り、 コ
ラボレーシ ョ ン  エッジの章で定義しているよ うに、 エン ドポイン トはすべてのスケジュール済
みコールに対し、 目的の ISDN ゲート ウェイを使用するよ うにな り ます。 各 ISDN ゲート ウェ
イには、 外部ダイヤルのためのプレフ ィ ッ ク スがあ り、 そのプレフ ィ ッ ク スが TMS で設定さ
れている必要があ り ます。

Active Directory の統合、 グループ構造、 ユーザ

Active Directory サービス アカウン ト のすべての情報が正し く 入力されている こ と を確認し ます。

（注） AD 接続のすべての設定が正しいこ とを確認し、 接続をテス ト します。 AD 同期が機能していな
い場合でも、 TMS 内でその他の AD インターフェイス  コマン ドを実行する と、 エラーが表示さ
れないこ とがあ り ます。
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Active Directory Group を使用し て、 組織のニーズに対応するグループ構造を作成し ます。

デフォル ト では、 TMS のインス トール中に 3 種類のグループが作成されます。

• Users

• Video Unit Administrator

• Site Administrator

顧客のニーズに対応するよ うにこれらのグループを変更できますが、 削除はできません。 デ
フォル ト では、 すべてのグループに Site Administrator と同じアクセス権限が付与されます。

これらのデフォル ト  グループでのユーザ入力は、 手動での入力に制限されているため、 グルー
プを  Active Directory から インポー ト し、 既存の Active Directory グループを使用してエンド
ユーザによる  TMS 機能へのアクセスを管理する必要があ り ます。 会議をスケジュールするエ
ンドユーザ、 サポート  デスク担当者、 および技術管理者のグループを検討して ください。

グループに関する追加情報については、 『Cisco TelePresence Management Suite Administrator Guide』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-mainte
nance-guides-list.html よ り入手可能） を参照して ください。

[ADから インポート （Import from AD） ] 機能を使用する と、 エン ドユーザの職務を一元的に管
理できます。 従業員を追加または削除するか、 あるいは職務を変更して、 組織的な  Active 
Directory グループを変更する と、 TMS 権限が自動的に更新されます。

Active Directory からグループをインポー ト したら、 各グループに適切な権限を割り当てます。
表示される画面で、 グループに設定しない権限をすべてオフにします。 これらの権限を制限し
ないと、 意図しない設定変更が発生する可能性があ り ます。

また、 すべてのユーザに対して適切なデフォル ト  グループを選択して ください。

（注） Cisco CMS にアクセスできるすべてのユーザは自動的に Users グループに追加されます。 この
グループをオフにする こ とはできません。 管理者が組織内のすべてのユーザに対して付与しな
い権限があれば、 それらをすべて選択解除します。

ユーザのイ ンポー ト

グループの権限が設定されたら、 [すべてのユーザをADと同期する （Synchronize All Users with 
AD） ] 機能を使用してユーザをインポート します。 組織の規模と関連するグループの数に応じ
て、 同期が完了するまでに長時間かかる こ とがあ り ます。

（注） ユーザは、 初めて TMS にログインするまではユーザ リ ス ト に表示されません。

システム ナビゲータ  フ ォルダの構造

TMS システム  ナビゲータは、 フォルダ構造を使用して管理者のためにデバイスを論理的にグ
ループ化します。 組織の物理的な環境に対応したフォルダ構造を作成します。 これらのフォル
ダは管理者に対してだけ表示され、 エン ドユーザに対しては表示されません。 組織の論理フ
ローに基づいてフォルダを配置します。 たとえば、 地域ごとに 1 つのフォルダを作成し、 続い
てインフラスス ト ラ クチャのサブフォルダと会議室エンドポイン ト のための別のフォルダを作
成します。 システム  ナビゲータ内のフォルダには、 TMS から接続の指示を受信するインフラ
ス ト ラ クチャ  デバイスまたはエンドポイン ト 、 あるいはこの両方を含める こ とができます。
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WebEx 接続

Cisco CMR Hybrid を活用するには、 組織の WebEx サイ ト に接続する必要があ り ます。 （CMR 
Hybrid の詳細については、 会議の章を参照。） TMS 内で 表 5-21の設定が行われている こ と を確
認して ください。

表 5-21の設定によ り、 TMS はスケジュール中にエンドユーザの代わりに組織の WebEx サイ ト
と通信できるよ うにな り ます。 WebEx をすべての会議に自動的に追加する こ とで、 管理者が 
WebEx 生産性ツール以外の方法で会議を生成する必要がある場合に、 エン ドユーザに対して  
WebEx リ ンクが使用可能にな り ます。 SSO 設定によ り、エン ドユーザは 1 つのクレデンシャル 
セッ ト ですべてのコラボレーシ ョ ン  サービスにアクセスできるよ うにな り ます。 これは、
WebEx サービスはエンドユーザの AD クレデンシャルを使用して  WebEx ツールにアクセスで
きるためです。

デフ ォル ト の会議設定

会議をスケジュールする前に、 管理者はエンドユーザ コ ミ ュニテ ィの使用モデルと、 エン ドポ
イン ト の制限について理解しておく必要があ り ます。 検討すべき重要な  Cisco TMS 設定には、
次のものがあ り ます。

• ワンボタン機能

• 帯域幅

• すべての会議にWebExを追加

• [参加者に対し5分前の接続を許可する （Allow Participants to Join 5 minutes Early） ]

ワンボタ ン機能

ワンボタン機能によ り、 エン ドユーザは特定のルームで開催される当日の会議をカレンダーで
確認し、 会議への接続を開始できます。 Cisco TMS はユーザに対し、 1 要求あた り  72 時間分の
カレンダー情報を提供します。

帯域幅

この設定はエンドポイン ト ご とに行います。 ネッ ト ワークに必要な設定にあわせて帯域幅を調
整して ください。 HD メ イン  チャネルと コンテンツの 大解像度を有効にするには、 非イマー
シブ システムのデフォル ト帯域幅を  2048 kbps に設定して ください。 大帯域幅にこれよ り も
低い値が設定されているエン ドポイン トはすべて、 その 大帯域幅で接続します。

表 5-21 WebEx 向け TMS 設定

パラ メ ー タ 値

[WebExを有効化 （Enable WebEx） ] [はい （Yes） ]

[すべての会議にWebExを追加 （Add WebEx to 
All Conferences） ]

[はい （Yes） ]

[Active DirectoryからWebExユーザ名を取得す
る （Get WebEx Username from Active 
Directory） ]

ユーザ名 （samAccountName）

[WebExサイ ト （WebEx Site） ] 顧客アカウン ト別に設定

[新規ユーザのデフォル ト サイ ト （Default site 
for new users） ]

[はい （Yes） ]

[SSOを有効にする （Enable SSO） ] [はい （Yes） ]
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すべての会議にWebExを追加

各会議で完全なコラボレーシ ョ ン  エクスペリエンスを提供するには、 この設定を選択する必要
があ り ます。 [ユーザアクセス方式 （Method of User Access） ] を  [WebEx （ユーザ名） （WebEx 
(Username)） ] に設定するオプシ ョ ンを選択します。 この設定によ り、 会議をスケジュールす
る担当者のユーザ名が招待状の WebEx 部分に表示され、 またそのエンドユーザの Jabber また
は WebEx モバイル ク ラ イアン ト の議題に会議のデータを取り込むこ とができます。

[参加者に対し5分前の接続を許可する （Allow Participants to Join 5 minutes Early） ]

エンドユーザの時間インターフェイスで多少の差異を許可するには、 この設定を選択します。
TMS サーバでの正確な時刻よ り も前にユーザが接続できるよ うにする こ とで、 よ り一貫性のあ
るエン ドユーザ エクスペリ エンスを提供し、 また会議開始時刻の数分前にエンドユーザが会議
に接続しよ う と したと きに 「接続できない」 とい う メ ッセージが表示されな くな り ます。

TMS 内での電子メール テンプレー ト の変更

Cisco TMS には、 会議主催者への通知に使用できるテンプレー ト があ り ます。 ただし  Cisco 
TMSXE では、 Cisco TMS が送信する電子メールのメ ッセージにエラー、 警告、 および情報テ
キス ト が挿入される こ とがあ り ます。 管理者はこれらのメ ッセージを変更できます。
{MEETING_TITLE}、 {CONTACT_HOST} のよ うに中カッ コで囲まれたテキス トは、 スケ
ジュール済みイベン ト の特定のコンテンツを組み込む変数であるため、 これらのテキス ト を削
除または変更しないよ うにして ください。

すべての電子メール テンプレート で、 TMS によ り自動生成される通信内容が目的の手続きに
対応している こ と を確認します。 多くのテンプレー トはシンプルに作られており、 各組織がテ
ンプレート を拡張する こ と を前提と しています。 また、 テンプレー トは標準 HTML エディ タを
使用して変更できます。
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6. TMS への管理対象デバイスの追加

Cisco TMS がスケジュール済み会議を作成できるよ うにするため、 必要なコンポーネン ト を  
TMS にシステム と して追加する必要があ り ます。 TMS スケジューリ ング  メ カニズムがすべて
のデバイスのコール制御エンテ ィテ ィ を認識できるよ うにするため、 Unified CM が TMS に追
加されます。 TMS は Unified CM の設定を制御しませんが、 Unified CM が管理する会議室のエ
ンドポイン ト と直接通信します。 （図 5-10を参照）。

図 5-10 Cisco TMS と  Unified CM 管理対象エン ド ポイ ン ト の直接通信

 

TelePresence Conductor のインス ト ールと スケジュールのための設定

この項では、 TelePresence Conductor をインス トールして導入し、 Cisco TMS によるスケジュー
ルが可能な状態にするために必要な作業について概説します。 主要な導入タス クは次のとおり
です。

• スケジューリ ングのための TMS への TelePresence Conductor および TelePresence Server の追加

• TelePresence Conductor とダイヤル プランの統合

• TMS チケッ ト  フ ィルタの調整によるゲー ト キーパーの警告の除去

TelePresence Server の物理的な位置を考慮する こ とが重要です。 これは、 この位置と各参加者
の間でメディア  ト ラフ ィ ッ クが生じるためです。 TelePresence Conductor を、 その管理対象 
TelePresence Server が導入される各リージ ョ ンで、 管理対象 TelePresence Server に対して中央に
配置して ください。
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Cisco TMS は、 ク ラスタ内で 1 つの TelePresence Conductor ノードだけを認識します。 複数の 
TelePresence Conductor （TelePresence Conductor ク ラスタご とに 1 つずつ） が設定されている場
合、 Cisco TMS はこれらをスケジュール済み会議用である と認識します。 Cisco TMS は、 予約
の時点でスケジュールされているエン ドポイン ト と  TelePresence Conductor の IP ゾーン設定を
使用して、 予約でどの TelePresence Conductor を優先するかを決定します。

会議の章の情報に基づいて TelePresence Conductor をインス トール、 設定します。

スケジュー リ ングのための TMS への TelePresence Conductor および TelePresence Server の追加

計画段階で策定され、 設定プロセスで TMS システム  ナビゲータに設定されたフォルダ構造を
使用して、 1 つの TelePresence Conductor ノードを管理用に TMS に追加します。 インス トール
されている  TelePresence Conductor ごとに適切な IP ゾーンを必ず選択して ください。 また TMS 
内で、 TelePresence Conductor と同じ  IP ゾーンの同じフォルダに、 TelePresence Conductor が管
理する各 TelePresence Server を追加します。

（注） TMS システム  ナビゲータを介して TelePresence Conductor と  TelePresence Server を追加する場
合、 これらは非 SNMP デバイス と して追加されます。

TelePresence Conductor と ダイヤル プ ラ ンの統合

スケジュール済みコールのために TelePresence Conductor をインス トールする前の準備と して、
会議エイ リ アスを作成し、 ダイヤル プランの一部と して使用する  TelePresence Conductor の数
値範囲を特定し、 SIP ト ランクで指定しました。 表 5-22に、 TelePresence Conductor ダイヤル プ
ランのパラ メータ設定を示します。

その他のすべての設定はデフォル ト値のままにして設定を保存します。 これで TelePresence 
Conductor が TMS に追加されます。

TMS チケ ッ ト  フ ィ ルタの調整によるゲー ト キーパーの警告の除去

Cisco TMS は、 E.164 エイ リ アス と  SIP URI の両方に、 前述のステップで指定したダイヤル プ
ランの数値を取り込みます。 ただし  TMS 内での E.164 ロジッ クの実装は、 プ リ ファード  アー
キテクチャのその他の場所での E.164 の使用方法とは異な り ます。 TMS は E.164 エイ リ アスを  
H.323 通信だけに関連付けます。 したがって、 TelePresence Conductor の特定の警告を無視する
よ うに TMS の統合チケッ ト  システムを調整する必要があ り ます。

TelePresence Conductor が TMS に追加されたら、 このエン ト リのチケッ ト  フ ィルタを調整する
ため、 [ゲート キーパーモードオフ （Gatekeeper Mode Off） ] のフ ィルタを追加します。

表 5-22 TelePresence Conductor ダイヤル プ ラ ンの設定

パラ メ ー タ 値

[数字IDベース （Numeric ID 
Base） ]

これは、 ダイヤル プランのスケジュール会議範囲の 1 番目の
数字です。

[数字IDステップ （Numeric ID 
Step） ]

範囲内のすべての数字を使用するには、 デフォル ト値 1 のま
まにします。

[数字IDの桁数 （Numeric ID 
Quantity） ]

この TelePresence Conductor のダイヤル プランで使用可能な桁
数を指定します。

[ゲート キーパーに登録する
（Register with Gatekeeper） ]

プ リ ファード  アーキテクチャでは H.323 ではな く  SIP 接続が
使用されるため、 [オフ （off） ] に設定して ください。
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TMS への Unified CM の追加

Unified CM はその他のすべての設定および管理の面で会議室のエンドポイン ト を管理します
が、 予約と接続開始を実行できるよ うにするため、 Unified CM ク ラスタを  TMS に追加する必
要があ り ます。 Unified CM を  TMS に追加するには、 次のタス クを実行します。

• Unified CM 内でのCisco TMS のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの作成

• ご使用の環境での各 Unified CM ク ラスタのパブ リ ッシャの追加

複数の Unified CM ク ラスタを追加する場合は、 コール制御の章で説明するダイヤル プラン設
定に準拠する必要があ り ます。

Unified CM 内でのCisco TMS のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの作成

このアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザによ り、 Unified CM が制御するエンドポイン ト と  TMS が通信で
きるよ うにな り ます。 このユーザには、 Unified CM 内のスケジュール対象の会議室デバイスす
べてを割り当てる必要があ り ます。 また、 次のロールが設定されている  Cisco TMS 専用のユー
ザ グループにこのユーザを追加する必要もあ り ます。

• Standard AXL API Access

• Standard CTI Enabled

• Standard SERVICEABILITY

• Standard CCM Admin Users

• Standard RealtimeAndTraceCollection

詳細については、 『Cisco Unified Communication Manager Configuration Guide for the Cisco 
TelePresence System』 を参照して ください。

ご使用の環境での各 Unified CM ク ラス タのパブ リ ッ シャの追加

Unified CM パブ リ ッシャを  TMS に追加する と、 TMS はそのエンドポイン ト のコール制御権限
を認識します。 Unified CM を認識しない場合、 TMS スケジューリ ング  エンジンは導入環境の
全機能を利用できず、 接続が失敗する こ とがあ り ます。

パブ リ ッシャは、 他のデバイスの場合と同様の方法で、 TMS からユーザ名とパスワードの入力
を求められたら、 前述のステップで作成したアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザのユーザ名とパスワード
を使用して追加します。

TMS への会議室エン ド ポイン ト の追加

IP アド レスまたは DNS 名でデバイスを追加する代わりに、 [ リ ス ト から （From List） ] タブを
使用して、 Unified CM を選択します。 TMS のスケジューリ ング  インターフェイスから使用で
きるよ うにする会議室の TelePresence デバイスをすべて選択します。 エン ドポイン ト ご とに適
切な IP ゾーンを選択して ください。 この IP ゾーンは、 すべての会議でのエンドポイン ト に使
用可能な TelePresence Server の中から、 適なサーバを選択するために使用されます。 Unified 
CM の各エンドポイン ト の DN が、 コール制御の章に記載されている  E.164 ガイ ド ラ インに準
拠している こ と を確認します。

Exchange を介して TMS に リ ソース と してスケジュールされる こ とがないパーソナル 
TelePresence デバイス （Cisco TelePresence EX または DX シ リーズのエンドポイン ト など） は追
加しないでください。
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Cisco TelePresence Management Suite （TMS ） による会議スケジ ュール
7. TMS Extension for Microsoft Exchange のインス ト ールと設定

Cisco TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange （Cisco TMSXE） は、
Microsoft Outlook からビデオ会議のスケジュールを可能にする  Cisco TelePresence Management 
Suite の拡張機能であ り、 Cisco TMS 会議を  Outlook の会議室予定表にレプ リ ケー ト します。

この TMS ソフ ト ウェア拡張機能を使用するには、 TMS 内で機能を有効にするためのラ イセン
ス  キーが必要です。 TMSXE ソフ ト ウェアのインス トール前に、 このキーを  TMS にインス トー
ルしておく必要があ り ます。 スケジュールされるエン ドポイン ト の数が 50 を超える導入環境
では、 TMSXE を専用のサーバまたは仮想マシン  インスタンスにインス トールする必要があ り
ます。

前提条件

Cisco TMSXE をインス トールする前に、 Outlook と  Exchange がすでにセッ ト アップされてお
り、 ユーザがルーム  メールボッ ク スを含む会議を予約できる こ と を確認して ください （図 5-11
を参照）。 この統合は、 エン ドポイン ト  グループによ り ラ イセンス されるか、 または 
Application Integration ラ イセンス  キーと してラ イセンスされます。 インス トールを続行する前
に、 正しいキーを作成し、 TMS に入力する必要があ り ます。 両方のオプシ ョ ン  キーを追加し
た場合、 Cisco TMS は Application Integration Package オプシ ョ ンのみを使用します。

Cisco TMSXE が使用できる  Microsoft Exchange リ ソースは、オンプレ ミ ス、Office 365 ホステ ィ
ング導入環境、 または顧客のハイブ リ ッ ド導入環境のいずれかです。 お客様の特定の環境に適
用される可能性のある推奨事項またはガイ ド ラ インについては、 Microsoft Exchange の管理と
導入に関する資料を参照して ください。

図 5-11 エン ド ユーザによる会議のスケジュール フ ローの例

 

システム別のオプシ ョ ン  キーを  Cisco TMS で有効化したら、 [ リ モー ト予約を許可する （Allow 
Remote Bookings） ] 設定によ り、 各システムがラ イセンスを使用するかど うかが決定します。
この設定によ り、 エン ドユーザが予約でき、 個別のエンドポイン ト  ラ イセンスの 1 つを使用で
きるエン ドポイン ト を管理者が選択できます。 Application Integration Package オプシ ョ ンを使
用する場合は、 この設定は無効であ り非表示にな り ます。
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Cisco TMSXE にエンドポイン ト を追加するには、 その前に、 Exchange でこれらのエンドポイ
ン ト がルーム  メールボッ ク スによって示されている必要があ り ます。 TMSXE のセッ ト アップ
を簡素化するため、 エン ドポイン ト の Cisco TMS 表示名を メールボッ ク ス名と して使用する こ
と を推奨します （スペースはすべて削除して ください）。 これによ り、 エン ドユーザに対する
システム名の表示方法すべてで統一が図られます。

Exchange のプラ イバシー機能に関する特別な注意事項

Cisco TMSXE に追加されるすべてのルーム  メールボッ ク スが、予約件名とプラ イバシー設定を
同一の方法で処理するよ うに設定されている必要があ り ます。 つま り、 以下の設定をすべての
メールボッ ク スに適用するか、 またはどのメールボッ ク スにも適用しないかのいずれかにな り
ます。

• [件名の削除 （Delete the subject） ]

サポート担当者が会議制御センターで特定の会議を識別できるよ うにするため、 この機能
を使用しないこ とを推奨します。 また、 これによ り会議のタイ トルが対応エンドポイン ト
の One Button to Push インターフェイスに表示されるよ うにな り ます。

• [開催者名を件名に追加する （Add the organizer's name to the subject） ]

この設定を使用する際には十分に注意し、 組織の慣習に基づいて使用して ください。 ある
ユーザが複数グループの会議をスケジュールする と、 スケジュールされた会議は会議の件
名ではな くそのスケジュール担当者のユーザ名で リ ス ト される こ とに注意して ください。
会議の件名の方が便利である可能性があ り ます。 一方、 会議がそれぞれ該当する主催者に
よってスケジュールされる場合、 特定の会議の件名を覚えておく よ り も、 「ボブの会議」 と
確認できる方が容易なこ とがあ り ます。 ほとんどの組織ではこの設定を使用しないこ とを
推奨します。

• [承諾した会議に設定されたプラ イベート フラグを削除する （Remove the private flag on an 
accepted meeting） ]

「プラ イベート 」 フラグは Outlook ク ラ イアン ト内では反映されますが、 Cisco TMS ではサ
ポート されていないため、 会議の議題は以下の場所で制限なしで表示されます。

– Cisco TMS 内

– 組織内で件名を公開すべきではない会議に使用する会議室を、 他の担当者も使用して
いる場合は、 会議室予定表をサポート しているエン ドポイン ト 。 （た とえば、 高責任
者による 「合併会議」 がスケジュールされている会議室を使用する、 保留中の合併に
ついて知る必要がない下位レベルの従業員に対し、 会議室システム予定表にこの会議
が表示される こ とがあ り ます。）

– Exchange で 「プラ イベー ト 」 フラグが設定されている予約の参加者または定例会議パ
ターンが Cisco TMS で変更される と、 この変更が Exchange にレプ リ ケー ト される時点
で 「プラ イベート 」 フラグが削除されます。

インス ト ール プロセス

TMSXE ユーザの作成

• Active Directory で TMSXE ユーザを作成し、 TMS にインポート します。

• TMS では、 [予約 （Booking） ] の下で次の権限が有効な既存のグループまたは新規のグ
ループにこのユーザが属している必要があ り ます。

– [読み取り （Read） ]

– [更新 （Update） ]
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– [代理予約 （Book on Behalf of） ]

– [会議承認 （Approve Meeting） ]

[証明書のインス ト ール （Install Certificates） ]

Cisco TMSXE と  TMS の通信には HTTPS が使用されます。TMSXE サーバと  Exchange 環境間の
セキュア通信は証明書でも可能です。 TMS アプ リ ケーシ ョ ン  サーバと同様に、 TMSXE のアク
テ ィブ ノード とパッシブ ノードの両方に同じ証明書がロード され、 証明書の DNS 項目は 
TMSXE に使用されるネッ ト ワーク  ロード  バランサのアド レスの項目を指し示します。

ソ フ ト ウェ ア インス ト ーラの実行

• スケジューリ ングに WebEx 生産性ツールを使用できるよ うにするため、 TMS Booking 
Service を選択して ください。

• アクテ ィブ ノード またはパッシブ ノードに適切な冗長性オプシ ョ ンを選択します。

• アクテ ィブ ノード とパッシブ ノードの両方でソフ ト ウェア  インス トールを実行します。

アクテ ィブ ノード とパッシブ ノードの両方でインス トールが完了したら、 各ノードのプロー
ブ URL を使用してネッ ト ワーク  ロード  バランサを設定します。

Cisco TMSXE の設定

Cisco TMS 接続情報

TMSXE アプ リ ケーシ ョ ンが TMS アプ リ ケーシ ョ ン と通信できるよ うにするため、 Active 
Directory で作成した TMSXE アカウン ト を使用して TMS 接続情報を設定します。

Exchange Web Services の設定

ユーザと リ ソース  メールボッ ク スのために TMSXE が Exchange サーバと通信できるよ うに 
Exchange Web Services （EWS） を設定します。 この接続に使用する クレデンシャルは、 他の場
所で使用される ものと同じ  TMSXE クレデンシャルです。

Exchange と  TMS リ ソースの調整

TMS システム  ID に合わせて  Exchange リ ソースを調整します。 この操作は、 『 Cisco 
TelePresence Management Suite Extension for Microsoft Exchange Deployment Guide』 で説明する  
.csv ファ イルを使用した方法で行うか、 または個別に行います。

エン ド ユーザ向けの WebEx 生産性ツールの使用

エンドユーザ コ ラボレーシ ョ ン  ツールを 大限に活用できるよ うにするため、 すべてのユー
ザに対して WebEx 生産性ツールを導入します。 TelePresence を含む WebEx 生産性ツールによ
り、次に示す会議を同期的に予約および設定するための特殊なパネルが Outlook for Windows に
追加されます。

• WebEx と  TelePresence の両方を含む CMR Hybrid 会議

• WebEx のみの会議

• TelePresence のみの会議

このパネルから、 WebEx と  TelePresence の両方の簡易設定と詳細設定にアクセスできます。 この設
定には、 TelePresence のコールインおよびコールアウ ト参加者を追加するオプシ ョ ンや、 WebEx 参
加者に対し開始時刻よ り も前に会議に参加できるよ うにするオプシ ョ ンなどが含まれます。
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TelePresence のみの会議を予約する場合でも、 生産性ツールが機能するよ うにすべての主催者
に対し  WebEx ユーザをセッ ト アップする必要がある こ とに注意して ください。

TelePresence を含む WebEx 生産性ツールの設定と導入の詳細な手順は、 『Cisco WebEx Site 
Administration User's Guide』 に記載されています。 この資料は WebEx サイ ト から  Web ヘルプま
たはPDF ファ イルと して入手する こ と もできます。

アプ リ ケーシ ョ ン導入ツール
この章で説明したコア  アプ リ ケーシ ョ ン以外に、 エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ンス  プ リ
ファード  アーキテクチャを導入する管理者にとって役立つ 2 つのツールがあ り ます。

• Cisco Prime Collaboration Deployment ： IM および Presence Server からなる  Unified CM ク ラ
スタのインス トールに必要なステップの多く を自動化し、 管理者を支援します。

• Cisco Prime License Manager ： 導入環境内で使用される さまざまなラ イセンスの一元管理ポ
イン ト を提供するツールと して Cisco Unified CM に統合されています。

Cisco Prime Collaboration Deployment （PCD）

Prime Collaboration Deployment （PCD） は、 Unified CM と  IM および Presence サーバで構成され
る新しいク ラスタの導入作業を行う管理者をサポート します。 自動化によ り ク ラスタのノード
のすべての共通設定が処理され、 管理者の作業が大き くサポート されます。

PCD は、 他のインス トール タス クを開始する前に専用の仮想マシンにインス トールする必要
があるスタン ドアロン  アプ リ ケーシ ョ ンです。 PCD を使用して新しいク ラスタをインス トー
ルするには、 次の手順を実行します。

1. ホス ト  ハード ウェアを導入し、 ESXi を設定します。

2. ターゲッ ト  リ リースに必要な OVA テンプレート と  Cisco ISO イ メージをダウンロード します。

3. お客様の企業に適した推奨 OVA テンプレー ト を導入します。

a. ESXi ホス ト でノードご とに仮想マシンを作成します （インス トールするサーバごとに 
1 つの仮想マシン）。

b. 新しい仮想マシンでネッ ト ワーク設定を行います。

4. ESXi ホス ト を  PCD ユーザ インターフェイスに追加します。

5. 作成する ク ラスタのタ イプの新しいタス クを  PCD 内で作成します。 インス トールする ノー
ド と、 その関連仮想マシンを定義します。

Cisco PCD によ り仮想マシンへのアプ リ ケーシ ョ ンのインス トールが実行され、 タス クが完了
する と管理者に電子メールで通知が送信されます。

Cisco Prime License Manager （PLM）

Cisco Prime License Manager （PLM） は、 社内全体でのユーザベースのラ イセンスを管理するシ
ンプルな機能 （ラ イセンス履行を含む） を提供します。 Cisco Prime License Manager は、 ラ イ
センス履行を処理し、 複数のサポート製品間でのラ イセンスの割り当ておよび調整をサポート
し、 使用と権限付与に関するエンタープラ イズ  レベルのレポート を提供します。

1 つのエンタープラ イズに 1 つの仮想マシンが必要であ り、 アプ リ ケーシ ョ ンは VMware ツー
ルによ りバッ クアップされる必要があ り ます。 PLM のスタン ドアロン  インスタンス と して、
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プ リ ファード  アーキテクチャのすべてのノードを効果的に管理できます。 これはエンドユーザ
が直接使用するアプ リ ケーシ ョ ンではな く、 また リ アルタ イムの使用状況に影響しないため、
ク ラスタ リ ングは不要です。 PLM には、 追加ラ イセンスの電子履行をサポートする機能がある
ため、 このサーバは新しいラ イセンス  ファ イルを取得するためにインターネッ トへのアクセス
を必要と します。

プ リ ファード  アーキテクチャでは次の製品が PLM によ りサポー ト されています。

• Cisco Unified CM

• Cisco Unity Connection

管理者に役立つ PLM の主な機能を次に示します。

• ラ イセンス使用履歴

• 新規ラ イセンスの電子履行

ラ イセンス使用履歴

管理者が一定期間のコラボレーシ ョ ン  ポート フォ リオ ラ イセンスの使用状況を追跡できる機
能です。 これによ り、 管理者は必要に応じた追加ラ イセンスをよ り適切に計画できます。 この
ラ イセンス使用状況管理ツールを使用する こ とで、 管理者はすべてのラ イセンス使用ルールに
準拠できます。

アプ リ ケーシ ョ ンの非準拠状態は 60 日まで許容されます。 この期間内には、 ラ イセンスが不
足している場合や、 PLM ノード とアプ リ ケーシ ョ ン  ノードの間の通信が失われた場合に管理
者が変更を行う こ とができます。 非準拠状態で 60 日が経過した後は、 Unified CM アプ リ ケー
シ ョ ンでは管理者による変更はできな くな り ますが、 アプ リ ケーシ ョ ンはサービスを停止する
こ とな く引き続き機能 （コール制御） します。 非準拠状態で 60 日が経過した後でも、 Unity 
Connection アプ リ ケーシ ョ ンでは管理者による変更が可能ですが、 アプ リ ケーシ ョ ンは機能し
な く な り ます （ユーザはボイス  メ ッセージにアクセスできな くな り ます）。

新規ラ イセンスの電子履行

管理者が追加ラ イセンスを調達する必要がある場合には、 PLM の電子履行ツールによ り必要な
ステップが簡素化され、 該当製品で使用されるラ イセンスがインポート されます。

追加のアプ リケーシ ョ ン
Cisco およびエコシステム  パートナーから、 コ ラボレーシ ョ ン環境を強化する さまざまな追加
アプ リ ケーシ ョ ンが提供されています。 表 5-23に、 よ く利用されるお客様の導入のためのアプ
リ ケーシ ョ ンを示します。 ただし この表にはすべてのツールが リ ス ト されているわけではあ り
ません。

表 5-23 プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャのためのその他の Cisco アプ リ ケーシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ン 機能 [連動方法 （Integration Method） ]

Unified Contact Center 

Enterprise （CCE）
内外のカスタマー コ ラボレーシ ョ ン  テク
ノ ロジー （エージェン ト  ログイン、 コー
ル ベク タ リ ングのための音声自動応答
（IVR）、 アウ トバウン ド接続方式、 マル
チチャネル エージェン ト  インタ ラ クシ ョ
ンなど） を提供します。

エンタープラ イズ コンタ ク ト  センター
は、 エンタープラ イズ Unified CM ク ラス
タに ト ランキングしている専用の Unified 
CM ク ラスタ上で動作します。
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Contact Center Express

（CCX）
 小規模なコンタ ク ト  センターまたは社内
での使用に適したコンタ ク ト  センターの
サブセッ ト と名前によるダイヤル機能を
提供します。

JTAPI を介して Unified CM と通信します。

TelePresence Content Server

（TCS）
ビデオ、 音声、 およびコンテンツの録音
機能を提供します。 この機能は、 TMS の
チェ ッ クボッ ク スを介してスケジュール
されたコールに組み込むか、 またはダイ
ヤルする こ とで利用できます。 これによ
り、 エン ドポイン ト が簡単に録音ステー
シ ョ ンにな り ます。

TCS はコール制御のために Cisco 
TelePresence Video Communication Server

（VCS） Control に登録し、 Unified CM と  
VCS Control 間の SIP ト ランクを介して 
Unified CM デバイスに接続します。

Show and Share 社内で保管されているビデオ コンテンツ
のポータルを提供します。

TCS はコンテンツを  Show and Share に自
動的にアップロード します。 コール制御
へのその他の統合は必要あ り ません。

Prime Collaboration 
Provisioning

「Day 2」 運用のための管理ポータルを提
供します。

インフラス ト ラ クチャ  デバイスおよびエ
ンドポイン ト の SSH および HTTPS イン
ターフェイスを介して通信するスタン ド
アロン  ソフ ト ウェアです。

Prime Collaboration 
Assurance

コ ラボレーシ ョ ン導入管理者に品質およ
び障害検出サービスを提供します。

インフラス ト ラ クチャ  デバイスおよびエ
ンドポイン ト の SSH および HTTPS イン
ターフェイスを介して通信するスタン ド
アロン  ソフ ト ウェアです。

Prime Collaboration 
Analytics

コ ラボレーシ ョ ン導入管理者が使用状況
と障害の ト レン ド分析に使用できる 長 1 
年分の使用状況データを提供します。

Prime Collaboration Assurance と と もに導
入され、 Prime Collaboration Assurance に
よ り収集されたデータを使用します。

Attendant Console 社内オペレータまたは受付担当者に対し、
着信コールを処理するためのデスク ト ッ
プ アプ リ ケーシ ョ ンを提供します。

標準バージ ョ ンはエンドユーザの 
Windows コンピュータにインス トールさ
れ、 Unified CM に接続します。

拡張バージ ョ ンは専用サーバで実行され、
エン ドユーザはこのアプ リ ケーシ ョ ンに
ログインします。

MediaSense Unified CM で常時録音および選択録音の
両方の状況に対応した録音機能を提供し
ます。

録音プロファ イルが Unified CM で設定さ
れ、 MediaSense は SIP ト ランク経由で 
Unified CM と  Cisco Unified Border Element 
に接続します。

Jabber Guest Business-to-Consumer （B2C） コ ラボレー
シ ョ ンのためのク リ ッ ク接続機能を提供
します。

専用の Expressway-C / Expressway-E ペア
が必要です。 モバイルおよびリモー ト  ア
クセス と  Business-to-Business （B2B） ビ
デオ コール向けに使用するエンタープラ
イズ Expressway-C および Expressway-E 実
装の個別ド メ インを使用します。 Unified 
CM には、 この専用 Expressway ペアへの 
SIP ト ランクがあ り ます。

表 5-23 プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャのためのその他の Cisco アプ リ ケーシ ョ ン （続き）

アプ リ ケーシ ョ ン 機能 [連動方法 （Integration Method） ]
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C H A P T E R 6

サイジング

改訂日 ： 2015 年 1 月 22 日
 

エンタープラ イズ  コ ラボレーシ ョ ン向けプ リ ファード  アーキテクチャ  ソ リ ューシ ョ ンのコン
ポーネン ト のサイジングは、 ソ リ ューシ ョ ン設計全体の重要な部分です。

特定の展開におけるサイジング  プロセスの目標は、 以下の項目を決定する こ とです。

• 各シスコ  コ ラボレーシ ョ ン製品で使用されるプラ ッ ト フォームのタ イプ。 ほとんどの製品
は仮想化のみを使用して展開されますが、 Cisco TelePresence Server などの一部の製品は、
要件に応じてアプラ イアンスまたはブレード と して展開する こ と もできます。

• 各シスコ  コ ラボレーシ ョ ン製品に関して展開されるインスタンスの仕様と数。 仮想化を使
用して展開される製品では、 これは Open Virtual Archive （OVA） テンプレー ト で定義され
る仮想マシンのハード ウェア仕様と仮想マシンの数に相当します。 仮想化を使用せずに展
開される製品では、 これはアプラ イアンスまたはブレードのタ イプと数に相当します。

サイジングは、 考慮すべきパラ メータの数が多いため、 複雑な作業になる可能性があ り ます。
サイジングの作業を簡略化するため、 この章ではサイジングの例を対応する仮定条件と と もに
いくつか紹介します。 こ こでは、 これらのサイジング例を簡易サイジング展開と呼びます。
個々の展開の要件がこれらの仮定条件の範囲内である場合は、 このマニュアルの簡易サイジン
グ展開を参考と して使用できます。 それ以外の場合は、 『Cisco Collaboration SRND』 のサイジ
ングに関する章および製品ドキュ メ ン ト （http://www.cisco.com/go/ucsrnd） の記載内容に従っ
て、 通常のサイジング計算を行う必要があ り ます。

仮想化を使用して展開された製品のサイジングを行った後は、 仮想マシンを  Cisco Unified 
Computing System （UCS） サーバに配置する方法を決定し、 共存のルールを検討します。 終
的には、 この仮想マシンの配置プロセスによってソ リ ューシ ョ ンに必要な  UCS サーバの数が
決ま り ます。

この章では、 このマニュアルで扱っているすべてのモジュール （つま り、 コール制御、 会議、
コ ラボレーシ ョ ン  エッジ、 およびコア  アプ リ ケーシ ョ ン） のサイジングについて説明します。
この章では、 仮想マシンの配置とプラ ッ ト フォームについても説明します。

このマニュアルでは、 仮想マシンと して展開される製品の仮想マシン OVA テンプレートの詳し
い仕様については説明しません。 これについては、 http://www.cisco.com/go/uc-virtualized にある
『Unified Communications in a Virtualized Environment』 のドキュ メン ト を参照して ください。
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 コール制御
この章の変更点

表 6-1 に、 この章に新し く追加された ト ピ ッ ク、 またはこのマニュアルの以前の リ リースから
大幅に改訂された ト ピ ッ クの一覧を示します。

コール制御
コール制御の章で説明したよ うに、 Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） およ
び IM and Presence サービスは Unified CM ク ラスタおよび IM and Presence ク ラスタを通じて提
供されます。

Cisco Unified CM ク ラスタは、 1 つのパブ リ ッシャ  ノード、 2 つの専用 TFTP サーバ、 および 1 
つまたは複数のコール処理ノード  ペアで構成されます。 コール処理ペアの数は展開のサイズに
よって異なるため、 後で説明します。 コール処理ノードは、 1:1 の冗長性を確保するためにペ
アで展開されます。

IM and Presence ノード もペアで展開されます。 IM and Presence ペアの数も展開のサイズによっ
て異なるため、 後で説明します。 IM and Presence ノードは、 1:1 の冗長性を確保するためにペ
アで展開されます。

Unified CM のサイジング

Unified CM については、 簡易サイジングのガイダンスで 大 10,000 ユーザおよび 10,000 デバ
イスの展開に対応できます。 Unified CM は、 異なる仮定条件やコール処理ペアの追加によって
よ り多くのユーザおよびデバイスをサポート しますが、 これはこの章で示す簡易サイジングの
ガイダンスの範囲外です。 表 6-2 に、 簡易サイジング展開を示します。 これらの展開に対して
行われた仮定については、 この表の後で説明します。 展開環境内のユーザまたはエンドポイン
ト の数が表 6-2 に示す値の範囲外である場合や、 個々の展開の要件が仮定条件の範囲外である
場合は、 これらの簡易サイジング展開を使用せずに、 http://www.cisco.com/go/ucsrnd にある
『Cisco Collaboration SRND』 のサイジングに関する章および 
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-call

manager/tsd-products-support-series-home.html にある製品ドキュ メ ン ト に記載されている通常の
サイジング手順を実行して ください。

表 6-1 本リ リースで追加または変更された情報

新規 ト ピ ッ ク または改訂された ト ピ ッ ク 説明箇所 改訂日

推奨される  TelePresence Server プラ ッ ト
フォーム と容量

「TelePresence Server プラ ッ ト フォームのサイ
ジング」 （P.6-7）

2015 年 1 月 22 日

表 6-2 Unified CM の簡易サイジング展開

展開サイズ
展開する  Unified CM ノ ー ド  
（各 Unified CM ノ ー ド で 7,500 ユーザの OVA テンプレー ト を使用）

5,000 までのユーザま
たはデバイス

5 ノ ー ド ： 

1 つのパブ リ ッシャ、 2 つの TFTP、 1 つのコール処理ペア （2 つの
コール処理サブスク ラ イバ）

5,000 ～ 10,000 のユー
ザまたはデバイス

7 ノ ー ド ： 

1 つのパブ リ ッシャ、 2 つの TFTP、 2 つのコール処理ペア （4 つの
コール処理サブスク ラ イバ）
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表 6-2 では、 ユーザとデバイス （のどちらか大きい方） の 大数に基づいてサイジングしてい
ます。 たとえば、 5,000 人のユーザと  1 ユーザあた り平均 2 個のデバイス （ユーザご とにデスク
の電話と ソフ ト フォン  モードの Jabber ク ラ イアン ト がある場合など） を含む展開では、合計で 
10,000 個のデバイスがあるため、 7 ノードの展開が必要です。

これらの簡易サイジング展開では、 UCS サーバで消費される リ ソース全体を 適化するため、
7,500 ユーザの仮想マシン設定 （OVA テンプレート ） が使用されます。 この OVA テンプレート
には、 UC のパフォーマンスを 大限に引き出す CPU プラ ッ ト フォーム （Cisco Business 
Edition 7000 など） が必要です。 このテンプレー トは Business Edition 6000 などではサポート さ
れません。 これらの OVA 仮想マシン構成テンプレー トおよびプラ ッ ト フォーム要件の詳細に
ついては、 www.cisco.com/go/uc-virtualized のドキュ メ ン ト を参照して ください。

7,500 ユーザの OVA テンプレート を使用して展開された Unified CM コール処理ペアは、一定の
条件下で 大 7,500 人のユーザをサポー ト できます。 しかし、 この設計では Unified CM に追加
の負荷がかかる仮定条件を使用します。 たとえば、 シングル ナンバー リーチ用の リモー ト接
続先プロファ イルを使って各ユーザを構成できる こ と、 各ユーザがエクステンシ ョ ン  モビ リ
テ ィ を使用できる こ と、 各エン ドポイン ト を  CTI で制御できる こ と、 い くつかの共有回線が構
成されている こ と、 モバイル アクセスやリモー ト  アクセスが有効である こ となどを仮定しま
す。 したがって、 表 6-2 に示したよ うに、 Unified CM コール処理ペアあた りの容量は減少しま
す。 次に、 簡易サイジング  モデルで使用される仮定条件について詳し く説明します。

Unified CM の仮定条件

表 6-2 に示した 2 つの簡易サイジング展開には、 次の仮定条件が適用されます。

• ユーザあた りの 繁時呼数 （BHCA） が平均 4 個以下。 BHCA とは、 繁時のコール試行
の数です。

• デバイスあた りの DN が平均 2 個以下。

• コール処理サブスク ラ イバ ペアあた りの共有回線が 大 500 回線で、 各回線が平均 3 個以
下のデバイスによって共有されます。

• Unified CM （ソ フ ト フォン  モード） に登録される  Jabber ク ラ イアン ト の数をデバイスの制
限に照ら してカウン トする必要があ り ます。

• パーテ ィシ ョ ンが 大 3,000 個、 コーリ ング  サーチ スペース （CSS） が 大 6,000 個、 ク
ラスタあた りの ト ランスレーシ ョ ン  パターンが 大 12,000 個。

• Unified CM ク ラスタご とに、 ルー ト  パターンが 大 1,000 個、 ルート  リ ス ト が 大 1,000 
個、 ルート  グループが 大 2,100 個。 Unified CM コール処理ペアごとに、 ハン ト  パイロ ッ
ト が 大 100 個、 ハン ト  リ ス ト が 大 100 個、 サーキュ ラーおよびシーケンシャル回線グ
ループが 大 50 個 （回線グループあた りのメ ンバー数は平均 5）、 ブロードキャス ト回線
グループが 大 50 個 （回線グループあた りのメ ンバー数は平均 10）。

• Unified CM コール処理ペアご とに、 CTI ポート が 大 500 個、 CTI ルート  ポイン ト が 大 
100 個。

• 複数の Unified CM ク ラスタを展開する と きは、 GDPR/ILS が有効になっています。

• エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ （EM） ： すべてのユーザが EM を使用できますが、 ク ラスタ
間のエクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ （EMCC） ユーザは存在しません。

• Unified CM のメディア  リ ソース ： この設計では、 Unified CM ソフ ト ウェア会議ブ リ ッジ
（ソフ ト ウェア  CFB） と  Unified CM メディア  ターミ ネーシ ョ ン  ポイン ト （MTP） は使用で
きません。 代わりに、 TelePresence Server と  Cisco IOS ベースの MTP を使用します。

• モビ リ テ ィ  ユーザあた りの リモー ト接続先またはモビ リ テ ィ  ID が平均 1 個以下。 たとえ
ば、 5,000 ユーザを含む展開では、 大 5,000 個の リ モー ト接続先またはモビ リ テ ィ  ID が
存在します。
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• Active Directory と同期するユーザが 大 40,000 人 （ただし、 コールの発着信を行う アク
テ ィブ ユーザは、 表 6-2 から選択する簡易サイジング展開に応じて 大 5,000 人または 
10,000 人）。

• Unified CM コール処理ペアあた りの同時アクテ ィブ コール （会議セッシ ョ ン と会議以外の
セッシ ョ ン） が 大 1,500 個。 たとえば、 すべてのコールが会議コールで、 1 つの会議の平
均参加者数が 10 人の場合、 この設計では Unified CM コール処理ペアあた り 大 150 個の
会議コールがある と仮定します。

• Unified CM コール処理ペアあた りのコール数/秒 （CPS） が 大 15 個。

• この設計では、 Jabber の連絡先ソースは Unified CM ユーザ データ  サービス （UDS） では
な く、 基本ディ レク ト リ統合 （BDI） または拡張ディ レク ト リ統合 （EDI） に基づいていま
す。 Unified CM UDS が連絡先ソース と して構成された場合、 Unified CM コール処理ペアあ
た りの 大ユーザ数は 3,750 人に減少します。

• Unified CM コール処理ペアあた りの同時モバイルおよびリ モー ト  アクセス  エンドポイン ト
が 大 2,500 個。

この他、 シスコ  コ ラボレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンに適用可能な容量制限や、 『Cisco 
Collaboration SRND』 および製品ドキュ メ ン ト に記載されている容量制限も適用されます。 次
に例を示します。

• コンピュータ  テレフォニー インテグレーシ ョ ン （CTI） ：すべてのデバイスを  CTI で使用で
きます （デバイスあた り 大 5 回線、 同じ  CTI デバイスを監視する  J/TAPI アプ リ ケーシ ョ
ンが 大 5 個）。

• アナンシエータ ： Unified CM コール処理ペアあたり  48 個。 保留音 （MoH） ： コール処理ペア
あたりの同時 MoH セッシ ョ ンが 250 個。 アナンシエータや同時 MoH セッシ ョ ンの数が多い
場合は、 スタンドアロンの Unified CM サブスク ライバを  MoH サーバと して展開します。

• ゲート ウェイ ： ク ラ スタあた り 大 2,100 個。

• ロケーシ ョ ン と地域 ： ク ラスタあた り 大 2,000 個。

• エクステンシ ョ ン  モビ リ テ ィ （EM） ： Unified CM コール処理ノードあた りの EM ユーザが
大 250 人、または 2 つのアクテ ィブ コール処理ノードにまたがる ク ラスタあた り  375 人。

IM and Presence のサイジング

IM and Presence については、 簡易サイジングのガイダンスで 大 15,000 ユーザの展開に対応でき
ます。 IM and Presence サービスは、 IM and Presence ノード  ペアの追加によってよ り多くのユーザ
をサポート しますが、 これはこの章で示す簡易サイジングのガイダンスの範囲外です。 表 6-3 
に、 簡易サイジング展開を示します。 展開環境内のユーザ数が表 6-3 に示す値の範囲外である場
合は、 これらの簡易サイジング展開を使用せずに、 『Cisco Collaboration SRND』 のサイジングに
関する章および製品ドキュ メン トに記載されている通常のサイジング手順を実行してください。

表 6-3 IM and Presence の簡易サイジング展開

展開サイズ 展開する  IM and Presence ノ ー ド  

2,000 人未満のユーザ 2,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する  1 つの IM and 
Presence ペア

2,000 ～ 5,000 人のユーザ 5,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する  1 つの IM and 
Presence ペア

5,000 ～ 15,000 人のユーザ 15,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する  1 つの IM 
and Presence ペア
6-4
企業のコ ラボレーシ ョ ン向けシス コ  プ リ フ ァー ド  アーキテ クチャ

2015 年 1 月 22 日



 

第 6 章      サイジング

会議
これらの OVA 仮想マシン設定テンプレートには、UC のパフォーマンスを 大限に引き出す CPU 
プラ ッ ト フォーム （Cisco Business Edition 7000 など） が必要です。 これらの OVA 仮想マシン設定
テンプレートおよびプラ ッ ト フォーム要件の詳細については、 www.cisco.com/go/uc-virtualized に
ある ドキュ メン ト を参照して ください。

2 つの IM and Presence ノードは、一方のノードに障害が発生した場合に冗長性を提供するため、
ペアと して展開されます。

SRST のサイジング

Survivable Remote Site Telephony （SRST） モードの Cisco サービス統合型ルータ （ISR） でサ
ポート される電話機および DN の数は、 プラ ッ ト フォームによって異な り ます。表 6-4 では、 3 
つのプラ ッ ト フォームに限定して容量の例を示します。 その他の SRST プラ ッ ト フォームに関
する情報 （必要な DRAM と フラ ッシュ  メモ リの量を含む） については、次の場所にある  SRST 
のドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cusrst/requirements/guide/srs10spc.html

会議
会議展開のサイジングは、 主に TelePresence Server で必要となる同時接続の数を決定する作業
です。 次のよ う な検討事項があ り ます。

• 地理的なロケーシ ョ ン ： Unified CM のサービスを提供する地域ごとに、 会議専用の リ ソー
スを確保する必要があ り ます。 たとえば、 Unified CM、 TelePresence Server、 およびその他
のサーバをインス トールする中央のロケーシ ョ ンを米国向けに 1 か所、 EMEA 向けに 1 か
所、 それぞれ設置できます。

• TelePresence Server プラ ッ ト フォームの選択 ： 仮想化か非仮想化か

• TelePresence Server プラ ッ ト フォームの容量

• TelePresence Conductor プラ ッ ト フォームの容量

• 会議のタイプ ： 音声またはビデオ （あるいはその両方）。 スケジュールされた会議またはス
ケジュールされていない会議 （あるいはその両方）

• 会議のビデオ解像度 ： 高品質の会議ほど多くの リ ソースを消費します。

• 大規模な会議の要件 ： オールハンズ  ミーテ ィ ングなど

地域ネッ ト ワークの会議メディアをできるだけ多く維持するため、 会議リ ソースは一般に 1 つ
の地域でのみ使用されます。 したがって、 サイジングは地域単位で検討する こ とができます。

表 6-4 SRST のサイジング例

プ ラ ッ ト フ ォーム 電話機の 大数 DN の 大数

Cisco 2901 サービス統合型ルータ 35 200

Cisco 3925 サービス統合型ルータ 730 1,000

Cisco 4451-X サービス統合型ルータ 1,500 2,500
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会議ポー ト の使用ガイ ド ラ イン

音声およびビデオ会議のサイジングは、 お客様、 お客様のユーザ ベース、 およびお客様の会議
手順に関する個別の詳細に大き く依存します。 この項のガイ ド ラ インを会議展開のサイジング
の基本と して使用できますが、 ユーザとポート の比率は展開環境と組織の要件によって大き く
異な り ます。

表 6-5 に、 会議リ ソース要件を計画する 初の段階で推奨される比率を示します。 これらの数
は、 展開されるエン ドポイン ト の機能、 代替の音声会議 （Cisco WebEx など） の可用性、 およ
び会議の作成と参加におけるユーザの快適度によって大き く変化します。 初に、 次の式を
使ってポート の要件を計算します。

• 音声ポート  = 50 + (<number of users> / 9)

• ビデオ ポート  = 8 + (<number of users> / 15)

表 6-5 に示した数は、 スケジュールされた会議と スケジュールされていない会議のどちらにも
使用できます。 スケジュールされた会議については、 お客様が既存の使用状況データを使っ
て、 同時会議の使用量についてよ り明確な結論を出すこ とが期待されます。

お客様が行う会議のタイプを理解する こ とで、 必要なポート の数をよ り正確に特定できます。
ポー ト の総数は次の式で計算できます。

ポー ト の総数 = <Average number of participants in a meeting> Ξ <Concurrent meetings>

たとえば、 ユーザが 3,000 人の場合、 表 6-5 では 208 ポート を推奨しています。 これによ り、
たとえば、会議あた り平均 3 人の参加者と  69 個の同時会議、 または会議あた り平均 6 人の参加
者と  34 個の同時会議に対応できます。 推奨されるポート数をこのよ うに評価する こ とで、
ポー ト の総数が展開環境に対して十分なものかど うかを簡単に判定できます。

検討すべき も う  1 つの重要な点は、 予想される 大の会議サイズです。 ほとんどの場合、 大
の会議はオールハンズ ミーテ ィ ング  タ イプです。 たとえば、 お客様のユーザ数が 1,000 人で
も、 全員参加のテレプレゼンス会議で 96 個のシステムを結合する必要がある場合は、 推奨値
の 75 ポート では間に合いません。

画面ラ イセンス とポー ト 容量

ビデオの解像度によって、ユーザのビデオ エクスペリエンスの品質と  Cisco TelePresence Server 
がサポート できるビデオ接続の数が決ま り ます。 適なエクスペリエンスを実現するため、
小解像度 720p および 30 フレーム /秒 （fps） の高精細度 （HD） ビデオ コールを有効にする こ と
をお勧めします。 組織のエンドポイン ト とネッ ト ワークの予算および機能によっては、 HD ビ
デオ コールを使用できない場合もあ り ます。表 6-6 に、ビデオ ス ト リー ミ ング  レー ト を  30 fps 
と した場合のビデオ品質に基づく  TelePresence Server のポート容量を示します。 表には示して

表 6-5 推奨される会議ポー ト の数

ユーザ数 音声ポー ト の数 ビデオ ポー ト の数

1,000 161 75

1,750 244 125

3,000 383 208

5,000 605 342

10,000 1,161 675
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いませんが、 画面ラ イセンスあた りの音声ポー ト数は 52 個で、 TelePresence Server ご とに 大 
200 個の音声ポート がサポート されます。

（注） Cisco TelePresence Conductor および TelePresence Server では、 1 つの会議リ ソースで解像度の制
限が異なる複数の同時会議をホス ト できます。 TelePresence Server を  1 つの解像度専用にする
必要はあ り ません。

表 6-6 を見てわかるよ うに、 必要なビデオ品質は TelePresence Server で消費される リ ソースの
量に直接影響し、 結果と して展開に必要な  TelePresence Server の数にも直接影響します。

TelePresence Server プラ ッ ト フ ォームのサイジング

Cisco TelePresence Server は、 会議のサポートや拡張性が異なる複数のモデルおよびプラ ッ ト
フォームで使用可能です。 表 6-7 に、 企業展開で推奨される  TelePresence Server プラ ッ ト
フォーム と、 関連するポート容量の一部を示します。 詳細や、 その他の TelePresence Server プ
ラ ッ ト フォーム、 またはその他のビデオおよびデータ  チャネルの解像度については、 次の場所
にある 『Cisco TelePresence Data Sheet』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/products/conferencing/telepresence-server/datasheet-listing.html

表 6-6 ビデオ品質に基づ く  TelePresence Server のポー ト 容量

画面ラ イセンス1

1. 1 つの TelePresence Server に展開できる画面ラ イセンスの数は、 プラ ッ ト フォームによって異な り ます。

1080p ポー ト 2

2. 大解像度 720p および 15 fps で別のコンテンツ  チャネルを共有する と仮定します。

720p ポー ト 3

3. 大解像度 720p および 5 fps で別のコンテンツ  チャネルを共有する と仮定します。

480p ポー ト 3 360p ポー ト 3

1 1 2 3 4

5 5 10 15 20

10 10 20 30 40

20 20 40 60 80

48 48 96 144 192

表 6-7 TelePresence Server プ ラ ッ ト フ ォームと容量

TelePresence Server プ
ラ ッ ト フ ォーム1

1. TelePresence Server は、 任意の音声コーデッ クを使用するスタン ドアロン展開またはク ラスタの音声接続を 大 200 個サポート します。

ク ラ ス タ  
サポー ト

HD 1080p ポー ト
の容量2

2. 解像度 720p および 15 フレーム /秒 （fps） でコンテンツを共有する と仮定します。

HD 720p ポー ト の
容量3

3. 解像度 720p および 5 フレーム /秒 （fps） でコンテンツを共有する と仮定します。

SD 480p ポー ト の
容量3

SD 360p ポー ト の
容量3

Multiparty Media 400v なし 14 28 42 56

Telepresence Server 
MSE 8710

あ り、 大 4 
台の 8710 をク
ラスタ化可能。

ブレードあた り  
12。

ク ラスタあた り
大 48。

ブレードあた り  
24。

ク ラ スタあた り
大 97。

ブレードあた り  
36。

ク ラ スタあた り
大 146。

ブレードあた り  
48。

ク ラ スタあた り
大 195。
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他にも留意すべき事項があ り ます。 次に例を示します。

• TelePresence Server は、スタン ドアロン  サーバまたはク ラスタのコールを 大 200 個サポー
ト し、 各会議で 大 104 個のコールをサポート します。

• 画面ラ イセンスは、 単一ユニッ ト で購入し、 各デバイスにそのデバイスでサポート される
大数まで適用する こ とができます。

TelePresence Conductor のサイジング

スケジュールされていない会議用の TelePresence Server の総数は、 TelePresence Conductor の容
量によって制限されます。 表 6-8 に、 TelePresence Conductor の容量を示します。

ク ラスタ リ ングでは高可用性のみが提供されます。 サポート できる会議ブ リ ッジや同時コール
の総数は増えません。

展開の規模が 1 つの TelePresence Conductor ク ラスタの容量を超える場合は、 追加の独立した 
TelePresence Conductor ク ラスタを作成して、 そこに TelePresence Server を追加し続ける こ とが
できます。

独立した TelePresence Conductor ク ラスタは、 地域の Unified CM ク ラスタご とに使用する必要
があ り ます。 このマニュアルの ト ポロジ例 （コール制御の章を参照） では、 TelePresence 
Conductor ク ラスタが米国の Unified CM ク ラスタ用に 1 つ用意され、EMEA の Unified CM ク ラ
スタ用にも う  1 つ用意されます。

コ ラボレーシ ョ ン エ ッ ジ
この項では、コ ラボレーシ ョ ン  エッジの 2 つの主要コンポーネン ト である  Cisco Expressway と  
Cisco Unified Border Element のサイジングについて説明します。

Cisco Expressway のサイジング

Cisco Expressway の簡易サイジングおよびラ イセンスのガイダンスは、 少数の設定 （2、 3、 ま
たは 6 ノードのク ラスタ） のみを対象と しています。 このマニュアルでは説明しませんが、 他
にも可能な設定があ り ます。 詳細については、 Cisco Expressway の製品ドキュ メ ン ト を参照し
て ください。

表 6-9 に、 1 つのノードによってある時点で処理できる 大容量を示します。

表 6-10 に、 簡易サイジングおよびラ イセンス展開用に推奨される ク ラスタ容量を示します。 す
べての展開モデルが冗長性に対応している こ とに注意して ください。 2 または 3 ノードのク ラ
スタでは、 1 つのノードに障害が発生しても ク ラスタ容量やラ イセンス容量に影響しません
（N+1 冗長性）。 6 ノードのク ラスタでは、 2 つのノードに障害が発生しても ク ラスタ容量やラ
イセンス容量に影響しません （N+2 冗長性）。

表 6-8 TelePresence Conductor の容量

OVA テンプレー ト

TelePresence Server 
の総数

すべての TelePresence Server の同時参
加者の総数

小規模 OVA テンプレート 30 50

大規模 OVA テンプレート また
はアプラ イアンス

30 2,400
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モバイルおよびリモート  アクセスにはライセンスは特に必要あ り ませんが、 Business-to-Business
（B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンにはリ ッチ メディアのライセンスが必要です。 リ ッチ メディア セッ
シ ョ ン形式のライセンスは、 Expressway ク ラスタ全体で共有されます。 ク ラスタ内の各 
Expressway ノードに割り当てられた リ ッチ メディア セッシ ョ ンは、 ク ラスタ内のすべてのノー
ドで共有されるク ラスタ  データベースに供与されます。 このモデルでは、 いずれか 1 つの 
Expressway ノードが表 6-9 に示した物理的な容量よ り も多くのライセンスを保持できます。 N+1 
および N+2 冗長性モデルをサポートするには、 ク ラスタ内のリ ッチ メディア セッシ ョ ンの総数
がク ラスタ内の残りの N ノードの物理的な容量を超えないよ うにする必要があ り ます。

ク ラスタ容量、 ラ イセンス容量、 および冗長性レベルの関係をさ らに理解するため、 次の例で
は、 中規模 OVA テンプレー ト を使用して通常動作中およびフェールオーバー後のビデオ容量
を分析します。

ノードあた りの 大ビデオ コール容量は 150 セッシ ョ ンです。 回復力のない展開における  
2 ノードのク ラスタでは、 ク ラスタのビデオ コール容量は 300 ですが、 1 つのノードに障害
が発生した場合はその半分に減少します。 推奨される高可用性の 2 ノード  ク ラスタでは、
2 ノードのいずれかに障害が発生した場合に回復力を提供し、 ク ラスタ容量を維持するた
め、 ビデオ セッシ ョ ン容量が 150 に制限されます。 通常動作中は、 ク ラスタ全体でビデオ 
コールの負荷が分散されます。 Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンでは、
リ ッチ メディア  セッシ ョ ンのラ イセンスがク ラスタ全体で共有されます。 1 つのノードに
障害が発生する と、 ラ イセンス共有によって  150 個のク ラスタ  ビデオ セッシ ョ ンのすべて
を処理するためのラ イセンスが残りのノードに供与されます。 ノードのビデオセッシ ョ ン
容量も  150 であるため、 残りのノードは 150 個のビデオ セッシ ョ ンをすべて処理でき、 こ
れによってク ラスタ容量が維持されます。

表 6-9 Expressway ノ ー ド の容量

OVA テンプレー ト

ノ ー ド あた りのモバイ
ルおよび リ モー ト  ア ク
セスのプロキシ登録数1

1. プロキシ登録に関する考慮事項は、 モバイルおよびリモート  アクセスにのみ適用され、 Business-to-Business
（B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンには適用されません。

ノ ー ド あた りのビ
デオ コール容量

ノ ー ド あた りの音
声専用コール容量

中規模 OVA テンプレート に
よる仮想マシンまたはアプ
ラ イアンス  CE500

2,500 150 300

大規模 OVA テンプレート に
よる仮想マシンまたはアプ
ラ イアンス  CE1000

2,500 500 1,000

表 6-10 Cisco Expressway の簡易サイジング展開と関連する ク ラス タ容量

展開モデル
Expressway ク ラ ス
タの展開 冗長性モデル

ク ラ ス タ あた りのモバイ
ルおよび リ モー ト  ア ク セ
スのプロキシ登録数1

ク ラ ス タ あた
りのビデオ 
コール容量

ク ラ ス タ あた
りの音声専用
コール容量

中規模 OVA テンプレー ト による仮想マシンまたはアプ ラ イアンス  CE500

展開 1 2 ノード N+1 2,500 150 300

展開 2 3 ノード N+1 5,000 300 600

展開 3 6 ノード N+2 10,000 600 1,200

大規模 OVA テンプレー ト による仮想マシンまたはアプ ラ イアンス  CE1000

展開 4 2 ノード N+1 2,500 500 1,000
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（注） 大規模 OVA テンプレー トは、 限られたハード ウェアでのみサポー ト されます。 詳細について
は、 http://www.cisco.com/go/uc-virtualized のドキュ メ ン ト を参照して ください。

表 6-10 に示した Expressway の簡易サイジング展開には、 次の仮定条件が適用されます。

• すべてのビデオ コールが暗号化されています。 すべてのビデオ コールの平均コール レー
トは 768 kbps です。 たとえば、 ビデオ コールの半分が 384 kbps で、 残りの半分が 
1152 kbps です。

• すべての音声コールが暗号化され、 すべての音声コールの平均帯域幅は 64 kbps です。

• 中規模 OVA テンプレー ト を使った仮想マシンまたは CE500 アプラ イアンスでは、 コール 
レー トはノードあた り 大 5 コール/秒 （cps） です。

• 大規模 OVA テンプレー ト を使った仮想マシンまたは CE1000 アプラ イアンスでは、 コール 
レー トはノードあた り 大 10 コール/秒 （cps） です。

Cisco Expressway をク ラスタ化する場合は、 次のガイ ド ラ インが適用されます。

• Expressway ク ラスタは 大 6 ノードをサポート します （ク ラスタ容量はノード容量の 大 
4 倍）。

• Expressway-E ノード と  Expressway-C ノードは別個にク ラスタ化されます。Expressway-E ク
ラスタは Expressway-E ノードのみで構成され、 Expressway-C ク ラスタは Expressway-C 
ノードのみで構成されます。

• Expressway のピアは、Expressway-E ク ラスタ と  Expressway-C ク ラスタで同じ数だけ展開す
る必要があ り ます。 たとえば、 3 ノードの Expressway-E ク ラスタは、 3 ノードの 
Expressway-C ク ラスタ と と もに展開する必要があ り ます。

• Expressway-E ク ラスタ と  Expressway-C ク ラスタの各ペア間およびペア内のすべてのノード
の容量は、 同じである必要があ り ます。 たとえば、 Expressway-E ク ラスタ内または対応す
る  Expressway-C ク ラスタ内のノードが中規模 OVA テンプレー ト を使用している場合は、
大規模 OVA テンプレー ト を使用する  Expressway-E ノードを展開してはいけません。

• Expressway-E ク ラスタ と  Expressway-C ク ラスタのペアは、 ノード容量がすべてのノードで
同じであるかぎ り、 アプラ イアンスで実行される ノード または仮想マシン と して実行され
る ノードを組み合わせて構成できます。

• 複数の Expressway-E および Expressway-C ク ラスタを展開して、 容量を増やすこ とができ
ます。

Expressway に詳細については、 次の場所にある 『Cisco Expressway Administrator Guide』 を参照
して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-mainte
nance-guides-list.html

展開 5 3 ノード N+1 5,000 1,000 2,000

展開 6 6 ノード N+2 10,000 2,000 4,000

1. プロキシ登録に関する考慮事項は、 モバイルおよびリモート  アクセスにのみ適用され、 Business-to-Business （B2B） コ ミ ュニケーシ ョ ンに
は適用されません。

表 6-10 Cisco Expressway の簡易サイジング展開と関連する ク ラス タ容量

展開モデル
Expressway ク ラ ス
タの展開 冗長性モデル

ク ラ ス タ あた りのモバイ
ルおよび リ モー ト  ア ク セ
スのプロキシ登録数1

ク ラ ス タ あた
りのビデオ 
コール容量

ク ラ ス タ あた
りの音声専用
コール容量
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コ ラボレーシ ョ ン  エ ッ ジ
Cisco Expressway のサイジング例

ある企業では、 8,000 人のユーザがいて、 平均 2,000 人のユーザが常に出張しています。 モバイ
ル ユーザの 80% がモバイルおよびリモー ト  アクセスを必要と しています。 このケースでは、
1,600 人 （2,000 人の 80%） が同時登録できるよ うに Expressway をサイジングする必要があ り
ます。

さ らに、 モバイル ユーザの 10% が同時にコールを行います。 これらのユーザの 5% が 
Expressway 経由でコールし、 残りの 5% が携帯電話ネッ ト ワーク経由でコールするため、
Expressway に対する同時コール数は 80 （1,600 の 5%） です。

社内ネッ ト ワークでは、 ユーザの 1% が同時に Business-to-Business （B2B） コールを行います。
これによって、 60 個 （（8,000 - 2,000） の 1%） のコールが追加されます。

このケースでは、 1,600 個の同時登録と  140 個の同時コール （80 + 60） をサポー トするよ うに
ク ラスタをサイジングする必要があ り ます。

表 6-9 に示すよ うに、 中規模 OVA テンプレートは 大 150 個の同時コールと  2,500 個の同時登
録をサポート します。 したがって、 中規模 OVA テンプレー ト を使用する  2 ノードで構成され
る  Expressway-C ク ラスタ と、 やはり中規模 OVA テンプレー ト を使用する  2 ノードで構成され
る  Expressway-E ク ラスタを展開する こ とができます。 表 6-10 の展開 1 で示したよ うに、 各 
Expressway サーバ ノードは 1,600 個の登録と  140 個のコールをすべて同時に管理できます。 ク
ラスタ化が必要と される理由は、 2 つの Expressway ノードのいずれかが停止した場合に、 も う
一方のノードがすべての ト ラフ ィ ッ クを処理できるためです。 通常の状況では、 Expressway-C 
ク ラスタ と  Expressway-E ク ラスタの 2 つのノード間でコールと登録の負荷が分散されます。

この例では、 しばら くする と  Business-to-Business （B2B） コールが 1% から  2% に増加します。
そこで、 140 個ではな く  200 個 （80 + 120） の同時コールに対応する必要があ り ます。 中規模 
OVA テンプレー ト の 大処理量は 150 コールなので、 この場合は大規模なク ラスタを展開する
必要があ り ます。 表 6-10 に示すよ うに、 展開 2 によって、 1 つのサーバに障害が発生しても  
300 個の同時コールに対応できます。 したがって、 この例の管理者は、 Expressway-C および 
Expressway-E ク ラスタにも う  1 つの中規模 OVA ノードを追加して、 ク ラスタあた り合計 3 
ノードを展開します。

Cisco Unified Border Element のサイジング

Cisco Unified Border Element は広範囲のシスコ  ルーテ ィ ング  プラ ッ ト フォームでサポー ト され
ます。 これには、 Cisco 2900、 3900、 および 4400 シ リーズのサービス統合型ルータ （ISR） や 
Cisco 1000 シ リーズのアグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータ （ASR） が含まれます。 Cisco Unified 
Border Element は、 次のプラ ッ ト フォームで冗長性も提供します。

• Cisco ISR プラ ッ ト フォームでは、 アクテ ィブ コールのメディア保護を含むボッ クスツー
ボッ ク ス冗長性を提供できます。

• Cisco ASR プラ ッ ト フォームでは、 アクテ ィブ コールのメディアとシグナ リ ングの保護
（ステー ト フル フェールオーバー） を含むインボッ ク ス冗長性またはボッ ク スツーボッ ク
ス冗長性を提供できます。

表 6-11 では、 いくつかのプラ ッ ト フォームについて容量の例を示します。 その他のプラ ッ ト
フォームや、 必要な DRAM と フラ ッシュ  メモ リの量などの詳細については、 次の場所にある
『Cisco Unified Border Element Data Sheet』 および 『Cisco Unified Border Element and Gatekeeper 
Ordering Guide』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-border-element/datasheet-
listing.html
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コア アプ リ ケーシ ョ ン
Cisco Unified Border Element のサイジング例

ある企業に 8,000 人のユーザがいます。 繁時にはユーザの 10% が同時にコールを行います。
ユーザの 8% は外部の接続先にコールし、 残りのユーザは内線コールに関与しています。 電気
通信業者と この企業はすべてのコールに G.711 を使用できる こ とで合意しているため、 ト ラン
スコードは必要あ り ません。 この展開では、 640 個の SIP セッシ ョ ン （8,000 人の 8%） が必要
です。 表 6-11 に示すよ うに、 Cisco 3925 ISR で 大 800 個のセッシ ョ ンをサポート できます。
したがって、 この例では Cisco Unified Border Element ソフ ト ウェアをインス トールした 2 台の 
Cisco 3925 ISR を選択し、 冗長性を提供するため 1 台をアクテ ィブ、 も う  1 台をスタンバイ と
して使用します。

コア アプ リケーシ ョ ン
この項では、 コア  アプ リ ケーシ ョ ンの章で説明したアプ リ ケーシ ョ ン （つま り、 Cisco Unity 
Connection および Cisco TelePresence Management Suite （TMS）） のサイジングについて説明し
ます。

Cisco Unity Connection
Cisco Unity Connection 導入プロセスの項で説明したよ うに、 この設計で推奨される  Unity 
Connection の展開は、アクテ ィブ/アクテ ィブ モードのパブ リ ッシャ  1 台とサブスク ラ イバ 1 台
で構成されます。

このガイ ドでは、Unity Connection のユーザ数に応じた  3 つの簡易サイジング展開について説明
します。 これらの展開を表 6-12 に示します。 Unity Connection には他にも可能な展開があ り ま
すが、 このガイ ドでは説明しません。 その他の可能な展開については、 『Cisco Collaboration 
SRND』 および製品ドキュ メ ン ト を参照して ください。

表 6-11 Cisco Unified Border Element の容量の例

プ ラ ッ ト フ ォーム SIP ト ラ ン ク  セ ッ シ ョ ンの 大数

Cisco 2901 サービス統合型ルータ 100

Cisco 3925 サービス統合型ルータ 800

Cisco 4451-X サービス統合型ルータ 4,000

Cisco 1004 および 1006 アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  
ルータ

16,000

表 6-12 Cisco Unity Connection の簡易サイジング展開

展開サイズ ア ク テ ィ ブ/ア ク テ ィ ブで展開する  Unity Connection ノ ー ド

1,000 ユーザ 1,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する  1 つの Unity Connection 
ペア

1,000 ～ 5,000 ユーザ 5,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する  1 つの Unity Connection 
ペア

5,000 ～ 10,000 ユーザ 10,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する  1 つの Unity Connection 
ペア
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コ ア アプ リ ケーシ ョ ン
Cisco Unity Connection の仮定条件

OVA テンプレー ト の制限を超えないよ うにする必要があ り ます。 たとえば、 5,000 ユーザの 
OVA テンプレー ト には、 G.711 で 200 ポート 、 G.722 で 50 ポート の制限があ り ます。 OVA テン
プレート の制限の詳細については、 次を参照して ください。

• 次の場所にある  Cisco Unity Connection の仮想化に関する情報 
http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Unity_Connection

• 次の場所にある  Cisco Unity Connection の製品ドキュ メ ン ト  
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection-version-10-x/mo
del.html

ボイス メールの保存に必要なス ト レージ量を検討する こ と も重要です。 メ ッセージ  ス ト レージ
は、 仮想ディ ス クのサイズによって異な り ます。 たとえば、 G.711 コーデッ クを使用する メ ッ
セージのス ト レージは 5,000 ユーザの OVA テンプレート でおよそ 137,000 分であ り、 これは 
200 GB の vDisk 1 台で定義されます。 10,000 ユーザの OVA テンプレート を使用する場合は、
異なる メ ッセージ ス ト レージ要件に対応するために別の vDisk サイズを使用できます。 詳細に
ついては、 『Cisco Unity Connection Supported Platforms List』 を参照して ください。

Cisco TelePresence Management Suite （TMS）

Cisco TMS については、 表 6-13 に示す 2 つの簡易サイジング展開をお勧めします。 TMS には
他にも可能な展開があ り ますが、 このガイ ドでは説明しません。 たとえば、 TMS、 TMSPE、
TMSXE、 および Microsoft SQL のすべてのコンポーネン ト を同じ仮想マシンに配置する単一
サーバ展開については、 冗長性が提供されないため、 こ こでは説明しません。

表 6-13 に示した 2 つの展開では、 高可用性が提供されます。 冗長ノードは、 拡張性ではな く回
復力を確保するために展開されます。 プラ イマ リ  ノード とバッ クアップ ノードに単一の仮想 
IP アド レスを提供するロード  バランサも必要です。

表 6-13 Cisco TMS の簡易展開と容量

展開モデル 展開 Cisco TMS Cisco TMSXE Cisco TMSPE

通常の展開 
（2 vCPU の OVA テン
プレート ）

合計 2 ノード ： 
各ノードに TMS、
TMSPE、 および 
TMSXE を展開

Microsoft SQL 用の
サーバを追加 

制御対象システム （TMS 
に追加されるスケジューリ
ング用のエンドポイン ト ）
が 大 200 個

同時参加者が 大 100 人

同時進行するスケジュール
済み会議が 大 50 個

Microsoft Exchange 

で予約可能なエン
ドポイン ト が 大 
50 個 

Collaboration 
Meeting Room

（CMR） が 大 
1,000 個

大規模な展開 
（4 vCPU の OVA テン
プレート ）

合計 4 ノード ： 
2 ノードに TMS と  
TMSPE を展開し、 残
りの 2 ノードに 
TMSXE のみを展開

Microsoft SQL 用の
サーバを追加 

制御対象システム （TMS 
に追加されるスケジューリ
ング用のエンドポイン ト ）
が 大 5,000 個

同時参加者が 大 1,800 人

同時進行するスケジュール
済み会議が 大 250 個

Microsoft Exchange 

で予約可能なエン
ドポイン ト が 大 
1,800 個 

Collaboration 
Meeting Room

（CMR） が 大 
48,000 個
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 仮想マシンの配置と プ ラ ッ ト フ ォーム
Cisco TMS のパフォーマンス と スケーリ ングに影響を与えるその他の要因と して、 次が挙げら
れます。

• Cisco TMS Web インターフェイスにアクセスするユーザの数。

• スケジュールまたは監視されている会議の同時開催。

• 複数の拡張機能またはカスタム  ク ラ イアン ト による  Cisco TMS Booking API （TMSBA） の
同時使用。 ブッキングのスループッ トは、 Cisco TMS の [新しい会議 （New Conference） ] 
ページを含むすべてのスケジューリ ング  インターフェイスで共有されます。

Cisco TMS のサイジングの詳細については、 次の場所にある 『Cisco TelePresence Management 
Suite Installation and Upgrade Guide』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-
installation-guides-list.html

仮想マシンの配置と プラ ッ ト フ ォーム
仮想化を使用して展開されるシスコ  コ ラボレーシ ョ ン製品については、 展開をサイジングした
後の次のステップと して、 Cisco Unified Computing System （UCS） サーバに仮想マシンをま と
めて配置する方法を決定します。 これによ り、 ソ リ ューシ ョ ンに必要な  UCS サーバの数が
終的に決定します。 このプロセスは、 Collaboration Virtual Machine Placement Tool （VMPT） を
使用して実行します。 このツールは、 cisco.com へのログインが必要にな り ますが、
http://www.cisco.com/go/vmpt から入手できます。

図 6-1 に、 5,000 ユーザを含む展開に対する  VMPT の使用例を示します。 この例は、 Cisco 
Business Edition 7000M が展開されている こ と を前提と しています。 TelePresence Server は、 こ
の例には含まれていませんが、 Multiparty Media 400v や TelePresence Server MSE 8710 などのプ
ラ ッ ト フォームで展開できます。
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 仮想マシンの配置と プ ラ ッ ト フ ォーム
図 6-1 VMPT を使った仮想マシンの配置例

 

通常は、 VMPT を使用するのに加えて、 仮想マシンの配置を検証するため、 展開環境が次のド
キュ メ ン ト に記載されている共存要件をすべて満たしているかど うか確認する こ と をお勧めし
ます。

http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_Communications_Virtualization_Sizing_Guidelines#Appli
cation_Co-residency_Support_Policy
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 仮想マシンの配置と プ ラ ッ ト フ ォーム
主な配置と共存のルールは次のとおりです。

• オーバーサブスク リプシ ョ ンをしない ： すべての仮想マシンの仮想ハード ウェアと物理
ハード ウェアが 1 対 1 でマッピングされている必要があ り ます。 たとえば、 CPU について
は、 ハイパースレ ッディ ングが有効になっている場合でも、 仮想ハード ウェアと物理ハー
ド ウェアが 1 対 1 でマッピングされている必要があ り ます。

• Cisco Unity Connection では、 Unity Connection がインス トールされている各 ESXi ホス ト上
の ESXi スケジューラ用に予備の物理コアを予約する必要があ り ます。

• このガイ ドで説明しているほとんどのアプ リ ケーシ ョ ンは、 サードパーテ ィ製アプ リ ケー
シ ョ ン との共存をサポート しているため、 同じ  UCS サーバにインス トールできます。 ただ
し、 サードパーテ ィ製アプ リ ケーシ ョ ン との共存では、 サードパーテ ィ製アプ リ ケーシ ョ
ンがシスコ  コ ラボレーシ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ン と同じルールに従う必要があ り ます。 たと
えば、 サードパーテ ィ製アプ リ ケーシ ョ ンをシスコ  コ ラボレーシ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ン と
同じホス ト にインス トールした後は、 そのサードパーテ ィ製アプ リ ケーシ ョ ンで CPU の
オーバーサブスク リプシ ョ ンがサポート されない、 Unity Connection の展開時に ESXi スケ
ジューラ用に物理コアを予約する必要がある、 などです。 Cisco Business Edition プラ ッ ト
フォームでは、 共存オプシ ョ ンの一部が ESXi ラ イセンスで指定されます。 たとえば、
Cisco UC Virtualization Hypervisor および Foundation では、 共存できるサードパーテ ィ製ア
プ リ ケーシ ョ ンの数に制限があ り ます。

冗長性の考慮

ハード ウェア  プラ ッ ト フォームに高い冗長性がある場合でも、 ハード ウェアの冗長性を考慮す
る こ と をお勧めします。 たとえば、 図 6-1 の例で示すよ うに、 プラ イマ リ  アプ リ ケーシ ョ ン と
バッ クアップ アプ リ ケーシ ョ ンの仮想マシンを同じ  UCS サーバに展開しないでください。 代
わりに、 ホス ト の障害発生時に冗長性を提供するため、 プラ イマ リ とバッ クアップの仮想マシ
ンを異なるサーバに展開して ください。

プラ ッ ト フ ォーム

仮想化を使用して展開される製品には、 Cisco Business Edition 7000 が 適なソ リ ューシ ョ ン と
して考えられます。 このソ リ ューシ ョ ンは、 簡単に発注して展開する こ とができ、 Cisco UCS 
サーバ ハード ウェアとハイパーバイザのラ イセンスを含んでいます。 VMware vSphere 
Hypervisor (ESXi) が事前にインス トールされています。 Business Edition 7000 には、 シスコ  コ
ラボレーシ ョ ン  ソフ ト ウェア  セッ ト も事前にロード されています。
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